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　　　　序　四畳間の外交







「では、『草の国』はわたくしたちに非があると仰おつしやるのですか？」

　凛りんとした声が、場の空気を震ふるわせた。

　その貴人は、新緑色の瞳ひとみに冷たい威厳を宿らせて、目の前にいる人物をきっとにらみ据えている。白い手に握る樫かしの木もく杖じようと、金の髪から生えた堂々とした樹じゆ角かくは、彼女が『森の国』を統べる第一女王であることを物語っている。

　ティールジェンド・シャルフ・エ・ルイック・ダヴ・キリル──『森と樫の淑女、ティールジェンド』。それが、『森の国』女王の名前だ。

「そ、そういうわけではないのですが、そのう──こう何度も繰くり返されますとですね──」

　ティールジェンドに見据えられている少女は、深紅色の目を落ち着きなく瞬しばたたかせながら、ようやくそれだけを返した。小さな王冠と右手の指輪には、輪になった麦の印章が刻まれている。いずれも、『草の国』の王族しか身につけることを許されない装飾だった。

　スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノール──『草の王国の長の娘、スフリャーレ』。それが、『草の国』王女の名前だ。

　うろたえる王女に対して、女王は酷こく薄はくに目を細め、

「わたくしたちは、自らの責務を、果たしております」

　突き放すように、そう言った。

　スフリャーレは言葉を吞のみ込む。彼女とて『草の国』王族として、誇り高くあるよう教育を受けた身なのだろうが──三百年もの長きにわたって『森の国』を率いてきた第一女王を前にしては、埋めがたい威厳の差というものがある。

　ティールジェンドもまた、あえて言葉を継ごうとはしなかった。スフリャーレを冷たく見据えたまま、なにも言おうとしない。張り詰めたかのような沈ちん黙もくが満ち、スフリャーレは緊きん張ちようの面持ちで、ぐっと背筋を伸ばした。

　そのとき。

　ぴんぽーん、と、チャイムが鳴った。

　ティールジェンドとスフリャーレの目が、同時にそちらに向けられる。

　会談の場である畳たたみ敷じき四畳間の隣となり、流し台のすぐ脇にある、鉄製のドアだ。先ほどよりも強い緊張と警戒の色を浮かべ、女王と王女はそのドアを眺めている。

　ぴんぽーん、と、再びチャイムの音。

　ティールジェンドが、恐る恐る、という感じに話しかけてきた。

「あの……オー・ヤサン。よろしいのですか？　なにか、鳴っていますが」

「別にいいです。無視してください」

「そ、そうですか？　まあ、オー・ヤサンがそう仰おつしやるのでしたら」

　ティールジェンドがドアから目を離はなした瞬しゆん間かん、がたん、と宅配ポストから音がした。女王の肩がびくっと震ふるえる。たぶん不在票だろう。あとで回収しようと思いつつ、先を促す。

「どうぞ。会談を続けてください」

「はい。では、失礼して──」

　こほん、と咳せき払ばらいをして、ティールジェンドは口を開いた。

「よろしいですか、スフリャーレ殿。我らキリラミア族は伝統を重んじる種族なのです。あなたたちアミアと交易協定を結ぶというのは、前例のないことなのですよ」

「それは、はい、わかっています」

「まして『森の国』と『草の国』は、ひとかたならぬ過去を持つ間柄。長老たちをはじめとして、反発を抱くものも多くおります。それを押して協定を結んだというのに、このようなていたらくでは、わたくしとしても考えを変えなくてはなりません」

　ううっ、と喉の奥で声を漏らし、スフリャーレは泣きそうな顔をして──

　こちらを見た。

　見られても、困る。

「スフリャーレ殿？　聞いているのですか？」

「っ、はい！　聞いています。あの──、わたしも、交易が滞っていることに関しては、その、申し訳なく思っています……」

　バカ、と胸のうちでつぶやく。謝ってどうする。

　思った通り、ティールジェンドはそれを聞いて、薄うすく微笑ほほえんだ。

「なるほど。申し訳ない。では、『草の国』は、自国の非を認識しているのですね」

　謝罪をしたということは、自分の非を認め、問題の責任を負う立場にあると認めたという意味だ。

　だというのに、スフリャーレは目をぱちくりさせるばかりで、自分がなにを口走ったのか理解していないようだった。

　ティールジェンドはゆっくりと立ち上がった。慈愛さえ浮かんだ眼まな差ざしをスフリャーレに向け、にっこりと笑う。

「わたくしとしても、こちら側から送った馬車が『草の国』にたどり着かずにいる今の状況は、遺い憾かんに思っております」

『遺憾に思う』という表現は向こうの世界にもあるのか、と幸こう太た郎ろうは感心した。確かに便利な言葉ではある。「俺たちのせいじゃないけど大変だね」という気持ちをそのまま伝えるよりは、相手の感情を刺激せずに済む。

　立ち上がったティールジェンドは、手にした木もく杖じようで足下を強く叩たたいた。

「スフリャーレ王女殿下。一日も早く事態解決をしていただけること。ここで、確約していただけますね？」

　その威に打たれて、スフリャーレは唾を飲み込んだ。幼い瞳ひとみに怯おびえの色が浮かぶが、ティールジェンドの眼差しは『逃げ』を許さない。

　スフリャーレの桃色の唇がゆっくりと開き、確約の言葉を口にしようとして──

　幸太郎は、それを遮った。

「畳に穴、開けないでくれますかね」

　ティールジェンドは、少し驚おどろいたように目を見開いた。

「修しゆう繕ぜん費ひを払ってもらいますよ。ティールジェンドさん」

　女王の杖つえに打たれた畳はべっこりとへこみ、その震しん動どうでちゃぶ台に載っていた湯飲みが倒れてしまっている。幸太郎は台布巾で、湯飲みからこぼれたお茶を拭いた。

　ティールジェンドは杖を持ち上げ、幸太郎に向かって恭しく礼をした。

「これは。失礼をいたしました、オー・ヤサン」

「交易停滞の責任は『草の国』にある。確かに聞き届けました」

　スフリャーレが顔を上げ、幸太郎を見た。潤うるむ瞳には、見捨てられた子供のような色。それを覗のぞき込むことなく、幸太郎は淡々と言う。

「しかし、根本的な原因がどこにあるのかわからない以上、解決を急ぐのはかえって事態をこじらせることになりかねません。そうでしょう？」

　緑の瞳ひとみがかすかに笑う。『肩入れしすぎですね』と、その目が語っている。

「そうかもしれませんね」

「では、今回は『草の国』の責任が明確になったというところで、結論にしてはいただけませんかね。もっとも──」

　幸こう太た郎ろうは軽く首をかしげ、持ち前の淀よどんだ目つきで、女王の瞳を覗のぞき込んだ。

「責任があるのは、『草の国』ばかりとは思えませんが」

　ティールジェンドはくすっと笑い、

「責任の比重はともかく、どこに問題があり、それをどう解決するかは、今話し合ってどうにかなることではなさそうですね。わかりました。『森の国』としても、問題解決に向けて協力することにやぶさかではありません」

　明確な答えを避さけている。狡こう猾かつな女王だ。

「『草の国』もそれでいいですね、スフリャーレさん？」

　スフリャーレは目を瞬しばたたかせる。話にまったくついていけていないということが、顔を見るまでもなくわかった。

　だから、幸太郎はティールジェンドに視線を戻し、さっさと話をまとめることにした。

「それでいいそうです。では、話し合いはこれまでということで」

「はい。『調停の儀ぎ』を執り行ってくださったこと、深く感謝いたします」

　両手を腹の前で重ねて、ティールジェンドは深々と礼をする。それを見て、スフリャーレも慌てたように立ち上がり、ぺこりと頭を下げた。

「あ、ありがとうございました！　オー・ヤサン！」

　幸太郎は、ごく微妙な表情で頷うなずいた。『調停の儀』という名称こそ仰々しいが、実際のところは、単に幸太郎の部屋で話し合っただけなのだが。

「では、わたくしはこれにて失礼いたします。この会談の成果を、国のみなに伝えなくてはなりませんからね」

　王衣を翻ひるがえして、ティールジェンドは部屋の出口へと向かう。玄関に並べてあった靴を履はこうとして、なかなか履けずにいるようだ。きらびやかな装飾に彩られた女王にとっては、１ＤＫの玄関口は少しばかり狭すぎるのだろう。

「あの。靴べら使いますか？」

　靴を履こうと四苦八苦しているティールジェンドの背中に、そんな声をかける。彼女は身を屈かがめたままこちらを振り返り、不思議そうな顔をした。

「クツ・ベイラ……？　それは、どのような……？」

「これです。これ」

　玄関の脇に立てかけられている靴べらを手に取り、ティールジェンドに渡した。ティールジェンドは両手で靴べらを受け取り、童女のように首をかしげた。

「どうやって使うのですか？」

「……失礼します」

　説明するより実践させるほうが早い。幸こう太た郎ろうは女王の手に自分の手を重ねた。

「先っぽの部分を、こう、カカトに当てて。つま先を靴に入れて。そうです、そう。で、このまま、すぽんっと」

　入った。

「おおっ──」

　ティールジェンドは感嘆の声をあげ、左足も同じように入れた。靴べらを高く掲げ、それがまるで貴重な道具であるかのように、恭しく返却する。

「ニポーンには不思議な道具が数多くあると聞き及んでおりましたが、まさかこのような便利なモノがあるとは想像もしていませんでした。わたくし、深く感銘いたしましたよ、オー・ヤサン」

「……。そうですか」

「では、今度こそ失礼いたします。森と大地の恵みがあなたにありますように」

　恭しく別れの礼をして、ティールジェンドは扉を開け、出て行った。

　部屋に戻ると、スフリャーレがちゃぶ台に突っ伏していた。頭から小さな王冠が外れて落ちて、畳の上をころころと転がっている。

　幸太郎は王冠を拾い上げ、スフリャーレの前に置いた。

「ほれ。話し合いが終わったぞ。おまえもさっさと自分の国に帰れ」

　ぞんざいに言うと、スフリャーレはばっと顔を上げ、涙に濡ぬれた目で幸太郎のことをにらみつけた。

「ひどいです、オー・ヤサン！　わたしたちの責任にするなんてっ！」

「先に謝ったのはおまえのほうだろ。謝ったってことは、責任を認めたってことだ」

「そ、それは、そうかもしれませんが……」

「俺は中立公平の管理人で、話し合いの証人でもある。片方が言ったことを、聞かなかったことにはできない」

　冷たく言い放つと、スフリャーレはしゅんとしょげてしまった。

「……そうですよね。ごめんなさい。『調停の神衣』を纏まとっているオー・ヤサンに、味方してもらうことを期待するなんて。わたしが、間違っていました……」

　それを聞いて、幸太郎は唇をへの字に曲げた。

　胸元に天てん秤びんの絵がプリントされたエプロンと、腰に挟み込んでいる古ぼけたハタキと、ほとんど錆さびたような鍵かぎ束たば。

　この三種類の神器を身につけるものは、『アラシュ・カラド』の国家をあまねく調停し、恒久の平和を保ちつづける責務を担っている。

　久く藤どう幸こう太た郎ろう。それが、『あけぼの荘』管理人の名前だった。













　　　　１　アラシュ・カラド







　最寄り駅から阿あ佐さヶが谷やまでは、電車で三十分ほどの距きよ離りだった。

　新しん宿じゆく駅えきから中央線に乗り換えて、快速で揺られること十分。人波にまぎれて改札を通過し、北口から出ると、バスロータリーが広がっていた。今年は空梅雨なのか、六月だというのに抜けるような快晴で、照りつける日差しにメガネの奥の目を細める。

　右手に大型スーパーマーケットの建物を確認しながら、幸太郎はバスロータリーを抜けて、日差しを避さけるためにアーケードに入った。そこで地図を確認していると、通りかかったおばちゃんに声をかけられた。

「こんにちは。なにかお探し？」

「……はあ。まあ」

　幸太郎はコミュニケーションが苦手である。特に見知らぬ人間が相手だと、阿あ呆ほのように黙だまり込んでしまうことが多い。このときも困惑して黙り込んでいると、おばちゃんはにこにこしながら地図を覗のぞき込み、それから幸太郎の手を引いて、大通りまで連れて行ってくれた。

「ここをまっすぐ行くと、幼稚園の園庭があるから、そこを左に曲がって──」

　懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えられても、幸こう太た郎ろうはやはり、弁が立たなかった。説明を聞き終えたところで、ようやく彼は頭を下げることで、謝意を示すことができた。

「じゃあね。気をつけてね」

　おばちゃんは駅の方角に向かって歩き出し、幸太郎はその背中にもう一度、ぺこりと頭を下げた。

　言われたとおりの道順を歩くと、すぐにそのアパートが見つかった。

　あけぼの荘。

　アパートの門の前で、叔父が懐ふところ手でをして立っていた。幸太郎のことを見て、その顔に穏おだやかな笑みを浮かべ、軽く手を振ってきた。

「おっ、早かったな、幸太郎」

「……ども」

　軽く会釈をするような礼をする。あらたまった辞じ儀ぎというものはしたことがないから、苦手だった。メガネの奥の目を気まずそうにそらし、そういう形に固定したかのようなへの字口でその場に佇たたずんでいると、不意に叔父の手が伸びて、幸太郎の髪をくしゃくしゃと搔かき乱した。

「わっ。な、なにするんですか」

「ずいぶん久しぶりだなーと思ってさ。背ぇ伸びたな？　もう高一だもんなー」

「久しぶりって、一年と二ヶ月ぶりでしょ。そんなに変わってませんよ」

「いやいや、変わってるよ。自分じゃ気づかないだけさ」

　にこにこしながら、叔父はそんなことを言った。

　叔父と幸太郎は血が繫つながっていない。そもそも久く藤どう家けは叔父夫婦とほぼ疎遠なのだが、どういうわけか幸太郎とこの叔父は不思議と馬が合った。

　その叔父が、幸太郎の現状を知ったのは、ほんの一ヶ月ほど前のことらしい。

　電話がかかってきたのは、幸太郎が少ない荷物をリュックに詰めているときだ。電話に出たのが幸太郎の妹だったのは幸運と言えるだろう。両親のどちらかであれば、幸太郎に代わったかどうかはきわめて怪しい。

　電話口に出た幸太郎に、叔父は開口一番こう言った。

『ちょっと今な、俺が持っているアパートの管理人のバイトを探してるんだが、よかったらやってみないか？』

　まさに渡りに船だった。幸太郎はその申し出を受け入れ、自分の荷物が入ったリュックだけを背負って家を出て──そのまま、阿あ佐さヶが谷やまで電車に揺られてきたのである。

「ま、立ち話もなんだ。入れよ」

　叔父はあけぼの荘一階の、一番手前にある部屋のドアを開いた。ドアプレートには『管理人室』とある。

　管理人室に入ると、玄関のすぐ脇に台所があった。貧相なコンロと申し訳程度のシンク、化石のような電子レンジ。それを横目にしながらダイニングを通り過ぎると、四畳ほどの和室にたどり着く。この世界に星の数ほどもある、典型的な１ＤＫだ。

　和室の中央には、ちゃぶ台が据え置かれている。その向こうにどかりとあぐらを組んで、叔父は笑いながら対面を示した。

「座れ。ボロいところだけどな」

「お邪じや魔まします」

「いやまあ、どっちかっつーと邪魔してるのは俺のほうなんだけどな。今日からここが、おまえの部屋なんだから」

　幸こう太た郎ろうは叔父の対面に座りながら、つい反論してしまう。

「まだ決まったわけじゃないでしょ。俺の面接、今からするんですよね」

「面接っつっても、決めるのは俺じゃなくて、おまえのほうだからな。俺のほうはもうとっくに、おまえしかいないって決めてるんだから」

「……よく、そんな、恥ずかしいこと言えますね」

「恥ずかしい？　どの辺が？」

　叔父は不思議そうな顔をする。本当に、自分の台詞せりふを恥ずかしいと思っていないのだ。幸太郎はまた唇をへの字に曲げ、話を先に進めた。

「俺が決めていいってんなら、今すぐ決めますよ。住み込みＯＫで、生活費を十分まかなえるだけのバイト料が出るんですから、断るわけありません」

　生活費、というくだりで、叔父は目を細めた。真面目な口調で問う。

「両親に相談は？」

「……してません」

　ぼそりと答えると、叔父は仕方なさそうに笑った。

「だと思ったよ。一応、俺から義に兄いさんを説得して、学費だけは払ってもらえるようにしといた。仕送りはしないっつってたけどな。それもここのバイト代で、なんとかなるだろ」

　幸太郎は目を瞬しばたたかせた。

　学費のことはあまり考えていなかった──考えないようにしていた。最悪、高校をやめればいいと思っていたのだ。

　それが、叔父の一言で、救われた。

「おまえにはつまんないかもしんないけどさ、高校くらい出ておいて損はない。いろいろと先の選択肢が広がる」

　幸太郎は敬意を払うということが苦手だ。今まで敬意を払うに値する人間など、ほとんど見たことがなかったから。

　それでも、このときばかりは居住まいを正し、幸太郎は深く頭を下げた。

「ありがとう、ございます。叔父さん。このご恩は、一生忘れません」

　慣れない言葉を口にしたからか、声がかすれた。何度か唾を飲み込んで、幸こう太た郎ろうはようやくすべてを言い終えることができた。

　そんな幸太郎を見て、叔父はあっけらかんと笑った。

「礼を言うときくらい、その無愛想な顔やめろよ」

　幸太郎は顔を上げ、むっとしたように答えた。

「この顔は元からです」

「もうちょっとスマイルを覚えたほうがいい。これからの仕事もあるからな」

　仕事。

「まあ、その前に、いろいろ説明をしなくちゃいけないんだが──」

　そこまで言って、叔父はふと、視線を天井にさ迷わせた。

『迷っている』。

　その目を見て、幸太郎はそのことを理解した。

　叔父はちらりと幸太郎を見て、かすかに笑った。幸太郎が理解したことを理解したのだ。

「まあ、おまえなら、直接見てもらったほうが早いか。幸太郎、座ってもらったばっかりで悪いんだけどさ、ちょっとついてきてくれるか」

　叔父は立ち上がり、机の上に畳まれていたものを手に取った。──中央に天てん秤びんのプリントがされた、古ぼけたエプロンだ。同じ場所に置かれていたハタキと鍵かぎ束たばを身につけて、彼は部屋から出て行く。

　幸太郎は叔父の背中を追いながら、ぽつりと尋ねた。

「なんでエプロンなんてつけてるんですか？」

「管理人の制服だからさ。おまえにもつけてもらうぞ」

　マジか。幸太郎はそう思った。

　そんな彼の思惑など知るよしもなく、叔父はつらつらと話しつづける。

「あらためて説明すると、おまえにはこのあけぼの荘の管理人をやってほしいんだ。今までは俺がやってたんだが、いろいろな理由で続けるのが難しくなってな。代理人を誰だれにするかって悩んでたところに、おまえの事情があったってわけだ」

「はあ」

「ボロいけどいいところだよ。バス・トイレ完備で１ＫＤ、立地を考えたら家賃も十分に安い。今のとこ部屋は満室で、おまえに頼たのみたいのはアパートの点検と住人の管理、それに家賃の徴収だな」

　二階にたどり着く。部屋のドアが、ずらりと並んでいる。

　幸太郎はなんとなく、一番近くにあった２０１号室のドアを見つめた。

　ドアプレートには、『スフィーデルコット』とある。

「どんな人が住んでるんですか？」

　外国人とコミュニケーションを取れる自信はなかった。日本人が相手でも苦手だというのに、言語の壁かべはなかなか高すぎるハードルである。

「んー。まあ、そうだな。端から順に説明すると」

　叔父は２０１号室をぴしりと指差し、言う。

「ここは執政官だな」

　……。

「で、その隣となりが部族長。ここは国王。こっちは教皇だったかな。２０５号室は覇は王おうだけど、これは自称だからあんまり気にしなくていい。話してみると良い奴やつだぞ」

「あの」

「んで、ここ、２０６号室はちょっと変わってて──ドラゴンだ」

　叔父は２０６号室のドアをノックする。表札に掲げられているのは『カラド・ココ』の文字。幸こう太た郎ろうがなにか言うより先に、叔父は大声を張り上げていた。

「おーい、セラナリオン！　いるかー？　入るぞー？」

　ドアの向こうから、腹の底に響ひびくような声が返ってきた。

　少なくとも幸太郎の耳には、それは意味のある言葉には聞こえなかった。地鳴りのような、あるいは猛もう獣じゆうが喉を鳴らしたような──そんな響きにしか聞こえなかった。

　しかし叔父はまったく動じることなく幸太郎を振り返り、にっこり笑ってみせた。

「勝手に入っていいってさ。準備はいいか？」

　なんの？

　そう尋ね返す暇もなかった。叔父は鍵かぎ束たばを取り出してカギを開けると、ドアノブを回して、ドアを引き開けた。

　ドアの向こうには、目があった。

　家一軒ほどもある巨大なドラゴンが、こちらをじいっと覗のぞき込んでいた。

　目玉のひとつひとつが人間の頭よりも大きく、紫の瞳ひとみに開いた黒い瞳どう孔こうが、硬直した幸太郎を映し出している。太い四肢の先端についたかぎ爪は、ほんの少し撫なでるだけで幸太郎の肉体をばらばらに引き裂くことができるだろう。長く突き出た口を開くと、剣山のようにぞろりと並んだ牙が露あらわになった。

　再び、地鳴りのような声。

　その鼻息に押し出されるように、幸太郎はその場に尻もちを突いてしまった。足から力が抜ける。恐怖さえ感じない。ただ空白が、頭の中を埋め尽くしていた。

　叔父は、悪戯いたずらが成功した子供のような笑みを浮かべて、幸太郎を見下ろしていた。
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「はじめまして、だって」

　そして、叔父はそれに──彼の言葉を借りれば『ドラゴン』に向き直り、なにかを言った。聞き慣れない言語だ。それは、『ドラゴン』が口にした音と似た響ひびきが混じっているように思えた。

　幸こう太た郎ろうは尻もちを突きながら、目の前をぼんやりと眺めていた。

　部屋の中は、部屋の外だった。意味がわからない。叔父が開けたドアの向こうには、風にたなびく緑色の草地と、ごつごつとした岩肌、無限に広がるかのような青空があった。

　その空に、三つの月が浮かんでいるのが見えた。

　幸太郎は叔父を見上げて、尋ねた。

「１ＤＫ。なんですよね？」

　我ながらマヌケな質問だと思った。もっと他に聞くべきことがあるだろうに、しかし叔父は特に疑問に思ったふうもなく、明快に答えてくれた。

「１ＫＤだよ。１キングダムＫＤ。一室につき、ひとつの国だ」

「────」

「あけぼの荘の全十二室は、十二の国に繫つながっている。こことは違う、どこか別の世界にある国々だ」

　そうして叔父はにっこりと笑い、こう言った。

「おまえに頼たのみたいのは、この異世界の管理人なんだよ。幸太郎」




　　　　　　　◆




「この世界の名前は『アラシュ・カラド』という。日本語に訳すと、そうだな──『朝の大地』『黎れい明めいの大陸』といったところか。あけぼの荘の名前の由来は、実はそこからだったりする。まあ、俺が建てたわけじゃないから詳しいことは知らんがな」

「…………」

「さっきも言ったとおり、国の数は十二国だ。これはアラシュ・カラドの全国家だと考えてもらっていい。世界人口は五千万人くらいだと言われているが、正確な数字じゃないぞ。文明レベルは中世前半くらいだから、正確な人口調査はできていない」

「…………」

「ああ、住民が多すぎるってことが心配なら、大丈夫だ。おまえが直接付き合うことになるのは、十二国家の代表だけだからな。住んでる世帯の代表が管理人とやり取りをするってのは、普通のアパートとそんなに変わらない。それをこちらの世界では、『外交特使』と呼ぶ。ちなみにこちらのセラナリオンは、２０６号室『カラド・ココ』の外交特使だ」

「…………」

「幸こう太た郎ろう？　聞いてるか？」

　幸太郎は、かろうじて頷うなずいた。

　ちなみに彼らが今いるのは、叔父曰いわく２０６号室、塔のように突き出した山頂だ。

　目を横に向けると、幸太郎たちがいるのと同じような山頂が、眼下に広がる雲海からいくつも突き出している。道理で呼吸がしづらいわけだ。雲間を縫ぬうように飛ぶ影かげは、十枚以上もある翼つばさをなめらかに動かす長虫のような生き物で、もちろん幸太郎はそんな生物など見たことも聞いたことも想像したこともない。

　幸太郎は前を向いた。

　そこには叔父がいる。畳の上の座布団にあぐらを搔かいている。周囲の景色はどこの雲うん南なん省しようだというような人外魔ま境きようなのに、彼らがいる区画だけはなぜか金色の屛びよう風ぶによって区切られているのだ。端に置かれた車くるま簞たん笥すの上から、大量のこけしが幸太郎を見据えている。

　並ぶこけしの向こうでは、青いドラゴンが鎮ちん座ざして幸太郎を見据えている。

　生きた心地がしない。

「顔色が悪いな。まあ無理もないか」

　んー、と顎あごに手を当ててしばらく考え、叔父はおもむろにエプロンを外した。

「しょうがない。これをつけろ」

「え？」

「今、おまえはこう思っているだろう──『こんなバケモノを前にして冷静でいられるわけない』と」

「……それだけじゃ、ないですけど、まあ、そうです」

「それは大きな間違いだぞ。セラナリオンはバケモノなんかではない。このエプロンをつければ、それがわかるはずだ。さあ」

　言われたとおり、幸こう太た郎ろうはエプロンに袖を通した。

　すると、ドラゴンが口を開き、楽しそうな声が響ひびいてきた。

「やあ、これで話が伝わるようになったね」

　幸太郎は目を見開いて、ドラゴンを見上げた。

「その調度品はどうかな？　僕の自慢のコレクションなんだけど」

　調度品、というのは、屛びよう風ぶや車くるま簞たん笥すやこけしのことを言っているのだろうか。幸太郎は激しくなっている動どう悸きを抑え、答える。

「……剝むき出しのまま置いてあるけど、雨が降ったらどうするんだ？」

「ああ、それなら大丈夫。雨雲はここにまで届かないからね。空気が乾かん燥そうしているから、露つゆでダメになることもないのさ」

「なるほど」

　幸太郎は頭の中で、叔父の言葉を肯定した。確かに、このドラゴンは化け物ではない。知識と知恵を共に持つ、知的生物のようだった。

　と、ドラゴンは、不意に頭を低く下げた。紫の瞳ひとみが、幸太郎の正面にやってくる。

「まあ、世間話はこの辺にして、自己紹介に入ろうか。──はじめまして、僕は『カラド・ココ』の外交特使、セラナリオンだ。以後よろしく」

「……よろしく」

　セラナリオンが、かすかに笑ったように思えた。

「お名前は？」

　幸太郎は、唾を飲み込む。

　ビビっていると思われているのがまず気に入らなかったし（事実だが）、そのために名前も言えないと思われているのがさらにムカついた。幸太郎はヒネクレ者である。相手にナメられるのが、なによりも嫌いなのだ。

　だから彼は、正座をしたまま背筋を伸ばし、朗々と答えた。

「久く藤どう幸太郎。今日から、ここの管理人となる人間だ」

　ぐるる──と、セラナリオンの喉が鳴った。どうやら笑ったらしい。幸太郎は伸ばした背筋が冷たい汗を浮かべるのを感じた。

　セラナリオンは叔父のほうを見る。

「オー・ヤサン、あなたの甥おい御ごさんは、なかなか勇気があるね」

　叔父はセラナリオンのほうを見て、首をかしげた。

「幸こう太た郎ろう。セラナリオンはなんと言っている？」

「え──」

「ああ、言い忘れていたが、こっちの世界の言葉はそのエプロンをつけていないとわからんのだ。まあ要するに外国語なわけだから、学習すればいいんだろうが、もちろん俺はそんなことはしていない。──で、なんだって？」

「……俺に、勇気があるって」

「はは、同感だ」

　叔父に笑われて、幸太郎は自分の仏頂面が濃こくなるのを自覚した。




　２０６号室から外に出ると、なんの変哲もない日本の光景が広がっていた。

　先ほどまで、人外魔ま境きようでドラゴンを相手にしていたのは、もしかしたら夢だったのではないか。振り返り、扉を開けば、そこには管理人室にあったような、ごく普通の１ＤＫが広がるだけなのではないか──

「さ、次行くぞ、次」

　そんな物思いに耽ふけっているあいだに、叔父はさっさと歩きはじめていた。

「あ、叔父さん、これ」

　慌てて追いかけながら、幸太郎はエプロンを外そうとする。が、叔父は振り返ることもなく、手を振ってそれを止めた。

「いいよいいよ。今日からそいつはおまえのモンだ。なにしろ管理人なんだから」

「い、いや、でも──」

「俺も同行はするが、次からはおまえが自己紹介をするんだぞ。最初にセラナリオンのところに行ったのは──まあ、おまえに度胸をつけさせるためだな。ドラゴン相手に胸を張れるんなら、相手が誰だれでも大丈夫だろ？」

　そう言われて、幸太郎は反論することができなかった。エプロンの腰こし紐ひもを、再び結ぶハメになる。

「次からは、そんなに大変な相手じゃない。気むずかしい奴やつもいるが、基本的にアラシュ・カラドの人間にとってオー・ヤサンは尊敬すべき相手なんだ。堂々と構えてりゃそれでいい」

「さっき、あのドラゴンも言ってましたけど、なんなんですか。オー・ヤサンって」

　叔父は「ああ」と声をあげ、悪戯いたずらっぽく幸太郎のほうを振り向いた。

「『オー』ってのは、そうだな、英語でいうＳｉｒが一番ニュアンスとしては近いだろうな。『ナントカ卿きよう』って意味だ。オー・ヤサンは『ヤサン卿』くらいになるか」

「ヤサンってどういう意味なんですか？」

「俺も知らん。セラナリオンに聞いたが、そんな名詞は存在しない。おそらく、もともとは『大家さん』という日本語が間違って向こうに伝わって、それがたまたまアラシュ・カラドの文法に合致していたから、みんなこぞって使うようになったんだろう」

　くだらねえ……。

「管理人って呼ばれるよりは親しみがあっていいだろ。──さ、次はここだ」

　１０１号室、ドアには『ササラノール』と書かれたプレートがかけられている。

「ちなみに、なにもしていない状態で開けると、こうなる」

　叔父がドアを開くと、そこにはがらんとした１ＤＫが広がっていた。

　叔父は懐ふところから鍵かぎ束たばを取り出して、幸こう太た郎ろうに渡す。

「この鍵が、異世界への認証キーだ。こいつも管理人としての証あかし、これを使って開けないと管理人としては認められない。管理人以外がドアを開けると、普通の──『こちらの世界』の部屋にしか繫つながらない」

　幸太郎は無言のまま頷うなずいた。超常現象とかファンタジーとか、今さら騒さわぐ気にもなれなかった。確かに、叔父の判断は正しい。初っぱなにいきなりドラゴンを当てられたら、あとはもう理解するしかないだろう。

「それじゃ、開けてくれ。おまえの、オー・ヤサンとしての、初仕事だ」

　幸太郎は頷き、ドアに近づいた。

　鍵をドアに差し込み、ごくりと唾を飲み込む。叔父はああ言ったが、最初に見たのがドラゴンなのだ。次に出てくる相手がどんなモノなのか、幸太郎には想像もつかない。

　彼は大きく深呼吸をしてから、覚悟をして扉を開けた。

　その、向こうには。

「あっ、あの！　──新しい、オー・ヤサン、ですか？」

　ひとりの少女が、頰ほおを赤らめ、まっすぐに背筋を伸ばして、立っていた。

　鮮あざやかなオレンジの髪色に小さな金色の王冠を載せ、右手に煌きらめく金色の指輪、小柄な身体からだはホルターネックのドレスに包まれている。きらきらと輝かがやくルビーレッドの瞳ひとみは、太陽のように周りを明るく照らしている。そこに浮かぶ色は『尊敬』と『好奇心』で、幸こう太た郎ろうにまっすぐ向けられている。

　少女が立っているのは、大理石と黒こく曜よう石せきで作り上げられた、荘厳な神殿のような場所だった。ここが、彼女の国の、ドアに繫つながる場所なのだろう。

「あの、えっと、わたし……」

　少女は腹に当てた両手をもじもじと動かしていたかと思うと、不意に片手だけを上げて、顔を真っ赤にしながら、

「ち、チワッス！」

　そう、叫んだ。

　少々の、間があった。

「…………」
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　幸こう太た郎ろうは、困惑を表情に映して叔父のほうを振り返る。叔父もまた困ったような顔をしていた。少女の謎なぞの行動の意味をしばらく考えてから、叔父は「あ」と声をあげた。

「そういやこないだ、そんな挨拶をしたことがあったな」

「なに？」

「そのエプロン、全部の言葉を正確に翻ほん訳やくしてくれるわけじゃないからな。たぶんスフレは、その『チワッス』を、こっちの世界での正式な挨拶だと思ってるんだろう」

「叔父さんのせいじゃないか」

　呆あきれながら言うが、叔父は笑って肩をすくめ、

「そうかもしれないが、今の管理人はおまえだ。なんか言ってやれよ、固まってるぞ」

　少女のことを見る。片手を上げた体勢のまま、凍りついたように動かなくなっている。渾こん身しんの挨拶をスルーされたためだろう、頰ほおが緊きん張ちようとは別色の、羞恥の赤で染まっていく。

　こほん、と咳せき払ばらいをして、幸太郎は少女に向き直った。

「久く藤どう幸太郎です。新しく、ここの管理人を務めることになりました。よろしく」

「…………」

　少女は相変わらず固まっている。その顔が泣きそうになっている。もう一度、力なく片手を動かして、彼女は蚊の泣くような小さな声で、

「…………ちわっす…………」

　まだやるのか。それ。

　もう一度、幸こう太た郎ろうは叔父のほうを振り返った。叔父はなにも言わなかったが、その目は『フォローしてやれよ』と物語っていた。これはおそらく、幸太郎でなくてもわかっただろう。

　幸太郎はため息をつき、自らも軽く片手を上げ、

「チワッス」

　その瞬しゆん間かん、少女の表情は、宝石のようにぱあっと輝かがやいた。

　一瞬、幸太郎は辺りが明るくなったのかと錯さつ覚かくした。それほどに、思わず見とれてしまうほどに、彼女の笑顔は明るく、朗らかで、魅み力りよく的てきだった。

　少女は飛び跳ねんばかりにして幸太郎に近づき、いっぱいの笑顔をぐいと近づけて、叫んだ。

「チワッス!!　オー・ヤサン、チワッスです!!　わたし、スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノールと申します!!　この『草の国』の王女であり、外交特使を務めさせていただいております!!　今後とも、なにとぞよろしくお願いしますっ!!」

　びりびりと、空気と鼓膜が震ふるえた。凄すさまじい大声だ。幸太郎は一瞬だけ目を閉じて、その轟ごう音おんに耐えてから、聞き返す。

「……王女？」

「はいっ！　王女です！」

　確かに、王冠もドレスも指輪も、格好はそれっぽい。

　しかし格好以外は、およそ『王女』という言葉が持つ印象からかけ離はなれている。顔立ちは美しいというよりは愛くるしく、元気いっぱいの態度もくるくると回る表情も、王女というよりはパン屋の娘に近い。

　と、背後から、叔父が注釈を入れてくれた。

「自分で言ってると思うが、スフレは『草の国』の王女、兼、外交特使だ。今14だから、おまえのいっこ下だな。仲良くしろよ」

「王女さまと仲良くする方法なんか知りませんよ」

「スフレはそういう性格だから、ほっときゃ仲良くなる。おまえが相手だと、ちっと時間がかかるかもしれないけどな」

　幸太郎はむっとした表情になる。ちなみに幸太郎は今までの人生で、友人と呼べる友人を作ったことは一度もない。

「まあ、ともかく、今後ともよろしく。それじゃ」

　さらりと言って、幸太郎はドアを閉じようとした。

　その袖を、スフリャーレがはっしと摑つかんだ。

　幸太郎は思わずびくりとする。スフリャーレは目を大きく見開いて、信じられないといった表情で幸太郎を見つめている。

「あ、あのっ！　……お茶の、用意を、しているのですが、よろしければご一緒にいかがでしょうか！」

「え。──いや、時間ないし」

「で、でもでも！　そちらのオー・ヤサンには、いつもお付き合いいただけるのですがっ！」

　そう言って、スフリャーレは叔父のことをちらりと見た。幸こう太た郎ろうも叔父を見る。叔父は仕方なさそうに笑っていた。

「まあ、今はおまえがエプロンつけてんだ。おまえが決めろ」

　幸太郎はメガネの奥で目を細めた。

　見知らぬ人間とのコミュニケーションは、苦手である。

「今の管理人は俺で、俺は今時間がありません。お茶はまた今度。それじゃあ」

　そう言い放ち、スフリャーレの小柄な身体からだをドアの向こうに押し込んで、閉じた。

　軽く、ため息をつく。

「幸太郎」

　そんな幸太郎の背中を、叔父がぽんと叩たたいた。振り返ると、叔父は困ったような笑顔を浮かべながら、こう言った。

「だからおまえ、友だちができないんだよ」

「余計なお世話です」




　　　　　　　◆




　挨拶回りをようやく終えて、幸太郎は管理人室に戻り、がくりと崩れ落ちた。

「……疲れた」

　体力より、むしろ気力を消耗していた。外交特使のほとんどが国を代表するような高い立場にあるという事実もさることながら、そのうちの約三分の一が人間ではなかったという事実のほうが大きい。さすがにドラゴンを越える衝しよう撃げき体験はなかったが、それでもドアを開けたらトカゲ人間が待ちかまえていたときは心臓が止まるかと思った。

　ちゃぶ台に突っ伏している幸太郎をよそに、叔父は帰り支度を始めていた。

「おつかれさん。そんじゃ、俺は帰るから」

　幸太郎は驚おどろいたように顔を上げ、叔父は驚いたようにそんな彼を見返した。

「ん？　なんだ？　まだなにか聞きたいことがあるのか？」

「……あるというか、聞きたいことだらけですけど」

　なんだってこのアパートは、異世界に繫つながるなどというキテレツなことになっているのか。まずはそこから問いただしたかったが、叔父は笑って手を振り、部屋の隅に置いてある文ふ机づくえを示した。

「いやー、わりーんだけど、そろそろ帰らないと嫁が不機嫌になるんでな。その机の中にあけぼの荘の賃貸契約書が入ってるから、わからないことがあったら読んでおきな。それと、幸こう太た郎ろう、ケータイは持ってたっけ？」

「持ってません。必要ないんで」

「ほんとに現代人かおまえは。しゃあねえな、ほれ」

　言いながら、叔父はジャケットから封筒を取り出し、幸太郎の目の前に置いた。

「こいつでプリペイド携帯でも買って、残りは生活費の足しにしな。中に俺の名刺も入ってるから、なんかあったらそこに連絡くれ」

　幸太郎は目を瞬しばたたかせる。叔父はそんな幸太郎を見て、からりと笑った。

「なんだその顔？　甥おいに小遣いをやるのがそんなに不思議か？」

「……いえ。その」

「それじゃーな。いろいろと大変だとは思うが、ま、気楽にやんな」

　叔父はひらひらと手を振って、部屋から出て行った。

　幸太郎は、しばらくなにも言えず、自室のドアを見つめていた。

　やがて彼は、のろのろとした動作で封筒を手に取り、中身を確かめた。名刺と、一ヶ月は余裕で暮らしていけるだけのお金が入っていた。

　幸太郎はそれを丁寧に閉じて、文ふ机づくえの引き出しにしまい込み、ぽそりとつぶやいた。

「……ありがとうございます。叔父さん」

　次に会ったときは、必ずそう言おうと心に決めた。




　ひとりになると、壁かべにかけられた時計の音が、やけに大きく響ひびくような気がした。

　幸太郎は壁に背を預け、目を閉じて、その音にじっと聞き入っていた。

　あけぼの荘は、しんと静まり返っている。

　考えてみれば当たり前の話だった。他の部屋はすべて異世界に繫つながっていて、『こちら』の部屋には誰だれも住んでいないのだから。実質的に、『こちら』のあけぼの荘には幸太郎しか住人がいないのだ。

　ひとつ屋根の下に、自分以外、誰もいない。

　寂しさを感じないと言えば噓うそになる。しかし、それよりも安らぎのほうが勝っていた。孤独も悪いものではない。少なくとも、敵に囲まれるよりははるかにマシだ──

　そんなことを考えていると、幸太郎の腹が、きゅるると鳴った。

「……腹減ったな」

　独り言をつぶやいて、立ち上がる。

　管理人室に備え付けられている冷蔵庫を開ける。当然というべきか、なにも入っていなかった。それを見ると余計に腹が減った。

　サンダルを履はき、玄関から部屋を出ると、夕ゆう闇やみが迫りつつあった。

　阿あ佐さヶが谷や駅近辺を見回りつつ、必要なものを買い揃そろえる。食器や家具・家電は部屋に揃っていたから、当面の食料品だけを購こう入にゆうした。二つあるスーパーのチラシを両方とも手に取り、どちらがよりオトクな店なのかを検討しつつアパートに戻ると──

　管理人室の前に、スフリャーレがいた。

「…………なにしてんだ」

　思わず、低くつぶやいてしまう。

　それほど彼女の姿は目立っていた。電灯の頼たよりない光の下、古ぼけたアパートに異国の王女。まるで映画の一場面のようだったが、幸こう太た郎ろうは映画に出演したいわけではない。

　スフリャーレは幸太郎には気づいていないようだ。管理人室の前で、なにやらまごまごしている。ドアをノックしようかどうか迷っているようだ。後ろ手にバスケットを持っていて、そこにティーポットとお茶菓子が見え隠れしている。

　数秒のあいだ迷ってから、ようやく幸太郎は、小さな背中に声をかけた。

「スフリャーレ──さん。なにしてるんですか」

「ひうっ!?」

　びくりと身をすくませて、彼女はこちらを振り向いた。小動物的な怯おびえが、その顔にはある。バスケットで顔を隠して、彼女は何事かを喋しやべりはじめた。

　意味はさっぱりわからない。

　考えてみれば当たり前で、幸太郎はエプロンをつけていなかった。スフリャーレの脇を横切って、管理人室のドアを開ける。

「…………」

　スフリャーレは、バスケットの隙間から、じっと幸太郎を見つめている。

「どうぞ。お入りください」

　言葉は通じなくても、仕草で伝わった。ぱっと輝がかやく笑顔を振りまいて、スフリャーレは大きく頷うなずき、スキップを踏ふむように部屋へと入ってきた。

「それで、なんの御用ですか？」

　エプロンをつけてから、幸太郎はそう問いかけた。

　座布団にちょこんと座り、興味深そうに部屋の中を見回していたスフリャーレは、弾はじかれたように幸太郎を見る。

「あっ、はい！　あの、さっき、お話をしたので」

「しましたね。なにかまだ疑問点が？」

「そのときに、オー・ヤサン、また今度お茶会をしましょうと」

「言いましたっけ」

「お、仰おつしやいました！　ですから、その……」

　バスケットをちらりと示し、上目遣いに幸こう太た郎ろうを見つめながら、小さな声で、

「…………今度。です」

　別れてから半日も経たっていない現在を、『今度』と呼んでいいものかどうか。幸太郎は考えながら、レトルトごはんのパックを少しだけ開き、電子レンジに放り込んだ。

　スイッチを押す。

　電子レンジが稼か働どうしはじめると、スフリャーレがびくりと反応した。

「お、オー・ヤサン？」

「すいません、お茶会はありがたいのですが、食事がまだでして。ご飯を食べてからでも構いませんか？」

「あっ、はい！　もちろんです！　あの、ところで──」

　スフリャーレはそわそわと立ち上がり、こちらに近づいてきた。なんだなんだ、と思っていると、彼女は腰を折り曲げ、煌きらめくルビーレッドの瞳ひとみで電子レンジを観察しはじめた。

「これはいったい、どういう魔ま法ほうなのでしょう……？」

「ただの電子レンジですけど」

「デン・シ・レンジ、ですか？　これは、いったいなにをしているのですかっ？」

　アラシュ・カラドの文明は中世レベル、という叔父の話を思い出す。たしかに中世人が電子レンジを見れば驚おどろくのはわかる。しかし。

「今まで一度も、見たことはないんですか？　叔父──、こほん、前の管理人に見せてもらったりしたことは？」

　そう尋ねると、スフリャーレは羞はじるようにうつむいた。

「わたしたちは、なにか特別な理由がない限り、ニポーンに来てはいけないことになっているのです。そうしないと世界の因果律が乱れるからと」

「…………」

「あっ、でもでも、わたしは前のオー・ヤサンから頼たのまれていたのです！　新しいオー・ヤサンはわからないことが多いから、相談相手になってほしいと──。ですから、これは、いいのです！」

　胸に手を当てて、スフリャーレは堂々と宣言した。

　幸太郎は、彼女のルビーレッドの瞳をじっと覗のぞき込む。

『噓うそ』の色はない。ただ、若干の『言い訳』がある。叔父が彼女に相談役を頼んだのは事実なのだろうが、それを言い訳として『こちら』に出てきた、というのが本当のところだろう。あるいは以前から、『こちら』に興味があったのかもしれない。

　と、電子レンジが停止した。幸太郎はごはんパックを取り出しながら説明する。

「これは中に入れたものを温める道具です。まあ、基本的に冷めたごはんを美お味いしく食べるためのものですね」

「すごいものがあるのですね、ニポーンには……！」

「……さっきから気になってたんですけど、ニポーンっていうのは日本のことですか？」

「？　そうですよ。ニポーン、ですよね」

「日本」

「ニポーン」

　ダメだ。これは。

　ともあれ、幸こう太た郎ろうはごはんパックを取り出して、ちゃぶ台へと持って行く。あらかじめ用意してあった茶ちや碗わんに盛りつけ、同時に生卵の中身を小鉢に入れる。しょう油を適量、ゴマ油をちょっぴり入れてよくかき混ぜ、ほかほか湯気の立っているごはんの上にぶっかける。

　スフリャーレはそれに、魔ま法ほうを見るような目を向けている。

「オー・ヤサン。これは……？」

「普通のたまごかけごはんですけど」

「タマッゴ・カケゴッハン？　不思議な名前の料理ですね！」

　なんかもう、それでいい気がしてきた。

「では、失礼します」

　箸はしで適度にかき混ぜてから、幸太郎はずるずると音を立てて、たまごかけごはんをかっ込みはじめた。王女の前で音を立てながらごはんを食べることは、あるいは非礼に当たるのかも知れないが、それはそれとして腹が減っているしたまごかけごはんは美う味まい。少なくともスフリャーレが幸太郎を見る眼まな差ざしには、『非難』の色はどこにもなかった。

　いや、むしろ──

「……食べますか？」

「へっ!?」

　じいいいいいいっと、食い入るように眺めていたスフリャーレは、その言葉に我に返った。その可か憐れんな喉がごくりと上下するのを、幸太郎は見逃さなかった。

「い、いえっ！　とんでもないです！　オー・ヤサンに、ごちそうになるなど！」

「いらないというのなら、無理には勧めませんけど」

「…………い、いらないということは、なくも、ないですが」

　どっちだよ。

「じゃあ用意しますね」

　たまごかけごはんをさっさと食べ終えて、幸太郎は席を立った。スフリャーレが何事かをもごもごと言っていたが、無視した。彼女の瞳ひとみは『遠えん慮りよ』と『好奇心』、そして『食欲』のあいだで揺れ動いているようだ。

　二に膳ぜん目めを用意して、スフリャーレの前に置く。箸は使えるかどうかわからなかったから、スプーンを食器として出した。すると、彼女は彼女で、お茶の入ったカップを幸太郎のほうに差し出してきた。

「あの、これ。どうぞ」

　取っ手のない白いカップに、若草色をした茶が注がれている。

「どうも」

　それを受け取ると、スフリャーレは嬉うれしそうにはにかんだ。

「では──」

　彼女はスプーンを手に取り、おそるおそる、たまごかけごはんをひとすくいして、口に運んだ。

「…………」

　幸こう太た郎ろうもカップを両手で包み、一口だけ啜すする。

　ワサビから刺激を抜いたような香りが鼻の奥を通り抜けていく。爽やかで、後味がさっぱりしている。食後に飲むにはぴったりのお茶だった。

「美お味いしいですね、これ──」

　幸太郎は顔を上げ、スフリャーレを見て、言葉を失った。

　スフリャーレは凄すさまじい勢いでたまごかけごはんを食べはじめていた。目をきらきらと輝かがやかせ、スプーンを操る手ももどかしく、小さな口に詰め込んでいる。リスのように大きくほっぺたを膨ふくらませて、幸太郎を見る目には『美味しいです!!』の一言が浮かんでいたが、さすがにモノを口に詰めながら喋しやべることはしなかった。

　幸太郎は、お茶を啜りながらその光景を観察していた。

　やがて、最後の一粒をごくりと飲み下して、スフリャーレはため息のような声で、

「…………こんな美味しいものを食べたことは、今までに一度もありません…………！」

「いやそんなわけないだろ。コックが泣くぞ」

　思わず真顔で突っ込んでしまい、スフリャーレはきょとんとして幸太郎を見つめる。幸太郎は咳せき払ばらいをして、誤ご魔ま化かした。

「まあ、気に入っていただけたのならなによりです。スフリャーレさんは──」

「あっ、あの！」

　大声を出して、スフリャーレは幸太郎を遮った。もじもじと指を絡ませながら、

「……前のオー・ヤサンは、わたしのことをスフレと呼んでくださっていたのです。ですから、新しいオー・ヤサンにも、スフレと呼んでいただきたいのですが」

「はあ」

「それと、よろしければ、敬語もやめていただけると……。オー・ヤサンのような偉い方に敬語を使われると、その、なんだか身がすくんでしまって、落ち着かないというか」

　幸太郎は目を瞬しばたたかせた。よくわからない要求だ。

　愛称で呼べ、敬語はやめろ──。

　今までの人生で、そんな要求をされたことは一度もなかった。

　しばらく困惑し、黙だまり込んでいたが、スフリャーレは恥ずかしそうにしているばかりで、要求を撤てつ回かいすることはなかった。

　幸こう太た郎ろうは少し考えてから、自らの頰ほおに指を当てて、こう言った。

「スフレ。ここに、ごはんつぶがついているぞ」

　スフリャーレは──スフレは目を丸くしてから、嬉うれしそうに笑った。

「はい！　ありがとうございます、オー・ヤサン！」

　それから彼女は不思議そうな顔になり、首をかしげた。

「ところで、ゴハンツーブってなんですか？」













　　　　２　管理人の仕事







　管理人を務めるかたわらで、幸こう太た郎ろうは高校に通いはじめた。

　すでに入学は済ませていたのだが、事情が込み入ったためしばらく登校できていなかったのだ。彼が登校できる状況になったときには、クラス内の人間関係は固まっており、友人はまだひとりもできていない。そのことを、別に寂しいとも思わなかった。友人がいないのは昔からだし、ひとりでいることが気に入っていた。

　そんな幸太郎が、もっともよく話す相手といえば──

「あ、オー・ヤサン！　チワッスです！」

　スフレだ。

　この異世界の王女は、週二回ほどの頻ひん度どで幸太郎の部屋に通うようになってしまった。初めて部屋に訪れたときと同じように、お茶とお茶菓子が入ったバスケットを携えてやってきて、一時間ほど話して帰っていく──いつの間にか、それが恒例となっていた。

　幸太郎は困惑したが、疎ましいとまでは思えなかった。

　それは、スフレの瞳ひとみに浮かんでいるのが、純粋な『善意』と『尊敬』だからなのだろう。スフレは幸こう太た郎ろうと話ができることを、心から嬉うれしく思っているようだった。そんな相手を疎ましいと思えるほど、幸太郎は世の中を捨てているわけではなかった。




　その日も、幸太郎はいつもと同じように、スフレを部屋に迎え入れた。

「チワッス！　お邪じや魔まします、オー・ヤサン！」

　朗らかな笑顔と共に、スフレは片手を軽く上げて、そう挨拶した。

　どうも彼女の中では、『チワッス』が『こちら』における正式な挨拶として定着してしまったらしい。今さら訂正するのも面倒だから放っておいているが、こちらも『チワッス』と返さないと、スフレが悲しそうな顔になってしまうのだ。

「チワッス。適当にその辺に座っててくれ」

　幸太郎は顔も上げずにそう答えた。スフレはちゃぶ台の向かいにちょこんと膝ひざを揃そろえて座り、お茶の準備を始める。王女さまのくせに甲か斐い甲が斐いしい奴やつだな──、と、幸太郎は頭の片隅で思った。

「オー・ヤサン、なにをなさってるんですか？」

「週明けに提出する、数学の宿題だ」

　数式をすらすらと書き、答えを導き出す。数学は得意なほうだ──というより、勉強全般が得意だった。ダテにメガネをかけていない、と自分のことをからかったのは誰だれだったか。よく覚えていない。

　スフレは尊敬に満ちた眼まな差ざしで幸太郎を見つめ、頷うなずいた。

「よくわかりませんが、きっと大事なお仕事なのですね……。わかりました！　ここでお待ちしています！」

「まだ少しかかる」

「お腹なかは空いてますけど、ガマンします！」

「自分でやってもいいんだぞ。使い方は教えただろう」

　スフレは照れたように「いやあ」と頭を搔かき、

「ニポーンの道具を使うのってなんだか畏おそれ多くて──わたしはオー・ヤサンの仕事が終わるまで、ここでじっと待っております」

　それが、気になるんだ。

　幸太郎はため息をつき、立ち上がった。キッチンへと向かう幸太郎に、スフレは期待に顔を輝かがやかせながら、とことことついてくる。

「炊飯器を開けて、ごはんをよそって、冷蔵庫から卵を取り出して、小鉢に割り入れる。それだけだろう。なにが難しいんだ？」

「スイ・ハンキンやレゾッコを開けるときに、なにか手順を間違えてしまうと、神罰が下ったりするんじゃないかと思いまして……」

「ねーよ。んなもん」

　辟へき易えきとしながら、幸こう太た郎ろうは卵を溶いていく。しょう油を入れようとしたところで、思い立って、今日はそばつゆにすることにした。

　出来上がったたまごかけごはんの上に、カツオ節を振りかける。ほかほかのごはんから香り立つ熱気と湯気に煽あおられて、カツオ節が楽しそうに踊っている。

「……！　…………!!」

　それを見て、スフレはよだれを垂らさんばかりにして身み悶もだえした。大好物を前におあずけを食らったときの犬に似ている。

　幸太郎はスプーンと茶ちや碗わんをスフレの前に置き、自らも腰を下ろした。

「ほれ。味わって食べろよ」

「イタキマス！」

　ぱちーん！　と両手を打ち合わせて、スフレはむしゃぶりつかんばかりの勢いでたまごかけごはんを食べはじめた。それを眺めながら、幸太郎はスフレが淹いれてくれた薬草茶を啜すする。

　いつもの光景だった。

　たまごかけごはんというジャンクな味が王女さまのお気に召したのか、スフレは幸太郎の部屋を訪れるたびにたまごかけごはんを食べていく。同じように幸太郎も、スフレが持参する薬草茶と焼き菓子が気に入ってしまった。互いが互いの好物を提供し、とりとめのない話を交わす──というのが、今では二人の習慣になっていた。

　それにしても、

「いただきます、だぞ」

　もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら、スフレは「？」という顔で幸太郎を見、飲み下す。

「言いましたよ？　イタキマス！」

「い・た・だ・き・ま・す」

「……イ・タ・キ・マ・ス」

　幸太郎は唇をへの字に曲げ、それ以上の修正を諦あきらめた。

　どうも、このエプロン──スフレ曰いわく『調停の神衣』が持つ翻ほん訳やく機能は、きわめて高性能な割に融ゆう通ずうが利かない点が多くあるようだ。具体的には、アラシュ・カラドに存在しない概念・単語に関しては翻訳されず、適当な発音で向こうに伝わっているらしい。幸太郎がいくら「日本」と発音しても、翻訳機能を通じてスフレが耳にするのは「ニポーン」という発音なのである。

「まあ、いいんだけどな。別に」

「そうなんですか？　いいことはいいことです、オー・ヤサン！」

　よくわからないことを言いながら、スフレはにこにことたまごかけごはんを搔かき込み──

　その手が、ぴたりと止まった。

「……違います！　よくありません！」

　不意に、スフレはそんなことを叫び、お茶ちや碗わんを叩たたきつけるようにちゃぶ台に置いた。

　薬草茶を口にしながら宿題を再開しようとしていた幸こう太た郎ろうは、目を丸くしてそんなスフレのことを見つめる。

「……なんだ？　そばつゆはダメだったか？」

「いえ、今回のタマッゴ・カケゴッハンもたいへん素晴らしいお味でした！　──そうではなく！　今回は、オー・ヤサンをお誘いするために参上したのです！」

「なんでもいいが、とりあえず食べてから話せ。あと、またごはんつぶがついている」

　スフレはぱしぱしと瞬まばたきをしてから、親指で頰ほおのごはんつぶをすくい取り、残りのごはんを搔かき込みはじめた。

　やがて食べ終えたスフレは、またぱちんと両手を合わせ、

「……ふう。ゴチソサム、です」

「ごちそうさま、な。それで？　お誘いってなんだよ」

　スフレは立ち上がり、幸太郎の手を摑つかんで、叫んだ。

「大市です！」

「おおいち？」

「今日は、月に一度、王都ササラノールにおいて大市が開かれる日なのです！　わたし、この大市を見て回るのが大好きでして！」

「……それで？」

「是非ともオー・ヤサンと一緒に見て回りたいのです！　さあ、参りましょう！」

「イヤだよめんどくせえ」

　すぱっと答えると、それまで盛り上がっていたスフレの表情が一気に凍りついた。

「…………、え？　あの……オー・ヤサン。今、なんと……」

「めんどくせえから、イヤだ」

　スフレの手から力が抜ける。それでも彼女は、幸太郎の手を離はなそうとはしなかった。力なく摑みながら、上目遣いに幸太郎のことを見つめ、ぽそりと、

「で、でも、楽しいですよ？　月に一度の、大市……」

「アラシュ・カラドの金持ってないし」

「お金なんて使わなくても楽しめますし、いざとなったらわたしが出しますよ！　わたし、オー・ヤサンと大市を回るのが楽しみで、昨日からあんまり寝付けなくて──」

「数学の宿題あるし。そもそも俺、人混み嫌いなんだよな」

　だんだんと、スフレの表情から元気が抜けはじめた。

　さすがに罪悪感を覚える。

　今日は休日、外出して悪いことなどなにもない。悪いのは、行き先がアラシュ・カラドということである。異国を旅するとカルチャーギャップにとまどうというが、ついこないだ異世界に出向いた幸こう太た郎ろうは異世界ショックを受けた。巨大なドラゴンやトカゲ人間、歌って踊るガイコツを見たときの衝しよう撃げきは、色いろ鮮あざやかに幸太郎の中に残っている。

　そういうわけで、もう一度異世界に赴くのは、あんまり気が乗らない。

　のだが。

「楽しいです……わたしの、国の、大市……絶対に、お気に召すはずです……」

　小さな小さな、蚊の泣くような声になってもなお、スフレは幸太郎の手を離はなそうとはしていなかった。

　この辺は王女というべきなのか、スフレは意外と我の強いところがある。元気いっぱいで礼れい儀ぎ正しいのだが、自らの欲求には子供のように素直なのだ。すでに彼女の中で幸太郎と一緒に大市を回ることは決定事項になっているらしい。幸太郎をおずおずと見上げる上目遣いの中には、純粋な『懇こん願がん』の色が浮かんでいる。

　そういう色には、弱かった。

「……まあ、そうだな。俺は管理人なんだし、管理する場所がどんなところなのかを見ておくのも、仕事の一いつ環かんかもしれない」

　瞬しゆん間かん、スフレの表情が、太陽のように輝かがやいた！

「ですよね!!　そうですよね!!　そうだと思ってました!!　そうと決まれば、さあ、すぐ行きましょう今行きましょう早く行きましょうっ!!」

　あまりの大声に窓がびりびりと震ふるえる。きーんと響ひびく鼓膜の痛みに耐えていると、スフレは重戦車のように幸太郎を引っ張りはじめた。小さな身体からだのどこにこんな力が潜ひそんでいたのか、管理人室から引き出されて初めて幸太郎は抗議する。

「まっ、待て！　このままで行くのか!?」

「そうですよ!!　オー・ヤサンの気が変わらないうちに!!」

「いやっ、でも、おまえ、俺は今──」

　エプロンをつけている。

　幸太郎は今までエプロンをつけて人混みに出たことは一度もない。主婦ならまだしも幸太郎はれっきとした男子高校生なのだ。年相応の羞恥心というものがある。

　しかしスフレは、そんなことにはまったく構わなかった。

「大丈夫です!!　なにか問題があったら、向こうで解決すればいいんです！　さあ！　さあさあ!!」

　ずりずりと引きずられているうちに、幸太郎はすべてを諦あきらめた。そもそもエプロンをつけていなければ誰だれともコミュニケーションを取れないのだ。多少恥ずかしくても我慢するしかない──そう考え、幸太郎はハタキと鍵かぎ束たばを装備して、部屋の外に出た。
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　晴天の下で、華やかな楽曲が鳴り響ひびいている。

　大通りの中央で演奏をしている楽隊の舞ぶ曲きよくに合わせて、色いろ鮮あざやかなレースのドレスを着た踊り子が舞まい踊る。見守る人垣は壁かべのようだ。大通りの両側に所狭しと立ち並んでいる露ろ店てんの数々を、幸こう太た郎ろうは物珍しげに眺めていた。

　ここには異世界ショックはない──少なくとも、みんな人間の姿をしている。それでも、これほどの熱気と活気は、日本ではなかなかお目にかかれないものだ。初めて目にする異国の祭りに、幸太郎は圧倒されていた。

　一方で、スフレは幸太郎の手を握りながら、もどかしげに首を伸ばしていた。ちなみに今の彼女は、普通の町娘のような服を着ている。お忍びということなのだろう。

「み、見えません！　オー・ヤサン！　オー・ヤサンはどうですか!?」

「……俺は、かろうじて見えるが」

「えっ!?　なんですか、聞こえません！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねて、スフレは大声で叫ぶ。そうしなければ相手に伝わらないほど、この場所は──『草の国』月に一度の『大市』はにぎわっていた。

「いらっしゃい、はいいらっしゃい！　そこのお兄さん、巻き焼き菓子はいかがかね!?　砂糖がたっぷりかかって、とろける甘さ！　月に一度食べないと損だよ！」

「兄ちゃん兄ちゃん、妹さんにうちの果実アメを食べさせてあげなよ!!　でないとお嫁に行くまで恨まれるよー！」

「おっと待った、それならこっちの焼きササル豆も忘れちゃいけないよ！　『草の国』特産品！　なあ兄ちゃん、あんたよその国の人だろう？　だったらコイツを食わないと、土産話にもなんねェなあ！」

　露天商が大声でがなり立て、なんの遠えん慮りよもなく幸太郎の袖を引く。幸太郎はそのたびに、言葉を尽くしてそれを断らなければならなかった。

「うううう、見られません、終わってしまいます……！」

　スフレは焦じれったそうに地団駄を踏ふむ。幸太郎がそんな彼女のことをぼんやり見下ろしていると、ふと袖を引かれた。

　顔を横に向けると、中年の女性がじっとりとした目で幸太郎を見つめていた。

「ちょっと。あんた。妹さんが踊りを見たがっているでしょう」

「……いや、妹というわけでは」

「なら恋人？　どっちでもいいわ！　女の子が見たがっているのなら、見せてあげるのが男の甲か斐い性しようってもんでしょう？　肩車でもなんでもしてあげなさいよ！」

　なぜおばさんという人種は、どの世界でもお節介焼きなのか。幸こう太た郎ろうは疑問に思ったが、基本的に彼は押しに弱い。「ほら、早く！」とせっつくおばさんに強制されるように、幸太郎はスフレの頭をつついた。

「？　なんですか、オー・ヤサン？」

「……見えないなら、肩車をしてやろうか？」

　スフレは一いつ瞬しゆんぽかんとして、それからパッと赤面した。

「と、とととんでもないです！　オー・ヤサンにそんなことをしていただくわけには──！」

「そうか。じゃあいい──、くおっ!?」

　つま先を思いっきり踏ふんづけられる。おばさんは怒りを込めて「女心がわからない男は死んだほうがいいのよ？」と小声で囁ささやいた。

　幸太郎は押しに弱い。ぎりぎりと奥歯を嚙かみしめながら、その場に跪ひざまずいた。

「いいから、早くしろ。そこで騒さわがれると衆目を集める」

「……で、では、失礼して……」

　おずおずと、スフレは幸太郎の背中にのし掛かり、両りよう腿ももを肩に載せた。幸太郎はゆっくりと足に力を込め、立ち上がる。女の子はマシュマロのように軽いのかと思っていたが別にそんなことはなく、肉と骨を持つ生物の重みがずっしりと腰に来る。おばさんはそれを見届けて満足そうに頷うなずくと、人混みの中に姿を消した。なんだったんだ。

「見えるか？」

　頭上のスフレに声をかけると、凄すさまじい大声が返ってきた。

「見えます!!　すごいです!!　想像していたよりずっとずっと、きれいで、きらきらしていて──とにかく、すごいです！」

「そうか、よかったな」

　幸太郎はかろうじて、それだけを返した。スフレの柔らかい太腿が、幸太郎の頰ほおに思いっきり触れている。しっとりと汗ばんだ肌の匂いに、幸太郎はむずがゆいものを覚えて、閉口していた。

　やがて、大通りに響ひびき渡っていた楽曲が余よ韻いんを残して消えゆき、それと同時に踊り子は高く跳ちよう躍やくして、沈み込むようにその動きを止めた。大市のざわめきが一瞬だけ薄うすらぎ、次の瞬間には反動のような拍手の嵐が楽隊を包み込んだ。

　その中でも、スフレの声は、一際大きく響いた。

「素晴らしいです!!　感動しました!!　ありがとうございました!!」

　歓かん声せいを切り裂くような大声に、周囲の目がスフレに向けられた。おお、という驚おどろきの声が、どこからともなくあがる。

「王女さま？　こんなところでなにをなさってるんですか？」

　近くにいた若者が不思議そうな声をあげる。「王女」の一言にざわめきが増す。幸太郎は顔を引きつらせ、成り行きを見守るしかなかった。お忍びの王女殿下の存在が民衆にバレたとき、なにが起きるのかは想像もつかない。

　が、スフレはまったく動じることなく、話しかけてきた若者に笑いかけた。

「もちろん、踊りを見ているのです！　素晴らしい踊りでした──、あなたもそう思いますよね？」

　若者は、つられるように笑顔を見せた。

「ええ、そうですね。家のものに良い土産話ができました」

「まったくです！　わたしも城に戻ったら、お父さまにこのお話をしようと思います──、とうっ！」

　かけ声と共に、スフレは幸こう太た郎ろうの肩車から跳ちよう躍やくし、踊り子の前に着地した。鼻から下をヴェールで隠した踊り子は、困惑したように目を瞬しばたたかせていたが、王女と呼ばれた少女が自信満々に手を差し出すと、おずおずとそれを握った。

「素晴らしい踊りを見せていただき、ありがとうございました！　この国を代表して、お礼を言わせていただきます！」

　そんなことで国を代表するな。

　が、そう思ったのは幸太郎だけのようだった。

　スフレが踊り子と共に手を高く掲げると、さらなる拍手喝采が二人と楽隊を包み込んだ。楽隊の長と思おぼしき老人が、澄すまし顔で帽子を外し、四方八方に慇いん懃ぎんな礼を繰くり返す。雨あられと飛んでくるおひねりを、下男が忙しそうに拾い集めている。

「いいぞーっ、王女さま！」

「すてきです、スフリャーレさまー！」

　喝采に笑顔で応えるスフレを見るうちに、王女のこの国での位置づけが、なんとなくわかりはじめていた。

　この国の民にとって、王女とはそれほど遠い存在ではないのだ。スフレは御み簾すの向こうに坐ざす貴人ではなく、みんなの人気者のマスコットのように捉えられている。スフレのことを敬っていても、畏れてはいない──そんな感情が、周囲の人間からは見て取れた。

　ただひとつ、確実に言えることは、スフレは誰だれからも愛されているということだ。

「…………」

　なんとなく、胸の奥にじくりとしたものを感じた。

　そのときだった。

「オー・ヤサン！　オー・ヤサンも、こっちに来てください！」

　満面の笑顔のスフレが幸太郎を指差し、周りの人間が全員幸太郎のことを見た。

「…………！」

　胸の奥のじくりとした感情は、一いつ瞬しゆんのうちに吹き飛んだ。

　代わりにじわりと噴ふき出してきたのは冷や汗だ。人に注目されることは、幸こう太た郎ろうがもっとも苦手とすることだった。

　それなのに、スフレはすたすたと幸太郎に近づいてきて、彼の手を握った。周りをぐるりと見て、紹介する。

「みなさん！　こちらにいらっしゃるのはオー・ヤサン──わたしたちの世界の、管理人さんです！　今日はわたしが無理を言って、この国の大市を見ていただくためにご招待いたしました！　みなさんも、よろしくお願いします！」

「ばっ──」

　幸太郎は慌ててスフレを止めようとしたが、すでに遅い。王女の存在を知ったときに倍するざわめきが、大通りに響ひびき渡ったのだ。

　あちこちから突き刺さる、『好奇』・『尊敬』・『崇拝』の眼まな差ざし──中には、膝ひざを折って幸太郎に祈りを捧げているものもいる。幸太郎はスフレの袖を引き、焦ったように囁ささやく。

「おい。どういうことだ？」

「へ？」

「なんだ、このリアクションは！　おまえがバレたときより反応大きいじゃないか！」

「当然ですよ！　オー・ヤサンは、わたしたちの世界では万物を管理する、神さまに近いお方なのですから！」

「か──、な、なんだそりゃ！　初耳だぞ!?」

「民のみなさんに手を振ってあげてください！　みなさん、喜びますよ！」

　言われて周囲を見回すと、なにかを期待するかのように、周りの人間は幸太郎のことを見つめていた。ついぞ経験したことのない事態に、幸太郎は唇をへの字に曲げ──それでも、片手を上げて、軽く振ってみせた。

　おおおおっ──、と、さらなるざわめき。その後に、拍手が幸太郎を押し包んだ。

　幸太郎はこっそりと自分の姿を見下ろす。

　エプロンにハタキを差し込み、鍵かぎ束たばを下げた男子高校生がそこにいる。

　異世界において、エプロンに身を包まれながら、民衆に拍手喝采を受けている──。

　なんなんだこれは、シュールすぎる。

　幸太郎はそんなことを思いながら、引きつり笑顔で手を振りつづけた。
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　歓かん待たいを申し出る民衆たちを振り切って、幸太郎とスフレは比較的人通りの少ない路地へと入り込んだ。

「……ここは、ずいぶん雰囲気が違うんだな」

　先ほどの大通りに比べて、道幅が半分ほどしかない。露ろ天てん商しようが品物を並べているのは日の当たらない片側だけで、品しな揃ぞろえも古道具や骨こつ董とう品ひんばかりのようだ。喧けん噪そうは遠く、落ち着いた雰囲気がこの路地に漂っている。

「こちらは古物市の通りになりますね。先に進むと、ちょっとした噴ふん水すい広場があるのです。そこで休きゆう憩けいいたしましょう。オー・ヤサン、だいぶお疲れのようですし」

「誰だれのせいだと思ってるんだ……!?」

　幸こう太た郎ろうはスフレのことをにらみつける。人いきれに揉もまれて、すっかり疲れ果てていた。そんな幸太郎のことを見上げ、スフレは口元に手を当てて笑った。

「くふふっ、いえ、ごめんなさい。でも、あんなに焦ったオー・ヤサンを見るのは、初めてだったものですから」

「……人に注目されんの、慣れてないんだよ。おまえは王女だから慣れてるのかもしれないけどさ」

「でも、オー・ヤサンはわたしなどよりも、ずっとずっと偉い人ですよね？」

　どうやら、アラシュ・カラドではそういう認識になっているらしい。一国の王女と世界の管理人を比べれば、後者のほうが地位が高いのは自明の理だ。が、幸太郎の認識としては、自分は単にボロアパートの管理人をしているだけの高校生であって、世界を治めたり調停したりしている意識は微み塵じんもないのだった。

　この辺りの認識差が埋まる日は来るのだろうか──と思いながら歩いていると、二人は広場に出た。スフレの言葉通りだ。

「いつも、ここに美お味いしい果実茶の露天商が出るのですけど──、あ、あった！」

　広場自体は小さいが、周りの家々の背が低いため、午後の陽光がいっぱいに差し込んできている。中央にある噴水の周りでは子供たちが遊び、その近くのベンチでは老人がうたたねをしている。穏おだやかな、のんびりとした光景だった。

　スフレはそのうち、噴水近くに出ている露天商へと走っていった。商人と話をして、木のカップを二つ受け取り、また小走りにこちらに戻ってくる。

「はい！　どうぞ！」

　カップを受け取ると、甘く温かな匂いが幸太郎の鼻に漂ってきた。スフレと共に果実茶を味わいながら、噴水近くの長椅子に腰かける。

　ふと、幸太郎はスフレに尋ねた。

「それにしても、おまえ、王女だっていうことを隠してないんだな」

　スフレは瞳ひとみに「？」を浮かべて、幸太郎のことを見た。

「ええ、特に隠してはいませんが。それがどうかしましたか？」

「いや──ただ、隠さないといろいろと不都合が起きるんじゃないか？　身分ある立場の女の子が、ひとりで出歩いていたら、良からぬことを企たくらむ奴やつも出てくるだろう。護衛とか、つけなくていいのか？」

　そう言うと、スフレは「ふふん」と自慢げな顔になった。

「それは大丈夫なのです！　なぜなら私は──」

　そのとき、不意に響ひびき渡った怒号が、スフレの言葉を遮った。

「おい!!　なにしやがる、てめえ!!」

　幸こう太た郎ろうとスフレは、同時に声のした方向を見る。

　みすぼらしい格好をした男が、路地から広場へと駆け込んできていた。荷台を蹴け飛とばし人々を押しのけ、歯を食いしばりながら疾走している。胸元に大事そうに引きつけている革袋から、何枚かの銅貨がこぼれ落ちた。

「泥棒！　泥棒だ、誰だれか、捕まえてくれ！」

　同じく路地から、商人と思おぼしき男が駆け込んでくる。みすぼらしい男を指差して叫ぶが、突然のことに誰も動けない。幸太郎も同じだった。ひったくりを見たことなど一度もない彼は、凍りついたようにその光景を眺めるだけだった。

　その中で、スフレが、ゆらりと動いた。

「お、おい」

　木のカップをその場に置いて、泥棒の進路に立ちふさがる。静かに息を吐き出すと、スフレは右肩を前に出すような、半身の構えを取った。右拳を握り締しめ、胸元に引きつける。

　そうして、スフレはあらん限りの声を張り上げた。

「そこで止まりなさい！」

「どけ！　ガキが！」

　泥棒は止まるどころか、より速度を増してスフレに突っ込んできた。邪じや魔ま者ものを殴り飛ばすために拳を固め、大きく振り上げる。

　幸太郎は反射的に立ち上がり、横から男を止めようとして──

　スフレの姿が、視界から消えた。

　幸太郎がその目に捉えることができたのは、一いつ瞬しゆんのうちに間合いを詰めたスフレの残像だけだった。獲え物ものを狩り獲とるヘビのごとき瞬速。スフレの右腕が複雑な軌道を描いて泥棒の首に絡みつき、次の瞬間には、彼は弾はじかれたように空高く飛んでいた。

「なっ──」

　幸太郎は絶句して、放物線の頂点に到達した男の身体からだを見上げ──

「う、うわああああああああ!?」

　彼は悲鳴をあげながら、広場中央の噴ふん水すいに頭から突っ込み、盛大な水しぶきをあげた。

「……ふう」

　軽く息を整えて、スフレは右手に握った革袋を確かめる。いつの間に奪い返したのか、それさえ幸太郎にはわからなかった。

　信じられないものを見るような面持ちの幸こう太た郎ろうに、スフレは自慢げに己を指差した。

「どうですか、オー・ヤサン。今のが、我が王室に一子相伝で伝わる一の拳術、『オン・ハッゾ』です。わたしはこの拳術を身につけているがゆえに、自分の身は自分で守ることができるのですよ！」

「…………」

　幸太郎は、いまだに驚おどろきが覚めやらない。

　そのあいだに、スフレは追いついてきた商人に革袋を返した。相手が王女であることに気づき、平身低頭する商人に笑顔だけを向けて、彼女は噴ふん水すいへと近づいていく。泥棒は仰向けに浮かびながら、目を回しているようだった。

　スフレはためらうことなく、自らも噴水の中に足を踏ふみ入れた。

「……なにしてるんだ？」

　幸太郎の問いに、スフレはきょとんとした表情で答えた。

「わたしが噴水に叩たたき込んだのですから、わたしが引き上げなくてはなりません。泥棒さんとはいえ、風邪を引かせるわけには参りませんから」

　片手で泥棒の身体からだを軽々と抱え上げる。幸太郎など、両腕を使っても成人男性の身体を支えられるか怪しいところだ。

　本当に人間かこいつ、と思う。

　同時に、幸太郎はスフレへの認識を改めなければならなかった。今まで幸太郎はスフレのことを、声が大きくて明るいバカだと思っていたのだが──どうやら、声が大きくて明るくて、異常に強くて責任感のあるバカだったらしい。王女の肩書きは伊だ達てではなかったのだ。

　幸太郎は噴水の縁ふちから身を乗り出し、スフレに手を差し伸べた。

「……俺も手伝うよ。引き上げればいいのか？」

　スフレはちょっと驚いたような顔をして、それからにっこりと笑った。

「はい！　ありがとうございます！」




　それから、ややあって──

　幸太郎とスフレは、衛兵の詰め所にいた。

　泥棒の身柄を引き渡しにきたずぶ濡ぬれの王女を見て、さすがの衛兵たちも驚いたようだった。しかしスフレが説明をすると、彼らは驚くほどスムーズに事情を受け入れていた。

「スフリャーレさまの腕前は、王国に仕えるものなら誰だれでも知っていますからね。──まあ、さすがにひったくりを捕まえてきたのは驚きましたが。お手柄ですね、王女殿下」

　スフレは明るく笑って「ありがとうございます」と礼を述べ、それから幸太郎に向き直る。

　イヤな予感がする。

「ところでみなさん！　こちらの方は、どなただとお思いですか？」

「おいやめろ」

　一いつ瞬しゆんのうちに大通りでの喧けん噪そうがフラッシュバックして、幸こう太た郎ろうは思わず低い声で遮った。が、スフレはそんなことにはまるでお構いなく、両手で幸太郎の存在を強調しながら、

「なんと！　こちらにいらっしゃる方は、あの伝説の、オー・ヤサ──、へくちっ」

　くしゃみをした。

　衛兵たちは目を丸くし、幸太郎はその隙を突いて素早く言う。

「大変だ。このままでは王女さまが風邪を引いてしまう。至急、替えの衣服とタオルを用意していただきたい」

「え、ええと──？」

「王女殿下が病気になったら責任問題ですよ！　駆け足！」

「は、はい！」

　幸太郎の大声に鞭むち打たれたように、衛兵たちは我先に詰め所から出て行った。鼻をすすりながらきょとんとしているスフレの、オレンジ色の頭を摑つかみ、幸太郎は唸うなる。

「あのな。誰だれ彼かれ構わず俺のことを宣伝するのは、やめろ」

「？　どうしてですか？」

「さっきみたいな騒さわぎになるからだよ！　俺は騒ぎが嫌いなんだって言っただろ！」

「でも、みなさん、きっとオー・ヤサンにご挨拶したいと思うのですけど」

「俺はしたくない」

「でもでも、──へくちっ」

　再びくしゃみをしたスフレに、幸太郎は苦り切って手を離はなした。オレンジ色の髪が、スフレのうなじにぺっとりと張りついている。方便ではなく、このままでは風邪を引いてしまうかもしれない。

「……仕方ないな」

　ため息のような声を出して、幸太郎はエプロンの前をたくし上げ、それでスフレの髪を包み込んだ。そのまま、わしわしと拭こうとして──

　スフレの身体からだがすっ飛んだ。

　どんっ、という直下型地じ震しんのような音と震動に、幸太郎は一瞬、なにが起きたのかわからなかった。スフレがその凄すさまじい脚力で地面を蹴けり、自分から距きよ離りを取ったのだと、部屋の隅に瞬間移動した彼女の姿を見て、ようやく理解できた。

　顔を真っ赤にして、スフレは部屋の隅で震ふるえている。

「な、な、ななっ──なにを、なさるんですか!?」

「なにって、髪を拭いてやろうとしたんだろ。そのままだと本当に身体を冷やす」

「だからって、そんな!!　『調停の神衣』で髪を拭くなどと!!　ば、罰が当たってしまいます!!」

「おまえの価値観がさっぱりわからん。ただの翻ほん訳やく機能つきエプロンだろ」

　呆あきれながら、幸こう太た郎ろうはスフレにずいと近づこうとする。スフレは哀れなほどに慌てふためき、両手を前に出して幸太郎を制止しようとした。

「お、お待ちください、オー・ヤサン！　わたしなら大丈夫です！　生まれてから今まで、風邪なんて一度も引いたことありませんから!!」

「ものすごい説得力だが、今までそうだったということは、これからもそうであることの保証にはならない。諦あきらめて、髪を拭かせろ」

　正直なところ、今まで明るく朗らかな暴走特急であったスフレが、突然うろたえはじめたことが愉快であった。こうなったら意地でも『調停の神衣』とやらで髪を拭いてやる──と、幸太郎が薄うす笑えみを浮かべて一歩を踏ふみ出した、そのときだった。

「あっ！　わかりました、髪を拭けばいいのですね！　でしたら、ほら！」

　スフレは、ずぶ濡ぬれの上着を足下からまくり上げた。

　白いお腹なかが、露あらわになった。

「ッ、な、なにしてんだおまえは!?」

　今度は幸太郎が狼ろう狽ばいする番だった。上着を脱ぎ捨てて、スフレは水に濡れた肌着一枚という、きわめて露ろ出しゆつの高い格好になっていた。上着の上からではよくわからなかった胸のふくらみが、張りついた肌着で強調されて艶なまめかしい。

「ほら！　これで、大丈夫です！」

　叫びながら、スフレは脱いだ上着で自分の髪と身体からだを拭きはじめた。『調停の神衣』で拭かれるくらいなら、自分の衣服で拭いたほうがいい──という判断なのだろうが、だからって普通王女が人前で服を脱ぐか!?

「わ、わかった！　わかったから、服を着ろ！」

　半裸のスフレから必死で目をそらしつつ、幸太郎はそう叫び、

「スフリャーレさま。こちらにいらっしゃると兵たちから聞いたのですが」

　詰め所のドアが開き、鎧よろいを着た老人が入ってきた。

「替えの衣服と、帰りの馬車をご用意いたしました。騒さわぎにならないうちに、早く王城にお帰りを────」

　老人は室内の光景を一いち瞥べつすると、その鋭するどい目をさらに細めさせた。

　半裸の王女と、その前で固まるひとりの少年。
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　彼は腰元の剣をすらりと引き抜いた。

　幸太郎は自分の背筋が硬直するのを自覚した。本物の、刀剣だ。映画やマンガの中でしか見たことのない、鈍く輝かがやく鋼色を振りかざして、老人は威圧するように叫んだ。

「下郎！　王女殿下に狼ろう藉ぜきを働こうとするとは、良い度胸だ！」

「ま、待て！　誤解だ、誤解──！」

　聞く耳持たず、男は幸こう太た郎ろうの首筋めがけて、剣を一いつ閃せんさせた。




　　　　　　　◆




　がたがたと揺れる馬車の中で、幸太郎は自分の首筋に手を当てていた。

　傷ひとつないのが不思議で仕方がない。あの瞬しゆん間かん、スフレが待ったの声をかけなければ、今ごろ幸太郎の首と身体からだは間違いなくさよならしていたはずである。自分の命を救ってくれたのはスフレの声なのだが、そもそも彼女のせいで幸太郎の命が危機にさらされたわけであり、それを思うと感謝する気にはなれなかった。

「オー・ヤサンとは知らず、失礼なことをいたしました。お許しください」

　そして、そもそも幸太郎の命を奪おうとした男は、今彼の目の前で、深く頭を下げていた。

　ゼルデリク・アミア・エ・ルクスク・ハルバネイジ──それが、彼の名前だ。

『草の国』最大級の領土を持つ侯こう爵しやくであり、国防を担う軍務大臣でもあるのだという。齢よわいは60、総白髪と引き締しまった肉体は、老いた獅し子しを連想させる。すでに現役からは引退したとはいえ、彼もまたれっきとした騎き士しであり、その鋭するどい眼まな差ざしは幸太郎を萎縮させるには十分だった。

「いえ。誤解を招くようなことをした俺にも、責任はあります」

「まあまあ、オー・ヤサンも、ゼルデリクおじさまも！　何事もなくてよかったじゃありませんか！　この辺りで、仲直りといきましょう！」

　明るく言ったのは、馬車の中央に座るスフレだ。幸こう太た郎ろうはじろりと彼女をにらむ。

「俺の首が飛びかけたのが自分のせいだって、ちゃんと理解してるのか……？」

「でも、あれはそもそもオー・ヤサンが『調停の神衣』でわたしの髪を拭こうとしたからではありませんか？」

　幸太郎はぐっと言葉に詰まった。逃げまどうスフレが愉快だったから無理に拭こうとしたのだとは、さすがに言えない。

　と、ハルバネイジが、筆のような眉をひそめつつスフレを見つめた。

「スフリャーレさま、オー・ヤサンはあなたのお身体からだを心配したのではありませんか。そもそも、王女たる身が人前で──それも、こともあろうに男性の前で肌をさらすなど、考えられることではありません。陛下がお知りになったらどれだけ悲しむことか」

「そ、それは、その……」

「だいたい、大市に出るときには護衛をつけてくださいと、口をすっぱくして言っていたでしょう。それなのに、なぜおひとりで城を出たのですか。確かにあなたは『オン・ハッゾ』を身につけていらっしゃいますが、それは取りも直さずあなたが王位継承者であることの証あかしでもある。それを──」

「うううっ、わ、わかっていますよう、ゼルデリクおじさま……」

「わかっているのなら、行動で示していただきたいものですな、王女殿下」

　ハルバネイジは腕を組み、滔とう々とうと説教を続ける。スフレは弱りながらも、その言葉のひとつひとつに頷うなずきを返している。

　話を聞く限り、このハルバネイジという老貴族は、スフレの教育係のような立ち位置にあるようだ。スフレはハルバネイジに頭が上がらないらしく、ハルバネイジはスフレのことを厳しく躾しつけている。

　二人のあいだには、家族にも似た愛情が通っていることが、幸太郎にはわかった。

　幸太郎は馬車の外に目を向ける。異世界の景色が車窓を流れていく。大市に浮かれる人々が、飲み、食らい、歌い、踊り、笑っている。幸太郎の世界ではついぞ見たことのない、感情をむき出しに表現する人々の群れ。

　幸太郎は、自室にいるときよりもはるかに強い孤独を感じた。

「オー・ヤサン？　どうしたのですか？」

　ハルバネイジにお説教をされていたスフレが、ふと幸太郎に声をかけた。幸太郎はゆっくりとスフレのことを見る。メガネの奥の目を細め、「なんでもない」と答える。

　二人を見比べて、ハルバネイジが重々しく言った。

「オー・ヤサンは、お疲れなのではありませんか？　そもそも、なぜスフリャーレさま自ら、大市をご案内しようとしたのですか」

　スフレは唇をとがらせ、ぼそぼそと、

「だって。わたしが、オー・ヤサンをご案内したかったのです。わたしの、この国を……」

　その言葉に、ハルバネイジはなにも言えなくなったようだった。

　幸こう太た郎ろうはスフレを見て、かすかに笑う。

「ええ。王女さまのおかげで、楽しく大市が回れました。感謝しています」

　スフレの表情がぱっと輝かがやいた。幸太郎はハルバネイジに視線を転じ、

「しかし確かに、慣れない異国の市を回って、少しばかり疲れてしまいました。俺はこの辺りで、自分の部屋に帰ろうと思います」

「えっ──」

　途端に、スフレは悲しそうに目尻を下げてしまった。本当に、感情の色がそのまま態度に出る奴やつだ。目を覗のぞき込む必要もない。

「畏かしこまりました。オー・ヤサンに対してなんのもてなしもできず、相済みませぬ」

　ハルバネイジはもう一度、総白髪の頭を下げた。幸太郎は気まずい思いを嚙かみ殺し、「お気になさらず」とだけ返しておいた。

　やがて、馬車は王城前で止まった。ハルバネイジが真っ先に降り、スフレをエスコートする。幸太郎は石畳を踏ふみしめると、町娘の格好をした王女を見て、言った。

「では、俺はここで。スフレ──、スフリャーレ王女殿下のことをよろしくお願いいたします、ハルバネイジ侯」

「無論です。オー・ヤサン」

　ハルバネイジはにこりともしない。老いた瞳ひとみの中には、幸太郎に対する『警戒』がある。それはそうか、と幸太郎は不思議と納得した。玉のように育ててきた王女殿下が、見知らぬ男性と付き合っているのは、教育係としてはおもしろいことではあるまい。

　踵きびすを返して、あけぼの荘への出口に向かおうとしたところで──

「オー・ヤサン！」

　スフレに、呼び止められた。

「また、オー・ヤサンのところにお邪じや魔ましても、よろしいですか!?」

　幸太郎は振り返る。スフレは唇を嚙かみしめて、まっすぐに幸太郎を見据えていた。その視線にややたじろぎながら、幸太郎は小さく頷うなずいた。

「ああ。好きにしろ」

「っ！　あ、ありがとうございます！」

　腹の前で両手を重ねて、スフレは深々と礼をする。その後ろでハルバネイジが苦い顔をしているのがわかったが、幸太郎はなにも言わなかった。

　幸太郎は前を向き、王城の脇に伸びている路地を歩きはじめた。その奥にはひっそりとした神殿があり、その神殿に幸こう太た郎ろうの世界に続くドアがあるのだ。




　後ろ手に１０１号室のドアを閉じて、幸太郎は小さく息を吐く。

　すでに夕ゆう闇やみが忍び寄る時刻になっていた。街灯がちりちりと音を立てながら点灯する。遠く離はなれた小学校から、五時を知らせるチャイムが鳴り響ひびいている。あけぼの荘の周囲は人通りもなく、幸太郎以外の人ひと影かげはどこにも見当たらない。

　先ほどまで、大市の喧けん噪そうに包まれていたのが、噓うそのようだ。

　幸太郎は振り返る。１０１号室の表札には、『ササラノール』の文字。この扉の向こうに異世界が広がっている。まるで白日夢だ。あるいは自分はとうの昔に発狂して、異世界に繫つながるアパートなどという途方もない夢想に踊らされているだけなのではないか──と、幸太郎は『向こう』と『こちら』のギャップに、そんな意味のない考えを走らせてしまった。

「ふう」

　その考えを、ため息にして吐き出して、管理人室に戻ろうとしたところで、

　誰だれかが、部屋の前に立っていることに気づいた。

「────」

　デジャヴを感じる。いつだったかも、誰かがああやって管理人室の前に立っていたのだ。そいつは『草の国』の王女だったが、今回は──

　その人物は、幸太郎のほうを振り返った。

「オー・ヤサン」

　豊かな金髪を翻ひるがえして、その淑女は柔らかく笑った。

　エメラルドにも似た金色の瞳ひとみと、吸い込まれそうな白磁の肌。目鼻立ちは彫刻のように完かん璧ぺきに整っていて、こちらに向ける笑みには、深い慈愛が浮かんでいる。

　そして、彼女の金髪の合間からは、樹木に似た角がにょっきりと突き出ていた。

「お帰りになられたのですね。オー・ヤサンが御お留る守すであることを知ったときはどうしようかと思いましたが、これで、安心して『調停の儀ぎ』を願い出ることができます」

　淑女は腹に両手を重ねて、幸太郎に深く頭を下げた。

「わたくし、『森の国』第一女王・兼・外交特使、ティールジェンド・シャルフ・エ・ルイック・ダヴ・キリルが、オー・ヤサンに申し上げます。現在、我が国と『草の国』とのあいだに持ち上がっている外交問題に関して、オー・ヤサンに調停をお願いいたしたく、参上いたしました」

　幸太郎は返事もできず、固まっている。

　そんな彼を、ティールジェンドはちらりと見上げた。緑色の瞳に、どこか幸太郎の反応をおもしろがるような光が宿っている。

　それからティールジェンドは、こう付け加えた。

「このままだと、『森の国』と『草の国』は、戦争になってしまうかもしれません」




　こうして、『異世界管理人』久く藤どう幸こう太た郎ろうの初仕事は、始まりを告げた。













　　　　３　『草の国』と『森の国』







『森の国』キリラノールは、『草の国』ササラノールの隣りん国ごくであり、あけぼの荘でいえば隣室の１０２号室に当たる。

『森の国』に住んでいるのは、キリラミア族と呼ばれる人間とは似て非なる種族──いわゆる亜人族だ。人の数倍の寿命を持ち、高潔だが高慢で排他的、頭からは樹じゆ角かくと呼ばれる樹木に似た触角を生やしている。

　彼らの国はアラシュ・カラド最古の国家であり、それゆえに自分たちは他の国よりも一段高い位置にいると自認している。森で自給自足の生活を営むキリラミアは、特に交易も必要としていない。そういった国民性や国情もあいまって、『森の国』とほかの国の関わりは、ほぼ途絶していたのだが──

「実は、『森の国』と『草の国』のあいだでは、一度戦争が起きているのです」

　神秘的な美しさを漂わせるティールジェンドの表情には、深い憂うれいが含まれている。１ＤＫの四畳間にはまったく似つかわしくない美貌だ。森の女王がちゃぶ台の前に座し、湯飲みから上がる湯気をじっと見守っている光景はなかなかシュールなものがあったが、これが幸太郎にできる最高のもてなしなのだから仕方がない。

　梅昆布茶を一口啜すすってから、ティールジェンドは言葉を続けた。

「もう百年ほども前になりますから、『草の国』側で実体験としてそれを知っているものはひとりもいないでしょう。しかし、わたくしは──というより、『森の国』の国民は、全員がそれを覚えているのです。戦争を仕掛けてきたのは『草の国』のほうからで、その目的は我が国の領土を欲していたため。アミア族らしい、身勝手な理由ですね」

「戦争、ですか」

「ええ。といっても、それほど大規模な戦せん闘とうは起きませんでした。死者もひとりも出ていません。当時のオー・ヤサンが奔走し、水際で戦闘を押しとどめることに成功したのです。わたくしたちは、そのときの感謝と尊敬を、いまだに忘れていません」

　にこりと笑いかけられて、幸こう太た郎ろうは居心地の悪い思いを味わった。その管理人は百年前の管理人であり、幸太郎ではないのだ。

　そして今、自分には、当時の管理人と同じくらいの重責が担わされようとしている。

　戦争を食い止める。

　一介の高校生には、過ぎた重荷だ。

「……それで、今回もまた戦争が起きそうだと？　『草の国』と『森の国』は、百年経たった今でもまだ仲が悪いのですか？」

　その重圧を腹の底に押し込めて、幸太郎はそう尋ねた。

　ティールジェンドは目を閉じ、細い指を顎あごに当て、考え込むような素振りを見せた。

「確かに、『森の国』には『草の国』に悪感情を抱くものも多くおります。なにしろ戦争を仕掛けられたわけですから、その恨みはなかなか忘れられるものではありません。しかし最近では、別の風潮も出てきていまして」

「というと？」

「宥ゆう和わ論ろん──要するに、お隣となりさんとは仲良くしましょう、という風潮ですね。戦争からすでに百年が経ち、『草の国』側の当事者はもはやひとりも残っておりません。だというのに、わたくしたちだけがそれをいつまでも恨みに思い、溝を作りつづけるなど、滑こつ稽けいではありませんか？」

　そう聞かれても、幸太郎にはピンと来ない。領土紛争、戦後処理、宥和論。授業やニュースで耳にすることはあっても、現実問題として考えたことなど、一度もなかったからだ。

　彼はただ、思ったことを口にした。

「侵略されそうになった側からそういう意見が出てくるのは、尊いことだと思います」

　ティールジェンドは小さく笑う。

「お褒ほめにあずかり光栄ですわ。もっとも、宥和論のきっかけとなったのは『草の国』国王、テルダリオスさまから交易協定を持ちかけられたことですけれど」

「交易協定？」

「ええ。テルダリオスさまも、いつまでも隣りん国ごくといがみあっていても仕方がないと考えていらしたようです。そして、関係修復の糸口として、両国の特産品を交易しないか、との打診があったのです。わたくしたちは協議の末、それを受けたのですが──」

　小さくため息をつき、ティールジェンドは湯飲みを両手で包んだ。

「そこで問題が発生しました。『草の国』からは順調にササル豆を受け取ることができたのですが、『森の国』から提供するはずの香草茶が、さまざまな理由により届かなくなってしまったのです」

『森の国』には届いているのに、『草の国』には届かない。代金だけ支払って品物が届かないというのは、常識的な価値観に照らし合わせれば詐欺に当たる。

「それで、『草の国』から抗議が来たのですか？」

「ええ。しかし、わたくしたちはきちんと務めは果たしております。香草茶を積んだ馬車は、なんの問題もなく我が国を出発しました。問題が起きたのは、『草の国』との国境を超えてからのことです。そこから先で起きる事故に関して、責任があるのは『草の国』のほうではありませんか。だというのに、アミア族は……！」

　女王の美しい面立ちに、苛いら立だちが浮かんだ。宥ゆう和わを口にしていても、実際のところは、戦争を仕掛けられた恨みを完全に忘れたわけではないのだろう。

　ティールジェンドは幸こう太た郎ろうに見られていることに気づき、こほんと咳せき払ばらいをした。

「ともかく。その抗議を受けて、またしても我らのあいだで議論が沸き返りました。ほとんどは『草の国』に反発する声です。中には『再び国境を閉ざして二度と奴やつらを入れないようにすべし』などという意見まで出てくる始末でして」

「それが戦争に繫つながると、ティールジェンドさんはお考えなのですか？」

「まだわかりません。しかし、どう転がるのかわからないのが、社会情勢というものです」

　そうして、ティールジェンドは光る眼まな差ざしを幸太郎に向ける。その目には、あきらかな『期待』の色が滲にじんでいる。

「そこで、わたくしたちはこの事件の調停を、オー・ヤサンにお願いすることにしたのです。オー・ヤサンには百年前の戦争を、ぎりぎりのところで食い止めていただいた実績がおありなのですから。今回の件も、きっと解決してくださるはず──」

「ちょっ、ちょっと待ってください」

『期待』に満ちたティールジェンドの眼差しを、幸太郎は手を広げて制した。

　幸太郎は混乱し、動揺していた。そもそも彼はただの高校生であり、生活費を稼かせぐためにアパート管理人のバイトをしているに過ぎない。

　それが、国家間の争いを仲裁しろなどと言われても、対応できるわけがなかった。

　しかし──

「……オー・ヤサン。まさか、調停はできないと仰おつしやるのですか？」

　緑の眼めを見開いて、ティールジェンドは小さな声で言った。

　その瞳ひとみに浮かんでいた『期待』が、ゆっくりと『失望』に変じていく。幸こう太た郎ろうには、それが、はっきりとわかった。

　幸太郎は、途方に暮れた。

　アパート管理人のバイト。ただそれだけのはずだったが、ただそれだけではなかった。なぜならこのアパート、幸太郎が管理すべきあけぼの荘は、異世界と直結しているからだ。アパートの住民は異世界の国民であり、その住民同士が争っているのなら、それを仲裁するのは管理人としての職務に当たる。

　幸太郎は、それを勤め上げなければならない。

　さもなければ、また、逆戻りしかねないからだ。

　それだけは、死んでもイヤだった。

「ティールジェンドさん。あなたの意見だけでは調停できかねます。隣となりの部屋の住民を呼んで、彼らの言い分も聞かなければなりません」

　ティールジェンドは、ほっと安あん堵どしたようだった。小さく頷うなずき、

「ええ。わたくしとしても、それに異存はありません」

「では、１０１号室の代表を呼んで参ります。双方の話を聞いてから、どのように対処するか決めたいと思いますので、ご了承を」

「畏かしこまりました。『調停の儀ぎ』を受け入れてくださったこと、感謝いたします」

　礼をするティールジェンドに軽く頭を下げ、幸太郎は管理人室から外に出て、ドアを閉めた。

　そして、頭を抱えてその場にしゃがみ込んだ。

「…………マジかよ…………」

　両肩に、ずっしりと重圧がかかってくる。失敗すれば、最悪の場合、二国は戦争に突入しかねない──大勢の人間が、幸太郎のせいで命を落としてしまうかもしれないのだ。

　もちろん実感などない。あるわけがない。『戦争』という概念自体、教科書かフィクションの中でしか知らないのだ。それが起きると言われても、砂漠の前で立ち尽くすかのような、呆ぼう然ぜんとした気持ちにしかなれなかった。

　だが、ともかくも、やらなければならない。

　自らの居場所を守るために、幸太郎は、今の仕事をやり抜くしかないのだ。

　彼は再び鍵かぎ束たばを取り出して、１０１号室の前に立った。




　かくして、『調停の儀』は開かれることとなった。




　　　　　　　◆




　ティールジェンドが靴べらを使い、意気揚々と管理人室から出て行ったあと──

　スフレは、頭からちゃぶ台に突っ伏していた。

　王女であることを示す小さな王冠が、畳に転がり落ちている。幸こう太た郎ろうはそれを拾い上げ、ちゃぶ台に置いて、ぽつりと言った。

「今のおまえのような姿を如実に示す日本語がひとつある。教えてほしいか？」

「……？」

　涙の浮かんだ目で自分を見上げたスフレに、幸太郎は無情に、

「『負け犬』という」

　スフレはぱしぱしとちゃぶ台を叩たたきながら、恨めしげにつぶやいた。

「オー・ヤサンは、いじわるです……」

「今さら気づいたのか」

　呆あきれたように言って、幸太郎はスフレの向かい──つい先ほどまでティールジェンドが座っていた場所に、腰を下ろした。

　スフレとティールジェンドの会談は、一見の価値があった。『草の国』と『森の国』の交易停滞問題に関しては、事前の話を聞く限りでは『森の国』に非があるように思えたからだ。どのような事情があるにせよ、代金を踏ふみ倒しているのだから、まずはティールジェンドが謝るものとばかり思っていた。

　だが、ティールジェンドは真逆のことを行った。矢継ぎ早に『草の国』の不備を指摘し、本来は被害者であるはずの『草の国』側に責任があるという論調を作り上げたのだ。なんという口八丁だろう、と幸太郎は見ていて感心したものだ。

　結局、ティールジェンドはスフレからの謝罪を受けて、自国へと戻っていった。その態度に悪びれるところは微み塵じんもなく、まさしく威風堂々としたものだった。

　それを思い出し、幸太郎は感心したようにつぶやく。

「ああいうのが王様ってものなんだな。初めて見た」

「……わ、わたしも、いちおう、王族です。よ？」

　スフレは小さな王冠を両手で包みながら、弱々しく主張した。

「そ、それにそれに、ティールジェンドさまは別格なのです。あの方はキリラミア族、わたしの何十倍もの長い時間を生きている方なのです。お父さまの、お父さまの、さらにお父さまの時代から、女王を務めていらっしゃるのですよ」

「相手が強いということは、負けた言い訳にはならん」

「……うう……」

　スフレはかっくりと首を落とし、幸こう太た郎ろうはそんな彼女を冷ややかに見た。

「そもそも、なんでおまえが外交なんてやってるんだ？　俺が知る限り、一番そういうのに向いていない人間だと思うけど」

「それはその──わたしの、お父さまの、ご命令なのです」

　お父さま、というのは、国王のことだろう。

「お父さまがどのようなお考えでわたしを外交特使に任命したのかは、わたしにもよくわかりません。でも、わたしはこのお役目を、立派に勤め上げるつもりでいます！」

　スフレは己の決意を再確認するかのように、右拳をぎゅっと握り締しめた。

　幸太郎はその拳を見つめながら、ぽつりと言う。

「そのおまえが、自国の非を認めちゃったんだけどな」

「…………ううううっ…………！」

　スフレは頭を抱え、再びちゃぶ台に突っ伏してしまった。いけない。どうも気合いを入れているスフレを見ていると、へこましてやりたくなってしまう。

　幸太郎は顎あごに手を当てて、考えた。

　王女スフリャーレがどんな少女なのかは、すでに幸太郎も把握していた。元気で、明るくて、優しい……まあ、バカだ。そして、いかに幸太郎に知識がなかったとしても、これだけはわかる──外交などという国の重大事を、バカに任せてはいけない。

　だとしたら、スフレには補佐役がいるはずだ。

「いくらなんでも、おまえひとりで外交やってるってわけじゃないんだろ？」

「は、はい。外務大臣さまから、ひとり補佐官をつけていただいています。とても有能で、頼たよりになる人ですよ」

　それだ。

「その人と話がしたい。会わせてくれるか？」

　幸太郎がそう言うと、スフレはびっくりしたように目を丸くして──それから、きらきらとその目が輝かがやきはじめた。

「オー・ヤサン！　わたしを、助けてくれるんですか!?」

　幸太郎はたじろぐように身を引いて、ぽそりと答える。

「それが仕事だからな」

　スフレの瞳ひとみが、感涙に潤うるんだ。

　幸太郎は剣けん吞のんな顔つきになり、軽く腰を浮かせる。

「ありがとうございます、オー・ヤサン……わたし、わたしっ……！」

　スフレはその場で立ち上がり、両腕を広げて、幸太郎に向かって飛びかかってきた──違う。抱きついてきたのだ。

　幸太郎はすかさず横に飛び退き、それを回かい避ひした。

　スフレは頭から押し入れに激突し、凄すさまじい音を立てながらフスマを突き破った。フスマに開いた巨大な穴を眺めながら、幸こう太た郎ろうは無情に言った。

「修しゆう繕ぜん費ひは、次に家賃を納めるときに支払ってもらうからな」

　フスマの穴の奥から、くぐもった声が響ひびいてきた。

「……やっぱり、オー・ヤサンは、いじわるです……」




　　　　　　　◆




『草の国』の外交特使執務室に通された幸太郎は、はじめてその人物と顔を合わせた。

「はじめまして、オー・ヤサン。パルメーニャ・エ・アギン・カラと申します。以後、お見知りおきのほどを、よろしくお願いいたします」

　輝かがやくような金髪をアップにまとめ、髪と同色の目は刃やいばに似て鋭するどい。褐色の肌を役人風の服で包み、白い手袋を嵌はめたその姿は、まさしく『できる官僚』といった風情だが、しかし、パルメーニャの風貌には官僚らしからぬ点がひとつだけあった。

　金髪の中から、垂れた犬耳がぴょこんと出ている。

「…………」

　幸太郎の視線に気づき、パルメーニャは自らの犬耳に触れてみせた。

「テナミア族は初めて見ますか」

　パルメーニャの言葉を、スフレが補足した。

「テナミア族というのは、パルメーニャのような耳と尻尾を持つ亜人族のことです。『砂の国』に多くいる人種ですけど、パルメーニャはそのうち『草の国』に移住してきた氏族の出身なのですよ」

「……なるほど」

「私もニポーンの方と話すのは初めてです。なにか至らぬ点がございましたら、なにとぞご容赦ください」

　無感情な声で言って、パルメーニャは腹に両手を重ねて礼をした。幸太郎はようやく自分を取り戻し、頷うなずく。

「ああ。こちらこそ、よろしく」

　奇妙なのは犬耳と尻尾だけで、それを除けばあとは普通の人間と変わりがない。むしろ、スフレよりもよほどマトモなくらいだ。

「パルメーニャは貴族ではありませんが、とても有能な外交官僚なのです！　右も左もわからないわたしのことを、よく補佐してくれています！」

　スフレはにこにこしながらパルメーニャをそう紹介したが、パルメーニャは照れることも謙けん遜そんすることもなく、淡々とした表情のままで淡々と口を開いた。

「それよりも、スフリャーレさま」

「はい？」

「『森の国』との外交会談はいかがでしたか？」

　スフレは瞬しゆん時じに沈ちん黙もくした。

　なるほど確かに有能だ、と幸こう太た郎ろうは感心した。無用なことは口にせず、要点だけを尋ねる。今のところパルメーニャにとって重要なのは『森の国』『草の国』二国間の関係であり、先ほどの首脳会談の結果は、その関係に直結してくる。

「…………」

　が、スフレは目をそらしたまま、なにも答えようとしなかった。

　ぱたり、と音がした。パルメーニャが、自らの尻尾を苛いら立だたしげに振った音だ。

　パルメーニャはスフレに顔を近づけ、もう一度、問いかけた。

「スフリャーレさま？　『森の国』との外交会談は、いかが、でしたか？」

　スフレは助けを求めるかのように幸太郎を見た。

　幸太郎はさらりと答えた。

「こいつ、問題の責任は『草の国』にあるって認めてましたよ」

「オー・ヤサン!?　なんで言っちゃうんですか!?」

　悲鳴に近いスフレの声が響ひびく。だが、幸太郎はスフレのことを見返そうともしなかった。スフレが失言をしたことは事実だし、身内に事実を隠していてもなんの意味もない──どころか、有害でしかないからだ。

「…………スフリャーレ、さま」

　パルメーニャの手が伸びて、スフレのオレンジ色の頭を摑つかんだ。スフレの小さな肩が震ふるえ、恐怖そのものの表情で、臣下であるはずのパルメーニャを仰ぎ見る。

「私、あれほど言いましたよね。ごめんなさいとか、申し訳ないとか、我が国の非を認めることは言わないでくださいって。あなたの口は『草の国』の口なのですから、勝手に動かすんじゃねェって………………、言ったよな？」

「はい。言いました」

　青ざめた顔で、スフレはこくこくと頷うなずいた。パルメーニャは、ぐるる、と喉の奥でうなり声を立て、その目をさらに細めた。狂犬の眼まな差ざしだ。

　前言撤てつ回かい。

　この外交官は、まったくもってマトモではない。

「じゃあ、なんでンなこと言ったのか、…………説明してくださいますか？」

　あうあうと口を動かして、スフレは何度も何度も幸太郎のことを見た。その目に浮かぶ淡い涙は、彼女が味わっている恐怖の一端を幸太郎に伝えた。スフレの腕力ならパルメーニャを押しのけることなど朝飯前だろうが、もはやそんな問題ではない。

　単純に、パルメーニャは、怖い。
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「オイ、王女。黙だまってたらわかんねェだろ？」

　金色の眉根が不快そうに寄る。凶悪なうなり声が漏れる。スフレの顔面が蒼そう白はくになっていく。王女と臣下というより、不良にカツアゲされる女子中学生の図だ。

　このままでは話が進まない、と思った幸こう太た郎ろうは、咳せき払ばらいをして助け船を出した。

「パルメーニャさん。いくつかお尋ねしたいのですが、よろしいですか？」

　刃やいばの瞳ひとみが幸太郎のことを見る。喉元に剣先を突き付けられたかのような感覚。だが、さすがにパルメーニャは、管理人相手にチンピラ口調を続けることはしなかった。

「私に答えられることなら、なんなりと」

「首脳会議の前、俺は『森の国』女王のティールジェンドさんから相談を持ちかけられました。そこで彼女が、不ふ穏おんなことを言っていたのです。このままでは──『森の国』と『草の国』のあいだに、致命的な事態が起きる可能性があると」

　その言葉が持つ意味は、パルメーニャに正しく伝わったようだった。

　パルメーニャは、スフレの頭から手を離はなし、幸太郎のほうに向き直った。

「可能性はどのような状況においても存在します」

「俺は、それが無視していい可能性か、そうでない可能性かを知りたいんです」

　失敗して二国間の関係が悪化するのと、戦争状態に突入するのでは、幸太郎の責任に天と地ほどの差が出てくる。専門家にその辺りを詳しく分析してほしかった。そして、願わくは、その可能性がごく小さいものであると言ってほしかった。

　が。

「無視することはできません」

　パルメーニャの答えは、その表情と同じく無情なものだった。

「私の知る限り、王国貴族の中には『森の国』に良い感情を持たない人々が、多くいらっしゃいます。今回の件は、恨み深いキリラミア族が『草の国』に対する報復として行っているものだと、声高に主張する方までいらっしゃる始末です」

　幸こう太た郎ろうは、両肩にずっしりと重荷を感じながら、尋ねた。

「……百年前の報復を、『森の国』が行っている、ということですか？」

「ええ。といっても、『草の国』に当事者はひとりも残っていないわけですから、誰だれも罪悪感を抱いているものはおりません。むしろ、祖先が起こしたことの始末をどうして自分たちが引き受けなければならないのかと、そういう認識のほうが強いようです」

　当事者が残っている被害国と、当事者のいない加害国。確かに、関係がこじれるのは目に見えている。

「しかし、交易協定を持ちかけたのは、『草の国』の王様だと聞きましたが」

「そのとおりです。冷え込んでいた二国間の関係を修復するため、テルダリオス・エ・アルフ・エ・ササラノール陛下が号令をかけたのです。隣りん国ごくと宥ゆう和わすべしと。そのための外交特使として選ばれたのが──」

「はい！　わたしです！」

　スフレはぴんと手を挙げた。話の内容をきちんと理解できているのだろうか？　どうも自分の名前に反応して手を挙げただけのように見える。

　パルメーニャは尻尾をぱたりと動かし、無情に言った。

「もちろん、そんな仕事がスフリャーレさまにできるわけがありません」

「はい！　できません！」

「いや胸を張って言うことじゃないだろ」

　思わず突っ込んだ幸太郎のことを、パルメーニャがまじまじと見つめた。やや気まずい。幸太郎はパルメーニャの眼まな差ざしから目をそらし、話を元に戻した。

「外交仕事ができないのなら、どうしてスフレが選ばれたんですか？」

「スフリャーレさまは、仕事はできませんが人気はあります。国民にも貴族にも、等しく愛されているスフリャーレさまが外交特使になれば、『タカ派』の貴族も表立っては非難しにくい──、という思惑が、国王陛下にはあったのではないでしょうか」

　大市で国民から喝采を浴びていたスフレの姿が、幸太郎の脳裏に蘇よみがえった。

　愛くるしい王女殿下が旗振り役となって、隣国と平和の架け橋をつなぐ。それは問答無用の『美談』である。その『美談』に異を唱えるものは、その論法がどれだけ正しくても、あっという間に悪役に落とされてしまうだろう。アラシュ・カラドにも、日本でいうところの『空気』は厳然と存在するらしい。

「表にはスフリャーレさまが立ち、肝心の実務は私が行う。そのやり方で、私たちは交易協定を締てい結けつすることに成功しました。あとはこれを手始めに、宥ゆう和わ策さくを次々と打っていこうと思っていたのですが──」

「その矢先に、今回の件が起きてしまったと」

「そういうことですね」

　パルメーニャは小さくため息をついた。

「おかげで交易は停滞し、二国間の関係は以前よりも冷え込んでしまいました。いえ、この場合は過熱といったほうが正しいのでしょうか。互いが互いを非難し合い、ことに『草の国』貴族の方々は、『森の国』が我らの王女を侮辱したと息巻いている始末です。今はまだ若い貴族の方々だけが騒さわいでいるようですが、侯こう爵しやく級きゆうの有力貴族までそれに賛同しはじめたとしたら、国王陛下もお考えを変えるかもしれません」

「宥和政策をやめて、再び国交断絶するということですか？」

「それだけで済めばいいのですが」

「……戦争、ですか」

「否定はしません」

　重々しい沈ちん黙もくが執務室に満ちる。想像していたよりずっと、のっぴきならない事態が横たわっている。沈黙の重さが自らの胃に降りてくる感覚を、幸こう太た郎ろうは味わった。

「……あの」

　そのとき、スフレがおずおずと手を上げた。

　幸太郎とパルメーニャの顔を、交互に見つめながら、スフレは尋ねる。

「えっと、ですね。確認したいのですけれど、たった今オー・ヤサンが仰おつしやった、せんそう、というのは……戦争のことですか？」

　こいつは、今さら、なにを言ってるんだ。

「そうだ」

「戦争って、あの、あれですよね。剣とか弓とかを使う」

「そうだ」

「く、国同士が、たくさんの兵隊さんを使って、戦う……？」

「そうだ」

　みるみるうちに、スフレの表情が青ざめてきた。

　ばん！　とローテーブルを叩たたいてその場に立ち上がる。

「だっ、だっ、だめじゃないですか!!　そんなの!!　そ、そんなこと、決して、断じて、絶対に──あってはなりません!!　──むぎゅっ」

　再び狂犬めいた顔つきになったパルメーニャが、スフレの両りよう頰ほおを片手で潰つぶした。

「……うるッせえよ。ンなこたわかってるから、こうして相談してんだろが」

　タコのような口になったスフレがじたばたと暴れる。幸こう太た郎ろうはスフレの大声によって耳がきーんとしていて、彼女に助け船を出す気にはなれなかった。

「俺も同感だ。戦争なんて、起こさせるわけにはいかない」

　そう言った幸太郎に、パルメーニャの目がわずかに見開かれた。

『意外』の色。

　幸太郎は唇をへの字に曲げる。

「この世界を管理するのは俺の仕事です。できるだけのことはしたい。ですから、協力してはいただけませんか。パルメーニャさん。この事件を解決し、戦争を未然に防ぐために、あなたのお力が必要です」

　パルメーニャは幸太郎を見て、呆あきれたように首を振った。

「そんなふうに、すねたみたいな口調で言われると、逆に真実味がありますね」

　当たり前だ、という思いを込めて、幸太郎はパルメーニャのことをにらみつけた。

　誰だれが好きこのんで、戦争回かい避ひなどという果てしなくめんどくさい上に責任重大なことに首を突っ込みたがるものか。幸太郎はもっとこう、静かで、穏おだやかで、できれば人とあまり関わりを持たない生き方を続けていきたいだけなのに──こんな事情に放り込まれてしまったのでは、最善を尽くす以外に方法がないではないか。

　幸太郎は唇をへの字に曲げ、ため息をつくように、

「俺以外の誰だれかがやってくれるんなら、喜んでそうしますよ。けど、アラシュ・カラドじゃ管理人の肩書きは相当な力を持ってるらしい。それなら、俺がやるしかないでしょう」

　そのとき、頰を潰されたままのスフレがもごもごと叫んだ。

「オー・ヤサンは素晴らしいお方です！　オー・ヤサンのお力があれば、きっとこの問題も、解決できるはずですよ！　パルメーニャ！」

　パルメーニャは冷れい徹てつな瞳ひとみで王女を見下ろし、ようやく彼女の頰から手を外した。

「そうですね。利用価値は、あるようです」

「……正直ですね。ま、いいっすけど」

　呆れる幸太郎に、パルメーニャが向き直る。手を差し出してくる。

「アクシュー、というのでしょう？　ニポーンにおいて、『友好』ないし『協力』関係を結ぶときに行う儀ぎ式しきと聞きました」

「まあ、間違ってはいませんが」

　幸太郎はパルメーニャの手を握った。両者の顔に笑みはない。冷徹かつ事務的だが、この問題に真剣に当たるという決意の色だけがある。

「これからよろしくお願いします。パルメーニャさん」

　やはり事務的にそう言うと、パルメーニャはちょっと顔をしかめた。

「それ、やめていただいてよろしいですか。スフリャーレさまにはタメ口なのに、私に対しては敬語だなんて、あらぬ誤解を招きそうです」

　それもそうか、と思って、幸こう太た郎ろうは言い直した。

「あらためて、よろしく。パルメーニャ。──ついでにひとつ、聞いていいか？」

「なんでしょう？」

「あんたって、男なのか？　女なのか？」

　パルメーニャの顔が、狂犬のそれに戻った。

　幸太郎の右手をめきめきと締しめ付けながら、低い声で、

「……女だよ。悪かったな、胸がなくて……！」

「い、いやっ、どうしてもわからなくて──いてええええっ！」

　外交特使執務室に、幸太郎の悲鳴はしばらく響ひびきつづけた。




　　　　　　　◆




　ローテーブルの上にはさまざまなものが広げられていた。交易協定締てい結けつ時じに交わされた数々の書類をはじめとして、『森の国』と『草の国』の周辺地図、『森の国』に反感を持つ『タカ派』貴族のリスト、スフレがどこからともなく持ち込んできた焼き菓子と果実茶のアフタヌーンティーセットなどである。会議なのかお茶会なのかよくわからないが、少なくともスフレもパルメーニャも疑問には思っていないようだ。

　垂れた犬耳をはたりと動かして、パルメーニャは報告書をめくる。

「まずは、問題の根本を検証しましょう。──なぜ、『森の国』の交易馬車が、この王都まで届かないのか？」

　果実茶を一口飲んでから、幸太郎は女王の言葉を思い出す。

「ティールジェンドさんは、問題はむしろ『草の国』のほうにあると言っていたが」

「それはあの方の勝手な言い分です！　わたしたちは、きちんと為なすべきことを行っております！」

　ふんす、と鼻息も荒く宣言したスフレを、幸太郎は冷たく見据える。

「でもおまえ、自分の国の責任を認めてたよな？」

「……」

　スフレはさっと視線をそらした。

　が、その先に待っていたのは、パルメーニャの氷のような瞳ひとみだ。

「ほんと。余計なことしてくれましたね、王女殿下？　私の努力をフイにするのは楽しいですか？」

「為なすべきことをしていると思うなら、『調停の儀ぎ』でそう主張すればよかったんだ。それを、相手が怖いだなんてふざけた理由で主張できなかったなんて、外交特使失格だ」

「だいたいスフリャーレさまは周りから甘やかされすぎなんですよ。いくら人気があるからって調子乗ってんじゃないですよ。自分が外交的お荷物だということを自覚してください」

　スフレは涙目になって、黙だまり込んだ。

　よし、と幸こう太た郎ろうとパルメーニャは頷うなずき合った。とりあえずバカの自己弁護は封じておいて、二人は本題に戻る。

「諍いさかいにおいて双方の言い分が違うのはよくあることですが、私の目から見ても、責任は確かに『草の国』にありそうです」

　パルメーニャの膝ひざに広げられているのは、交易協定の締てい結けつ書類だ。先ほど幸太郎も目を通していた──ちなみに、幸太郎はアラシュ・カラドの文字を判読できる。恐らくはエプロンの効能だろう。どういう仕組みなのか、考えることはすでに放棄していた。

　そのうちの一文をパルメーニャは指差す。

「『両国の兵士は、ともに互いの国境を越えることはできないものとする』──という一文があります。つまり、『森の国』交易馬車は、国境を越えた時点で『草の国』に引き継がれているのです。それを踏ふまえて、こちらをご覧ください」

　パルメーニャが用意した書類群には、『交易事故の報告書』という但し書きがつけられていた。幸太郎はそれを読む。

　一回目。国境を越えてしばらくした地点で盗賊に襲しゆう撃げきされ、貨物を奪われる。

　二回目。馬車が川を渡っている途中に橋が崩落し、貨物がすべて流される。

　三回目。途中で宿泊した村にて火災が発生、ボヤのうちに消し止めたが、積み荷はすべて焼失する。

　四回目。このときは騎き士し団だんの合同演習のため、護衛は依い頼らいできなかった。安全を期して国を半周するほど大回りな輸送ルートを選び、途中の森で盗賊に襲撃を受けた。

　五回目。襲撃や事故のたぐいは一切なかったが、積み荷は土の入った袋にすり替えられていた。どの時点ですり替えられたのかは不明。この情報はまたたく間に『草の国』貴族に伝わり、『森の国』に対する感情が劇的に悪化する──。

　幸太郎の感想は一言だった。

「これはひどい」

「同感です。特にひどいのは五回目ですね。ようやく王都に到着した、平和の証あかしであるはずの特産品が、ただの土くれだったのですから。あのときの関係者各位の凍りついた表情は、なかなか愉快でしたよ」

　パルメーニャの薄うすい唇が笑みを作る。気持ち悪いなこの女、と率直な感想を抱きつつ、幸太郎はぱしりと報告書を叩たたいた。

「これは、全部『草の国』の内部で起きた……事故、なんだな？」

「ええ。ですから、非は『草の国』にある、というティールジェンド陛下の言い分は、あながち間違ってはいないのです。引き継ぎは済ませたわけですから、それを紛失したのは『草の国』の責任である──理屈は通っていますね」

「でも、『草の国』は納得していないんだろ？」

「無論です。貴族のお歴々が、そんなに物わかりのいい人たちばかりなら誰だれも苦労しません。どのような理由があっても貨物が届いていないのだから、それは『森の国』の責任だ、賠ばい償しようをしろ──というのが、彼らの言い分です」

　幸こう太た郎ろうは呆あきれた。

「無責任だな」

「そうかもしれませんね、耳の痛い話は聞きたがらず、都合のいい話ばかりを知りたがるというのは、貴族のみならず私たちが持つ悪あく癖へきでしょう。ニポーンでは、そのようなことはないのかもしれませんが」

　パルメーニャの瞳ひとみに、『皮肉』の色はない。本気でそう思っているのだろう。幸太郎は鼻を鳴らし、言った。

「こっちも似たようなもんだ。──しかし、となると、解決策は──」

「……あの」

　それまでうつむいて黙だまり込んでいたスフレが、おずおずと手を上げた。

　幸太郎とパルメーニャは揃そろってスフレのことを見る。二人の目の温度はほぼ同じ、すなわち、冬の川の水よりも冷たい。この王女がまたなにか戯たわけたことを言い出したら、言葉の暴力でリンチするつもりだった。

　が、そんな二人の思惑に反し、スフレの意見は至極まっとうなものだった。

「思ったのですけれど、条文を少し変更して、『森の国』の兵隊さんに『草の国』に入ってもらい、最後まで馬車を護衛してもらうというのはどうでしょうか？」

「…………」

　幸太郎はしばらく否定材料を探していたが、やがて諦あきらめて、しぶしぶと頷うなずいた。

「良い案だ」

「なんで残念そうなんですか!?」

「馬車の護衛を『森の国』に任せれば、途中で事故が起きたとしてもそれは『森の国』の責任ということになる。少なくとも責任のなすりつけ合いは起こらなくなるだろう」

「で、ですよね？　わたし、今、ちゃんとしたこと言いましたよね！」

　スフレは顔を喜色に輝かがやかせて立ち上がる。幸太郎は顎あごに手を当てて、さらに否定材料を検討したが、見つからなかった。協定を変えるのは苦労するだろうが、それは幸太郎の仕事ではない──

「私は、反対です」

　パルメーニャが、ぽつりと言った。

　幸こう太た郎ろうとスフレは、揃そろって彼女を見る。

「なぜだ？」

「かつて戦争をした他国の軍隊を国内に入れるということに、『タカ派』貴族が反発するからです」

「たかは？」

　スフレがきょとんと首をかしげ、幸太郎が説明を加える。

「諸外国に対して強硬的──ともすれば、攻こう撃げき的てきな主張をするものたちのことだ。しかし、そいつらが文句を言うことくらいが問題になるのか？」

「本当に問題なのは、『タカ派』が文句を言うことではなく、『森の国』の軍を国内に入れることで、『タカ派』が行っていることが明るみに出ることですね」

　パルメーニャは、あっさりとそう言った。

　幸太郎は、表情が引きつるのを自覚した。

「……やはり、事故じゃないのか」

「オー・ヤサンの理解が早くて助かります」

「『タカ派』の仕業だと？」

「確証はありませんが、私はそう思っています」

　幸太郎はうなり声をあげて、黙だまり込んだ。もしそれが事実だとすれば、なかなか厄介なことになる──

「……あの、つまり、どういうことなのでしょう？」

　スフレは目をぱちくりと瞬しばたたかせている。彼女の察しの悪さを、このときばかりは指摘する気にはなれなかった。最初に気づかなかったのは幸太郎も同じだからだ。

「今まで『森の国』の交易馬車が王都にたどり着かなかったのは、事故が連続したからじゃない。何者かが妨害工作を仕掛けていたからだ」

「……ぼうがい、こうさく？」

「『森の国』の輸送を、わざと邪じや魔ましているヤツがいるということだ。恐らくは、『草の国』貴族の、誰だれかだろう」

　その言葉がスフレに染み渡るまで、幸太郎は辛抱強く待ち、パルメーニャはそっと両手で自らの耳を覆おおった。

　やがて、スフレは混乱したように、テーブルをばんと叩たたいて立ち上がった。

「そッ──、そんなこと、あるわけがありませんっ!!」

　衝しよう撃げき波はのような大音声に、幸太郎は脳のう髄ずいの奥をブッ叩かれたような感覚を味わった。

　パルメーニャが耳を押さえながら抗議する。

「スフリャーレさま。あまり大声を出さないでください。このあいだ、それで窓が破損したのを忘れたのですか？」

「ご、ごめんなさい……、でも！　どうしても、納得がいきません!!」

「五回連続で事故が起きる可能性のほうが、私には納得がいきません。たとえば、こちら。一回目と四回目のときは、騎き士し団だんが護衛についていませんでしたが、まるでそれを見計らったかのように、武装強盗に襲しゆう撃げきされています」

　パルメーニャの声は冷ややかだ。スフレはぱくぱくと唇を動かしたが、言葉は出てこなかった。気持ちの昂たかぶりに、頭の回転がついていかないのだ。

「妨害工作を行っているものがいるとして、それが『草の国』内部の人間であると考える根拠は、ここにあります。『護衛がつかない』という情報を前もって得ていなければ、こんな工作をすることは不可能だからです」

「で、でも、そんな、そんなこと──」

　スフレのルビーレッドの瞳ひとみに涙が浮かぶ。混乱と困惑でパニックになっているのだろう。両拳を握り締しめて、意味もなく上下させるスフレを見て、幸こう太た郎ろうはため息をついた。

「スフレ」

　静かに呼びかけると、スフレはびくんと身体からだを跳ねさせた。涙目が幸太郎を見据える。

「まずは、落ち着いて、座れ」

　唇を嚙かみしめるスフレに、幸太郎は静かな声で言った。

「落ち着いて話を聞かなければ、わかるものもわからないだろう。座って、お茶を飲んで、深呼吸するんだ。そうしないと、なにも進まない」

　スフレは喘あえぐように呼吸をして──すとんと腰を下ろした。

　果実茶のカップを、両手で包み込むように持ち上げる。その手がかすかに震ふるえている。ルビーレッドの瞳に、強い『動揺』が滲にじんでいる。この国を愛しているがゆえに、この国の中に裏切り者がいると知って、平静ではいられないのだろう。

　幸太郎には、わからない感覚だ。

　彼はパルメーニャに向き直り、先を促した。

「今回の件は妨害工作であり、その犯人は『草の国』内部にいる。こんなことが公になったら、関係修復どころの騒さわぎじゃない。『森の国』に宣戦布告されてもおかしくない」

「だから戦争になるかもしれない、と申し上げたのです。いいですか。これは絶対に外に漏らしてはいけない情報です。他の誰だれかに聞かれれば、私の首が物理的に飛ぶ可能性まである。──スフリャーレさま、動揺するのはわかりますが、これからは大声は控えてください」

　スフレはカップを覗のぞき込むようにうつむき、か細い声で答えた。

「……はい。わかりました。ごめんなさい」

「ありがとうございます。では、その上で──どうするのか、スフリャーレさまがお決めになってください」

「えっ？」

　弾はじかれたように、スフレは顔を上げた。

　報告書の束をテーブルに置いて、パルメーニャは正面からスフレのことを見据える。

「『草の国』と『森の国』の交易協定に関して、決定権を持つのはスフリャーレ王女殿下です。国王陛下はスフリャーレさまを外交特使に任命したのですから。私はあなたの下で働くだけの官僚に過ぎません。どうするか、決断するのはあなたの役目です」

「……わたしは」

　わずかに言葉を吞のんで、しかしスフレの表情に、迷いの色は見て取れなかった。

「本当に、そんなことをしている人がいるのなら、会って、直接お話をして、やめさせたいです。こんな、二つの国を戦いに追いやるようなこと、絶対に間違っています」

　幸こう太た郎ろうは、わずかに目を見開いた。

　幸太郎はスフレのことをただのバカだと思っていた。明るくて愛らしいことだけが取り柄の、マスコット人形だと考えていたのだ。

　しかし、今のスフレの顔は、ただのバカのものではありえない。

『責任』と『決意』が、スフレの瞳ひとみに浮かんでいる。幸太郎にはそのことがわかる。この娘は、本気で王国に巣くう陰いん謀ぼうを暴き出し、それを止めるつもりでいるのだ。──自分よりも年下の、日本でいえばまだ中学生に過ぎないような少女が。

　スフレはバカだ。その認識に変わりはない。しかし、ただのバカではない──、幸太郎は改めてそう思った。

「わかりました」

　パルメーニャの答えは短く、簡潔だった。

「主の欲するところをなすのが従者の役目。王女殿下のために、私の全力を尽くしましょう」

「……ぱるめーにゃ……！」

　うる、とスフレの瞳ひとみに感激の涙が浮かんだ。

「やっぱり、あなたは優しい人だったのですね……！　いじわるなだけの人では、なかったのですね！」

　パルメーニャは首をかしげてスフレを見つめ、ぽつりと答える。

「泣かないでください。王女さま。暑苦しいです」

「えっ」

「私が全力を尽くすのはあなたのためではなく、私の経歴のためです。国家規模の陰謀を未然に防いだとなれば、国王陛下の覚えもめでたく、私の未来は大きく拓ひらけるでしょう。王女さまには私の踏ふみ台になってもらいます」

　優しさのかけらもないパルメーニャの言葉にスフレは口をぽかんと開け、幸こう太た郎ろうは顔を引きつらせてつぶやいた。

「……普通そういうこと、本人の目の前で言うか？」

　パルメーニャは悪びれることなく肩をすくめ、

「スフリャーレさまはすぐ忘れますから大丈夫です。というわけで、オー・ヤサン」

「な、なんだ？」

「あなたのお力も、お貸しいただけるのですよね？」

　ぱたり。尻尾がソファを強く打った。パルメーニャから無言の圧力を感じる。それに気け圧おされながら、彼は頷うなずいた。

「あ、ああ。戦争を防ぐためなら、できるだけのことはしたいと、思っている」

「では、私たち三人で、陰いん謀ぼうを食い止めることにしましょう。他言は無用に願います」

「このことは、お父さまにはお知らせしなくてもよいのでしょうか？」

　スフレの質問に、パルメーニャは顎あごに指を当てて考え込んだ。

「判断が難しいところですね。まだ『疑わしい』以上の証拠はどこにもないのですから、現時点で国王陛下にお知らせするには、やや材料が足りません。それに──」

　つい、と細い目が、スフレのことを見た。

「そうした場合、犯人の処遇は、国王陛下に委ねられることになります」

「……お父さまに」

「捕まえられた犯人は、内乱罪か、国家反逆罪か──いずれにせよ、重い罪が課せられることでしょう」

　幸太郎は、パルメーニャの思惑に気づいた。

　国王案件にしてしまえば、こちらの裁量を差し挟む余地がなくなってしまう──そう教えれば、心優しいスフレは国王に知らせようとはしないだろう。そうなれば、この件はパルメーニャの手柄ということになる。自分の手を汚さずに手柄をモノにしようとは、なんという官僚的発想だ。

　案の定、スフレは顔を曇くもらせ、首を振った。

「……だ、だめです。そんなに重い罪に落とさずとも、話し合えばきっとわかってもらえます。お父さまには、まだ、報告しないでください」

「畏かしこまりました。王女殿下」

　軽く一礼をして、パルメーニャはちらりと幸太郎のことを見た。その瞳ひとみは、『なにか文句がありますか？』と物語っている。別に文句はない。『草の国』内部のパワーバランスは、幸太郎には興味のないことだ。

「ちなみに、これは容疑者のリストと考えていいのか？」

　幸太郎が指で弾はじいたのは、国内の『タカ派』貴族のリストだった。

「私はそう考えています。『草の国』と『森の国』の関係が悪化して喜ぶのは、彼らしかいないのですから」

「じゃあ、ここに載っている人間を片っ端から洗っていけば、そのうち犯人に突き当たるんじゃないか？」

「それが、そう簡単な話でもないのですよ。このリストに載っているほとんどの方は、貴族か、それに類する官僚の位に就いています。そんな人たちをいちいち締しめ上げて回るわけにはいきません」

　幸こう太た郎ろうは首をかしげた。

「スフレは王女で、こいつらよりも偉いんだろ？　なら、なにをどうしようが文句を言われることはないんじゃないか」

「王女だからこそ、そう簡単に家臣を疑うわけにはいかないのです」

　スフレの言葉に、珍しくパルメーニャが同意して頷うなずいた。

「オー・ヤサンはニポーンからいらした方ですからわかりにくいでしょうが、臣下にとって主君から疑われているという事実は、この上もなく重いものなのですよ。ですから主君は、たとえ疑いを抱いたとしても、それを家臣に気取られないようにしなくてはなりません」

「ふうん。そんなものか」

「ましてスフリャーレさまは、その愛あい嬌きようだけで家臣から慕われている身。あどけない子供が実は自分を殺そうとしていたら怖いでしょう？　つまりそういうことです」

「……あの、パルメーニャ？　わたしって、愛嬌だけなんですか？　もっとこう、ほら、威厳とか、尊敬とか、あるのではないですか……？」

　傷ついたような表情で、スフレはパルメーニャの袖をくいくいと引いている。パルメーニャはそれを完かん璧ぺきに無視して、「ですから」と続けた。

「私たちは、『外』の手を必要としているのです。事情を嗅ぎ回っても問題がないほど地位が高く、スフリャーレさまの身代わりになっても問題がないほど『外』にいる人の手を」

　そして、パルメーニャはじっと幸太郎のことを見つめた。

　イヤな予感が、じわじわと幸太郎の背筋を蝕むしばむ。

「つまり、俺か？」

「察しが良くて助かります」

　幸太郎は一介の高校生に過ぎないが、同時にアラシュ・カラドの管理人である。地位が高く、そして、外にいる。パルメーニャが貴族に嫌われるのはなにかと問題になるだろうが、幸太郎が嫌われたところで困る人間は誰だれひとりとしていない。

　なぜなら、彼はしょせん異世界人なのだから。

　スフレがきょとんとして尋ねた。

「えっと、要するに、どういうことでしょう？」

「スフリャーレさまだけじゃ頼たよりないから、オー・ヤサンがついてきてくださる、ということです」

　スフレは目を大きく見開いた。きらきらとした輝かがやきが、その瞳ひとみに灯ともる。

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

「……いや、まだ、決まったわけじゃ……」

「ありがとうございます。これでわたしも、自分の仕事に専念できます」

　追い打ちをかけるようにパルメーニャがそう続けた。スフレは立ち上がり、身を乗り出して幸こう太た郎ろうの手を握りしめると、にこにことした笑顔を彼に向けた。

「一緒にがんばりましょうね！　オー・ヤサン！」

「……ああ」

　ついに押し切られて、幸太郎はそう答えるしかなかった。




　　　　　　　◆




　スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノールはいくつもの逸話を持っているが、次に述べるものは、その中でも特に強烈なひとつである。




『草の国』に限らず、およそ貴族というものは社交界を好む。自分たちと同じ上流階級が集う社交界にこそ、真に自分たちの望むものがもたらされると知っているからだ。それはなんらかの有益な情報であるのかもしれないし、共に語らうことのできる友であるのかもしれない。愛を交わす異性であるのかもしれず、単純にヒマを紛らわせるひとときの娯楽であるのかもしれない──「最後の理由が一番多いです」というのはパルメーニャの意見だが、それはさておき。

　ある日、ある場所で開かれた社交パーティにおいて、こんな話題が出た。

「王室に伝承される拳術、『オン・ハッゾ』というものは、実際にどれほど強いのか？」

　その日のパーティは、あっという間にこの話題で持ちきりになった。戦争というものが絶えて久しくなった『草の国』において、『オン・ハッゾ』が使われるところを実際に目にしたことのある貴族など、ほとんどいなかったからだ。

　やがてその話題は、パーティに参加していた貴族たちを二分する大議論に発展した。みんなヒマだったのだ。片や「一子相伝の拳術というくらいだからそれはもう強いに違いない」という肯定派、片や「いかに王族に伝わるといってもしょせん伝説は伝説、拳が剣に勝てるはずがない」という否定派である。

　否定派の中心にいたのは、国軍であるウィト・ササル騎き士し団だんの副団長を務める、グリーノ・アノ・エ・シャット・フェニリットという男だん爵しやくだった。

　白熱した議論は、そのパーティに出席していたスフレに飛び火した。現在のところ『オン・ハッゾ』を使えるのは王族──国王陛下と、そのひとり娘である王女殿下だけ。まさか国王陛下にそんな要求をするわけにはいかないから、親しみやすい王女殿下にその威力を見せてもらうのが一番である、という結論に達したのだ。

「それで？」

「はい。フェニリット男だん爵しやくはパーティ会場の中央に私を連れてきて、こう仰おつしやりました。『さあ、なんの遠えん慮りよもいりません。僕の腹にあなたの拳打を撃うち込んでみてください。ああ、ただし、王女殿下の愛らしい手がケガをしないよう、お気をつけて』と」

　スフレは歩きながら、きゅっと拳を握ってみせた。小さな白い手は確かに愛らしいが、幸こう太た郎ろうはこの手が成人男性をやすやすと宙に跳ね上げたところを目もく撃げきしている。

「ですからわたしは、言われたとおり、思いっきり、フェニリット男爵のお腹に正拳を撃ち込みました！」

「で、どうなった？」

　スフレはついっと目をそらした。ぽそぽそと、

「……お医者さまが呼ばれることになりまして」

「ほう」

「その……フェニリット男爵は、それからまともに起き上がれるまで、一ヶ月ほどかかった、ということです」

　幸太郎は、思ったことをぽつりと述べた。

「殺人未遂だ」

「わ、わたしはただ、言われたことに全力を尽くそうとしただけです！」

「何事にも一いつ生しよう懸けん命めいなのは結構だが、おまえはときどき手を抜くということを覚えたほうがいいと思うぞ」

「……パルメーニャにも、同じことをよく言われます」

　スフレはしゅんと肩を落としてしまう。その姿を見ると、さすがにそれ以上責める気にはなれない。

　それに、問題なのは、スフレが貴族に大怪我をさせたことではなく──

「そのフェニリット男爵が、『タカ派』貴族の中心的存在なんだな？」

　幸太郎が確認すると、スフレはグッと拳を握って頷うなずいた。

「パルメーニャによれば、そういうことらしいです。でも、きっとお話をすれば、わかってもらえます！」

　そうかなあ。




「これは、王女殿下。ようこそいらっしゃいました」

　瀟しよう洒しやな調度品が揃そろえられた応接室で、グリーノ・アノ・エ・シャット・フェニリットは、両腕を広げながらスフレのことを歓迎した。

　フェニリットは、いわゆる色男だ。年の頃は二十代半ばを過ぎたくらいだろう。彫りの深い端正な顔立ちと、よく引き締しまった長身。その場に立っているだけで絵になるような、まさしく物語の騎き士しといった風貌のフェニリットだったが、青い瞳ひとみは油断なく光り、じっとスフレのことを見据えている。

　その瞳の中に、幸こう太た郎ろうは二つの感情を見出した。

『恨み』と『怒り』。

　やっぱこいつ根に持ってるよ、と幸太郎は思った。

　ふと、青い瞳が幸太郎を見た。

「あなたがオー・ヤサンですか。世界の管理人？　なるほど。話に聞いたことはありましたが、実際にお目にかかるのは初めてですね」

　フェニリットの口ぶりは、この世界の住人が全員管理人を尊敬しているわけではないということを幸太郎に教えた。それはそれで結構なことだ。幸太郎としては、スフレのような手合いよりも、こういう輩やからのほうがやりやすい。

「こんにちは、フェニリット男だん爵しやく。突然にお邪じや魔ましてしまって、申し訳ありません！」

「いえ、お気になさらず。王女殿下もなにかとお忙しいでしょう。僕が協力できることなら、なんでもお力になりますよ。──どうぞ、おかけください」

　フェニリットは幸太郎とスフレに長椅子を示した。自らも腰かけながら、彼は鬱うつ陶とうしい前髪をキザに搔かき上げてみせる。いけすかない野郎だ、と幸太郎は心の中で考える。

「それで、お話というのはなんでしょうか、王女殿下？」

「はい。実は──『森の国』について、男爵のご意見を伺おうと思いまして」

　幸太郎はじっとフェニリットの表情を観察している。特に動揺の色はない。それよりも、むしろおもしろがるように、フェニリットは足を組み替えた。

「ほほう、『森の国』。またあの木偶どもが、なにか無礼なことでも言ってきたのですか？」

　木で偶く──というのは、『草の国』貴族内におけるキリラミア族の蔑称だ。公の場で口にすれば、それだけで外交問題になる言葉であると、パルメーニャは説明していた。

　そんな言葉をぶつけられたスフレは、案の定、困惑したように顔を曇くもらせた。

「フェニリット男爵、そのような言葉を使わないでください。『森の国』はわたしたちの大切な隣りん人じんなのですよ」

「僭せん越えつながら、あの木偶どもは我が国の貴重な特産物をだまし取っているのですよ。僕は王女殿下のような寛容な心は持ち合わせておりませんのでね。そういう輩は隣人ではなく、盗人ぬすつとと呼ぶべきではないかと考えています」

「それは、まだ、そうと決まったわけでは……」

「先日に開かれた社交パーティでも、その話題で持ちきりでしたよ。ほとんどの同胞が、『森の国』のような傲慢で尊大な盗人ぬすつととは付き合いをすべきではないという意見を持ち合わせていました」

「そ、そのような意見は、間違っています!!」

　大声を出して、スフレは思わず立ち上がった。フェニリットは少し驚おどろいたように目を見開き、それから、くつくつと笑う。

「間違っていたらどうするのですか？　僕を始めとして、パーティに出ていた貴族をひとりひとり捕らえ、吊つるし首にでもしますか」

　スフレの顔色がさっと変わる。フェニリットの笑みが、さらに深くなった。

「王族の方々がどうお考えになっているかはわかりませんが、少なくともそれが、僕たち貴族階級の総意なのですよ。この国は豊かです。他国にへりくだらなくても、十分に生きていける。だというのに、なぜよりにもよって、あのような木で偶くどもに頭を下げなくてはならないのですか？」

「……で、でも、隣りん国ごくといつまでも諍いさかいをしていても、なにも前に進みません。多少のわだかまりは捨てて、理解し合わなければ……」

　おずおずと言ったスフレに、フェニリットは大げさにため息をついてみせた。

「王女殿下。あなたはお優しい方ですね。ただ、少しばかり優しすぎるようです。それは、僕の目には、『甘い』と見えますね」

　フェニリットは裂けるような笑みを浮かべ、首をかしげてスフレを見た。

「国王陛下も酷なことをなさる。あなたのような──お優しい方に、外交特使をしろだなんてね。スフリャーレさま、悪いことは言いません。今からでもその肩書きを返上なさってはいかがですか？　あなたには外交よりももっと相応ふさわしい仕事がありますよ──、お花を集めて輪っかにすることとか、ね」

「…………！」

　いくらスフレがバカだとしても、フェニリットの言葉が自分を嘲あざけっているということくらいは、伝わったようだ。

　きゅっと唇を嚙かみしめて、スフレは悔しげにうつむいてしまった。その目に涙が浮かんでいる。つくづく泣き虫な奴やつだ。

　しかし、彼女を泣かせた男は、謝罪をするでもなく、にやにやと笑いながら、涙を浮かべる王女のことを眺めている。

　なるほど、と幸こう太た郎ろうは思う。

　スフレはフェニリットに反論することができない。フェニリットが正しいからではない。フェニリットには溢あふれんばかりにあるものが、スフレには決定的に欠けているからだ。それがないものは、争いにおいて、決して勝つことはできない。

　すなわち、悪意と呼ばれるもの。

　困ったことに、悪意は幸こう太た郎ろうの中にも、溢あふれるほどにあった。

　今し方、フェニリットが大量に注いでくれたものだ。

　幸太郎は口を開いた。

「あの。本題に戻っても、構いませんかね？」

「は？」

　その一言で、フェニリットは幸太郎がそこにいることを思い出したようだった。

「ああ──オー・ヤサン。ええ、もちろん、構いませんよ」

「それはよかった。話が脱線しすぎだと思っていたところです。もともと俺たちがここに来たのは、『森の国』交易馬車の事故について聞くためだったのですから」

　そう言うと、フェニリットはわずかに目を細めた。

『警戒』の色。

　幸太郎は、構わずにテーブルの上に資料を広げる。

「騎き士し団だんが馬車を護衛するとき、指揮したのはあなたですね、フェニリット男だん爵しやく。騎士団が護送をしたのは計三回。そのすべてを、あなたが指揮している。間違いはありませんか？」

「ええ。そのとおりですよ」

「これは普通のことなのですか？」

「……どういう意味でしょうか？」

「騎士団の副団長ともなれば、多くの騎士をまとめあげる管理職だ。なにもわざわざあなたが現場に出る必要はない。それなのに、あなたは一日がかりの仕事になる『森の国』からの交易馬車を護送する任務をした。その理由をお聞かせ願いたい」

「理由って、そりゃあ──」

　フェニリットの笑みが薄うすらぎ、彼の視線が右上に振れた。

「決まっているでしょう。命令だったからですよ」

　幸太郎は目を細め、そんなフェニリットを見つめた。

「それはおかしいですね。この報告書にある記述と異なります」

　広げた資料のうち、幸太郎は一枚を指差した。『騎士団活動報告書』とある。それを見て、フェニリットの表情から笑みが消えた。

　パルメーニャ、あの犬耳の外交官は、フェニリットを固めるために必要なすべての証拠を用意していた。凶悪な本性を別にすれば、きわめて有能な官僚だ。

「この報告書によれば、『森の国』からの交易馬車を護衛する任務は、あなたが自分から買って出たということになっている。今のあなたの証言と食い違いますが、これはどちらが正しいのでしょうか」

　言葉を探すような沈ちん黙もくのあと、フェニリットは低い声で、

「……さあ、それは、わかりませんが。報告書に書いてあるのなら、それが正しいんじゃないですか」

「ついさっき、あなたは命令だったからと言いましたが、それが間違いということですか」

「どうでもいい仕事のことをいちいち覚えていられるほど、ヒマではないのでね」

「ヒマではない。なるほど」

　幸こう太た郎ろうは、別の資料をフェニリットに示した。

「これはここ一ヶ月ほどのあなたの勤務状況です。ずいぶんと欠勤が目立ちますね。それに、王都から離はなれる仕事は決してやろうとはしていない。地方への巡察に赴いたことは一度もないようですね──そういった命令があるにもかかわらず」

　フェニリットは眉を寄せ、不快そうにつぶやいた。

「誰だれが、そんなことを」

「騎き士し団だん長ちようのゴドルモク伯はく爵しやくです。上司の彼から見る限り、あなたの勤務態度はお世辞にも真面目とは言えないようだ。そのあなたが、『ヒマではない』？　どうも、『草の国』の仕事に対する意識は俺が考えているものとかけ離れているようだ」

　フェニリットの顔は、強こわばっている。

「オー・ヤサン。なにが仰おつしやりたいんですか？」

　それを無視して、幸太郎は次の資料を手に取った。

「二回目と三回目の護送のときに、あなたが行ったことについて質問があります」

「……なんですか」

「二回目の輸送時、橋が壊こわれて貨物が川に流されたとき、輸送を担当していた外交官はあなたに貨物をすくい上げるよう依い頼らいしたそうですね。しかしあなたはそれを断った。配下の騎士たちにも動かないよう指示した。それはなぜですか？」

　スフレが息を吞のんだ。目を丸くして、目の前の騎士を見つめる。

　居心地が悪そうに目をそらしながら、フェニリットはぼそぼそとした声で、

「それは、だから、今さら引き上げても意味がないと……」

「おや、それはここに書いてある証言と食い違いますね。外交官はあなたがこう言ったと証言しています──『川ざらいなんか名誉ある騎士の仕事ではないし、それに僕の鎧よろいが泥で汚れる』。これは事実ですか？」

　フェニリットの額に汗が滲にじむ。

「そ、そんなこと、いちいち覚えていません」

「また覚えていないんですか？　なんのことなら覚えているんですか？」

　呆あきれたような幸太郎の言葉に、フェニリットの瞳ひとみが明確な『怒り』を浮かべる。

　それを見ても、幸太郎は口調を変えない。矢継ぎ早に次の質問に移る。

「では三回目の輸送時。途中に宿泊した宿屋でボヤが起きて、貨物が焼けてしまったときのことです。外交官は、無事な貨物のいくつかを運び出すようあなたに依頼した。そのときのあなたの言葉──、『冗談じゃない、火傷やけどでもしたらどうするんだ』」

「じっ、事実でしょう！　茶葉なんかのために、なぜ僕らが命を投げ打たなければならないんだ！」

「命を投げ打つ？　そのときの火事は、決して人が死ぬような規模のものではなかったと記録されています。それに、あなたは騎き士しなのでしょう？　多少の危険は職務のうちなのでは？」

　フェニリットは両手をテーブルに突き、身を乗り出した。端正な顔が怒りに歪ゆがむ。

「……いい加減にしてくださいませんか、オー・ヤサン。さっきからのあなたの言葉、非礼にもほどがあります。いかに世界の管理人といえど、この国の貴族である僕を貶おとしめる権利はないはずだ！」

　それからフェニリットは、怒りに満ちた目をスフレへ転じた。

「王女殿下。僕は最初、殿下が僕を訪ねてくる目的は、『質問』のためと聞き及んでおりました。しかし、これではまるで『尋問』です。ひとつお尋ねしますが、僕には今、なにかの嫌疑がかけられているのですか？」

「えっ!?　い、いえ、そんなことは──」

「では、さっきからの質問は、どういうことなのですか！」

　スフレは困惑したように瞬まばたきをする。当然である。幸こう太た郎ろうの矢継ぎ早の質問と、敵対的な態度は、スフレにとっても予想外だったのだろうから。

　しかし、そんなことは幸太郎には関係なかった。

　幸太郎は、自分のしなくてはならないことを、するだけだ。

「スフレ──、スフリャーレ王女は、あなたに疑いなど抱いていませんよ」

　小さくつぶやいた幸太郎に、フェニリットはぐるりと視線を転じた。

「あなたに疑いを抱いているのは、俺だ」

　フェニリットは凝ぎよう然ぜんと目を見はった。

「な、なんだと!?」

「フェニリット男だん爵しやく。あなたは日頃から、『森の国』を敵視する発言を繰くり返し、同調する若い貴族たちと、キリラミア族の排斥運動を展開していますね」

　幸太郎の静かな言葉に、フェニリットは黙だまり込んだ。

　その目に浮かんでいた『敵意』と『怒り』が、急速に萎しぼんでいく。その代わりに現れたのは、さらに強い『警戒』の色。幸太郎の足が、危険水域に踏ふみ込んだことを示している。

「あなたは、いわゆる『タカ派』だ。そのあなたが──なぜ、敵視しているはずの『森の国』の護衛を買って出たのですか？」

　フェニリットは拳を握り締しめる。幸太郎を、あきらかな『敵』として認識し、にらみつけている。その視線は、幸太郎にとって慣れたものだった。今までの短い人生の中で、『敵』と接していた時間のほうが、長かったからだろう。

　細い息をついて、フェニリットは確かめるような口調で、

「……僕の主義主張と、騎き士しとしての仕事は関わりがない。僕はこの剣を国王陛下に捧げているんだ。国王陛下がそうしろと仰おつしやるのなら、嫌いな相手でも守るさ」

　幸こう太た郎ろうは、ハッと笑った。

「だったら、さっきスフレに垂れたお説教はなんだったんだ？　自分の都合でいくらでも曲げられる主義主張なんか振り回すんじゃねえよ、見苦しいだけだ」

　フェニリットとスフレの顔から、一いつ瞬しゆんのうちに血の気が引いた。
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「ッ────」

「お、オー・ヤサン！　そ、それは、いくらなんでも……」

　幸太郎は薄はく氷ひようの笑みを浮かべて手を振り、

「失礼。本音が漏れました。──なるほど、主義主張は仕事に交えない。立派なことですが、あなたの勤務態度はそうは言っていませんね。嫌いなキリラミア族の交易馬車を護衛するときに、あからさまに手を抜いているのですから」

　幸太郎は笑みを消して、フェニリットの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「フェニリット男だん爵しやく。俺は、今回の交易停滞問題を、何者かの妨害工作であると考えています。『草の国』と『森の国』、二国間の関係を破は壊かいする、きわめて悪質な、国家と世界に対する反逆といえる行為だ。この世界の秩序を管理する立場として、そんなことを許すつもりはないし──必ず見つけ出して、相応ふさわしい罰を与えるつもりでいる」

　フェニリットの瞳ひとみがひび割れる。怒りに濁にごっていた色が砕け散り、その奥から、さまざまな感情が噴ふき出してくる。

『動揺』、『恐怖』、そして──『後悔』。

　フェニリットの目は、それを物語っていた。

　幸こう太た郎ろうは内心で首をかしげる。わずかな違和感がある。だが、それを表に出すことはしない。メガネの奥の目を酷こく薄はくに細め、幸太郎は最さい後ご通つう牒ちようのように言う。

「なにか知っていることがあるなら、今のうちに言っておけよ。あとから弁明したところでもう遅い。俺は心が狭いんだ。そういう奴やつは、絶対に許さない」

　ぱくぱくと、喘あえぐように口を開いてから、フェニリットは拳を握り締しめた。

「ぼ、僕はっ──、僕は、そんな──」

　幸太郎は、じっとフェニリットの目を見つめている。それを怖おそれるように、騎き士しはさっと目をそらした。

「そんなことは、知らない！　自分の仕事をやったまでのことだ！　そ、そんな嫌疑をかけられるなんて、不愉快極まる！」

　金切り声をあげて、彼は、びしりと出口を指差した。

「出て行ってもらおう！　王女殿下はともかく、オー・ヤサン、あなたにこれ以上この家にいてほしくない！　管理人だかなんだか知らないが、これほどの無礼を働かれたのは初めてだ!!」

　食いしばった歯の隙間から、荒い呼吸が漏れるのを聞くにつけ、「ここまでか」と幸太郎は諦あきらめた。これ以上追い詰めても、逆効果になるばかりだろう。

　幸太郎は立ち上がり、踵きびすを返した。

「わかりました。それでは、失礼します」

「……しっ、失礼します！」

　ぺこりと頭を下げて、スフレも小走りに幸太郎を追いかける。幸太郎は応接室のドアを開き、そこから踏ふみ出して、思い出したようにフェニリットを振り返る。

「ああ。あとひとつ、言い忘れていました」

「なっ、なんだ!?　まだなにかあるのか!?」

　幸太郎は手を伸ばし、スフレのオレンジ色の髪をくしゃりと摑つかんだ。スフレは急に背中を叩たたかれたネコのように、びくりと身をすくませる。

「ふぇっ？」

「さっき、スフレに外交より相応しい仕事があるんじゃないか、と言っていましたね。その言葉、そっくりそのままお返ししますよ、フェニリット男だん爵しやく。お花畑が似合う王女さまに、たった一いち撃げきで倒される騎き士しさまには、もっと相応しい仕事があるんじゃないですか？　便所掃除とか」

　フェニリットの顔色が、羞恥と怒りで赤黒く染まった。

　それに背を向けて、幸こう太た郎ろうは部屋を出る。後ろ手にドアを閉めると、部屋の中からわめき声に近い罵ば声せいが響ひびいてきた。それを振り切るように歩き出すと、スフレが泣きそうな顔でついてきた。

　フェニリットの罵声のひとつを聞きつけて、幸太郎は鼻を鳴らして笑った。

「二度と来るな、クソ野郎！」──彼は、そう叫んでいたからだ。




　　　　　　　◆




「ひどすぎます、オー・ヤサン！」

　フェニリット邸から出た途端、スフレは幸太郎の袖を摑つかみ、無理矢理路地裏に引きずり込んで、そう叫んだ。

　唇を嚙かんで、ルビーレッドの瞳ひとみは今にもこぼれそうに潤うるんでいる。その顔を、しれっとして眺めながら、幸太郎は答える。

「なにが」

「あれじゃまるで、フェニリット男だん爵しやくを怒らせに行ったようなものではありませんか!?」

「スフレ。うるさい」

「うっ、うるさいって、だって、オー・ヤサンが──むぐっ」

　幸太郎がスフレの口を塞いだのは、彼女がやかましかったからではない。それもあるが、そちらが目的ではない。

　路地裏の奥から、砂色の長なが衣ぎぬを着た男が近づいてきたからだ。

　頭までフードをすっぽりとかぶり、鋭するどい目を油断なく光らせている。両手には白い手袋を嵌はめて、どこからどう見ても只ただ者ものではない。幸太郎の傍そばにいたスフレが身を緊きん張ちようさせ、右の拳を握り込んだ。

　幸太郎はスフレの口から手を離はなし、その右拳に触れた。

「いいんだ、スフレ。彼は味方だ」

　スフレは驚おどろいたように幸太郎を見た。

「お、オー・ヤサンの、お知り合いの方ですか？」

「いいや。パルメーニャの知り合いだ。──ごくろうさま」

　最後の一言は砂色の男に向ける。男は軽く目礼をして、幸太郎の前に立った。

「早速で悪いけど、ここで張っていてくれ。たぶん、屋や敷しきの主人が出てくる。顔は知っているか？」

　砂色は頷うなずく。

「じゃあ、そいつが出てくるまで待機。出てきたらあとをつけて、どこに行くかを確認してくれ。よろしく」

　砂色はまた頷うなずき、路地裏の陰へと滑り込み、それきり姿を消した。

「…………」

「どうした？　さっさと行くぞ」

　声をかけて歩き出すと、スフレは小走りに幸こう太た郎ろうを追いかけてきた。

「ど、どういうことなんですか？　あの人、パルメーニャの知り合いって──？」

「どういう知り合いかは俺もよく知らないけど、人を調べることが得意だと言っていた。その力を、ちょっと借りたんだ」

「調べるって、フェニリット男だん爵しやくを、ですか？」

「裏切り者をひとり見つけたら、そいつに繫つながる奴やつを全員把握しておかなくちゃいけないからな」

　あっさりと言って、幸太郎は歩き出そうとして、

　つんのめるように、その足が止まった。

　振り返る。

　スフレが、幸太郎のエプロンを摑つかんでいた。唇を嚙かんで、うつむいている。ルビーレッドの瞳ひとみが涙に潤うるんでいるのを見て、幸太郎はぎょっとした。

「裏切り者なんて、いっ、──言わないで、ください」

　涙の滲にじむ声で、スフレはようやくそれだけを口にした。

「まだそう決まったわけではないですし、それに、もしそうだとしても、フェニリット男爵には男爵なりのお考えがあってのことだと思います。この国を、裏切ろうとしているだなんて、そんなことは、ありません」

　幸太郎は苦り切った表情を浮かべ、それから、スフレに向き直った。

　スフレのオレンジ頭をがしりと捕まえ、エプロンで、彼女の顔を拭く。

「あうっ」

「泣くな。泣かれると、その……、困る」

　自分の感情をうまく説明することが、幸太郎にはできない。ただ、スフレが涙を流しているところを見ると、心のどこかがどうしようもなく疼うずいてしまうのだ。

　ぐずぐずと鼻を鳴らし、幸太郎にされるがままになりながら、スフレはつぶやいた。

「……ごめんなさい。オー・ヤサンのせいでないことは、わかっています。でも、でもっ、──この国に、わたしの大好きなこの国に、本当にそんな人がいるのかと思うと──なんだか、無性に、悲しくなってしまうのです……」

　大市でのスフレのはしゃぎようを、幸太郎は思い出した。

　王女であるスフレは、きっと、溢あふれるほどに国を愛する心を持っているのだろう。だから、『草の国』を害そうとするものが、国の中にいると知ったとき、どうしようもない悲しみを覚えてしまうのかもしれない。

「パルメーニャも、前もってそう言っていただろう」

「い、いえ。もちろん、わかっています。でも、本当にそういうことをしている人が、いるのだと思うと──」

　そこから先は声にならなかった。拭っても拭っても、スフレの涙は溢あふれてくる。

　スフレの心境はわからないでもない。理解と実感は別のことだ。頭でわかっていても、いざその事実に直面すると、足がすくんでなにもできなくなってしまうというのは、よくあることなのだろう。

　しばらくして、スフレは怯おびえるような顔を上げた。

「……フェニリット男だん爵しやくが、その、犯人なのでしょうか？」

　幸こう太た郎ろうは少し考えてから、首を振った。

「会うまではそう思っていたけど、どうも、違うようだ。関係しているのは間違いないが、あいつは黒幕なんてタマじゃない」

「どうしてそんなことがわかるんですか？」

　不思議そうに首をかしげたスフレを見て、幸太郎は思った。

　そろそろ潮時かもしれない。

　幸太郎は腰を屈かがめて、スフレにぐいっと顔を近づけた。

「お、オー・ヤサン？」

　ルビーレッドの目が大きく見開かれ、スフレはやや後退しようとする。幸太郎はそれを逃がさない。じっとその目を覗のぞき込みながら、ぽつりと言う。

「スフレ。おまえには秘密にしていたが、俺にはひとつ特技がある」

「なっ、──なな、なん、で、しょう？」

　スフレの顔が赤くなっていく。その瞳ひとみに映る色──『混乱』、『当惑』。この王女は特別にわかりやすい。

　幸太郎は、静かな声でスフレに告げた。

「俺は、相手の目を見ると、そいつがなにを考えているかがわかるんだ」

　幸太郎に顎あごを固定されたまま、スフレは目をぱちくりと瞬まばたきした。その目の中に、じわじわと『驚おどろき』──そして、『尊敬』が湧わき上がってくる。

「すごい！　本当ですか!?」

　幸太郎は拍子抜けをした。

「……少しは疑えよ」

「えっ。噓うそなのですか？」

「いや、本当だけどさ」

　こうもあっさり信じてもらえるとは思わなかった。信じさせるための方策をいくつか考えていたのだが、それも無駄になってしまった。まあ、時間の節約になったと思えば、悪いことではない。

　久く藤どう幸こう太た郎ろうは、相手の目を覗のぞき込めば、なにを考えているかがわかる。

　それは、紛まごうことなき真実なのだから。

「完かん璧ぺきにわかるわけじゃないけどな。おおまかな感情の流れがわかる程度だ。相手が喜んでいるのか、怒っているのか、悲しんでいるのか、おもしろがっているのか──平静を装っていても、それくらいならわかる」

「それも、オー・ヤサンとしての御み業わざなのでしょうか？」

　幸太郎は口の端だけで笑い、否定した。

「いいや。これは、久藤幸太郎としての特技だよ」

「……クド・コータロ、さま」

　スフレはぽつりと口にする。彼女に名前を呼ばれるのは、そういえばこれが初めてであることを思い出す。スフレにとって幸太郎はあくまでも『オー・ヤサン』であり、久藤幸太郎という一個人ではないのだ。

「フェニリットは俺に追求されたとき、『動揺』し、『恐怖』していた。あいつが黒幕だとしたら、そんな反応が返ってくることはおかしい」

「そ、そうなのですか？」

「そうさ。だって、あいつがすべてを計画していたのなら、俺たちみたいに追及してくる奴やつがいることなんて予想しているはずだろう。予想していたことに『動揺』や『恐怖』する奴なんて聞いたことがない。そんな肝っ玉が小さい野郎なら、そもそもこんな大がかりな陰いん謀ぼうをやろうとは思わないだろう」

　スフレは二度ほど瞬まばたきをする。こいつがちゃんと理解できるのか、それだけが幸太郎には不安だったが──やがて、彼女はその表情に理解を示した。

「それはつまり、お夕飯がお魚だと聞かされていて、実際にお魚が出てきたときに驚おどろくはずがない、ということで合っていますか？」

「……だいたい合ってるよ」

「あっ。もしかして、オー・ヤサンは、だからフェニリット男だん爵しやくに厳しいことを言ったのですか？　フェニリット男爵を怒らせて、その真意を探ろうと……？」

　幸太郎は頰ほおを搔かいた。

　そういう理由もあるにはあったが、別の理由もある。

　単純に、幸太郎はフェニリットにムカついていたのだ。スフレのことをあそこまで愚弄したあの優男をとっちめてやろうと、そう思っただけに過ぎない。

　が、それを口に出すのは憚はばかられた。言葉を濁にごす。

「まあ、そういうことかな」

　スフレの顔色が、やや暗くなった。

「それは……これから行く先々の、貴族の方たち、全員に行うつもりなのですか？」

「相手によるな。全員にケンカを売るのは、俺だってイヤだ。ただ、怪しい奴やつには揺さぶりをかけるつもりでいる」

　それを聞いて、スフレはうつむく。じっとつま先を見つめながら、ぽつりと声を落とす。

「それでは、オー・ヤサンが、みんなに嫌われてしまうのではありませんか？」

「は？」

　幸こう太た郎ろうは、思わず間の抜けた声を出した。

　スフレは顔を上げる。その表情は、決意をしたかのように引き締しめられている。

「オー・ヤサン、お願いします。先ほどのようなやり方は、もう使わないでください。オー・ヤサンはこの世界の管理者なのです！　そんな人が、強圧的なやり方で人々のあいだを脅して回っていると知れたら、オー・ヤサンの信用が下がってしまいます！」

　わかってるよ。そんなこと。

　陰いん謀ぼうの調査をするには、誰だれかが泥を被かぶらなくてはならない。痛くもない腹を探られれば、誰だれだって気分を悪くするからだ。しかし、いずれ国を統べるであろう王女が嫌われるわけにはいかない。だから、その代わりに幸太郎が憎まれ役を引き受けたのだ。幸太郎は『草の国』住民でも、ましてアラシュ・カラドの人間でもないのだから、いくら嫌われても問題がないのだが──

　スフレは、そうは考えなかったようだ。

「本当は、これは、わたしがやらなくてはいけないことなのです。それなのに、オー・ヤサンがわたしの代わりに貶おとしめられるなんて、そんなことは耐えられません。ですから──！」

　拳を握り締め、切々とそう説いたスフレを見て、幸太郎は思った。

　こいつは、良い奴だ。

　幸太郎のことを心配している。彼の評判が下がることを心配してくれている。それはきっと、ありがたいことなのだろう。今まで誰かに心配されたことなど、幸太郎には数えるほどしかなかったからだ。

　だが、善良な人間であるということは、必ずしもいいことばかりではない。

　特に今のような、誰が敵で誰が味方かわからないような状況では、善良さは足を引っ張るものでしかない。フェニリットが良い例だ。ああいうクズにどれだけ善意を見せても、ただ付け込まれる隙にしかならない。

　悪意には、悪意でしか対抗できない。純粋で善良なスフレが解決するには、この問題は、入り組み過ぎているのだ。

　幸太郎はそう考え、そして、口を開いた。

「わかったよ」

　スフレは、信じられないといった面持ちで幸こう太た郎ろうを見つめた。

　幸太郎は肩をすくめ、不機嫌な顔で答えた。

「わかった。おまえの言うとおりだ。俺だって、無む闇やみに嫌われたいわけじゃない」

「オー・ヤサン……！」

「さっきみたいに、無理矢理に相手を揺さぶる方法は使わない。だが、事実関係の追及に手を抜くことはしないぞ。それでいいな」

「はい！　もちろんです！」

　全力で頷うなずいたスフレを見て、幸太郎は小さく息を吐いた。

　スフレの善良さは、幸太郎にとっては重荷だ。足を取られるばかりで、脇に放り投げたほうがはるかにスムーズに物事が進むだろう。

　しかし、なぜかスフレを見捨てる気には、なれなかった。




　　　　　　　◆




「……で。結果は、ほぼ空振りというわけですか」

　パルメーニャの声は平坦だったが、その尻尾は不機嫌そうに、ぱたりと自身の足を打ちつけていた。

　幸太郎は無言。ソファで足を組んで、目を天井の隅に向けている。

　スフレはしょんぼりとした顔で、あれこれと言い訳を探そうとするが、パルメーニャの一いち瞥べつを受けると、その言い訳はただの一言に集約された。

「……ごめんなさい」

「謝られても困ります」

　相変わらずどっちが主従かわからない二人だ、と呆あきれながら、幸太郎は反論した。

「完全に空振りというわけじゃない。怪しい奴やつは何人か見み繕つくろってきたさ」

　ちょいちょい、と指を動かして、幸太郎はパルメーニャに容疑者リストを要求した。手渡された人名の頭に、◎と△をつけていく。横から覗のぞき込んできたスフレが、興味深そうにつぶやいた。

「この不思議なマークは、一体なんなのですか？」

「こっちが黒に近いグレー、こっちがグレーだ。無印は怪しくなかったという意味。逆に心配されたよ。自分たちの力になれることなら、なんでも協力するとまで言われた」

「スフリャーレさまは、人気だけは一人前ですからね」

「王たるもの、家臣の信望を得なくては立ちゆかないのです！」

　えへんと胸を張って、スフレは自慢げに言った。

　幸こう太た郎ろうは即座に返す。

「しかしあれは、家臣が王女に対する態度じゃなくて、おじいちゃんが孫娘に対する態度だったと思うけどな」

　スフレを迎え入れた貴族たちは、一様にスフレに好意的な態度を示した。その中には『タカ派』貴族も含まれている。どうやらほとんどの貴族にとって、明るく快活なスフレは愛すべき王女という位置づけのようだった。愛は愛でも『敬愛』ではなく『慈愛』のほうなのだが、愛されていることに違いはない。

「ま、そういう奴やつばかりでもなかったが」

　言いながら、幸太郎は手を加えたリストをパルメーニャに戻した。彼女はそれを一いち瞥べつすると、思案するように尻尾をゆっくりと振った。

「……フェニリット男だん爵しやくですか」

「あいつは、まず間違いなく今回の陰いん謀ぼうに絡んでいる。あんたから借りた人員は、そいつに当てた。いつ帰ってくるかはわからないが」

「アイオールは優秀な諜ちよう報ほう員いんです。手ぶらで帰ってくることはないでしょう──オー・ヤサンの読みが正しければ、の話ですが」

　あの砂色ローブの名前はアイオールというらしい。あるいはパルメーニャと同じ種族なのかもしれないが、突っ込んで聞くつもりはなかった。

「俺の読みは正しい」

「……たいそうな自信ですね。少し驚おどろきました」

「オー・ヤサンは、目を見ただけでその人の考えていることがわかるのですよ！」

　スフレが申し添えると、パルメーニャは薄うすく目を細めて幸太郎のことを見た。

「へえ」

　まったく信じていないようだ。まあ、こちらがまっとうな反応だろう。スフレのようになんでもかんでも信じ込むほうがどうかしている。

　幸太郎が説明をしようとしたとき、執務室のドアがノックされた。

「はい、どうぞ」

　スフレの許しを得てドアが開かれる。その向こうには侍女がいた。お腹に両手を重ねて礼をする。

「失礼いたします。王女殿下、ハルバネイジ侯爵閣下がお呼びです」

「あっ。もうそんな時間ですか？　わかりました！」

　ぴょこんと立ち上がり、スフレは幸太郎たちに向かって、申し訳なさそうに、

「オー・ヤサン、ごめんなさい。わたし、これからお勉強の時間なのです……、あ、あの、もし差し支えがあるようでしたら、お勉強をいったんおやすみして──」

「別におまえがいなくなったところで差し支えはない。行ってらっしゃい」

　スフレは微妙な表情になって、もじもじと指を絡め合わせた。

「す、少しは、あるのではありませんか？　ほら。わたしがいないと困ることとか、わからないこととか」

「ない」

「ありません」

「…………いってきます…………」

　スフレはしょんぼりしながら、執務室から出て行った。

「王女さまでも、お勉強なんてするんだな」

　独り言のように幸こう太た郎ろうが言うと、パルメーニャは不思議そうに目を瞬しばたたかせた。

「むしろ、王女殿下だからこそ、教育を受けられるのではありませんか？　ニポーンでは違うのですか？」

「スフレ以外に、王族の知り合いなんていないよ」

「では、オー・ヤサンご自身はどうなのですか」

「そりゃあ、俺も一応、勉強はしているけど」

　パルメーニャは、「そうでしょう」と頷うなずく。

「教育とは、高貴なものだけが受けられる特権ですから」

　その言葉に、幸太郎は軽い衝しよう撃げきを受けた。

　幸太郎の常識では、教育とは『義務』、すなわち『受けなくてはいけないもの』なのだが、アラシュ・カラドにおける教育とは『権利』、すなわち『受けられるもの』なのだ。一部の特権階級だけが教育によって知識と知恵を磨みがき、それによって人民を支配する。そういう構造が完成されている。

　しかし、よそさまの社会構造にケチをつけるつもりはないが──

「特権使って教育を受けた結果がアレかよ」

　パルメーニャは頭痛をこらえるように、人差し指をこめかみに当てた。

「それは言わないでください。スフリャーレさまの教育係は、文武に長たけたハルバネイジ侯こう爵しやく閣下ですが、あの方をもってしてもスフリャーレさまを立て直すのはなかなか難しいようですね」

　ハルバネイジ、という名には覚えがあった。確か『草の国』大市の日に、幸太郎の首を切り飛ばしかけた大柄の老貴族だったはずだ。

「ハルバネイジ侯爵閣下というのは、どんな人物なんだ？」

「『草の国』最大の重じゆう鎮ちんです。もともとハルバネイジ侯爵家は『草の国』開国当時から王家に仕えている名門貴族なのですが、中でも現当主であるゼルデリクさまは、国王陛下からの信任も厚く、家族も同然の扱いを受けています。『ゼルデリクは我が弟と同じ』──と、戴たい冠かん式しきにて国王陛下が仰おつしやったとかなんとか」

「それで、〝ゼルデリク〟おじさまか」

　大市の日、帰りの馬車の中で、スフレがそう言っていたことを思い出した。明朗快活なスフレにとって、ハルバネイジ侯こう爵しやくは厳格な教師であると同時に、頼たよれる家族でもあるのだろう──

　家族、か。

「ところで、オー・ヤサン。話を元に戻しますが」

　ふと、思考が遠くに行きかけた幸こう太た郎ろうに、パルメーニャは冷たい声を浴びせた。

「王女さまをからかうのは、やめていただけますか。目を見れば相手の考えていることがわかるだなんて、まじない師じゃあるまいし。あの方はバカなので、冗談でも真に受けてしまうのです。オー・ヤサンなら、それくらいわかるでしょう」

　幸太郎は肩をすくめた。

「それくらいはわかるけど、からかったわけでも冗談でもない。目を見ればなにを考えているかわかるというのは、本当だ」

　パルメーニャは、その尻尾を苛いら立だたしげに立てた。

「……私は、冗談が嫌いなのですが」

「俺も好きなほうじゃない。──試してみるか？」

　幸太郎はジーンズのポケットから財布を取り出した。十円玉を一枚取り出し、パルメーニャに手渡す。パルメーニャは眉根を寄せた。

「これは？」

「日本の通貨だ。左右どちらかの手に握り込んで、どっちに握っているのかを申告してくれ。噓うそを言ってもいいし、本当のことを言ってもいい。おまえの目を見て、おまえの申告を聞いてから、実際にどっちに握っているのかを当ててやる」

「お遊びに付き合っている時間は、ないのですけど」

　言いながら、パルメーニャは十円玉を手に握り込んだ。尻尾がぱたぱたと振れている。

　彼女は両手を後ろに回してから、また前に出した。

「右です」

「噓だな。左だ」

　幸太郎は即答する。

　パルメーニャは、一呼吸置いてから、両手を開いた。

　十円玉は左手にある。

「正解する確率は２分の１です」

　負け惜しみのように言ったパルメーニャに、幸太郎はにやりと笑い、

「十回連続で正解する確率は１０２４分の１だ。そこまでやったら、信じてくれるか？」

「……いいでしょう」

　挑戦を受けるように頷うなずき、パルメーニャは再び両手を前に突き出した。

「左」

「右だ」

　パルメーニャは不機嫌な顔で手を開く。

　十円玉は、右手にあった。




　約五分後。

　パルメーニャは、九回目に両手を突き出したまま、じっと沈ちん黙もくしていた。

「…………」

「どうした？　どっちの手に握ってるのか、早く言ってくれ」

「待ってください。今、どうすればオー・ヤサンの裏をかけるか考えているところです」

「それ、語るに落ちてないか」

　というか主旨が変わっている。幸こう太た郎ろうの能力を信じてもらうのが本来の目的だったのだが──パルメーニャは、意外と勝負事に熱くなるタイプであるらしい。

　と、パルメーニャが、例の狂犬のような眼まな差ざしでぎろりとにらみ、

「うるせェっつってんだろ。少し考えさせろ」

「……わかったよ。好きなだけ考えてくれ」

　幸太郎は両手を上げ、ソファにもたれかかった。

　そのとき、執務室のドアがノックされた。幸太郎がそちらに目を向けるのと、パルメーニャが口を開くのが、ほぼ同時だった。

「みっ──、いえ、左。左です！」

　幸太郎はちらりとパルメーニャの目を見て、立ち上がりながら言う。

「本当だ。左にある」

「…………」

　ぎりり、と歯を嚙かみ鳴らして、パルメーニャは手を開く。

　当然のように、十円玉は左手のほうに握られていた。

　幸太郎は、呆あきれ顔で腕を組んだ。

「なあ、もういいだろ。客が来てるんだが」

「まだです。最初の約束では十回連続で当てないと信じないというお話でした。まだ、あと一回、残っています」

「５１２分の１を引いたんならそれでいいじゃないか……」

「よくありません。──さあ、右手です。右手に握られています。どうですか」

　後ろに手を回し、即座に前に突き出した。幸太郎は小さく息をつき、パルメーニャの目を覗のぞき込む。

　覗き込む。

　覗のぞき込む──

「……な、なんですか。早く答えてください」

　珍しく、焦りを表情に滲にじませたパルメーニャに、幸こう太た郎ろうは薄うすく笑った。

「いくら負けたくないからって、そういうやり方は感心しないな」

「なっ──」

「噓うそだ。そして、どちらの手にも握られていない」

　パルメーニャは鋭するどく息を吞のみ、それから、ゆっくりと両手を開いた。

　どちらにも、十円玉はなかった。

　幸太郎はなにも言わずに肩をすくめ、執務室のドアへと向かった。「どうぞ」と声をかけても、開く気配はない。不ふ審しんに思いながら、自ら開くと──その向こうには、砂色ローブの男が立っていた。

「……その格好で、よく入ってこられたな」

　ローブの奥の瞳ひとみが幸太郎に目礼をし、音もなく部屋の中に入ってきた。

　しかし、パルメーニャはローブの存在に気づいていないようだった。十円玉をぎゅっと握りしめながら、唇をとがらせて黙だまり込んでいる。不機嫌そうだ。それも普段の狂犬めいた顔つきではなく、ゲームに負けた子供のような不機嫌である。

　砂色ローブが困惑したように幸太郎を見た。幸太郎は黙だまって首を振る。

　そのとき、ようやくパルメーニャが砂色ローブに気づいた。

「……あ、アイオール。ですか。いえ、なんでもありません。お気になさらず」

　砂色──アイオールは安あん堵どしたように頷うなずき、パルメーニャの耳元に口を寄せた。

　何事かを囁ささやくと、パルメーニャの表情が変わった。幸太郎はその目を見る。『驚きよう愕がく』と、そして、『動揺』。冷静沈着な彼女にしては、珍しい色だ。

「ありがとうございます。報酬は、後ほど、長老を通じて」

　アイオールは小さく頷き、再び幸太郎に目礼をして、執務室から出て行った。

　ぱたりと閉められた執務室のドアから、ソファに座り何事かを考え込んでいるパルメーニャへと、視線を移した。

「フェニリットの動向は、どうだったって？」

　パルメーニャは幸太郎のことを見る。かすかな『迷い』は、すぐに消えてなくなった。尻尾を右足に巻き付かせて、彼女は細く長い息をついた。

「……オー・ヤサン。あなたの能力とやらは、ひとまず信しん頼らいすることにします。あれだけのことをされたのでは、信じないわけにはいきません」

「そうか。よかったよ」

「その上で、あなたは、フェニリット男だん爵しやくが今回の陰いん謀ぼうに絡んでいるというのですね？」

「ああ。でも、あいつは陰謀の黒幕ではないだろう。あんな肝も器も小さい男が、こんな大それたことができるはずがない」

「そうでしょうね。アイオールの報告も、それを裏付けています」

　パルメーニャはまっすぐに幸こう太た郎ろうを見つめている。その瞳ひとみには、ただならぬ『覚悟』が浮かんでいる。

「オー・ヤサンが辞去したすぐあとに、フェニリット男だん爵しやくはある貴族の家へと赴いたそうです。その貴族の名前は──」













　　　　４　砂の架け橋







　朝。

　チャイムの音で、目が覚めた。

「………………誰だれだよ」

　ぼそりとつぶやいて、幸太郎は布団の中でもぞもぞと身を動かす。寝起きはいつも最悪の気分だ。枕元にメガネは見当たらない。だんだん探すのが億おつ劫くうになってきたとき、再びチャイムの音がした。

　起きる。

　ぼやけた視界の中で、記き憶おくを頼たよりにドアへと向かう。四畳間を踏ふみ越して、台所を通り越して、三度目のチャイムが鳴る前にドアノブに触れた。

「どーもー、サバネコ急便です。お届け物ですー。こちらにハンコ、を──」

　荷物を抱えた運送屋のにいちゃんは、幸太郎の目つきに顔を引きつらせ、黙だまり込んだ。

「……荷物？」

「え、あ、はい、そ、そうです。あの、ここに、その、ハンコを」

「……ハンコ」

　幸こう太た郎ろうの思考は、その視界と同じように、いまだにぼやけていた。何度か瞬まばたきをして、ようやく『ハンコ』の意味を思い出す。

　探すのめんどくせえ。

「……ハンコ、どこだったか……」

「あっ、だいじょうぶです！　あの！　サインでも！」

　運送屋のにいちゃんが、慌てた様子で受領書とペンを押しつけてきた。半分停止した思考と、ろくに見えていない視界の中で、用紙に自分の名前を書きつける。ミミズがのたくったような、判別することさえ難しい字だったが、にいちゃんはそれを受け取ってそそくさと頭を下げた。

「ありがとうございます！　それでは！」

　ばたん！　と音を立てて、幸太郎の目の前で扉が閉められた。

　ぼんやりした思考と視界と顔つきのまま、幸太郎はしばらくのあいだ自分に押しつけられた荷物を見下ろしていたが、やがてぽつりと、

「……顔、洗お」

　そうつぶやき、洗面所へ向かった。




　顔を洗い、歯を磨みがき、メガネをかけた幸太郎が洗面所から戻ってくると──

　見知らぬ青年が、茶の間のテーブルについていた。

　幸太郎が受け取った荷物を勝手に開き、両手に載せてためつすがめつ眺めている。

「…………」

　不法侵入者か。警察に連絡。いや待て、そもそもこの家に固定電話はない。プリペイド携帯からでも１１０番は通じるのだろうか──という様々の疑問を持て余していると、青年が顔を上げて幸太郎を見た。

　ほわん、とその顔がだらしなく笑った。

　青年が、なにかを喋しやべった。耳慣れない言語だ。もういい加減、このパターンにも慣れてきた。幸太郎は寝室へと立ち戻り、ジャージの上からエプロンを身につけた。

　それを確認してから、青年はもう一度、口を開く。

「おはよう、コータロ。よく眠れたかい？」

　幸太郎はぱしぱしと瞬きをして、侵入者の向かいの席に座った。

　黒く長い髪と、穏おだやかな紫の瞳ひとみ。背は見上げるほど高く、いつも笑っているような顔つきには、老成した雰囲気が漂っている。

「誰だれだ、おまえ？」

「あれ？　──ああ、そうか。この姿を見せるのは、そういえば初めてかな？」

　相変わらず穏おだやかに笑いながら、青年は自分を指差し、

「ほら、僕だよ。セラナリオン」

　２０６号室、『大地の村』の外交特使。セラナリオン。

　あの巨大な青いドラゴンと、目の前の青年を結びつけるのに、しばらく時間がかかった。

「なんだ、その……、格好」

　指差して尋ねると、セラナリオンは自慢げに両腕を広げた。

「魔ま法ほうさ！」

　幸こう太た郎ろうは一度だけ瞬まばたきをしてから、冷蔵庫を開けた。牛乳を取り出し、コップに注いで、席に着く。セラナリオンが寂しそうに言う。

「……あの、なにかリアクションをしてくれないかな……」

「ふうん」

　牛乳を一口だけ飲んでから、幸太郎はそうリアクションをしてやった。ドラゴンが魔法を使おうが火を吐こうが知ったことではない。ファンタジーは昨日までで十分に味わっている。

「そんなことより、勝手に人の部屋に入るんじゃない」

　セラナリオンは、黒髪をぽりぽりと搔かいた。

「いやあ。カギが開いてたから、入っていいのかと思って」

「どういう理屈だよ」

　呆あきれつつ、幸太郎は荷物の箱を見つめた。ネット通販サイトのロゴが印刷されているが、こんなものを注文した覚えはない。というかこの部屋はネットが通っていないので、したくてもできない。

「僕が注文した荷物は管理人室に届くようになってるんだ。ほら、僕たちの部屋には、コータロ以外入ることができないからさ。配達の人も困るだろ？」

「そんなこと聞いてないぞ」

「今はじめて言ったからね。オーナー──つまり、きみのおじさんの了解は取ってあるよ。コータロも、なにか注文したくなったら僕に言ってくれれば、いつでも頼たのんであげるよ」

　セラナリオンは手のひらに載せられているモノを満足げに眺めている。こけしである。２０６号室にあった大量のこけしといい、どの辺がドラゴンの琴線に触れたのだろうか。

「ていうか、ドラゴンがネットなんか利用するなよ……」

「別にいいじゃないか、便利なんだし。お金はちゃんとオーナーさんに払ってるよ？」

「あんたは、他のアラシュ・カラドの住人とは、少し違うみたいだな」

　セラナリオンはあっけらかんと笑った。

「僕たちは、アラシュ・カラドの国が十二に分かれるより前から山暮らしをしているからね。他の民族より、少しばかり物知りなのさ。僕はニポーンが神々の住む世界でないことを知っているし、きみが守護天使ではなく、ただの子供であることも知っている──悪く言っているわけじゃないよ。むしろ、子供なのによく管理してくれていると思っている」

「そう思うなら、おまえらが管理しろよ」

「『三種の神器』はアラシュ・カラドの存在には扱えない決まりだ。ニポーンの人に使ってもらわなくてはね」

　幸こう太た郎ろうは黙だまり込み、そして自分が着ているエプロンと、腰に挟んだハタキ、鍵かぎ束たばを見た。『三種の神器』──『調停の神衣』、『裁定の錫しやく杖じよう』、『異邦の親おや鍵かぎ』の三つだ。いずれも特異な力、それこそ魔ま法ほうに近い力を有している。幸太郎が、管理人としてやっていくための能力だ。

　なぜ、このボロアパートが異世界と繫つながっているのか、詮索するつもりはなかった。大事なのは、それが幸太郎の仕事であり、『ここ』にいていい理由だということだ。その役目がなければ、彼はたちどころに路頭に迷ってしまう。

「前ぜん言げん撤てつ回かい。管理人の仕事は俺の食くい扶ぶ持ちだ。人に任せることはしない」

「正直でよろしい」

　セラナリオンはくすくすと笑い、それからこけしをテーブルに置いた。

「ところで、コータロ。最近の調子はどうだい？　オー・ヤサンとして、がんばっているのかな？」

　こいつは突然なにを言い出すのだろう、と、幸太郎はセラナリオンを見つめた。

「いやね、オーナーさんから、きみの相談に乗るように言われているんだ。アラシュ・カラドでわからないことがあったら聞いてくれ。僕に答えられることなら、答えるよ」

　一いつ瞬しゆん、幸太郎は迷った。

　すべてを洗いざらい話してしまいたい、という気持ちが湧わき上がってきたからだ。二国間で戦争が始まるかもしれない、それを防ぐことができるのは自分しかいない──ふざけた重荷だ。こんなもん、一介の高校生が背負っていいものではない。ドラゴンがアラシュ・カラドでどれだけの地位にいるのか知らないが、幸太郎ひとりで考え込むよりは、いくらかはマシな結論を得られるだろう──

　幸太郎は、答えた。

「いくつか問題はあるが、あんたに話すわけにはいかない」

　セラナリオンの紫の瞳ひとみが、不思議そうな色を浮かべた。

「どうして？」

「仕事上の機密だから」

　パルメーニャと、スフリャーレと、幸太郎。その三人以外、『草の国』に根を張る謀ぼう略りやくのことは漏らしてはいけない。そう、約束をしていた。

　約束は守らなくてはならない。たとえ分不相応な重荷を背負っていたとしても、ひとりで勝手に楽になることは、許されない。

　と、セラナリオンがおもしろがるように幸太郎の顔を覗のぞき込み、笑った。

「なるほど。確かに、きみは立場上、国家機密を知ることもあるだろう。それを他人に漏らすのは職業倫理という奴やつに反する。きみは、なかなか出来たオー・ヤサンのようだね」

「そりゃどうも」

　そう答えて、幸こう太た郎ろうはもう一口、牛乳を飲み、

「チワッス！　オー・ヤサン！　今日のニポーンは、良い天気ですね！」

　思わず噴ふき出しそうになった。

　管理人室のドアが勢いよく開かれ、にこにこ笑顔のスフレが入ってきた。両手に大量の本を抱えている。スフレはダイニングまで足を踏ふみ入れると、げほげほと咳せき込んでいる幸太郎を見て、目を丸くした。

「どうかしたのですか？」

　どうかしたのかじゃねーよおまえのせいだ。

「……かっ、てに、入って、くるんじゃない」

「えっ。でも、カギが開いていたものですから」

「おまえらはノックという概念を知らないのか!?」

　どんっ、とテーブルを拳で叩たたいた幸太郎に、スフレはきょとんとするばかりだ。もしかしたら本当に知らないのかもしれない。こちらの世界の常識は、アラシュ・カラドでは通用しないのだ。

　と、セラナリオンが頰ほお杖づえを突きながら、スフレに視線を向けた。

「はじめまして」

「え？　あっ、はい。はじめまして！　『草の国』王女、スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノールと申します！」

「スフリャーレさんね。僕はセラナリオンだ。今後ともよろしく」

「はいっ！　よろしくお願いします！」

　相手が何者なのかさえよくわかっていないのだろうが、スフレは元気いっぱいに挨拶をした。この王女は勢いだけで生きているようなところがある。

「ところでオー・ヤサン！　言われたとおり、宮廷図書室からめぼしい歴史書をお持ちいたしました！」

　そう叫んで、スフレは両手の書物を、幸太郎の目の前にどかどかと積み上げはじめた。

　昨日、『お勉強』から戻って来たスフレに、幸太郎が頼たのんでおいたものだ。

『草の国』王都には、もちろん図書館などはない。あるのは図書室だけ──それも、王族や上級貴族が使用する宮廷にしかない。智恵を磨みがき知識を蓄えるのは貴族の務めであり、そのために用意されたものだ。そこを使えるのは、スフレしかいない。

　しかし。

　見上げるほどの本の塔は、なかなかの威圧感を持っている。

「……これ、多すぎなんじゃないか？」

「はい！　『草の国』の歴史がわかるものならなんでもよいとの仰せでしたから、目につくものを片っ端から持ってきました」

「ふうん。『草の国』の歴史書か」

　セラナリオンが一番上に載せられていた書物を手に取り、ぱらぱらとめくる。幸こう太た郎ろうは不愉快そうに眉根を寄せた。

「おい」

「まあまあ、いいじゃないか、コータロ。国家機密に触れない範はん囲いで、僕がアドバイスをするよ」

「本当ですか？　助かります！」

　幸太郎がなにか言う前に、当のスフレが明るく答えてしまった。幸太郎は苦り切った顔でスフレをにらみつけたが、スフレは不思議そうに幸太郎を見返すばかりで、こちらの心情は伝わってはいなさそうだ。

「仕方ない。なら、三人で手分けして、目当ての記述を探すか」

　ぽつりと言った幸太郎に、セラナリオンが問いかけた。

「目当ての記述というのは、どんなものなんだい？」

「百年前、『草の国』と『森の国』が戦争になりかけたときの、原因だ」

「ふむ」

　セラナリオンはゆっくりとページをめくっている。『草の王国史』というタイトルの本だ。幸太郎は何気なく次の本を手に取り、表紙を見た。

『美お味いしいタフシェの作り方』とある。

「おい」

「はい？」

「この、本は、どういうことだ」

「あっ、痛い！　痛いです、オー・ヤサン！　本の角が！　わたしのほっぺに！」

　幸太郎は怒りの形相で、本をぐりぐりとスフレに押しつけた。スフレは両腕をじたばたさせてそれに抵抗しようとする。

「ご、ご存知ないのですか？　タフシェというのは、果実とお豆をすり潰つぶして焼いてから、乳糖を塗りたくったお菓子でして……」

「ンなこた誰だれも聞いてねえよ！　俺は歴史の本を持ってこいって言ったんだ！」

「タ、タフシェを考案したのは、『草の国』第七代の王妃殿下でして、そのときの歴史がちょっとだけ載っておりますと、その、司書さんが……」

　幸太郎は唇を不機嫌に曲げたまま、本を引っ込めた。

　司書の選び方は間違っていない。『歴史に関する記述をなんでも』と言われれば、戦争にはまったく関係のない分野、それこそ技術や文化に関する歴史まで混ざってしまうからだ。お菓子作りにも歴史はある。

　しかし。

「俺はちゃんと、『戦争に関する歴史』と言っただろう。それを、伝えなかったのか？」

「あ」

　思い出したように目を瞬しばたたかせて、スフレは「えへへ」と可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

「すみません、忘れてまし──痛っ！　か、角はやめてください、オー・ヤサン！」

　再び本を押しつけた幸こう太た郎ろうを、冷静なセラナリオンの声が押しとどめた。

「女の子に暴力はいけないね、コータロ」

「む……」

「それに、スフリャーレさんを責めるのは酷だ。どっちにしろ、きみの望むものは得られなかっただろうね」

『草の王国史』を閉じて、セラナリオンはそれを幸太郎に勧めてきた。手に取ると同時に、セラナリオンは言う。

「百年前の戦争に関する記述は、１２１ページだ。第十一代国王オルファリウスの御み代よ。見てみるといい。アラシュ・カラドの歴史書というものがわかる」

「……？」

　不ふ審しんを抱きながら、幸太郎は言われたとおり、１２１ページをめくる。

　そこには、こう書かれていた。

『偉大なるオルファリウス陛下の指揮のもと、森の木で偶くとの戦端が開きかけるも、世界の管理人が忽こつ然ぜんとして現れ、調停の労を取る。英明なるオルファリウス、オー・ヤサンの言葉を受け入れ、かくして戦は未然に防がれる』

　幸太郎は瞬まばたきをして、前後のページをめくってみた。

　戦争の詳細はなにも書かれていない。原因はおろか、そこに至るまでの経けい緯いさえ記述されていなかった。幸太郎が今まで目にした教科書では、日本史でも世界史でも、戦争に関することは簡潔であっても明確に書かれていたはずだ。

　それが──

「アラシュ・カラドとニポーンでは、事情が違う」

　そう言ったのは、セラナリオンだった。次の本を手に取りながら──『牛と豚の牧畜史』──彼は淡々と言う。

「『草の国』に限らず、自分たちの都合の悪い歴史は塗り潰つぶすものなんだよ。僕も百年前のキリル戦争のことは知っているが、あれは確か、『草の国』が『森の国』に侵攻しようとした、という話だったね？」

「……ああ」

「だが、当時のオー・ヤサンがそれを阻止した。侵略戦争を阻止されるなんてこと、侵略しようとした本人からしてみたら不名誉極まりないだろう。だから、塗り潰つぶされているのさ。この歴史書を書いたのが誰だれかは知らないが、少なくとも宮廷に収められているような書物に、王国の不名誉なんて記述されていない」

「つ、都合が悪いからって書かないなんて、そんなことは、ないと思いますけど」

　ぶちぶちと抗議したのはスフレだ。彼女は『草の国』を愛している。どんなことでも肯定したいのだろう。それを見抜いたか、セラナリオンは優しく笑った。

「かもしれない。たまたま記述がなかっただけなのかもね。でも、ともかく僕が言いたいのは、このたくさんの本の中に、コータロが欲しがる情報はないということだよ」

「…………」

　幸こう太た郎ろうは、黙だまり込んだ。

　セラナリオンの言葉は、恐らく、正しい。

『草の国』は封建主義国家だ。国家にとって都合の悪い情報は徹てつ底てい的てきに制限されるし、それに文句をつけるものもいないだろう。あるいはどこかの街にいる知識人が、『正しい歴史』を書いているのかもしれないが──そんなものを見つけ出す手段も、時間も、幸太郎には存在しない。

　では、どうすればいいのか。

　答えは、すぐに出た。

　幸太郎は立ち上がる。スフレが目を丸くして彼のことを見上げた。幸太郎は部屋を見回し、宣言する。

「『森の国』に行く」

「へ……？」

「『草の国』が侵略失敗を不名誉としているなら、『森の国』では逆に名誉なことのはずだ。未然に防いだというのなら、そのときのことを、克明に記している可能性が高い」

　セラナリオンがにこにこしたまま幸太郎のことを見る。

「きみは賢かしこい子だね、コータロ」

　紫の瞳ひとみに浮かぶ色は、わからない。

　だが、幸太郎は驚おどろかなかった。目を覗のぞき込んで、その考えがわからない人物に会うのは、これが初めてではない。感情を隠すのがとてもうまい人物か──もしくは、動物の目を見ても、幸太郎はそれがなにを考えているのか知ることはできなかった。

　と、セラナリオンがぴんと指を立てた。

「そんなきみに、ひとつプレゼントだ。頼たのみごとをするのなら、手土産が必要。だから、『森の国』に行くのなら、今から言うものを用意するといい」

　セラナリオンは、幸太郎がよく知るものの名前を口にした。

　眉根を寄せる。そんなものを用意してどうしろというのか。だが、セラナリオンは幸太郎などよりも、はるかにアラシュ・カラドの事情に精通している。それを聞かないのは愚策だろう。

　幸こう太た郎ろうは立ち上がった。スフレもそれに続く。

「オー・ヤサン！　わたしも──」

「少し待っていろ。行き先は別だ」

「へ？」

「スーパーに行ってくる」

　そう言い残して、幸太郎は管理人室から出て行った。
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　１０２号室のドアを踏ふみ越えると、草地の感触が幸太郎の靴裏に伝わってきた。

　鬱うつ蒼そうとした森の中に、スポットのようにぽっかりと拓ひらけた、そこは草地の広場だった。周囲に人の気配はなく、頭上から鳥のさえずる声や木々のざわめきだけが聞こえてくる。湿った空気を一口だけ吸い込んで、幸太郎は後ろを振り返った。

　そこには、ドアだけがぽつんと立っている。

　どこにも接続されていない、単体のドアが、森の広場にそびえ立っている──という光景は、なかなか目を引くものがある。

　幸太郎に続いて、１０２号室のドアをくぐったスフレは、おっかなびっくりといった様子で周囲に目を配りはじめた。幸太郎の服の裾を摑つかんで離はなそうとしない。そんな彼女のつむじに視線を落として、幸太郎はぽつりと言う。

「おまえまで来る必要はないんだぞ」

「そ、そういうわけには参りません。わたしは、外交特使なのですから！」

　きゅっと拳を握り締しめて、勇ましく宣言するスフレの瞳ひとみには、『怯おびえ』の色が濃こい。

　幸太郎は軽く息をつき、歩き出した。

　森と森の隙間のような小道を見つけ、そこに足を踏み入れていく。スフレは慌てて幸太郎についてきた。

「ところで、オー・ヤサン。その袋は、いったいなんなのですか？」

　スフレが興味津々に覗のぞき込んだのは、幸太郎が持っているビニール袋だった。スーパーで買い求めたものだ。幸太郎は隠すようにビニール袋を持ち上げ、じろりとスフレをにらみつけた。

「セラナリオンに言われたものだ。役に立つかどうかは知らないが」

「な、なるほど」

「それより、そんなにしがみつくな。歩きにくいだろう」

「だって、森の道ってあまり慣れなくて──！　オー・ヤサンは慣れてらっしゃるようですけれど、この国に来たことはおありなのですか？」

「最初のあいさつのとき、一度だけな」

　あのときはティールジェンドに手を引かれるまま、『森の国』の都にまで案内されたのだった。元老院と呼ばれる議会のような場所で、多くの議員から長々とあいさつされたことを覚えている。

　それを教えると、スフレは黙だまり込み、唇をとがらせた。

「……ひどいです。わたしのときは、時間がないからと言ってお茶会を断ったのに」

「そうだっけ？」

「そうです！　オー・ヤサンは公平中立の管理人なのですから、すべての国に平等に接しなければおかしいはずです。それなのに！」

　スフレはすねたように、ぶちぶちと文句を言った。幸こう太た郎ろうは振り返る。

「そうか。なら、もうたまごかけごはんをごちそうするのはやめにしよう」

「え」

「俺が管理する十二国の外交特使で、個人的にごちそうしているのはおまえだけだ。それが平等に反するというのなら、やめるしかないが」

　スフレはしばし、呆ぼう然ぜんとしたように幸太郎を見つめていた。彼の袖をはっしと摑つかみ、ふるふると首を振る。その瞳ひとみは、『絶望』の一色に染まっている。

「な、なし。です。今の、なし」

「一国の王女が、たまごかけごはんひとつでそんな顔するなよ……」

「なんてことを！　タマッゴ・カケゴッハンは偉大な食べ物です！　それがもう食べられないと思うと……お、思うと…………！」

「わ、わかった！　わかったから、泣くな！」

　本当にスフレの瞳には涙が盛り上がりはじめていた。ぐいぐいと袖を引っ張るスフレを引き剝がして、幸太郎は再び森の小道を歩きはじめる。

　やがて、二人の視界が、大きく拓ひらけた。

「ふわ……」

　壮そう麗れいにして雄大な、『森の国』宮殿都市を目の当たりにして、スフレが感嘆の声をあげる。

　白亜の大理石によって作り上げた宮殿が、森の木々と、広がる湖水に、溶け込むようにして建てられている。湖面にかかるいくつもの橋は白く磨みがき抜かれ、水面と同じく覗のぞき込めば顔が映りそうだ。見上げるほどの楼門は優美な曲線のアーチと螺ら旋せんの尖せん塔とうによって練り上げられ、そこから連なる橋を通ったはるか遠くに、女王の住まう御殿がそびえ立っていた。

「きれいです。とっても……」

　夢見るように言うスフレに、幸太郎は頷うなずく。彼も最初にこの光景を見たときは、さすがに感動を覚えたものだ。

　低い声が頭上から投げかけられたのは、そのときだった。

「止まれ」

　深緑色のケープを纏まとった狩人かりうどが二人、樹上からこちらを見下ろしていた。額から生える樹じゆ角かくは、彼らがキリラミア族であることの証あかしだ。いずれもその手に短弓を持ち、油断なく幸こう太た郎ろうとスフレに向けている。

「何者だ。どこから入った」

「ここは女王ティールジェンド陛下の御お庭にわ。許可なく足を踏ふみ入れること、罷まかり成らぬ」

「我らの矢に射い貫ぬかれたくなければ、手を上げろ」

　短く鋭するどい声に、スフレが緊きん張ちようするのが伝わってきた。そっと幸太郎に身体からだを寄せてくる。スフレの体温を隣となりに感じながら、幸太郎はゆっくりと両手を上げた。ビニール袋ががさがさと音を立てる。

「勝手に侵入したことは謝ります。ティールジェンドさんと面会したいのですが、取り次ぎを願えますか」

「……なにを、戯たわけたことを」

　狩人の片方は不快そうに顔をしかめたが、もう片方はなにかに気づいたように目を見開いた。幸太郎のエプロンの胸元、そこにプリントされた天てん秤びんを見つめている。

「待て。その紋章──まさか、あなたはオー・ヤサン!?」

「……ええ、まあ。はい」

　エプロンで判断されるのがやや情けないが、これが管理人の制服なのだから仕方があるまい。しらけた顔で見上げていると、狩人たちはすかさず地面に飛び降りた。彼らはそのまま膝ひざを突き、弓を足の前に置く。

「知らぬこととはいえ、矢を向けてしまった非礼、なにとぞお許しください」

「女王陛下への面会の儀ぎ、承りました。お伝えして参ります」

　ひとりの狩人は頭を下げたまま礼をし、そのまま飛び上がった。強きよう靱じんな脚力で枝と枝を飛び伝い、あっという間に視界から消え去る。

　忍者か。

　幸太郎は、いまだに膝を突いているもうひとりの狩人に声をかける。

「ええと……頭を上げてくれませんか。そのままだと話しづらいし」

「はっ」

　頷うなずき、狩人は立ち上がった。深い緑色の目が幸太郎を射貫く。強靱な意志の奥に、『畏怖』と『後悔』が潜ひそんでいることを、幸太郎は見て取った。

　幸太郎は気まずげに頰ほおを搔かき、

「そんなに気にしないでください。勝手に入ってきたこっちが悪いんですから」

　狩人は深く頭を下げる。

「オー・ヤサンのご寛かん恕じよに感謝いたします」

　それから、幸こう太た郎ろうはまだ背中の陰で縮こまっているスフレのことを見た。神秘的なまでの格かく闘とう術じゆつを身につけているくせに、武器を向けられると怯おびえてしまうのは、いかにも王女らしい。

　少しだけ考えてから、幸太郎はスフレの背中を押し、前に出した。

「あっ」

「こっちは『草の国』王女、スフリャーレさんです。ティールジェンドさんへの面会に、彼女も同伴させてください」

「……『草の国』」

　狩人かりうどの瞳ひとみに、『敵意』が灯ともる。幸太郎は、じっとそれを観察した。

　どうも、事態は悪い方向に転がっているようだ。

　しかし、スフレは狩人の反応には気づかない。こほんと咳せき払ばらいをすると、輝かがやくような笑みと共に、自己紹介をした。

「は、はじめまして！　スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノールと申します。以後、お見知りおきを──」

「失礼ながら、私が見知る必要はないかと思われます。王女殿下」

「え？」

「『草の国』は、我が国の仮想敵国だ。失礼だが、そこの王女殿下と親しくするつもりは、私にはない」

「────」

　冷たく断ち切られて、スフレは口を噤つぐんだ。ドレスの前をぎゅっと握りしめる。混乱と当惑がその表情に浮かぶ。今まで国民や貴族たちに愛されてきたスフレは、これほどむき出しの敵意に接したことがないのだろう。

　幸太郎は小さく息を吐き、狩人に尋ねる。

「あなたの名前は？」

「……ゼールエクス・エ・アネス・ゴドランと申します」

「ゼールエクスさん。俺は今、『森の国』と『草の国』の関係がこれ以上悪化しないようにいろいろとがんばっているんです。その努力をフイにするような発言は、控えてもらえると助かります」

「……は。失礼いたしました。オー・ヤサン」

　再び頭を下げ、しかしゼールエクスは、スフレに謝罪することはなかった。

　キリラミア族は高慢で排他的、と言ったのは誰だれだったか。一面的な物の見方ではあるが、少なくともそれは『一面の真実』ではあったらしい。恐らくは番兵に過ぎないゼールエクスでさえ、高いプライドを持ち合わせている。世界の管理人に下げる頭はあっても、他国の王女に非礼を詫わびるつもりはないらしい。

　そのとき、もうひとりの狩人が、樹上から戻ってきた。

「こちらへどうぞ。ティールジェンド陛下がお待ちです」

「わかりました」

　先導する狩人かりうどの背中を追って、幸こう太た郎ろうは歩き出した。その後ろにスフレが続き、最後尾をゼールエクスが守る。

　気まずい沈ちん黙もくが続くのではないかという幸太郎の予想は、その直後に裏切られた。

「あの。ゼールエクスさん」

　そう呼びかけたのは、スフレだ。

「……なんでしょう、王女殿下」

「わ、わたし、他の国にお邪じや魔まするのってはじめてなんですけど──『森の国』って、とってもきれいなところなんですね！　感動しました！」

「そうですか」

　沈黙。

　幸太郎は振り向きたくなる衝しよう動どうを、かろうじて抑えた。

「…………あー、えっと、その……、『森の国』って、どんなものが美お味いしいんですか？　わたしの国では、ササル豆の蒸し焼きというものが特産品で──」

「知りません」

　再び、沈黙。

　にべもないとはこのことだ。あまりの気まずさに幸太郎は足を止めたくなる──が、それより先に、再びスフレの声が響ひびいた。

「………………あの、あの、……こ、この湖って、お魚は──」

「スフリャーレ殿下」

　ゼールエクスの声に混じる苛いら立だちは、幸太郎でなくともはっきりとわかっただろう。

「私は先ほど、あなたと親しくするつもりはないと言ったはずだ。『草の国』のアミアと、無駄話をする必要など──」

「無駄じゃ、ありません」

　先導する狩人の足が、止まった。

　振り返る。それに釣られるように、幸太郎も振り返った。

　スフレはゼールエクスの隣となりに並び、彼のことを見上げていた。その瞳ひとみには涙が浮かんでいる。スフレは感じやすい少女だ。すぐ笑うしすぐ泣く。ゼールエクスの氷のような態度に接しつづけていれば、いずれは悲しくなって涙を流してしまうだろう。

　だが、スフレは涙を浮かべながらも、しゃんと背筋を伸ばし、まっすぐにゼールエクスを見つめていた。

「ゼールエクスさんが、わたしと親しくするつもりがなくても──わたしは、ゼールエクスさんと親しくしたいんです。この国の人と。それは、いけないことですか？」

　まっすぐなスフレの問いかけに、ゼールエクスは口を噤つぐみ、緑色の目をそらした。

　不意に、笑い声が響ひびいた。先導していた狩人かりうどだ。

「おまえの負けだ、ゼールエクス」

「しかし……」

　ゼールエクスの反論を、その狩人は笑みを消して封じ込めた。

「それに、いくらなんでも非礼が過ぎる。他国の王族を相手にそのような口を利くでない。キリラミア全体の名誉に関わるぞ」

　そう諭さとされて、ゼールエクスは、その視線をスフレに戻した。

「失礼を、いたしました。王女殿下」

　スフレはゼールエクスを見上げたまま首をかしげ、

「では、わたしとお話をしてくれますか？」

　ゼールエクスは一いつ瞬しゆん黙だまり込み、ややあってから、ぽつりと言った。

「この国では、カナフという果実が特産品です」

　スフレは、ぱっと明るく笑った。

「カナフですか！　わたしも食べたことがありますよ。タフシェの材料としてもよく使われますよね！」

「……カナフ・タフシェは、私もよく食べます」

「甘いもの、お好きなんですか？」

「いけませんか」

「いけなくなんてありません！　わたしも大好きですから!!」

　くっくっと、先導の狩人が肩を揺らしてまた笑い、歩きはじめる。幸こう太た郎ろうもそれに並ぶ。笑みの目を幸太郎に向けて、狩人は小さく囁ささやいた。

「アミアも、悪い人ばかりではありませんな」

　幸太郎は即座に答える。

「キリラミアも同じでしょう」

「なるほど。違いありません」

　そう言って、狩人は愉快げに笑うのだった。
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「いきなりお邪じや魔ましてしまって申し訳ありません、ティールジェンドさん」

　静まり返った玉座の間に、幸太郎の声が跳ね返った。

　女王の御殿の中枢部、『森の国』玉座の間は、大樹の胎内のような内装に彩られていた。頭上高くを覆おおう天井はドーム状に湾曲しており、それを支える柱は、どうやら本物の樹木であるようだ。葉脈に似た窓枠から、ステンドグラスの光が複雑に差し込み、この広間の最奥──やはり本物の樹木を切り出して作り上げられた玉座を照らしている。

　そこに鎮ちん座ざするのは、ティールジェンド・シャルフ・エ・ルイック・ダヴ・キリル。

　この王国の、第一女王だ。

　そして、その左右にずらりと、キリラミア族が立ち並んでいる。

　幸こう太た郎ろうは、入り口から玉座まで、まっすぐに敷しかれた赤あか絨じゆう毯たんの上に立っていた。左右に並ぶキリラミア族たちの中には、幸太郎が最初にこの国を訪れたとき、自己紹介をした顔ぶれも混じっていた。ということは、彼らは全員、この国の議員なのだろうか。

「邪じや魔まだなどと。オー・ヤサンを歓かん待たいできることは、我が国の誇りです」

　ティールジェンドは優美に微笑ほほえむ。まったく、この女王を前にすると、スフレが王族というのはとても信じられない。

　ちなみにそのスフレは、外で待たされているのだが、それはそれとして。

　幸太郎は、左右に並ぶ議員たちに目を向けた。

「……なにかの会議中だったのですか？　面会は、ごく個人的なものに済ませようと思っていたのですが」

「いえ、特に会議などはしておりません。このものたちのことはお気になさらず。我が国の議員たちは、みんな物見高いものばかりでしてね」

　そう言うと、議員の誰だれかが咳せき払ばらいをした。

　ティールジェンドの目が、その『誰か』を見る。やや興ざめた表情になり、彼女は深く玉座に腰かけ、尋ねた。

「それで、オー・ヤサンのご用件というのは、一体なんなのでしょう」

「はい。実は、この国の歴史書を見せていただきたいのです」

「歴史書……？」

「特に、百年前の戦争の原因がわかる本があれば、是非拝見したいのですが」

　そう言うと、議員たちのあいだに、かすかなざわめきが走った。

　幸太郎は目を細め、いくつかのことを考える。この議員たちの反応。ゼールエクスの態度。彼らは、幸太郎以上に──当事者だから当たり前なのだが──今の状況に危機を抱いているらしい。百年前の戦争を口にした途端、静まり返っていた議員たちがにわかにざわめいたのが、その証拠だ。

　彼らは本気で、『草の国』が攻めてくると思っている。

　そのとき、高く硬い音が、玉座の間に響ひびき渡った。

　ティールジェンドが、手にした木もく杖じようで床を叩たたいたのだ。

「静粛に」

　それだけで、議員たちは一斉に声を消した。

「失礼いたしました、オー・ヤサン。この国の歴史書ですね。それでしたら、わたくしの私室にいくつか相応ふさわしいものがあったはず、それを持ってこさせましょう」

「女王陛下。発言を」

　議員のひとりが、そう言って手を挙げた。

　年かさの議員たちの中でも、一際年老いた、老人と言っていい風貌の男性だった。額から生えた樹じゆ角かくは大きく太く、威厳と貫かん禄ろくを漂わせている。

「発言を許可します、バァルネフス議長」

　バァルネフスは両手を腹に当て、女王に敬礼をしてから、幸こう太た郎ろうにも同じ仕草をした。黒に近い緑色の瞳ひとみには、強い『疑念』がある。

「バァルネフス・エ・イザ・ダヴ・フェネイジと申します。オー・ヤサンにお尋ねしたき儀ぎがございます」

「なんでしょう」

「オー・ヤサンが、百年前の戦争の原因をお調べになっているのは、『草の国』との交易停滞問題と関連があることなのですか？」

　幸太郎は頷うなずく。

「そうです」

「では、どのような理由で原因を調べているのか、それをお聞かせ願いたい」

　バァルネフスの声は朗々として、幸太郎を糾弾するかのようだった。幸太郎は大きく息を吸い込み、黒緑の瞳を見つめながら、考える。

　──俺が百年前の戦争のことを調べているのは、今回の陰いん謀ぼうの黒幕と思おぼしき『草の国』の大貴族が、なんの目的で戦争を起こそうとしているのかを知りたいからだ。

　バカ正直な答えは右のとおりなのだが、それをそのまま口にすれば、蜂の巣を突つついたような騒さわぎになるだろう。ゼールエクスの例を思い出すまでもなく、ここにいるキリラミア族は全員が『草の国』に対して悪感情を抱いている。陰謀によって交易停滞が引き起こされているなどということを知れば、その場で宣戦布告を発しかねない。

　だから、幸太郎ははっきりと答えた。

「それは機密に属しますから、お答えするわけにはいきません」

「『草の国』の王女には教えているのに、ですか？」

　バァルネフスは皮肉げに言う。さすがに女王が、細い眉をひそめた。

「バァルネフス。言葉が過ぎますよ」

「しかし、女王陛下。オー・ヤサンは、少しばかり『草の国』に肩入れしすぎなのではありませんか？　その証拠に、彼は『草の国』の王女を伴ってきている」

　幸太郎は目を細めた。「女王に面会を求めたのはオー・ヤサンだけのはず」という理屈でスフレを締しめ出したのが誰だれなのか、この時点でわかったからだ。

「……どうしてもついてくると言って、聞かなかったもので」

「それが特別扱いだというのです。本来、この国に他国のものが入るには、入念な審しん査さが必要なのです。あなたはニポーンの方だから別かもしれませんが、彼女は違う。厳密には、スフリャーレ王女殿下は不法入国者という扱いになるのですぞ」

「…………」

　沈ちん黙もくした幸こう太た郎ろうに、バァルネフスは薄うす笑えみを浮かべながら言う。

「もしも本当にオー・ヤサンが中立公平だというのなら、なぜ百年前の戦争を調査しているのか、お教え願いたい。あなたが『草の国』と同程度には、我が国に肩入れしているという証あかしです。それがなければ、我々はあなたを信しん頼らいすることはできません」

　幸太郎は、バァルネフスの目をじっと見つめ、それから他のキリラミア族を見た。彼らの目を正面から覗のぞき込まなくても、キリラミア族の議員たちがバァルネフスと同じ不満を抱いていることは、察することができた。

　それから、幸太郎はバァルネフスに視線を戻し、ぽつりと、

「百年前の戦争の原因を調べている、理由は──」

　そこまで言って、小さく息を吸い込み、

「その情報が、『草の国』と『森の国』の戦争回かい避ひに、必要だからです」

　ぎくり、と、その場の空気が凍った。

　幸太郎は、再び観察する。『森の国』の中枢、そこに渦巻く感情。彼らが幸太郎の言葉に対して、どんな感情を抱いたのかを読み解いていく。

　それは、次の言葉に集約された。

　すなわち、『恐怖』だ。

　だが、バァルネフスだけは、『怒り』をむき出しにして幸太郎に食ってかかった。

「わっ、私どもをバカにしているのですか？　そんなことはわかっております！　私が聞いているのは、その内容だ！　その情報が、具体的に、どのように役立つのか、それをお聞かせ願いたい!!」

「それを教えないと、あなたたちに信頼してもらえないと？」

「そうです！」

　幸太郎は首をかしげ、低い声で言う。

「じゃあ聞くが、あんたらに信頼してもらう必要はあるのか？」

　バァルネフスは、言葉を失った。

　議員たちがざわめき、ティールジェンドも顔色を変える。暴言である。そんなことは幸太郎にもわかっている。わかっているが、そう言うしかなかった。

　なにを寝ぼけているんだ、と思ったからだ。

「俺はそちらに座っている女王陛下に頼たのまれて今回の仲介を取り持っている。このまま放置しておけば、『森の国』と『草の国』が戦争に突入するかもしれないと聞かされたからだ。俺はボンクラな管理人だが、さすがに戦争なんて起こされた日には寝覚めが悪い。だからこうして、あっちこっちを走り回っている」

「────」

「俺を信しん頼らいできない？　結構だ。俺だってあんたらに信頼してもらいたくてこんなことをしているわけじゃない。それが仕事だからそうしているだけだ。その仕事を邪じや魔まするというのなら、仕方がないな。俺に打つ手はなくなり、そして──」

　一同を見回し、

「戦争が起きる」

　バァルネフスの顔から、血の気が引いていくのがわかった。

『怒り』のためか、『恐怖』のためか、あるいはその両方か。どちらでも構わなかった。

　目を覚ますには、キツい一いち撃げきはどうしても必要だ。殴りつけた当人は恨まれるだろうが、それこそ、幸こう太た郎ろうの知ったことではない。

「それがあんたらの望みなら、それでいい。俺はもう知らないよ。じゃあな──」

「お待ちください」

　エプロンを翻ひるがえし、踵きびすを返しかけた幸太郎を押しとどめたのは、ティールジェンドの一声だった。

「オー・ヤサン。バァルネフス議長の言葉、わたくしが撤てつ回かいいたします。我らははあなたのことを信頼しておりますし、我が国の歴史書もお貸しいたします。ですから──」

「女王陛下!?　なにを！」

「バァルネフス」

　議長を見る女王の瞳ひとみは、雪よりもなお白く、冷たく光っていた。

「下がりなさい」

「し、しかし──」

「聞こえなかったのですか？　わたくしは、下がりなさい、と申しつけました」

　バァルネフスは呼吸を止める。ぎりり、と強く唇を嚙かみしめ、踵を返して玉座の間から出て行く。

　再び場がざわめきかけ、女王が杖つえで強く床を打つと、またもやそれは静まった。

「静粛に」

　それからティールジェンドは、幸太郎に向き直る。

「非礼をお詫わびいたします。ですから、どうか、お待ちになってください」

　幸太郎は、肩から力を抜いて、それに頷うなずいた。

「俺は、本を見せてもらえるならなんでもいいです」

「承知いたしました。先ほども申し上げましたとおり、歴史書はわたくしの私室の本棚に収められているものが、もっとも正確でしょう。どうぞ、こちらに」

　ティールジェンドは自ら立ち上がり、玉座の奥の扉へと誘導しようとした。幸こう太た郎ろうは慌てる。女王の私室にまで足を踏ふみ入れるつもりはさすがにない。

「いや、誰だれかに持ってきてもらえればそれでいいですよ──」

「それでは、非礼を詫わびることになりません」

　ぴしゃりと言い、ティールジェンドは玉座の間を見渡した。

「オー・ヤサンとの会見は、これにて終了といたします。みな、各々の仕事に戻ってください」

　それきり、ティールジェンドは振り切るように歩き出した。幸太郎は仕方なく、そのあとに続く。

　玉座の間を出て、扉を閉めると──ティールジェンドが幸太郎のほうを振り返った。緑の瞳ひとみに、悪戯いたずらをするような光が映っている。

「ずいぶんとまあ、好き勝手に言ってくれたものですね？」

　女王の言葉──では、ないのだろう。ティールジェンド本人の言葉のようだった。幸太郎は唇を曲げ、バツの悪い表情を浮かべた。

「自分の状況もわかってないくせに、ごちゃごちゃヘリクツこねるからですよ」

　くふふっ、とティールジェンドはネコのように笑った。再び前を向き、人気のない廊下を歩きはじめる。

「先ほどのわたくしの言葉に、噓うそはありませんよ。バァルネフスの非礼はお詫びいたします。しかし、オー・ヤサン、あなたの態度にも礼があったとは言いがたいですね」

「俺は詫びるつもりはありませんよ」

「それで結構。『森の国』の中でオー・ヤサンの評判は最悪のものになるかもしれませんが、そんなことを気にする方なら、そもそもあんなことは言いませんよね」

　そのとおりだ。周囲の評判などどうでもいい。自分がすべきことをするだけだ。

「あれで老人方も多少は目が覚めたでしょう。百年前の冷や水を、もう一度浴びることになったのですから」

　その言葉に、幸太郎はハタと思い出した。

　そういえば、ティールジェンドはキリラミア族だ。百年前から生きている。

　それならば──

「あなたは、そのときのことを覚えているんじゃないですか？」

　そう尋ねると、ティールジェンドはこくりと頷うなずいた。

「ええ。覚えておりますよ。わたくしはその当時から女王でしたからね。なにが原因で戦争が起きたのかも、ちゃんと記き憶おくしております」

　幸太郎は拍子抜けをした。だとしたら、あんな大おお騒さわぎを起こしてバァルネフスを追い出した自分は、とんだマヌケということになる。

「その場で教えてくれればよかったのに」

「あら、それでは意味がありません。わたくしの言葉があったというだけでは、信じるものはそうはいないでしょう。特に『草の国』には」

「……まあ、そうですね」

　仮想敵国、と言ったのは誰だれだったか。その国の長がなにを言ったところで、しょせんは敵の言うことだ。信じるものはいない。

「大事なのは物証ですよ、オー・ヤサン。目に見えて、誰にでもわかるモノがなければ、人は信じようとはしないものです」

　女王の言葉にはなかなか含蓄がある。思えば、セラナリオンは、そんなティールジェンドの性格を熟知しているからこそ、あんなアドバイスをくれたのかもしれない。

　と、廊下を歩いていたティールジェンドが、ふと幸こう太た郎ろうを振り返った。

「ああ、そうそう。言い忘れていましたが、ここからはこのわたくし、ティールジェンドの個人区画となっております」

「はあ」

「ですから、殿方が勝手に足を踏ふみ入れると──」

　ティールジェンドの言葉が終わるより先に、二つの影かげが左右から飛び込んできた。長なが槍やりの切っ先がうなりを上げながら幸太郎の眉間と喉元に突き付けられ、それによって弾はじき飛ばされたメガネが、音もなく絨じゆう毯たんの上に落ちる。

「──このようなことになってしまいます」

　どこからともなく現れた二人の武装侍女が、槍の穂ほ先さきを幸太郎へと向けていた。幸太郎はホールドアップの姿勢を取りながら、ごくりと喉を上下させる。皮ひ膚ふに触れる冷たい鉄の感触が、彼の恐怖をいや増した。

「二人とも、控えなさい。この方はオー・ヤサン、わたくしの客人です」

　無言のうちに長槍が引かれ、二つの人影が女王の左右に寄る。ティールジェンドは手ずからメガネを拾い上げ、幸太郎に差し出した。

「はい、どうぞ」

「…………驚おどろかせないでください」

　メガネをかけながら、幸太郎はばくばくと鳴る心臓をどうにか抑え、それだけを答えた。武装侍女たちは謝るでもなく、苛烈な眼まな差ざしを幸太郎に向けている。女王の身辺を守る、まさしく親衛隊というわけだ。

　ティールジェンドは、少女のようにころころと笑いながら、扉を開いた。

「うふふ、ごめんなさいね。この区画に人が入るのは久しぶりのことでしたから、つい迎げい撃げき命令を撤てつ回かいするのを忘れていました」

　ほんとかよ、と幸太郎は思う。俺を驚かせようとしただけじゃないのか。もしそうだとしたら、その思惑は当たったわけだ。まったく。

「……ん？」

　幸こう太た郎ろうは、いったんメガネを取り外し、目を細めてまじまじとそれを見下ろした。視界がぼやけてうまく見えないが、レンズにはなにもついていなかった。

「オー・ヤサン？　どうなさいました？」

「ああ、いえ。今行きます」

　幸太郎はメガネをエプロンで拭き、かけ直した。興味深い事実がわかったが、それを頭の隅に寄せて、扉を開いたティールジェンドのあとに続いた。

　女王の私室というには、質素な作りだった。

　そもそも調度品が少ない。部屋の中央に据えられた天蓋付きのベッドこそ豪華だが、他に目につくのは、書架や化粧台、文ふ机づくえくらいのもので、あとはがらんとした空間が広がっている。

「少々お待ちください。確か、ここに──」

　ティールジェンドは書架へと近づいていく。そこにある書物を手に取って、幸太郎に見せた。

『資源と戦争』というタイトルの本だ。

「この本の第四章に、百年前の戦争のことが詳細に記されています。加えて言うなら、著者は『海の都』の外交官であり、中立の立場から物事が語られているので、わたくしの言葉よりは説得力があるでしょう」

「感謝します。ティールジェンドさん」

　幸太郎は本を受け取り、それから、ティールジェンドのエメラルド色の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　言う。

「戦争になったら、『森の国』は『草の国』に、負けますか」

　質問ではなく、確認だった。

　ティールジェンドの瞳に、かすかな動揺が生まれる。彼女はそれを、女王の意思力で押し潰つぶした。だが、ほんの一いつ瞬しゆんの動揺から、『図星』がかいま見えた。

　それから彼女は、ちょっと怒ったような表情を浮かべた。

「……あなたはイヤな人ですね。オー・ヤサン」

「すみません」

「そうやって、悪いと思っていないのに謝るところも可愛かわいげがありません。ま、いいでしょう。ここはわたくしの私室です。他に誰だれも聞いていませんから」

　そうして、ティールジェンドはため息をつき、

「もし『草の国』の目的が百年前と変わらないようであれば、負けるでしょうね」

「それは──」

「百年前。『草の国』は、『森の国』のある地域を求めて戦争を仕掛けてきました。わたくしたちキリラミアは『森の人』、森の中でなら一で十のアミアを倒すことも叶うでしょうが、その地域は川沿いの山脈地帯なのです。森ではありません」

「そこを占拠されたら、為なす術すべはないと？」

「ええ。元老院も、そのことを危惧しているようですね」

　玉座の間にいた議員たちを思い出す。彼らが一様に抱いていた『恐怖』、『不安』。戦争になれば勝ち目はないと、国の上層部が誰だれよりも知っている。

　それは、幸こう太た郎ろうにとって悪い情報だった。なによりも悪い。

『森の国』がそう考えているということは、『草の国』だって当然、その程度の戦力分析はできているのだろうから。

　小さく息をつき、それから幸太郎は、右手を前に出した。

　そこには、スーパーの袋が握られている。

　ティールジェンドは首をかしげた。

「……？　オー・ヤサン、これは？」

「俺は、嫌われるのには慣れています」

　ぽつりと言った幸太郎に、ティールジェンドはますます不思議そうな表情を浮かべる。

「だから、別にこの世界の誰に嫌われてもいいと思っている。『森の国』や『草の国』の貴族や国民が、全員俺のことを嫌いになろうと、関係ありません。仕事ができればそれでいい。ただ──」

「ただ？」

「外交特使、直接俺と関わりのある人にまで嫌われるのは、仕事に支障をきたします」

　ティールジェンドの表情に、理解の色が差した。

「では、それは、お近づきの印ということ？」

「そういうことです」

　くす、とティールジェンドは笑う。差し出されたスーパーの袋を恭しく受け取って、軽く目礼をする。

「ありがたく頂ちよう戴だいいたしますわ、オー・ヤサン。開けてもよろしいですか？」

「……どうぞ」

　若干の不安はある。本当にこんなもので喜んでくれるのだろうか、という不安だ。セラナリオンのことを疑うわけではないが、女王に相応ふさわしい品では絶対にないのだ。

　じっと見守る幸太郎の前で、ティールジェンドは袋を開け、中を見て──

「……これは」

　その表情から、笑みが消えた。

　震ふるえる手で、それを取り出す。プラスチックのフタの中に、色とりどりのネタが並んでいる。容器に張られたラベルに記されているのは、「９８０円」という値段だ。幸太郎の安月給では、これが精いっぱいの贅ぜい沢たくではある。

　近所のスーパーで買ってきた、パック寿ず司しだ。

　ティールジェンドの好物は寿司であると、セラナリオンが証言していたのだ。彼女の機嫌を取るつもりなら、寿司を用意するのがいいと。

　本当かよ、と疑いつつも、幸こう太た郎ろうはそのアドバイスに従ってみたのだが──

　ティールジェンドは、射い貫ぬくように幸太郎を見た。

「オー・ヤサン。これは、どういうことですか」

　やはり失敗か、あの野郎あとでとっちめてやる──と思いつつ、幸太郎は頭を下げた。

「お気に召しませんでしたか？　それなら──」

「とんでもありません!!」

「えっ」

「これは──これは、ニポーンの幻の美食、オスーシではありませんか！　このわたくしとて、食したことがあるのは、子供の頃に一度きり……あのときの蕩とろけるような美味は、いまだにこの舌が覚えております……！」

　ああ、とティールジェンドは身み悶もだえるような仕草をする。

　幸太郎は真顔である。

「い、いただいても、構いませんか？」

　いそいそとフタを開けてから、ティールジェンドは乞うような眼まな差ざしで幸太郎を見る。

「……どうぞ」

　思わずそう答えてから、しまった、と後悔する。

　ティールジェンドがかつて口にしたことのあるオスーシ──、寿司は、本物の職人が作った本物の逸品だったのかもしれない。いや、幸太郎とてパック寿司を偽物扱いするつもりはないのだが、ゲタに乗って出てくる一貫数万円というレベルの寿司とでは、どうしても違いというものが、

「美お味いしい!!」

　パック寿司すげえ。

「申し訳ありません、オー・ヤサン、失礼に当たると存じてはいるのですが──手が、止まりません！　ああ、この味、わたくしの思い出のまま──いいえ、あのときよりも、ずっと美味しく感じます！」

「………………そうですか。それは、よかったです」

「ああ、美味しい──、特にわたくし、このマグッロというものが大好きなのです。早く食べてしまいたい……ああ、でも、食べたらなくなってしまう……！　わたくしはどうすればいいのですか、オー・ヤサン!?」

「知りませんよ」

　少女のように身をくねらせるティールジェンドに、幸太郎は冷たい声でそう答えた。
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　　　　　　　◆




「あっ、オー・ヤサン！　おかえりなさい！」

　待合室で座っていたスフレが、幸太郎を見るなり元気な笑顔でそう叫んだ。

　彼女は、キリラミア族の狩人かりうどと共に、テーブルを囲んでいた。

　向かいに座っているゼールエクスは仏頂面だが、その他の狩人たちはみな笑みを浮かべていた。テーブルの上に乗っているのは、良い香りがする焼き菓子──恐らくあれがタフシェだろう──で、スフレは自ら立ち上がり、それを切り分けている最中のようだった。

「少々お待ちください！　わたしにも今、果たさねばならぬ務めが──！」

「菓子を切り分けるのがおまえの仕事か……」

　呆あきれたように言うと、ゼールエクス以外の狩人が揃そろって笑い声を立てた。

「オー・ヤサン、そう仰おつしやらないでください。王女殿下は、私たちのために、手ずからタフシェをごちそうしてくださろうとしているのですから」

「ただ、殿下は器用とは言えないようですね。自分の分になると、途端に大きく取り分けようとするのですから」

「そっ、そんなことはありませんよ!?　わたしはほら、ちゃんと！」

　言いながら、スフレはナイフをぎこちなく使ってタフシェを切り分けていく。そうして、自分の皿に載せる。

　他のものたちのタフシェより、幾分か大きかった。

　それを見て、狩人かりうどたちがどっと笑った。

「こ、これはたまたまです！　たまたま！　もしくは、目の錯さつ覚かくです！」

　スフレは顔を赤くして否定しているが、狩人たちの笑いを大きくすることにしかならなかった。幸こう太た郎ろうが目を向けると、ゼールエクスの仏頂面はますます濃こくなっている──いや、あれは、恐らく笑うのを我慢しているのだ。

「……俺はそろそろ帰るぞ」

「えっ!?　でも、まだ──」

「残りたいなら構わないけど、『草の国』まで歩いて帰ることになるぞ？」

　幸太郎がそう言うと、スフレは情けなく眉を下げた。しぶしぶと立ち上がり、己の分のタフシェを、ゼールエクスへと進呈する。

「ゼールエクスさん、どうやらわたしは、これを食べることはできないようです。どうかわたしの代わりに、美お味いしく食べてあげてくださいね」

「………………」

　ゼールエクスは、わかるかわからないかくらいのかすかな動きで、頷うなずいた。

　スフレはにっこりと笑うと、周囲の狩人たちに頭を下げた。

「みなさん、申し訳ありませんが、わたしはそろそろ失礼させていただきます。いろいろとお世話になりました！」

「とんでもありません。こちらこそ、楽しい時間を過ごさせていただきました」

「どうかまた、この国を訪れてくださいね、スフリャーレ殿下」

「はい！　そのときを、楽しみにしています！」

　眩まぶしいほどの笑顔でそう言って、スフレは彼らに、大きく手を振った。




　白亜の橋を渡り、１０２号室の扉へと向かうあいだ、スフレはずっと『森の国』の人々の話をしていた。

「最初はみなさん、ゼールエクスさんと同じように、わたしに対してどこかしこりがあるような感じだったのですけれど──でも、一緒にお話をして、タフシェを食べていると、すぐに仲良くなれましたよ！」

　にこにこと笑いながら、スフレは踊るようにステップを踏ふむ。とんとんとつま先でリズムを取りながら、橋の上でくるくると回ってみせた。

「これは『森の国』に伝統的に伝わる踊りですよ！　シャルナフェンドという方に教えていただいたのです！　わたしは筋がいいと褒ほめられました！」

「そうか。よかったな」

　幸こう太た郎ろうは、短く答える。

　スフレの笑顔は輝かがやくばかりだ。『仮想敵国』の人々と交じり合って、なにか得るものがあったのかもしれない。あるいは、それを得るために、彼女は幸太郎についてこの国にまでやってきたのだろう。

　戦争になるかもしれない『森の国』の人々に、直じかに会って、話をすること。

　それが、王女スフリャーレの『なすべきこと』だったのだ。

「次に来たときは、本格的に教えてくださるそうです！　カナフを使ったタフシェの作り方も、そのときに教えてくださると──」

「…………」

「──、オー・ヤサン？　どうなさったのですか？」

「いや」

　口数少なく幸太郎は首を振る。その様子に、さすがに違和感を抱いたのか、スフレも踊るようなステップをやめて、黙だまって幸太郎の隣となりを歩きはじめた。

「……あの。百年前の戦争の原因は、わかったのですか？」

「ああ。わかったよ」

　幸太郎は頷うなずき、右手に持っている『資源と戦争』を示した。

　スフレの瞳ひとみが輝く。祈るように両手を組み合わせて、幸太郎に向き直る。

「本当ですか!?　なら、これで交易問題は解消されるのですね!?」

「多分な」

　そのためには、他でもない、スフレの手助けがいる。

　そのためには──スフレに、真実を知ってもらわなければならない。

　森の小道を抜け、幸太郎たちは広場へと戻った。わずかに拓ひらけた広場の中央に、１０２号室の扉が単体で立ち尽くしている。幸太郎はふと視線を外し、隣にいるスフレを見た。

　スフレは、きらきらとした笑顔で幸太郎を見上げている。

　その笑顔を見つめながら、幸太郎は言う。

「スフレ。ハルバネイジ侯こう爵しやくのことは、どう思う」

「えっ？」

　なぜ今ハルバネイジの名前が出てくるのか、スフレには見当もつかないようだ。幸太郎は答えを待たずに１０２号室の扉を開ける。日本の景色に足を踏ふみ入れながら、スフレは答える。

「ゼルデリクおじさまは、わたしの教育係です。ずっと昔からわたしの面倒を見ていてくれました。わたしにとっては、家族も同然のお方ですよ？」

「そうか」

　二人は管理人室へと戻ってきた。スフレの不思議そうな眼まな差ざしが背中に向けられているのがわかる。座布団に腰を下ろして、幸こう太た郎ろうはそんなスフレに声をかけた。

「座ってくれ」

「……は、はい」

「おまえは、ハルバネイジ侯こう爵しやくに教育を受けているのだろう？　彼は、『草の国』についてなにか言っていなかったか。これから先、この国がどうなるのか、あるいは、おまえがこの先どうなっていくのかっていうことを」

「む、難しい質問ですね。ええと──」

　腕を組み、眉間に皺しわを寄せて、スフレはむむむと考え込んだ。

　それから、ハタと顔を上げ、

「ああ、そういえば。ゼルデリクおじさまは、この国はきっともっと大きくなると仰おつしやっていました。大きく、強く、豊かになると。わたしの治世がやってくる頃までにはきっとそうなると、だからそれに相応ふさわしい女王になるために励むようにと、厳しくわたしに申しつけまして……うう、思い出したらまた頭が痛くなってきました」

　幸太郎は目を細めた。

　それが、動機か。

「これを読んでくれ。第四章、１７８ページ」

　幸太郎はちゃぶ台に『資源と戦争』を置く。言われたとおりにページをめくりながら、スフレは上目遣いに幸太郎を見つめた。なにか幸太郎の機嫌を損ねてしまったのではないかと、心配しているかのような表情だ。

　確かに、幸太郎は不機嫌な顔つきをしている。メガネの奥の目を鋭するどくすがめ、唇はへの字に結ばれている。生まれつきの仏頂面は、しかしこのときは、不機嫌ゆえに作られたものではなかった。

　自分の重責、あけぼの荘の管理人としての責任を、彼は思っていた。

　スフレに真実を告げるのは、自分でなければならない。

　パルメーニャにこの役目を任せるわけにはいかない。彼女には、アラシュ・カラドにおける彼女の立場というものがある。この先何年も、ことによれば何十年も、彼女はスフレに仕えていかなければならないのだ。ここでパルメーニャがスフレを傷つければ、その将来にまで影えい響きようが及ぶかもしれない。

　スフレのことを傷つけて、影響がないのは、幸太郎だけなのだ。

「………………」

　何度か、スフレの視線は、ページと幸太郎の顔を行ったり来たりしていた。しかし、次第に彼女の瞳ひとみは、『資源と戦争』の文面へと吸い寄せられていった。

「百年前の戦争の原因が、そこには記されている。なんと書いてある」

「……『森の国』と『草の国』の国境際、カラタタ山脈地帯を巡って、争いが起きたと、書いてあります」

　ぼそぼそと、スフレは言う。

　カラタタ山脈地帯。『森の国』の国境に存在するその山脈からは、稀き少しような鉱石が生み出されている。『緑鉱石』と呼ばれるその石は、鉱物であると同時に植物の特性も持ち合わせ、軽く、硬く、錆さびることもなく、たとえ破損したとしても陽光に晒さらすだけで修復されるのだという。まさしく、夢の鉱物だ。

「この『緑鉱石』の産出地を手に入れることができれば──『草の国』は、飛ひ躍やく的てきに発展し、さらに豊かになる。その思惑のもとに、──国境際に、領地を持つ、貴族が──主戦論を唱え、侵攻を始めたと……書いて、あります……」

　スフレの声は、暗く、重い。

　先ほどまで、『森の国』の人々と笑い合っていたのが、噓うそであるかのように。

　だが、幸こう太た郎ろうは彼女を慰めようとはしなかった。まだ本番にさえ到達していない。もっと、彼女のことを追い込まなければならない。

「その貴族の名前も書いてあるだろう。なんと書いてある？」

　スフレの目が、幸太郎のことを見る。涙に濡ぬれている。悲しみと苦しみの涙。なんでこんなことを、と、その目が物語っている。

　幸太郎は、重ねて尋ねた。

「なんと書いてあるかと、聞いているんだ」

　スフレは息を吞のみ、それから、言った。

「…………ハルバネイジ侯こう爵しやくと、書いてあります」

「『森の国』への侵略戦争を提唱したのは、現在のハルバネイジ侯爵の、祖先だということだな」

　ゼルデリク・アミア・エ・ルクスク・ハルバネイジ。

『草の国』最大級の領土を持つ侯爵で、国防を担う軍務大臣。国王からの信任も厚く、王女スフリャーレの教育係を任されている、王家にとって家族も同然の大貴族。

　スフレの瞳ひとみに、はじめて『悲しみ』以外の色が生まれた。

『怒り』だ。

「……オー・ヤサンは、まさか、ゼルデリクおじさまのことを疑っているのですか？」

「そうだ」

「そんなこと、あるはずがありません！」

　スフレは大声で叫び、ちゃぶ台を叩たたくように立ち上がった。

「これは、百年も昔のことではありませんか！　ゼルデリクおじさまのご先祖さまが戦争を仕掛けたのだとしても、今のわたしたちには関係ないはずです！」

「ハルバネイジ侯爵は、おまえの代になるときには、『草の国』がもっと大きく、強く、豊かになると言ったのだろう」

「そっ、それは、そうですが──でも、だからって！」

「フェニリット男だん爵しやく」

　幸こう太た郎ろうはその名前を口にする。『タカ派』貴族の中心的存在であり、面会した貴族たちの中で、ひとりだけその瞳ひとみに強い『恐怖』と『動揺』を抱えていた貴族だ。

「あいつに密偵をつけていただろう。実は昨日、おまえがいないあいだに、その密偵が戻ってきたんだ。俺に脅されたあと、フェニリット男爵が馬車で外出し、ある大貴族の邸宅に入っていくところを目もく撃げきしたそうだ」

　いくら察しの悪いスフレでも、その相手には見当がついたようだった。

「まさか、それが、ゼルデリクおじさまだったということですか？」

　幸太郎は、頷うなずいた。

　スフレは何度も瞬まばたきをしてから、ぺたん、とその場にしゃがみ込んだ。瞳に浮かぶさまざまな色は、ぐるぐると様変わりしていく。『怒り』『悲しみ』『混乱』『否定』──そしてわずかな、『理解』。

「もっとも、証拠はない」

　幸太郎の声に、スフレは弾はじかれたように反応する。顔を上げる。かすかな『期待』が、その瞳に宿っている。なにかの間違いではないかと、これはオー・ヤサンのいじわるなのではないかと、彼女は期待しているのだ。

　幸太郎は、それを、思い切り踏ふみにじらなくてはならなかった。

「だから、おまえが確かめるんだ。スフレ」

　スフレは、大きく目を見開いた。

「え……？」

「おまえが、直接、ハルバネイジ侯爵に聞け。『森の国』との諍いさかいを故意に起こそうとしているのではないかと。いくらハルバネイジ侯爵でも、おまえから直接そのことを問いただされれば、平静ではいられないはずだ」

　スフレの瞳が、凍った。

　ぽつりと、答える。

「できません。そんなこと」

「いいや。やってもらう。なぜなら、ハルバネイジ侯爵は、おまえにだけはそのことを知られたくないだろうからだ。実の孫娘のように可愛かわいがっているおまえにだけは、自分の薄うす汚ぎたないところを知られたくはない。そのおまえが言うのなら、恐らくは効果がある」

　言葉を切る。自分がなにを言っているのか、十分な自覚があった。

　孫娘に、大好きなおじいちゃんを刺せと言っているのだ。

「交易停滞問題から連なる、『森の国』との関係悪化、そして、それを利用した侵略戦争。そんなことを企たくらむのはやめてくれと、おまえが心から頼たのみ込むのであれば、あるいは、彼は諦あきらめるかもしれない」

　スフレは、沈ちん黙もくしている。

　ルビーレッドの瞳ひとみがじっと幸こう太た郎ろうのことを見つめている。『怒り』はどこかへ消え去り、そこには限りない『悲しみ』だけが浮かんでいる。

「どうしてですか？」

　上ずった声で、スフレはそう尋ねた。

「どうして、オー・ヤサンは、そんなにひどいことを言えるのですか？」

　幸太郎は、胸の奥に、引き裂かれるような痛みを覚えた。

　心のどこかで──スフレだけは、幸太郎のことを拒絶しないと、そんなふうに思っていたのかもしれない。

　無論、それは幸太郎の身勝手な思い込みだ。こんな提案をされれば、誰だれだって怒り、悲しむ。やりたくないと考える。やれと命じた人間を、憎むだろう。

　だが、それでも。

「戦争を防ぐためだ」

　幸太郎は、自分のすべきことを、するだけだった。

　ぐっと、スフレの喉が鳴った。濡ぬれた目元をごしごしとこすり、彼女はきっと幸太郎のことをにらみつけた。

「……イヤです。わたしは、そんなこと、しません」

「スフレ」

「オー・ヤサンは、間違っています！　そんなこと──ゼルデリクおじさまが、そんなことを企むはずがありません！」

「なぜそんなことが言える」

「な、なぜって、それは、それは──」

　スフレは言葉に惑い、それから、こんなことを口走った。

「おじさまは、わたしの、家族も同然の人だからです！　わたしを裏切るはずが、ありません！」

　それを聞いて──

　幸太郎は、静かに口を開いた。

「家族？」

「そっ、そうです！　わたしの、大切な、」

「家族が裏切らないとどうして言える？」

　その言葉は、スフレの想像の外にあった。

　小さく息を吞のんで、スフレはじっと幸太郎を見据える。なにを言っているのかわからない、という表情。

　そうだろう。わからないに違いない。誰だれからも愛されるスフリャーレ王女殿下には、幸こう太た郎ろうのことなど、わかるはずがなかった。

　それでも、幸太郎は、喋しやべることを止められなかった。

「家族だって、裏切るときは、人のことを裏切るよ。おまえはみんなから愛されているのかもしれないが、だからといって、誰にも裏切られないことの保証にはならない」

「そんな……」

「おまえの論理は支し離り滅めつ裂れつだ、スフレ。おまえがハルバネイジをかばうのは、なにか理屈があってのことじゃない。ただ単に、おまえがそうしたいからだろう」

　胸の痛み。

　引き裂かれたかのような胸の奥から、なにかが湧わき上がってくる。それは、黒く、ぐつぐつとしていて、醜みにくかった。自分の中にそんなものがあるということを否定したいほど。けれど、それは紛れもなく、幸太郎の血中に含まれているものだ。

　その感情が、言葉になって口から漏れる。

「ハルバネイジ侯こう爵しやくを信じたいと思うのは、おまえの勝手な願望だ。その願望のせいで戦争が起きたらどうする。何十人、何百人という人間が死んだら──それは、俺たちの責任になるんだぞ」

「でも、でも、おじさまは！」

　幸太郎の黒い感情に、怒りの火が灯ともった。

「いい加減にしろよ」

　幸太郎はその場に立ち上がった。身を乗り出し、ぐっとスフレに顔を近づける。スフレはきゅっと唇を引き結んだまま、一歩も引かずに幸太郎を見上げる。

　幸太郎は、怒りのままに大声を張り上げる。

「おまえが言ったんだぞ、スフレ！　妨害工作の黒幕がいるとしたら、直接会って、話をしたいと！　こんなことはやめるように、説得したいと！　おまえが望んだんだ！」

「違います！　わたしが望んだのは、そんな──」

「相手がハルバネイジだからやめるのか？　家族同然の相手は無条件で信じて、他の貴族の誰かだったら容赦なく締しめ上げていたのか!?　そうじゃないだろう！　疑うのは、そいつが疑わしいからだ！　だから確かめろと言っているんだ！」

「わたしはゼルデリクおじさまを信じたいんです！」

「なら信じるに足りる根拠を示せというんだ！　愛情なんていうゴミみたいなモノ以外に、誰にでも、はっきりとわかる根拠を!!」

　スフレは、雷に打たれたかのように、びくりと硬直した。

　そうして、幸太郎の目を、まじまじと覗のぞき込む。

　なぜか──その視線を、直視することはできなかった。幸こう太た郎ろうは目をそらす。そうすると、引き裂かれた胸が、さらに強い痛みを訴えはじめた。

　スフレの、静かな声が、管理人室に響ひびく。

「愛情は、ゴミではありません」

　スフレの手がそっと伸びて、幸太郎の手に重ねられる。

　小さく、柔らかく、そして、温かい手だ。

「オー・ヤサンにも、家族がいるでしょう？　その家族を──」

「俺の家族は」

　低く、ひび割れた声は、自分のものとは思われなかった。

　舌と喉が勝手に動く。理性は言いたくないと思っているのに、本能が吐き出したいと告げている。すべてを、なにもかもを、この誰だれからも愛される王女に聞かせてやりたいと願っている。

「俺のことを、バケモノ扱いしていた」

　スフレの呼吸が止まった。

　青ざめた王女の顔を、心のどこかで愉快だと思っている自分がいる。お花畑で遊んでいた少女に、地獄を見せるかのごとき愉悦。まさにその地獄の中であがいてきた幸太郎は、心優しいスフレを自らと同じ淵ふちに立たせることに、暗い喜びを見出していた。

「目を見れば、相手の考えることがわかるからな。家族が、俺の一番の被害者だった。父がどんな噓うそを言っても、母がどんなごまかしをしても、妹がどんな隠し事をしても、俺にはそれが、すべてわかってしまう」

「……そんな」

「心の読めるバケモノが、ひとつ屋根の下にいるってことが、あいつらには耐えられなかったらしい。俺が、人の考えていることを不用意に読み取らないほうがいいってことに気づいたときには、もう遅かった。そのときには──あいつらの中で、俺はとっくに、バケモノになっていた。同じ家に住んでいても、目を合わせることも話すこともほとんどない。食事の時間も場所も、俺だけ別のところを用意されたよ」

　無意識のうちに、幸太郎は己の目をさすっていた。メガネのフレームが指に当たる。それをゆっくりと外すと、急激に世界はぼやけた。

「これは、メガネという、視力を矯きよう正せいするための道具だが──もともと、俺にこんなものは必要なかった。親父が、無理矢理にこれを俺につけさせたんだ。強制的に遠視になれば、さすがに感情を読み取ることはできなくなる。そのうちに、俺の目のほうが、この道具に馴な染じんでしまった。今では、これがなければほとんどなにも見えない」

　スフレのことを見る。スフレの顔も、世界と同様にぼやけている。おぼろげに輪郭がわかるばかりで、目はおろか表情さえわからなかった。

「俺の家族は最低のクソ野郎ばかりだった。そいつらと一緒にいた俺も最低のクソ野郎だ。俺はこの先の人生で、二度とあいつらに会いたくないし、そのためにできることはなんでもする。おまえに協力しているのは、その努力の一いつ環かんだ」

　スフレの手は、幸こう太た郎ろうの手に、まだ重ねられている。

　幸太郎は、それを振り払った。

　温かなスフレの手のひらが、なぜか無性に、腹立たしかったのだ。

「わかっただろ。家族だから信じるなんて、バカげたことだ。家族にもクソ野郎はいる」

「…………」
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　スフレは沈ちん黙もくしている。幸太郎のことをじっと見つめ、そして。

　その瞳ひとみから、涙がこぼれ落ちるのが、ぼやけた視界でもわかった。

　幸太郎の心臓が、その涙を見て、どくんと鳴った。

「ごめんなさい」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、スフレは目を伏せる。

　幸太郎は、かすれた声で尋ねた。

「……どうして、謝るんだ」

「わたし、オー・ヤサンは、どこか……なにがあっても決して傷つかない、すごく強い人なのだと思っていました。物語に出てくる天使さまみたいに、わたしのことを導いてくださるお方なのだと。でも」

　スフレは目を上げる。涙に潤うるんだ瞳ひとみ。そこに浮かぶ色は。

「そんなことは、ないのですね。オー・ヤサンでも──悩んだり、苦しんだり、迷ったりするのですね。そんなこと、想像もしていませんでした。だから──」

『憐れん憫びん』だ。

「だから、なんだ？」

　胸のうちに灯ともった火が、激情へと変わるのを感じた。

　嫌われるのは慣れている。憎まれ、疎まれ、悪意をぶつけられる。それは幸こう太た郎ろうの今までの人生そのものだ。家族との闘とう争そうの歴史そのものだ。幸太郎が歩んできた──否、歩まざるを得なかった孤独な人生。

　だが、孤独は孤独なりに、幸太郎は今までの自分を否定するつもりはない。

　その自分を哀れむということは、必死に歩んできた彼の人生を、侮辱するということだ。

　このバカな王女は、それがわかっていないのだ。

「だから、俺のことがかわいそうだってのか。誰だれからも愛されるおまえが、誰にも愛されない俺のことを哀れんでくださるってのか。ハ。ありがたいな」

　スフレの顔色が変わる。それを愉快に思う自分がいる。

「ち、違います！　わたしは、ただ！」

「俺の悩みも苦しみも、おまえには関係のないことだ。それを、手前勝手な正義感で、勝手に哀れんでんじゃねえ。吐き気がする」

　ドス黒く、薄うす暗ぐらい声に、スフレは身を震ふるわせている。目を伏せ、また「ごめんなさい」と口にする。だが、幸太郎はもうそれを聞いていなかった。

「……話を元に戻すぞ。王女スフリャーレ。ハルバネイジ侯こう爵しやくに会い、交易停滞の陰いん謀ぼうに関わっていないか、確かめるんだ。おまえにしか、できないことだ」

　少しの沈ちん黙もくのあと、スフレはうつむいて、言った。

「……それは、できません」

「それなら、おまえにもう用はない」

　幸太郎は立ち上がったまま、管理人室の扉を指差した。

「出て行け。あとは俺とパルメーニャでなんとかする。この件には、もう関わるな」

　スフレがどんな顔をしたのか、メガネを外した幸太郎には、わからない。

　彼女はゆっくりと立ち上がり、とぼとぼとした足取りで、出口へと向かった。

　その途中、スフレは立ち止まったようだった。こちらを振り返る。

「わたしは、ゼルデリクおじさまと同じように、オー・ヤサンのことも信じています」

「おまえみたいなバカに信じられても嬉うれしくない」

　幸太郎の声は、鉄のように冷たく、硬質だった。

　スフレはなにも答えなかった。また前を向き、とぼとぼと歩いて、管理人室から出て行った。

　それを見届けて、たっぷり一分、心の中で数えてから──

　幸こう太た郎ろうは、自分の拳を部屋の壁かべに叩たたきつけた。




　　　　　　　◆




　自分を取り戻すのに、驚おどろくほどの時間がかかった。

　洗面所に向かい、顔を洗い、メガネをかけて、部屋に戻る。腹は減っていなかったが、最後に物を食べてから十二時間以上が経過していた。なにか入れておいたほうがいいだろうと思い、冷蔵庫を開ける。

　牛乳と、タマゴしかなかった。

「…………」

　幸太郎は顔をしかめる。

　そのタマゴが、誰だれのためのものかを、彼は誰より知っている。

　冷蔵庫を閉めて、幸太郎は管理人室から出た。半日やそこら、なにも食わなかったところで死ぬことはない。そう自分に言い聞かせて、彼は１０１号室の前に立った。




　執務室に足を踏ふみ入れた途端、パルメーニャの声が幸太郎の耳を刺した。

「至急、調査を進めなさい。アイオールとカリエーラ、カントローグも駆り出して周辺住民の聞き込みに当たらせること。迅速かつ的確に、必要な情報を──」

　早口にそこまで言ったところで、パルメーニャは幸太郎が入ってきたことに気づいた。

　彼女の目の前には、砂色のローブを着た誰かが立っている。一いつ瞬しゆんあの密偵かと思ったが、アイオールに比べれば幾分か年若く、背も低いようだった。砂色ローブは幸太郎とパルメーニャにそれぞれ目礼をすると、足早に執務室から出て行った。

　パルメーニャは自らの席から立ち上がり、幸太郎に近づいてきた。

「オー・ヤサン。ちょうどいいところにいらっしゃいました」

「なにかあったのか？」

「『森の国』との国境において、『草の国』の交易馬車が、襲しゆう撃げきを受けました」

　一瞬、幸太郎の思考が停止した。

　だが、次の瞬間には、彼の脳みそは凄すさまじい速度で回転しはじめていた。『草の国』の交易馬車が襲撃された。『森の国』ではなく。犯人は誰か。これまでの妨害工作と、無関係ではありえない。

　つまり、これは──

「まさか、犯人は『森の国』だなんてオチは、つかないだろうな？」

　冗談めかして言った幸太郎に、パルメーニャは笑顔を見せなかった。

「未確認ですが、そういった情報も伝わってきております」

「……やられたな」

　のんびり地固めをしているあいだに、敵はすべてを一いつ気き呵か成せいに決めることにしたらしい。

「貴族の反応は？」

「まだわかりませんが、悪いことに、本日は城内にて若手貴族の会合が開かれる予定になっております。そこにこの情報が舞まい込めば──」

「火が点つくか」

『森の国』は『草の国』の資源を不当に搾取してきた。こちらの特産物は送っているのに、向こうの特産物は届かない。我らを愚弄しているとしか思えない──『タカ派』のみならず、ほとんどの貴族はそんな不満を抱いている。

　しかし、幸こう太た郎ろうには疑問がある。

「特産物がフイになったくらいで不満を抱かなくちゃいけないほど、この国の貴族は貧しいのか？」

「まさか。この国は豊かな国です。その程度の損失、生活にはほとんど影えい響きようしません。問題なのは、名誉のほうですよ」

「嫌いな言葉だ」

「私もです。しかし、貴族のみなさま方には、名誉はなによりも重んずるものであるらしいのです。『森の国』はそれを汚した。実情はともかく、彼らはそう受け止めるでしょう」

　そのあとの経けい緯いは、『資源と戦争』に書いてある。

　最初はつまらない諍いさかいから始まる。その諍いは、やがて伝聞となって人々に伝わる。実態よりもはるかに大きな影かげを伴って、諍いの幻げん影えいは肥大化していく。不満が不満を呼び、欲得がそれに絡みつく。顔も見えない相手に憎悪を抱くようになり、そして、行き着く先は──

　幸太郎は、首を振った。

「まさか、いきなり爆ばく発はつすることはないよな？」

「無論です。彼らに軍の統帥権などありませんから。しかし、彼らの不満は不満として、他の貴族のみなさまに──なによりも、国王陛下に伝わるでしょう。そうなったとき、陛下がどのような判断を下すのか、私にはわかりません」

「もうちょっと、良い情報はないのか」

「情報とは、自分の足で集めるものですよ」

　あっさりとそう言って、パルメーニャは踵きびすを返した。執務室の端にあったクロゼットを開き、その中から古ぼけた砂色のマントを二着、取り出す。片方を幸太郎に投げ、もう片方を自らに羽織る。

　そうしながら、彼女は尋ねた。

「オー・ヤサンは、馬に乗れますか？」

「……触れたこともない」

「では、二人乗りですね」

　これから先に起きることを予見して、幸こう太た郎ろうは唇をへの字に曲げた。




　幸太郎とパルメーニャの二人を乗せた馬は、街道を矢のようにひた走っていく。

　街道といっても、日本のそれのように完かん璧ぺきに舗ほ装そうされたものではない。でこぼことした石畳の上を走る馬の乗り心地は、お世辞にも良くない。休きゆう憩けいを挟んでいるとはいえ、長時間の相乗りは、ほとんど拷問に近かった。

「『森の国』との国境際とはいえ、距きよ離りはそう遠くありません！　今のうちに確認しておきたいことが、いくつかあるのですが！」

　馬を疾駆させながら、パルメーニャはそう叫んで、幸太郎の耳に声を届かせた。幸太郎は答えない──答えられない。小柄なパルメーニャの腰に手を回し、舌を嚙かまないように歯を食いしばっているので精いっぱいだ。

「今朝方、スフリャーレさまが大量の書物を持って、意気揚々とオー・ヤサンの元に出かけていきました！　かと思えば、つい先ほどお戻りになったスフリャーレさまの顔は、死人のような顔色になっていました！　なにをしたのか、ご説明願えますか！」

「────」

「オー・ヤサン！　黙だまっていてはわかりませんよ！」

　馬を駆りながら、パルメーニャは尻尾をぱたりと動かして、幸太郎の鼻先を打った。幸太郎は思わずのけぞり、それから、ぼそぼそと話しはじめた。

　彼女と共に『草の国』の歴史書を漁あさったが、百年前の戦争の記述が存在しなかったこと。

　そこで『森の国』に出かけ、当時の事情を詳しく綴つづった歴史書を得たこと。

　それを元にスフレにハルバネイジが黒幕であることを告げ、彼を説得するよう言い含めたが──スフレには、拒絶されてしまったこと。

　言うたびに、パルメーニャの犬耳がぴくぴくと揺れた。風の音が邪じや魔まをして、幸太郎の小声では伝わらなかったのかもしれない。

「……聞こえたか？」

「ご心配なく！　テナミアの聴ちよう力りよくは、アミアよりはるかに優れておりますゆえ！　──しかし、余計なことをしてくれましたね、オー・ヤサン！」

「ハルバネイジが黒幕だってことは、いずれはスフレにも知らせなくちゃいけなかった」

「だとしても、もう少しやんわり伝えることはできたでしょう！　あるいは、私がその場にいれば、うまくスフリャーレさまを言い含めることができたかもしれません！　なぜおひとりでそのようなことをなさったのですか!?」

「……あるだろう。いろいろと。立場上の問題が」

　ぐるる、とパルメーニャの喉が鳴った。刃やいばのように細められた目が、ぎろりと幸こう太た郎ろうをにらみ据える。

「余計なトコまで気を回してんじゃねェよ！　私の立場は私が考えることだ！」

　幸太郎は、口を噤つぐむしかなかった。

　フン、と鼻を鳴らして、パルメーニャは大きく手綱を振る。馬がさらに加速し、幸太郎は必死の思いでパルメーニャの腰にしがみついた。

　パルメーニャには、言っていないことがある。

　スフレがハルバネイジの説得を拒絶したとき、幸太郎は、必要以上に厳しい言葉を彼女にぶつけてしまった。

　あれは、どう考えても、幸太郎の失策だった。いや、策ですらない。ただ感情的になり、スフレに八つ当たりをしてしまったというだけのことだ。フェニリットとなんら変わるところがない。いや、スフレの味方であっただけなおタチが悪い。

　裏切りというのなら、幸太郎の言葉こそが、なによりの裏切りだった。

「…………」

　ぎり、と歯を嚙かみしめる。己の行為を後悔する。だが、悔やんでも過去は取り戻せないことは、幸太郎はよく知っている──

「オー・ヤサン！　馬が怖いのはわかりましたから、そんなに強く抱きつかないでください！　苦しいです！」

　幸太郎は気まずい思いと共に、腕から力を抜いた。

　自分が感情的になってしまったのは、スフレの善良さが原因だ。

　誰だれかを信じたいと思う気持ちは、なるほど尊いのだろう。だが、状況を考えずにただ信じるだけというのは、盲信でしかない。相手が家族も同然だから──そんなふざけた理由で疑いを抱かないスフレのことを、家族というものを徹てつ底てい的てきに憎んでいる幸太郎は、どうしても許すことができなかったのだ。

　スフレは花畑の世界に住んでいる。世界は優しく、愛情に満ち、好意と善意をもってすれば必ず道が拓ひらけると信じている。

　幸太郎は荒野の世界に住んでいる。世界は無む味み乾かん燥そうで、憎しみがはびこり、思考と判断で道を拓かなければならないと理解している。

　要するに──

　二人は、あまりにも、住む世界が違ったのだ。

　そのとき、馬が高くいななき、がくんと幸太郎の身体からだが跳ね上げられた。

「どう、どう！」

　馬が竿さお立だちになり、パルメーニャはそれを制御しようとする。思考の海から暴力的に引き上げられ、幸太郎は瞬しゆん間かん的てきにパニックを起こしてパルメーニャの身体にしがみついた。

「何者だ！　名乗れ！」

　視界の外から、誰だれかの硬い声が投げかけられる。馬の制御を取り戻したパルメーニャは、その場で輪乗りをしながら声を張り上げる。

「外交特使付き外交官、パルメーニャ・エ・アギン・カラと申します！　この付近において発生した事故について、調べたき儀ぎがあり、参上いたしました！」

　幸こう太た郎ろうはようやく平静を取り戻し、顔を上げた。

　街道は森にそって緩ゆるやかなカーブを描いている。その曲線から分かれ、森の奥へとまっすぐに続く小道、その入り口に数人の兵士が立っていた。槍やりをこちらに向け、警戒心を露あらわにしている。この敵意に当てられて、馬は竿さお立だちになったのだ。

　パルメーニャの名乗りを聞いて、兵士はすぐに警戒を解いた。

「外交官さまでございましたか。失礼をいたしました」

「お気になさらず。──ここが封ふう鎖さされているということは、すでに騎き士し団だんが……？」

「はっ。騎士団のみなさま方が、周辺の調査と犯人の捜索を行っております。まだ『森の国』の国境を越えていなければいいのですが……」

　悔しげに唇を嚙かんで、兵士は背後を振り返る。もうひとりの兵士が、そんな彼の横腹を「おい」と肘で小突いた。兵士は慌てたようにパルメーニャを見上げ、

「い、いえ、なんでもありません！　どうぞ、お通りください」

「……はい。お務め、ご苦労様です」

　硬い声でそう返して、パルメーニャは馬の歩を進める。

　森の中を早歩きに進みながら、彼女はぼやいた。

「一兵卒にまで、すでに犯人は『森の国』であるという噂うわさが浸透しているようですね」

「わざと浸透させたんだろう。悪感情を煽あおれば、それだけ反発は少なくなる」

　ちっ、とパルメーニャは舌打ちをした。流れは完全に悪い方向へと進んでいる。このまま、最悪の事態が起きるのを傍観するわけにはいかないが、さりとて打つ手はない。

　周りの森が押し迫ってくるようにすら思える。

　あるいはそれは、八方塞がりの現状のイメージであるのかもしれない。

　やがて、彼らは事故の現場にたどり着いた。

　馬車が横転し、その周辺を騎士たちが固めている。麦を輪にした印章が記された幌ほろには何本もの矢が刺さり、馬の姿はすでにない。御者と思おぼしき人たちが、近くの木陰で手当を受けていた。

　パルメーニャは馬を止め、ひらりと飛び降りる。幸太郎はずり落ちないように注意しながら、おっかなびっくり馬から下りた。

　こちらを観察していた騎士のひとりが、パルメーニャの顔を見て声をあげた。

「外交官殿？　こんなところで、なにをされているのですか？」

「いくつか調べたいことがございまして。この馬車は──『草の国』からの交易馬車ですね」

　パルメーニャと幸こう太た郎ろうは、つかつかと馬車に近づいていく。パルメーニャは鋭するどい眼まな差ざしを、幌ほろにいくつも刺さっている矢に向けた。そのうちの一本を引き抜き、検分する。

「長く、なめらかな流線型の鏃やじり。これは──」

「『森の国』の狩人かりうどが使う矢の特徴です」

　補足するように騎き士しが言う。その表情は厳しく引き締しまっている。瞳ひとみの奥に燃えるのは、『敵意』。ここにいる誰だれかに向けられたものではない。

　見渡せば、その場にいる騎士たちは、全員が同様の眼差しをしていた。

　良くない傾向だ。

　パルメーニャはくるくると矢を回転させながら、目を細めて尋ねる。

「御者たちの証言は、どうなっているのですか？　襲しゆう撃げきをかけたものの風体はどのようなものだと？」

「顔を隠していたため、人種や人相の判別はつきません。しかし、御者の証言では、襲撃者は一様に緑色のケープを身につけていたとのこと──『森の国』の庭番が、好んで着用するものです」

　幸太郎はゼールエクスの姿を思い出した。確かに、あの無愛想な狩人も緑のケープを着用していた。実にわかりやすい、アイコンだ。

　幸太郎は目を細め、騎士に向かって口を開いた。

「それだけの理由で、襲撃を『森の国』のものと決めつけるのは早計です。これくらいの矢とケープだったら、誰にでも用意できる」

　騎士は訝いぶかしげな目を幸太郎に向ける。

「あなたは？」

「ご紹介が遅れました。こちらはオー・ヤサンです。今回、私たちの外交活動に助力をいただいております」

　パルメーニャの言葉と、幸太郎のエプロンに記されたデザインを見て、騎士は驚おどろきに目を見開いた。腹に手を重ねて敬礼をするが、その眼差しに浮かぶ強い色は揺らがない。

「僭せん越えつながらオー・ヤサンに申し上げます。我々に課せられた任務は情報収集であり、この情報を統合して結論を出すのは任務からは逸脱した行為であります。我々の任務は、得た情報を捜査責任者に譲ゆずり渡すことです」

「……捜査責任者？」

「今回の襲撃は、国家の関係を揺るがすに等しいものであるとの結論を得て、異例ながら、国防大臣・ハルバネイジ侯こう爵しやく閣下がその任に当たるとのことです」

　あの、ジジイ。

　普段から不機嫌な顔つきが、さらに険悪になっていくのを、幸太郎は止めることができなかった。自分で引き起こした事件の捜査責任者とは、マッチポンプもいいところだ。

　だが、この襲しゆう撃げきとハルバネイジを関連づける証拠はどこにもない。すべて、幸こう太た郎ろうが『疑わしい』と思っているだけのことだ。そうである以上、誰だれの前でもこの嫌疑を口にするわけにはいかない。

　次いで騎き士しは、とんでもないことを口にした。

「ハルバネイジ侯こう爵しやく閣下は、もう間もなくお着きになられます。詳しい情報は、そのときに改めて述べさせていただきたいと思います」

　幸太郎は息を吞のみ、パルメーニャと目を見交わした。

　ハルバネイジが──ここに来る？

「それは……普通では、ありませんね。襲撃現場に、侯爵閣下が自ら足を運ぶなど」

「重ねて申し上げますが、異例のことです」

　騎士は短く言う。彼の瞳ひとみにも、『緊きん張ちよう』と『当惑』が映っている。その心情は、幸太郎は手に取るように理解できた。

　襲撃を受けた現場に、大貴族が自ら視察に来る。

　これは、国家上層部がそれほどに、この事件を重大なものとして捉えているという証拠だ。少なくともこの騎士は、いや、この場にいる人間はすべてそう思っている。『草の国』はこれを大ごとにする用意がある。この事件を材料に、全面的に『森の国』を非難しはじめるかもしれない。

　そうなれば、もう止まらないだろう。坂道を転がり落ちるように、戦争に向かって突き進んでいく。

　幸太郎は息苦しさを感じた。事態は考えているよりも遙はるかに早いスピードで推移している。ハルバネイジが来たとき、どんなことを口にすべきか、考えようとして、

「ハルバネイジ侯爵閣下、お着きになりました！」

　森の入り口から聞こえたそんな叫びが、その思考を阻害した。

　がらがらと音を立てながら、御用馬車が森の小道を進んでくる。麦を輪にした『草の国』の国旗がはためいている。いつか見たことのある、ハルバネイジ侯爵の御用馬車──大市のあの日、幸太郎はスフレと共に、あの馬車に揺られたことがある。

　そのときにいたスフレは、今、幸太郎の隣となりにはいない。

　自分で遠ざけたのだから、当然のことだ。

　幸太郎は無意識のうちに唇を嚙かんでいた。ハルバネイジの馬車が、為なす術すべのない幸太郎に近づいてくる。騎士たちが列を為して敬礼する中で、ゆっくりと馬車からタラップが下ろされた。

　そして、馬車の扉が開き。

　その向こうから、スフレが顔を覗のぞかせた。

「──────」

「……オー・ヤサン」

　幸こう太た郎ろうの顔を見て、スフレはぽつりとつぶやいた。

　騎き士したちが当惑したように顔を見合わせる。なぜ王女がここにいるのか、誰だれにもよくわからなかったのだろう。幸太郎でさえわからないのだから当然である。

「おまっ、なんで、ここに、」

「ゼル──、ハルバネイジ侯こう爵しやくについてきたのです。『森の国』との関係に影えい響きようのある事件が起きたということですから、外交特使の私は、視察する必要があると思ったのです」

　言いながら、スフレは地面に降り立ち、そして、幸太郎の前に立った。

　ルビーレッドの瞳ひとみが幸太郎を見つめる。

　幸太郎は、動揺した。

　その瞳を覗のぞき込むことができない。かつてないことだった。家族と共に暮らし、彼らの冷たい視線を浴びていたときも、幸太郎はその目をそらすことはなかった。そらしたら負けだと思っていた。あいつらに屈服するぐらいなら、死んだほうがマシだと。

　それなのに、スフレの目を、見ることができない。

　そこに浮かぶ色、感情を読み取ることを、恐れている自分がいた。

　だが、スフレは違うようだった。

　彼女は毅き然ぜんと顔を上げたまま、幸太郎に向かって口を開き、

「オー・ヤサン、あの、わたし──」

「スフリャーレさま。外がい套とうをお忘れです」

　その言葉は、背後から響ひびいた声によって遮られた。

　馬車から偉丈夫が降りてくる。筋骨隆々とした体格と真っ白な髪、焼けた肌には老ろう齢れいの皺しわが刻まれている。鋭するどい眼まな差ざしを幸太郎たちに向けて、彼は深く一礼をした。

「これは──オー・ヤサン。いらしていたのですか」

　慇いん懃ぎんな態度とは裏腹に、瞳に浮かぶのは強い『警戒』だ。

　間違いなく、この老人は自分のことを敵と見なしている。フェニリットから報告が行っているのだろう。陰いん謀ぼうを嗅ぎ回る幸太郎は、ハルバネイジにとって邪じや魔ま者ものでしかない。

　幸太郎はスフレからハルバネイジに視線を移した。

「ええ。この件は、『森の国』と『草の国』に関わることのようですから。国同士の調停を行うのは、俺の役目です」

「このような事件が起こり、私としてもまことに憂ゆう慮りよしております。まさか──彼らが、百年前の遺恨をここまで深く残しているとは、想像もしておりませんでした」

　ハルバネイジは重々しい口調でつぶやき、騎士へと目を向けた。

「報告を」

「はッ！　まず、馬車を襲しゆう撃げきしたものの目撃証言ですが──」

　調査の任に当たっていた騎き士しは、滔とう々とうと自らが得た情報を開示しはじめた。

　馬車に撃うち込まれた矢の形状、御者が目にした襲しゆう撃げき者しやの風貌、襲撃者の足取りは杳ようとして知れず、少なくとも『草の国』の国内には不ふ審しん者しやの目撃情報はなかったということ。

　すべての情報が、犯人は『森の国』の何者かであることを示していた。

　ハルバネイジは目を閉じてその報告を聞いている。憂ゆう慮りよの皺しわが眉間に刻まれる。すべてを聞き終えると、彼は重々しいため息をついた。

「……決定的だな。ここまで証拠が揃そろっていては、我々としても、断固とした処置を取るしかない」

　その一言に、場の空気が引き締しまった。

　幸こう太た郎ろうの背中に、じわりと汗が滲にじむ。

　ハルバネイジの発言を覆くつがえしたくても、証拠がない。彼がこの陰いん謀ぼうに関わっているという証拠も──そもそも交易停滞が『草の国』側の陰謀であるという証拠さえ、幸太郎は摑つかんでいないのだ。彼を糾弾することは、幸太郎には、できない。

　だが、それでも、止めなくてはならない。

　戦争が起きることなど、許容してはならない。自分の居場所を守るため──

　いや。

　人として、人が死ぬところを、見過ごすわけにはいかない。

　幸太郎は顔を上げ、口を開き、

「ハルバネイジ侯こう爵しやく」

　先に声を出したのは、スフレのほうだった。

　ハルバネイジは意外そうな表情を浮かべ、スフレのことを見る。

「は。なんでしょう、王女殿下」

「少し、お話があります。よろしいでしょうか？」

「申し訳ありませんが、私はただちにこの件を国王陛下にお伝えしなければなりません。お急ぎの話でないのなら、後に──」

「その、お父さまにお伝えする話に、関わってくるかもしれないのです」

　スフレの声には、温度というものがなかった。

　それは緊きん張ちようのためであるのかもしれず、あるいは、決意のためであるのかもしれない。

　ハルバネイジにも、スフレのただならぬ様子が伝わったようだった。表情を引き締めて、孫のような年頃の王女を見下ろした。

「伺いましょう」

　厳然としたハルバネイジの言葉に、スフレの細い肩が震ふるえた。彼女はきゅっと唇を嚙かみしめ、それから、幸太郎のことを見た。

　その目は──

　わからない。幸こう太た郎ろうには、わからない色。あらゆる感情が混ざり合っていて、ひとつの色としては表現できない。だが、強いて言うのなら、それは『覚悟』に見えた。

　言う気か。ここで。ハルバネイジへの疑いを。

　幸太郎は息を詰めて、そのやり取りを見守り──

　そのとき、不意にスフレの視線が脇にそれた。

　物音を聞きつけた猫のような仕草で、ぐるりと首をめぐらせ、周囲に押し迫る森の一角を見つめる。スフレの動向を窺うかがっていた幸太郎は、その仕草に思わず反応してしまった。同じ方向に目を向け──

　遠くの藪やぶに潜ひそむ、緑のケープを纏まとった男を見た。

　こちらに、矢を向けている。

　瞬しゆん間かん的てきな思考が幸太郎の中で弾はじけた。いくつもの推論が浮かび上がるが、いずれも結論に結びつくことはなかった。ただひとつ、はっきりしているのは──

　奴やつは、この場にいる何者かを、狙そ撃げきしようとしている。

　そして、この場でもっともその可能性が高いのは──もっとも地位の高い、『草の国』の人間だ。

「スフレ！」

　スフレも同じものを目撃したのだろう。その表情は凍りつき、手足もぴくりとも動くことがなかった。いかに王室拳術『オン・ハッゾ』を会得しているといっても、使い手の心が麻ま痺ひしていてはなんの意味もない。

「伏せろ！」

　幸太郎はスフレのドレスの首根っこを摑つかみ、地面に引きずり倒した。周囲の人間がぎょっと息を吞のみ、しかし彼らの反応を気にするより先に、幸太郎の耳は風切り音を捉えていた。

　なにかが、背中に突き刺さった。

　ハンマーでブッ叩たたかれたかのような衝しよう撃げきに、幸太郎の身体からだが前のめりに崩れた。手と足が地面に付いた瞬間、背中がひび割れたのではないかと思うほどの激痛が走る。

「オー、ヤ、サン？」

　尻もちを突いたスフレが、呆ぼう然ぜんとして言った。

　がくん、と身体から力が抜ける。顔面から草地に突っ伏す。そうしながら、幸太郎は首をねじ曲げ、スフレのほうを見た。

「……に、っ、ぐ…………！」

　逃げろ、と言うことができない。舌が痺しびれ、視界がぼやけた。

　──毒か。

　だとしても、幸太郎に為なす術すべはない。この世界、アラシュ・カラドに１１９番は存在しない。指先まで痺れはじめて、幸太郎は愕がく然ぜんと思う。

　死ぬのか。ここで。

　瞬しゆん間かん、スフレが猛然と跳ね上がり、幸こう太た郎ろうの身体からだを支えた。

「──、オー・ヤサン！　オー・ヤサン!?　なにが、──しっかり、しっかりしてください！　目を閉じないでください!!」

　ルビーレッドの瞳ひとみから、ぽろぽろと涙をこぼしながら、スフレは幸太郎の顔を覗のぞき込んだ。鼓膜が破れるのではないかと思うほどの大声。それに脳を張り飛ばされて、少しだけ意識が覚かく醒せいした。

　スフレの目を、正面から覗き込む。

　そこには、純粋に、幸太郎の身を案じる色だけが浮かんでいる。

　ああ──。

　闇やみに沈んでいく意識の中で、幸太郎は理解した。

　なぜ自分が、スフレの善良さを重荷に思いつつ、捨てることができなかったのか。

　彼女の瞳に、そこに浮かぶ色に、その善良さに、救われていたのだ。

　そんな目を幸太郎に向けるものは、今までの人生、数えるほどしかいなかったから。

「なにをしているッ！　壁かべを作れ、王女殿下と侯こう爵しやく閣下をお守りしろ！」

　パルメーニャの怒号が響ひびき、騎き士したちは慌ただしく動きはじめる。すべてが幕の向こうで行われているかのように、おぼろげに感じられる。その中で、幸太郎はただひとつの確かなもの──スフレの温ぬくもりに手を伸ばした。

「……スフ、レ」

　もつれる舌を動かして、幸太郎はようやく、それだけを言った。

　──すまなかった。

　そう続けることはできなかった。鉛のように重くなったまぶたが閉じられていく。かすかに息を吐いて、そして、幸太郎の意識は闇に沈んだ。













　　　　５　管理権限執行







　そして、幸こう太た郎ろうの意識は闇やみから浮かび上がった。

　視界がぼやけている。何度か瞬まばたきをしても、元には戻らなかった。なぜだろうと考える必要もない。メガネがないからだ。

　ほとんど反射的に枕元に手を伸ばそうとしたが、うまく行かない──腕が動かない。正確には、動くのだが、凄すさまじく反応が鈍いのだ。

　そのとき、遠くから、扉が開く音がした。

　首をひねってそちらを見ようとするが、やはりうまく行かない。見たところで、メガネなしでは顔の判別さえつかないのだが、不意に響ひびいた声には聞き覚えがあった。

「オー・ヤサン！　目が覚めたのですか!?」

　がたんっ、となにかを取り落とす音。次いで、幸太郎のことを覗のぞき込んだ顔は──

　ぼやけていてもわかる。スフレのものだった。

　──なにが、どうなってるんだ。

　そう問いかけようとするが、幸こう太た郎ろうの唇からはかすれた声が漏れるだけだった。スフレは手を伸ばし、枕元からなにかを取り上げて、幸太郎の唇に押し当てた。

　冷たい水が口中に染み渡ってくる。

「かっ、けふっ」

　心地よかったが、うまく嚥えん下げすることができず、幸太郎は咳せき込んだ。水がこぼれ、胸元を濡ぬらす。スフレは布巾を取り出して、それを丁寧に拭いた。

「ご、ごめんなさい！　濡らしてしまいました」

　謝りながらも、スフレは献身的に幸太郎の口元を調えようとする。されるがままになりながら、彼は不機嫌に言った。

「……情けないな、おまえに、介護してもらうことになるなんて……げほっ！」

　再び咳き込む。悪態をつくのは体調万全なときにするべきだ、と後悔した。スフレがしきりに心配してきたが、幸太郎はわずかに首を振って、その心配をいなした。

「メガネを、取ってくれ」

「はい！」

　元気に返事をして、スフレは再び枕元に手を伸ばす。彼女の手によってメガネをかけられると、ぼやけていた視界が鮮せん明めいになった。

　幸太郎が寝かされていたのは、広い部屋だ。豪華なベッドと瀟しよう洒しやな調度品は、先日訪れたティールジェンドの寝室と比べても遜そん色しよくがない。広がる麦畑が描かれた絵画をぼんやりと眺めながら、幸太郎はぽつりと言った。

「ここは？」

「宮廷の客間です。オー・ヤサンが襲おそわれたことを報告したら、お父さまがぜひここを使うようにと──、っ」

　不意に、声を途切れさせ、スフレはうつむいた。

　泣いている。

　口元に手を当てて、嗚お咽えつを嚙かみ殺す。閉じたまぶたの端から、ぽろぽろと涙がこぼれていく。震ふるえるスフレの肩に、触れてなだめてやりたいという欲求が持ち上がってきたが、あらゆる意味において、そんなことができるはずがなかった。

　代わりに、短く言う。

「なんで、泣くんだよ」

　濡れた瞳ひとみが、きっと幸太郎を見上げた。

「あっ、当たり前じゃないですかっ!!　オー・ヤサン、二日も目を覚まさなかったんですよ！　わたし、オー・ヤサンが……しっ、死んじゃうんじゃ、ないかって、心配で……！　夜も、よく、眠れなくて、ごはんも、うまく、食べられなくてっ、……ううううっ！」

　ねじくれた嗚咽を漏らすスフレのことを、幸太郎はじっと見つめ──ふと、ソファに、くしゃくしゃに丸められた毛布が転がっていることに気づいた。

　スフレは、この部屋で寝泊まりをしていたのか。

　一国の王女が、自らを口汚く罵ば倒とうした少年を看病するために。昼夜を問わず、幸こう太た郎ろうの世話をするために。あそこにいてくれたのか。

「…………」

　幸太郎は、自らの胸元をぎゅっと摑つかんだ。

　いつだったかも忘れてしまった、遠い日のことを思い出す。風邪を引いた日のこと。熱くて寒くて辛つらくて苦しかった。ベッドでのたうちまわり、助けを求める声をあげつづけた。誰だれも助けてはくれなかった。父も母も妹も、彼と目を合わせようとすらしない家族たちは、部屋のドアを開けもしなかった。ぼやけた視界でドアをじっと見つめながら、幸太郎はただそれが開くことを──誰かが自分を心配して、声をかけてくれることを待ちつづけた。

　熱さも寒さも辛さも苦しさも、問題ではなかった。

　ただ、寂しかったのだ。

「スフレ」

　スフレは泣き顔を幸太郎に向ける。涙と鼻水でぐしゃぐしゃになったひどいツラだ。幸太郎は仏頂面になり、それでも、口を開いた。

　ひどいことを言って、すまなかった。

　傍そばにいてくれてありがとう。

　ただその二言を、告げようとして──

　きゅるるるるる。

　スフレの腹から響ひびいたその音が、幸太郎から謝る気力を完全に奪い取ってしまった。

「……おまえ、さあ」

　スフレは自らのお腹なかを両手で押さえた。その顔が、みるみるうちに真っ赤になっていく。

「ち、違うのです！　ほら！　わ、わたし、ずっとオー・ヤサンのことを看病していたわけですから、その──ごはんが！　あんまり、食べられなくて、ですね！」

　それは、わかる。別に責めるつもりはない。自分のために寝食も惜しんでくれたのだと思えば、ありがたくさえある。しかし。

「ほんとに、締しまらない奴やつだな。おまえは」

「そ、そんなことはありませんよ！　わたしだって、ちゃんと真面目に生きて──オー・ヤサン？　聞いてますか？　な、なんで笑ってるんですか!?　笑わないでくださいっ！」

　枯れた身体からだをくの字に折って、幸太郎はくつくつと不器用な笑い声を立てつづける。スフレは顔を真っ赤にしてそれに抗議していたが、その口元は柔らかくほころんでいた。




「おや。ようやくお目覚めですか？」

　起きている幸こう太た郎ろうを目にしたパルメーニャの第一声は、そんなものだった。

　あらゆる意味でスフレとは正反対のキャラクターである。彼女はつかつかと幸太郎に近づき、手にしていたお盆を枕元の台に乗せた。野菜がごろごろと入ったスープは香ばしく、二つのパンは山のように大きい。

「迷惑かけたな」

「まったくです。あなたが寝込んでいるあいだ、たいへんな騒さわぎになっていましたよ。今から取り返せるかどうか」

「なんとかするさ。──それは、食事か？」

　寝起きの直後に比べれば、かなり身体からだの自由が利くようになっていた。同時に食欲が湧わいてきている。パルメーニャはぱたりと尻尾を振って、頷うなずいた。

「ええ。本当はスフリャーレさまのお食事なのですが」

「わたしは構いませんよ、パルメーニャ！　オー・ヤサンにごちそうしてあげてください！」

「なら、すまないが、スープだけをくれ」

「かしこまりました」

　パンの皿だけをスフレに渡して、パルメーニャは幸太郎の膝ひざにお盆ごとスープを載せた。スプーンで掬すくい、口元に運ぶと、じんわりとした熱が口中から喉を滑り、胃へと落ちていった。

　幸太郎はぽつりと言う。

「旨うまい」

「それは、ようございました」

　パルメーニャはなんでもないことのように答えたが、その尻尾がぱたぱたと動いている。不思議に思ってそれを見つめていると、スフレがなぜか得意げに胸を張った。

「このパンもスープも、パルメーニャのお手製なのですよ！　こう見えて、パルメーニャは料理が得意なので……あいた!?」

　素早く振られた尻尾が、スフレの鼻先を打ち据えた。思わず顔を押さえたスフレのことを、パルメーニャはぎろりとにらみ、

「余計なこと、言ってんじゃねェぞ」

「ひうっ……、ご、ごめんなさい……」

　王女を脅迫した外交官は、幸太郎に向き直った。じろりと無ぶ遠えん慮りよに観察する。

「オー・ヤサンにおかれましては、まだしばらくご休息が必要でしょうか？」

「走ったりするのは無理だろうが、歩くくらいならできる。考えることも」

「では、あなたが倒れていた二日間の出来事を、かいつまんで説明したいと思うのですが、いかがでしょうか」

「頼たのむ」

　パルメーニャは頷き、話しはじめる。

「オー・ヤサンが狙そ撃げきされた直後、二の矢が撃うち込まれました。狙いはハルバネイジ侯こう爵しやく閣下のようでしたが、幸いにしてそれは外れ、犯人は逃げ出しました。騎き士しによる追跡がなされましたが、犯人確保には至らず──どうやら犯人は、あらかじめ逃走経路を確保していたようです」

　幸こう太た郎ろうは身をよじる。背中に痛みが走った。矢を受けたときのような激痛ではないが、それでも、無視できる痛みではない。

「あなたの身柄は馬車によって王城に運ばれ、そこでできる限りの手当を施させていただきました。二日前のことです。その間、オー・ヤサンを狙撃した矢が分析され、先端に塗られていた毒物は『森の国』狩人かりうどがよく使う麻ま痺ひ毒どくであるとの結果を得ました」

　ふん、と幸太郎は鼻を鳴らした。

「それは大変だ」

「茶化さないでください。──ともかく、これを重く見た王国上層部は、『森の国』に対する非難声明を出すことを決定しました。論を主導したのはハルバネイジ侯爵閣下。非難声明の内容は、先頃から続く交易停滞問題と、今回行われた馬車の襲しゆう撃げき事件、加えて『草の国』の軍務大臣と世界の管理人への狙撃事件、これらに対する釈明と賠ばい償しようを求めるとのこと。それが叶かなわない場合は──武力を行使してでも、正義を実行するとのことです」

「賠償というのは、具体的には、どういうことだ？」

　それに答えたのは、スフレだった。

「……『草の国』に隣りん接せつする『森の国』の領土、カラタタ山脈地帯の割かつ譲じよう、です」

『資源と戦争』。そこに記されていた、戦争に至るまでの経けい緯い。

「百年前の、繰くり返しか」

　幸太郎はぼやくように言う。平和とは次の戦争までの準備期間──とうそぶいたのは誰だれだったか。幸太郎の世界の誰かだろうが、もう少し準備を長引かせてほしい。少なくとも幸太郎が管理人の仕事を終えるまでは。

「スフレ」

　幸太郎はスフレの名を呼んだ。王女はそれにびくりと身をすくませ、ルビーレッドの瞳ひとみを幸太郎へと向けた。

　そこには、複雑な感情が映し出されている。

「……わたしのせい、です」

　ぽつりと落とした声は迷子のようで、幸太郎は一いつ瞬しゆん、なんと言うべきか迷った。

　王女スフリャーレは外交特使だ。『森の国』との交易問題に関しては、彼女が責任を負う。それは、外交特使という任を受け入れたときから、わかりきっていたことだ。

　だが、スフレが言っているのはそういうことではないのだろう。

　ハルバネイジを止めなかった自分のせいで、大勢の人が死ぬ。

　心優しいスフレにとって、耐えられないことに違いない。

　スフレは泣くだろう。そして、彼女の中で、なにかが決定的に変わってしまうかもしれない。彼女を構成する真っ白な善良さに、墨のような黒が混じってしまうかもしれない。

　それは、幸こう太た郎ろうの望むところではなかった。

　だから、彼はぼそりと言った。

「大丈夫だ」

「え？」

「俺が、止める」

　スフレはきょとんとしている。涙に濡ぬれた瞳ひとみが幸太郎のことを見つめている。そこに『理解』の色はない。スフレはバカだから、なんにもわかっていないのだ。

　一方で、頭の良いパルメーニャは、その表情を険しくした。

「それは頼たのもしい限りですが、空約束はためになりませんよ。本当に止められるのですか？　もはや世論は、『森の国』許すまじの一色で染められていますが」

「世論なんか俺の知ったことか。──その非難声明というのは、いつ出されるんだ？」

「明日、国王陛下が御前会議を招集されます。その場において、非難声明、および開戦決議が下される見込みです。その決議を受けて宣戦布告がなされ、同時に国境になだれ込むために、現在国軍とハルバネイジ侯こう爵しやく軍ぐんが国境際に集結中です」

　幸太郎は、唇を歪ゆがめた。

「一日しか猶予がないとは。おちおち死んでもいられないな。──スフレ」

「は、はい！」

　名を呼ばれて、スフレはしゃんと背筋を伸ばした。幸太郎の目を、羞はじらいもなく、まっすぐに覗のぞき込んでくる。

　目を通して人の心を読む、幸太郎の目を。

　これほどまでに怖おじけずに見返してくる人間は、恐らく、スフレが初めてだ。

「肩を貸してくれ」

　だから、幸太郎はスフレにそう言うことができた。

　自分を恐れる人間の肩を借りることはできない。いつ外されるかわかったものではないからだ。だが、スフレは幸太郎のことを恐れていない。それは彼女がバカだからなのかもしれないし、あるいは、もっと別の理由からなのかもしれない。

　だが、肝心なのは理由ではない。

　スフレが幸太郎を疎まないという、その事実だけだ。

「はい！　どうぞ！」

　スフレは幸太郎の身体からだの下に腕を回し、ぐいと彼を支え起こした。背中に激しい疼とう痛つうが走るが、幸太郎は意思の力でそれをねじ伏せる。両足に力を込めて、立ち上がる。

　小柄なスフレの身体からだは、力強く、熱かった。

　その熱をすぐ傍そばに感じながら、幸こう太た郎ろうはぽつりと、

「ありがとう」

　スフレは目を丸くして、幸太郎のことを見上げた。

「……オー・ヤサン、今、ありがとうって」

「なんだ。それがどうした？」

「言われたの、はじめてです！」

「……そうだったか？」

「そうですよ！　最初にお茶を振る舞まったときだって、ありがとうとは言ってくれませんでした！　あのとき、わたし、ちょっと落ち込んだのですよ！」

「ふーん」

「どうでもよさそうに言わないでくださいっ！」

「実際どうでもいい。それより、早く俺を会議室まで連れて行け。じゃないと戦争が始まるぞ」

「肩を貸してもらってる人の言葉とは思えません……！」

　ぶちぶちと言いながら、それでもスフレはゆっくりと、幸太郎を気遣いながら歩きはじめた。一歩足を踏ふみ出すたびに背中の傷に響ひびく。その痛みを踏み殺して、幸太郎は前に進む。

「戦争が止められたら、おまえが好きなだけ『ありがとう』と言ってやるよ」

　扉を開ける直前、そう言った幸太郎のことを見上げて、スフレは首を振った。

「いいえ。そうはならないと思います」

「……？」

「そのときに『ありがとう』と言うのは、きっと、わたしのほうでしょうから」

　そうだろうな、と幸太郎は淡く笑った。




　　　　　　　◆




　外交特使の執務室には、四人が集まっていた。幸太郎とスフレ、パルメーニャ──そして、パルメーニャの私的な調査員である、アイオールだ。

「もともとテナミア族というのは放浪の部族でした。『砂の国』に定住の地を得たとはいえ、習性として放浪を選ぶ氏族も数多くいます。我々アギン・カラ氏族もそのうちのひとつ──まあ、今は『草の国』に定住していますがね」

　アイオールは無言のまま頷うなずいた。彼の茶色の髪からも、犬耳がぴょこんと飛び出ている。

　パルメーニャは淡々と続ける。

「私は氏族の中でもやや特殊な位置づけです。なにしろ国家官僚ですから、氏族がなにか困ったときに彼らに便宜を図ってやらなければならない。その代わり、氏族にも私が困ったときには便宜を図っていただきます。──今のように」

「そういうのを、王女さまの前で言っていいのか？」

「非常事態ですから、致し方ないと思います！」

「おまえ、意味わかってないだろ……」

　元気いっぱいのスフレにため息をついて、幸こう太た郎ろうはテーブルの上を見る。

　そこには、二つの遺留品が載せられている。

「いずれも、アイオールが見つけ出してきたものです。報告書にまとめ、国王陛下に直じき々じきに提出しました」

「矢筒と、ケープか」

「ええ。矢筒の中には、オー・ヤサンに射かけられたのと同じ種類の矢が入っていました。ケープも同様、キリラミア族がよく使用しているものです。ケープからは、金色の毛髪が採取されましたが、金髪はキリラミア族に多く見られる特徴です」

　ティールジェンドの金髪を思い出しながら、幸太郎は苦々しげに言った。

「わざと残したな」

「私もそう思いました。ですが、もみ消すわけにもいかないので……」

　狙そ撃げき犯はんは、わざと『森の国』に関連のある証拠品を残し、その場から姿を消した。『森の国』の犯行であると信じ込まれていた当時なら、疑われずに逃げ出すことも可能──いや、あるいは馬車の襲しゆう撃げき現場を調べていた誰だれかが犯人なのかもしれない。それなら、逃げ出す必要さえなくなるからだ。しかし、犯人と結びつける証拠はどこにもない。せめて、『森の国』の疑いを晴らすことさえできれば、戦争回かい避ひにこぎ着けることは不可能ではないのだが──

　不安と焦しよう燥そうが、じりじりと幸太郎の心を蝕むしばんでいく。そもそも自分は刑事でもなんでもないのだ。これだけの遺留品から、キリラミア族の潔白を証明しろなどとは、重荷が過ぎるというものだ。

　しかし。

　スフレが、幸太郎のことを、じっと見つめている。

　祈るように両手を組み合わせて、その瞳ひとみには紛れもない『信しん頼らい』が浮かんでいる。幸太郎が苦手とする種類の色だった。その『信頼』に追い立てられるように、幸太郎はしきりに思考を巡らせる。メガネを外し、目のあいだを揉みながら、じっと考え──

「────」

　幸太郎は、凝ぎよう然ぜんとメガネのレンズを見下ろした。

　電撃のように、閃ひらめくものがあった。

『森の国』での出来事。女王との会見。武装侍女に襲おそわれてメガネが落ち、女王に拾ってもらった。そのときに、幸太郎は、あることを知った──

　これを使えば、あるいは。

　幸こう太た郎ろうはパルメーニャを見て、矢継ぎ早に質問をした。

「パルメーニャ。この二つの遺留品は、アイオールが保管していたんだな？」

「え？　ええ。報告書にまとめて提出しましたが、保管所から出したことはありません」

「アイオール以外のものが、この遺留品に触れたことは？」

「……どうなのですか、アイオール？」

　アイオールは当惑したような目をしながら、首を左右に振った。

「ないそうです」

「もうひとつ、質問がある。アイオールは手袋をしているが、職務中にそれを外すことはあるか？」

　アイオールは、もう一度首を左右に振る。

「いいえ。白手袋は、テナミア族の伝統的な装束なのです。私もそうですが、これを外すことは、入浴中と就寝中以外はほぼありえません」

　上出来だ。

「……オー・ヤサン？　悪い顔をしてらっしゃいますが、なにか思いついたんですか？」

　スフレがおずおずとそんなことを言った。幸太郎は自らの顔を撫なで、それからスフレのことを見る。

「スフレ。肩を貸せ。俺の世界に戻るぞ」

「へ──、は、はい！　わかりました！」

「パルメーニャ。その証拠品はここに置いておいてくれ。俺たちが戻ってくるまで、絶対に、誰だれにも触らせないように監かん視しすること」

　パルメーニャは呆あきれたような顔をしながらも、こくりと頷うなずいた。

「わかりました。──信用しておりますよ、オー・ヤサン」

　ふん、と鼻を鳴らして、幸太郎は執務室から出て行く。

　用意しなければならないもの、行かなければならない場所は数多くある。管理人室、『森の国』、そして──セラナリオンのいる場所だ。明日の、御前会議の前までに、必要なものをすべて揃そろえなければならない。

　スフレに肩を貸してもらいながら、幸太郎はその足を速めた。




　　　　　　　◆




　次の日。

「諸侯よ。この結論に異論のあるものは、申し出ませい」

　御前会議は、しんと静まり返っている。

　玉座の間には、多くの貴族たちがひしめいている。いずれも伯はく爵しやく以上の爵位を持つ有力貴族だが、その中でも特に秀でた四人──ササラネイジ、ワルドネルド、ハステラージ、トックボロスの四侯こう爵しやくは、否定の声をあげようとはしなかった。

　残るひとりの侯爵、ハルバネイジは、すでに自らの保有兵数をまとめるため、自分の領地へと戻っているところだ。

　決まりだな、と、ゴドルモク伯爵は、岩山のごとき面相の奥で思った。

　彼は国軍、ウィト・ササル騎き士し団だんの団長である。生粋の軍人であるが、伯爵位を有しているため、政治の世界に対する知識と、冷静な見方は持っている。

　そんな彼も、今回の開戦論に、なにかしらの不自然な感覚を抱いていた。

　そもそもの発端は、『森の国』が引き起こした交易協定の不備にある。宥ゆう和わを目的としたはずの交易品が、向こうの失策──と、『タカ派』は主張している──によって届かなくなってから、両国の関係ににわかに暗雲が立ちこめた。互いが互いを非難する声は、ホールに反はん響きようするかのように作用し合い、大きくなっていった。

　そして、このあいだの、王女暗殺未遂だ。

　あれが決定的だった。『タカ派』の罵ば声せいを冷ややかに眺めていた有力貴族でさえ、あの事件によって一気に反『森の国』感情を高めてしまった。そのおかげで、今、開戦決議が発されようとしているときにおいても、反対の声はどこにも見当たらない。

　だが、国軍を指揮する立場にあるゴドルモクの見方は、もう少し冷静だった。

　彼とてスフリャーレ殿下に敬愛を抱いている。あの明るく快活な、けれどもどこまでも心優しい少女が自分たちの主君であることに、誇りを抱いている。彼女を傷つけようとするものがいれば、自分も全ぜん霊れいを尽くして守り抜くという決意をゴドルモクは持っている。

　それだけに、彼は不ふ審しんを抱いたのだ。

『森の国』が、そんな王女をなぜ暗殺しようとしたのか？

　ゴドルモクは彼我の戦力差というものを熟知している。『草の国』と『森の国』の戦力差は、きわめて大きいのだ。キリラミアは長寿の代だい償しようとして少子化の進む国家であり、兵員の数もずっと少ない。森林地帯を利用して戦うならまだしも、戦場をカラタタ山脈地帯に限定され、そこを実質占拠されれば、為なす術すべはないだろう。

　ゴドルモクは、軍務に携わるものの当然の常識として、それを理解している。

　そして、ゴドルモクが理解していることは、『森の国』とて理解しているはずだ。

　戦えば勝ち目はない──そんな隣りん国ごくに、無む闇やみな挑発をする国があるだろうか？

　いかにキリラミア族が傲慢といっても、彼らは愚かではない。少数であるだけに、その智恵は研ぎ澄すまされている。そんな彼らが、あえて『草の国』を挑発する利点がどこにあるというのか。

　いくら考えても、そんなものは、思い当たらなかった。

　しかし、もう手遅れだ。

「ならば、これを我が国の正式な意思としよう」

　国王──テルダリオス・エ・アルフ・エ・ササラノール陛下は、玉座から立ち上がり、重々しい声を響ひびかせた。

「我々は『森の国』に、我が国の侯こう爵しやく、王族、ならびにオー・ヤサンの暗殺を試みたことへの釈明を要求する。また、我が国から不当に搾取した数々の交易品、その賠ばい償しよう請せい求きゆうも同時に行う。これが受け入れられない場合、我が国には実力をもってそれらの要求を満たす準備がある」

　王はその手に握る王剣で、強く足下を打ちつける。

「我らは、我らが父祖から受け継ぎ、民草から任されたこの『草の国』を守る使命がある。その名誉を汚すものがいるのならば、それが誰だれであっても立ち向かおう。テルダリオス・エ・アルフ・エ・ササラノールが、『草の国』の王として汝なんじらに命ずる。己が領地に戻り、兵数を集めてハルバネイジ領に集え。そして、我が命と共に、『森の国』を──」

　そのとき。

　高い音と共に、玉座の間の扉が、蹴けり開かれた。




「お待ちくださいっ!!」

　朗々とした声を響かせて、スフレは歩を玉座の間に進める。オー・ヤサンの身を気遣いながら、一歩、一歩、玉座へと近づいていく。

　高い天井に自分の声が跳ね返り、耳へと戻ってきた。居並ぶ貴族たちの視線が向けられるのがわかる。普段、スフレが接するときの彼らとは異なる、威圧的な眼まな差ざし。

「……王女殿下？　いかがなさったのですか？」

　そう口を開いたのは、ワルドネルド侯爵だ。その声にはかすかな叱しつ責せきの響きがあった。王女は政治の場に足を踏ふみ入れるべきでない──というのが、かねてからのワルドネルドの意見である。

　スフレは高揚した面持ちで、ワルドネルドをはじめとする貴族たちを見回した。それから、最後に父王を見る。父王もまた、娘のことをじっと見据えていた。

「国王陛下に、申し上げたき儀ぎがございます！」

　いつもなら、そんなことはできない。

　スフレはほとんどの貴族に好意的に受け止められている。そのことを自覚しているし、ありがたく思っている。だが、それは言うなれば、小さな女の子を好ましく思うのと同じ──ひとりの立場ある人間として尊敬されているわけではない。スフレはそのこともまた、心のどこかで自覚していた。

　だから、なにか、政治的な行いをすることを、どこかで踏みとどまっていた。

　しかし、今この場には、政治以外のものは存在しない。

　それでも、スフレは呼吸をする。肩を貸している少年の熱が、彼女にその勇気を与えてくれた。自分ひとりではなにもできないかもしれない。けれど、この一見ひ弱な少年が隣となりにいれば、きっと、なんとかなる。スフレはそのことを確信している。

「スフリャーレ。何用だ」

　重々しくつぶやいた父王に、スフレはさらなる大音声を張り上げる。

「お願いいたします！　『森の国』との戦争は、どうか、どうか、おやめくださいっ!!」

　並み居る貴族の表情が固まり、かすかなざわめきが走った。スフレは緊きん張ちように身を強こわばらせる。落とし穴を踏ふみ抜いてしまったような感覚が身を包む。なにか、おかしなことを言ってしまっただろうか？　そんな不安が、ふとスフレの心を摑つかみ、

「くくっ」

　隣にいるオー・ヤサンが、小さな笑い声を立てた。

「いいぞ。もっと言ってやれ」

　囃はやすような口調、けれどその表情にからかいの色はない。メガーネが酷こく薄はくに光り、ただでさえ冷たい印象のオー・ヤサンからさらに人間味を奪う。

　それなのに、彼の瞳ひとみには、どこか優しい色が映っていた。

「周りのことは気にするな。思ったことを言え。収拾は、俺がつけてやる」

　小さな囁ささやきに、スフレは、勇気をもらった。

　息を吸い込み、彼女は、はっきりと一同に告げた。

「領土欲しさに隣りん国ごくと戦争を行うなど、間違っております！　わたしは、この国が間違ったことをするのを黙だまって見ているつもりはありません！」

「なっ──」

「王女殿下！　いかにあなたとはいえ、無礼が過ぎますぞ！」

　トックボロスとササラネイジが、それぞれ色をなした。父王が手を挙げてそれを制する。代わりに、冷たい眼まな差ざしをスフレへと送る。

「スフリャーレ。貴様はなにか勘違いをしておる。我々は領土を欲するゆえに争いを起こすのではない。我らが受けた侮辱を雪すすぐために、戦おうとしているのだ」

「そのために命を落とすのが、わたしたちでなくてもですか？」

　父王は目を細める。スフレはそれを、『怖ろしい』と感じる。

「騎き士しや兵士は、このような非常の事態に備えて国家に命を捧げておるのだ。貴様が、今さらとやかく口を出すべきことではない」

　スフレは唇を嚙かみ、恐怖を押し殺し、叫んだ。

「では、キリラミアの方々はどうなのですか？」

「なんだと？」

「我々が侮辱を受けたから、だからキリラミアの方々を殺あやめるのですか？　ほとんどのキリラミア族は、我々に侮辱など行っておりません！　だというのに、その方たちを手に掛けるのが、本当に正しいことなのですか？」

「……貴様」

「わたしは、『森の国』へと赴きました！」

　スフレの告白に、居並ぶ貴族たちがさらなる驚おどろきを示した。それでも、スフレは怖おそれない──違う、怖れていないわけではない。

　怖れた上で、それを、踏ふみ越えていくのだ。

「そこで、何人ものキリラミアの方とお話をしました。最初のほうこそわたしのことを警戒されていたようですが、それでもずっとお話をするうちに、笑顔を見せるようになってくれました。何人かは、わたしの友人になってくれると仰おつしやいました」

「…………」

「わたしは──嬉うれしかったです。交易停滞問題から、『森の国』と『草の国』はずっと諍いさかいをしていたのに、キリラミアのひとりひとりは、わたしを温かく、優しく迎え入れてくれたからです。彼らのことを高慢だと仰る方もいますが、決してそんなことはありません。彼らはただ誇り高いだけなのです──わたしたちと、同じように」

　胸の奥が熱くなる。交流を得たキリラミアの顔が思い浮かぶ。ゼールエクス、シャルナフェンド、ほかにもたくさんのキリラミアが、スフレのことを迎え入れてくれた。その温かさは、『草の国』の人々がスフレに示すものと、なんの違いもなかった。

　戦争が起きれば、彼らは死ぬ。

　スフレの愛するものたち。スフレを愛するものたち。その人たちが、みんな死んで、そして二度と戻ってこない。

　胸の熱が、涙となって溢あふれる。スフレは泣き虫だが、このときばかりは、その涙を拭おうとはしなかった。彼女はオー・ヤサンの手をぎゅっと握りしめ、そして、深く頭を下げた。

「お父さま。みなさま方。どうか、どうか、お願いいたします。──戦争を起こさないでください。彼らは敵ではありません、わたしの友人──そして、わたしたちの隣りん人じんなのです！　その人たちの命を、どうか、奪わないでください……！」

　目を閉じる。それでも、涙は次々に溢れてくる。抑えた嗚お咽えつが静まり返った玉座に響ひびき、人々の心を打つ。それをスフレは見ていない。彼女はただ、お願いをするだけだ。彼女にできることは、それしかない。

　そして、王はその言葉に応えた。

「スフリャーレ。顔を上げよ」

　その言葉に従い、スフレは顔を上げ──

　父の顔に、失望の色を見出した。

「今、この瞬しゆん間かんをもって、貴様を外交特使の任から解く」

「────」

「貴様に外交を任せた我が愚かだった。私情を公務に挟むとは、愚かさもここに極まっている。ゆえに、我は我の責任をまっとうしよう。──王女スフリャーレ、貴様は今後、政治に口を挟むでない。貴様には、その才能がないのだから」

　どこまでも冷たい、父の言葉。

　スフレは息を吞のみ込み、そして、吐き出すことができなかった。涙さえも凍いてついて、身体からだから力と温度が抜けていく。どこまでも落下していくような感覚。そのままなら、スフレはその場に崩れ落ちていただろう。

　それを、防いだのは──

　くしゃり、とスフレの髪を摑つかんだ、大きな手だった。

「よくやった。あとは、俺に任せろ」

　そのつぶやきを、スフレは、神の声のように思った。




　　　　　　　◆




　まったく大した奴やつだ、と思う。

　スフレの髪を撫なでながら、幸こう太た郎ろうは貴族たちの目を見回し、思う。

　この場に入ってきたとき、彼らの瞳ひとみにはさまざまな色が浮かんでいた。『困惑』『歓かん喜き』『優越』『憂ゆう慮りよ』──九割方、勝てる戦いを挑むときの人々の目だ。

　それが、スフレの言葉によって、彼らの瞳の色が一色に染まった。

『罪悪感』だ。

　誰だれもが、うすうすは思っていたに違いない。なにかがおかしいと。あまりにもコトが円滑に運びすぎていると。彼らは教育を受けた知識人なのだ。自分の頭で考えることができる。

　だが、考えようとはしていなかった。

　考えることは面倒だし、それに、考えて結論を出しても、それが結果を変えられなければ無意味だからだ。

　けれど、スフレは考え、結論を出し、それをぶつけた。間違っていることを間違っていると、すべきではないことをすべきではないと、大音声で叫んだ。王様は裸だと叫ぶ子供めいて、それは人々の根源的なものを揺さぶった。

　すなわち、良心と呼ばれるもの。

　幸太郎はスフレの善良さを重荷だと捉えていた。人の足を引っ張り、動きを鈍くするものだと。

　だが、違ったのだ。善良さは重荷ではない。武器だ。それも、人を傷つけるのではなく、人を揺り動かす武器。身体を一切傷つけない代わりに、魂を殴りつけ、眠っていたものを呼び起こす。そんな、怖ろしい武器なのだ。

　幸こう太た郎ろうはそれを持っていない。パルメーニャも、国王も、この場にいるどんな貴族も、持っていない。

　それは、スフレだけが持つ、希け有うな武器だった。

　それが風穴を開けた。あとは、幸太郎がそこを通るだけだ。

「では、俺が発言していいですかね」

　人をナメた態度で、幸太郎はそう口を開いた。テルダリオス王は威厳に満ちた風貌をしている。燃えるような赤髪と顎あご髭ひげ、それと同色の瞳ひとみを炯けい々けいと輝かがやかせ、幸太郎のことをじろりと見た。

「……オー・ヤサン。お怪我の具合はよろしいのか」

「ええ。ご心配なく。ちょっとしたかすり傷ですよ。みなさんにはご心配いただいたようですが、特に問題はありません」

　平然と言う。人々が反感を持つのがわかる。幸太郎は薄うすら笑いでそれに答える。

「ところで、さっきから疑問に思っていたんですが、ひとつ確認していいですか」

「なにか」

「戦争を起こすと仰おつしやっていますが、その根拠を示していただきたい」

　テルダリオス王は鋭するどく幸太郎を見つめる。幸太郎もまた、テルダリオスを見返す。

　彼の瞳ひとみは、幸太郎を『警戒』している。

　まるで──最初のハルバネイジのように。

　幸太郎はひとつの仮説を立てる。だが、それを確かめることはできない。ここでそんなことをしたらすべてが終わる。

「先ほどの話のとおり、『森の国』が我々を侮辱したからだ」

「なるほど。侮辱。では、その内容は、次の三つでいいですか」

　幸太郎は三本の指を立てた。

「ひとつ。交易停滞問題。ふたつ。『草の国』交易馬車の襲しゆう撃げき。みっつ。俺と、スフリャーレ王女と、ハルバネイジ侯こう爵しやくへの暗殺未遂」

「左様」

「ではお尋ねしますが、これらが『森の国』によって起こされたのだという証拠は？」

　三本の指を軽く振ると、貴族たちの反感が増した。侯爵のひとり──確かトックボロス侯が、鋭く声をあげる。

「交易馬車に撃うち込まれた矢は『森の国』で使われているものです！　それに、御者の証言で『森の国』の狩人かりうどらしき姿を見たと報告を受けている！」

「矢なんて誰だれだって用意できますし、狩人『らしき』姿というだけではまったくもって証拠になりません。それはあくまで、『森の国』が疑わしいという判断材料にしかならない」

「──、な、ならば、交易停滞はどうなのですか！　あれは、『森の国』からの貨物が届いていないということです！　あきらかに向こう側に非がある！」

「そもそも届いていないのは事故や襲しゆう撃げきがあったからで、不幸なことではありますが『森の国』の責任とは言い切れません。第一、そういった事故が起きたのは『草の国』が護衛を引き継いでからのことだ。『草の国』に責任がないとは、やはり言い切れません」

　トックボロスは黙だまり込む。幸こう太た郎ろうは、貴族たちを見回す。

「疑わしいというだけで犯人と決めつけていいのなら、俺だってそうしますよ。──俺は、今回の件、交易停滞から始まる二国間の諍いさかいは、『草の国』のある貴族の陰いん謀ぼうなのではないかという疑いを抱いています」

　トックボロスは、フンと鼻先で笑った。

「陰謀？　馬鹿馬鹿しい！　そこまで言うのなら、オー・ヤサン、その陰謀とやらを企たくらんでいるものの名前も出せるのでしょうな」

　隣となりにいるスフレの肩が、強こわばるのがわかった。

　それを口にすることは、戻れないところに足を踏ふみ出すということである。

　それでも、幸太郎は平然と、その名を口にした。

「ハルバネイジ侯こう爵しやく。そして、フェニリット男爵。名前を出せるのはその二人だ。他にも共謀者がいるかもしれないが、それは今後の調査結果を待っていただきたい」

　ざわり、と。

　今度こそ、貴族たちは動揺した。いきなりなにを言い出すのかと、彼らの顔が告げている。ハルバネイジ侯爵は、軍務大臣であると同時に最大にして最高位の貴族だ。そんな貴人が陰謀だなどと、オー・ヤサンは発狂したのか？

『森の国』でもこんなことあったな、と思いつつ、幸太郎はそれらの反応を冷ややかに見回した。

「静まれ！」

　そのざわめきを、テルダリオス王の一喝が鎮しずめる。彼は幸太郎をにらみつけ、

「証拠は？」

　幸太郎は目を細める。

　証拠はある。だが、それをこの場で示している時間はない。すでに軍勢は国境に集結しているのだ。一刻も早く、それを止めなければならない。

　だから、幸太郎はこの場は口先だけで切り抜けることにした。

「状況証拠なら開示できますよ」

「馬鹿な！　それでは話にならぬ！　状況だけで──」

　そう叫びかけて、トックボロスは不意に口を噤つぐんだ。

　幸太郎は、薄うすく笑う。

「なあんだ、わかってるのじゃないですか。そうです。話になりません。状況証拠だけで誰かを犯人に仕立て上げることなどできない──まったくもって、同意見です」

　テルダリオスは答えなかった。幸こう太た郎ろうは笑みを消す。

「『森の国』が『草の国』に対する工作を行っているというのは、すべて状況証拠に過ぎない。そんなあいまいな理由で戦争を起こそうとしているのならば、俺は世界の管理人として、それを止めなければなりません」

「あ、あなたは、『森の国』の味方をするというのか!?」

「まったく同じ台詞せりふを、『森の国』でも言われましたよ。『草の国』の味方をするのか、とね。トックボロス侯、俺は誰だれの味方でもありません。中立公平の管理人だ。中立公平であるからこそ、俺は存在する意味がある。──そうでしょう、国王陛下？」

「……古いにしえの盟約では、そうなっておる」

　テルダリオス王は重々しく頷うなずき、幸太郎も同じ仕草をする。

「中立公平に、俺はどこの誰が相手でも、疑わしきを疑い、罰すべきを罰する。だが、疑わしきを罰することは許さない。俺にはその権限と能力がある。そのことも、国王陛下におかれましてはご存知かと思います」

　先ほどの仮説を元に、幸太郎は、そんな言葉を口にした。

　その仮説が正しければ、幸太郎の真意は、国王に伝わったはずだ。

　テルダリオス王は険しい表情で幸太郎の顔をにらんでいる。その瞳ひとみに、『警戒』以上の色は見出せない。じっと瞳を覗のぞき込みながら、彼はぽつりと言う。

「ちなみに、ハルバネイジ侯こう爵しやくが陰いん謀ぼうを企くわだてていたという証拠なら、提示できます」

「えっ!?」

　反応したのはスフレだ。おまえがそんな声を出すな、俺までマヌケに思われる──と心の中で愚痴を漏らしながら、幸太郎は続ける。

「今からその証拠を取りに行くところです。もしよろしければ、こちらにいるどなたかが、証人として見届けていただきたい。証拠がある場所は、ハルバネイジ侯爵がいる場所と同じです」

　国王は周囲を見回した。貴族たちは気まずげに目を伏せている。

　その中から、ひとりが御前に進み出た。岩のような面相をした大男だ。

「陛下。僭せん越えつながら、私めにその任をお預けください」

「……ゴドルモク伯爵か」

「どちらにしろ、私は国軍と合流せねばなりません。今はフェニリット男爵に任せていますが、彼にも疑いがかけられているとなれば、これは私とも無関係ではありませぬゆえ」

「許す」

　ゴドルモクは王に一礼をし、幸太郎をちらりと見た。他の貴族とは異なり、彼の瞳に『敵意』はない。どこか、敬うような色が浮かんでいるようにさえ見えた──恐らくは、幸太郎の勘違いだろう。

「オー・ヤサン、私は早馬を飛ばしますが、ご同道いたしますか？」

　ゴドルモクは慇いん懃ぎんに尋ねてくる。幸こう太た郎ろうは表情をやわらげ、首を振った。

「有り難い申し出ですが、まだ傷が癒いえておりませんので、馬はちょっと。先に行っていてください。俺は、別の方法で現地に向かいます」

「承知いたしました。では、のちほど」

　ゴドルモクは再び一礼をすると、玉座の間を後にした。幸太郎とスフレもそれに続こうとして──テルダリオス王が重々しく言った。

「オー・ヤサン。もしも証拠が得られなかった場合、我はあなたを追及せねばならぬ。そのことを、よく覚えておいていただきたい」

　幸太郎は国王を振り返り、冷ややかに答えた。

「ええ。俺が摑つかんでくる証拠を、愉たのしみにお待ちください」




　扉を閉じて、幸太郎は息をついた。

　彼に肩を貸しているスフレが、不安げに見上げてくる。

「お、オー・ヤサン、なぜ証拠を出さなかったのですか？　もう、揃そろっているんですよね？」

「国王たちを説得するのは時間がかかる。そのあいだに戦端が開かれたら、もう為なす術すべがないだろう」

「で、でも！　お父さまの命令がない限り、開戦をすることは──！」

「そんな建前を大事にする奴やつらなら、最初からこんな陰いん謀ぼうは企たくらまない」

　そう返すと、スフレはぐっと黙だまり込んでしまった。

　幸太郎は前を見据える。ひとりの死者も出すわけにはいかない。そのために、必要なものは──

「セラナリオンに、もう一度働いてもらうか」

「へ？」

　スフレは目をぱちくりさせて、幸太郎の横顔を見上げた。




　　　　　　　◆




「間もなく、カラタタ川です。侯こう爵しやく閣下」

　侯爵軍の中央にいるハルバネイジ侯爵に馬を寄せて、フェニリットはそんな声をかけた。

　老ろう齢れいのハルバネイジは、フェニリットのことをぎろりと見る。その態度に好意はまったくない。先頃の狙そ撃げき以来、ずっとこんな態度をしている。フェニリットは媚こびるような笑みを浮かべ、強いて言葉を続けた。

「そのような顔をなさらないでください。我らは今より、協同して木で偶くどもを蹴け散ちらしに行くのではありませんか。指揮官同士の仲なか違たがいは、軍同士の不和を招きますよ」

「……貴様が、指揮官か」

　吐き捨てるようなハルバネイジの言葉に、さすがにフェニリットの笑みも引きつった。

「騎き士し団だん長ちようのゴドルモク伯はく爵しやくは、御前会議に出席しております。それまでは自分が、国軍を指揮する立場にあります」

「……御前会議か。そこでの結果次第では、この行軍も無駄になるやもな」

　フェニリットは驚おどろきに目を見開いた。この老いぼれは、なにを言い出すのだ。

「な、なにを仰おつしやるのです！　それではまったく意味がない！　そのために、僕が──」

　言いかけて、フェニリットは口を噤つぐむ。ハルバネイジの鋭するどい眼まな差ざしが彼のことを捉えたからだ。

　そのために、僕がこの手を汚してまで、世論を煽あおり立てたというのに。

　そう続けようとしたフェニリットの言葉は、尻すぼみに消え去った。

　国境の森において狙そ撃げきを行ったのは、誰だれであろうフェニリット本人だったのだ。

　オー・ヤサンに脅されて、おめおめとハルバネイジ侯爵の邸宅にまで相談しにいったのがよくなかった。安易に接触を持ったフェニリットのことを、ハルバネイジは声を荒らげて叱しつ責せきしたのだ。フェニリットはハルバネイジの不興を怖おそれ、それを少しでも削そぐために、自らの手で狙撃をしようと決意したのだ。

　だが、フェニリットはそこでも失策を侵した。

　本来ならば、あの場において狙撃を受けるのはハルバネイジ侯爵のみのはずだった。もちろん急所は外す予定だ。王女を狙った狙撃を国防大臣が身を挺ていして防いだ──というのは美談になるし、『森の国』への憎悪を搔かき立てることにもなる。

　しかし、実際に矢を受けたのは、オー・ヤサンのほうだった。

　外したわけではない。あの瞬しゆん間かん、オー・ヤサンを目にしたフェニリットが、憎しみに囚とらわれてそちらに矢を向けてしまったのだ。命は奪えなかったが、その場に倒れる管理人の姿は痛快の一言だった。ついで二の矢をハルバネイジに向けようとしたが、思ったよりも追っ手が早く、フェニリットは矢筒を捨てて早々に退散しなければならなかった。

　そのことが、ハルバネイジのさらなる不興を買ったのだ。

　だからといって、今さら怖おじ気けづいてもらっては困る。

「御前会議の結果など、今さら考えるまでもありません。開戦決議に決まっている」

「どうかな。昨日、オー・ヤサンが目を覚ましたと聞くぞ。彼は反戦のために動くだろう」

　オー・ヤサン。その言葉を聞いて、フェニリットの思考が怒りに染まった。

「……今さら、奴やつになにができるというのですか。僕たちが目的を達成するのを、指をくわえて見ていることしかできない」

　ハルバネイジは答えなかった。フェニリットは再び笑みを浮かべ、念を押す。

「ともかく、お願いしますよ、侯こう爵しやく閣下。我々はすでに、同じ根を持つ同胞なのです。くれぐれも、おかしな真ま似ねをなさいませぬよう」

「こちらの台詞せりふだ」

「くふふっ。では、失礼いたします」

　馬を御して、フェニリットはハルバネイジから離はなれる。その顔から笑みはすでに消えている。

　同じ陰いん謀ぼうを抱くものであっても、フェニリットとハルバネイジのあいだに仲間意識というものはほとんどなかった。互いが互いを利用しているというだけのことだ。悪意を抱くことはないものの、老人と若者のあいだには、互いへの反発がある。

　ハルバネイジがフェニリットを陰謀に誘い入れたのは、彼が騎き士し団だん副団長であり、同時に『タカ派』の中心的存在だからだ。『森の国』を敵に仕立て上げる工作に、フェニリットは一枚ならず嚙かんでいる。

　その結果、今の栄光がある。

「男爵閣下。陣形はいかがいたしますか？」

　国軍、ウィト・ササル騎士団へと戻ったフェニリットに、参謀が恭しく声をかけた。鷹おう揚ように頷うなずきつつ、フェニリットは声を張る。

「歩兵を前に、両りよう翼よくを騎兵で固めろ。弓兵は背後に、援護の準備。我らは川を踏ふみ越えてゆく。『草の国』の名誉に傷をつけた木で偶くどもを、我らが蹄ひづめで踏みつぶすのだ！」

　応、と響ひびいた喚声を、フェニリットは恍こう惚こつとして聞いていた。

　──これだ。これこそ、僕の求めた栄光だ！

　心の中でそう叫ぶ。騎士として生まれたからには、一度は戦場に華を咲かせたい──そんな思いを抱かない騎士はいない。フェニリットは人一倍そうだった。剣や弓の腕は一流を自負しているのに、使う機会のないまま老いていくのは、フェニリットのように自我の強い若者にとってはなによりも辛つらいことだったからだ。

　だが、ここでは違う！　もうすぐたどり着く場所は戦場になる。そこで戦果を挙げれば、輝かがやかしい未来が拓ひらけるだろう。フェニリットにとって、それはすでに確定した果実だった。どこまでも上っていくような感覚に、フェニリットは心を震ふるわせた。

　この瞬しゆん間かんのために、今まで薄うす汚ぎたない仕事をしてきた。それが、ようやく報われる──。

　そのとき、不意に視界が広がった。

　目の前に悠々と流れている川はカラタタ川であり、その向こうに広がるのがカラタタ山脈──同量の金と取り引きされるほど稀き少しような、『緑鉱石』の産出地だ。

　切り立った山々に木々の姿はほとんどなく、それゆえに、対岸に集うものたちの姿を露あらわにしていた。

　キリラミア族の狩人かりうどたちだ。

　全員が長弓を持ち、威い嚇かくするかのような視線をこちらに向けている。

　フェニリットはあざ笑った。

「おやおや。隠れんぼが得意な木で偶くどもが、珍しく姿を現しているな」

　周囲の騎き士しが、フェニリットに追従の笑いを響ひびかせた。

「歩兵を先に渡らせますか」

「無論だ。我らが無用に傷つくことはない。歩兵を囮おとりに、奴やつらが潰かい乱らんしたところを一気に踏ふみ潰つぶす」

　目の前に敵がいる。敵が守る財宝がある。敵を踏みにじって財宝を手にするものは英雄と呼ばれるだろう。勝利の栄光と富への欲望に、フェニリットは舌なめずりをする。侯こう爵しやく軍ぐんの様子を横目に窺うかがうが、彼らはまだ戦端を開くつもりはないようだ。王からの開戦命令はまだ来ていない。

　しかし、フェニリットは待ちきれなくなった。

　戦端などさっさと開いてしまえばいいのだ。戦の倫理は勝者が作るもの。ならば、先駆けの名誉をわざわざハルバネイジに渡すことはない。

　彼は、ぼそりと言った。

「突とつ撃げきだ」

「は？」

　隣となりに控えていた作戦参さん謀ぼうが、目を丸くする。フェニリットはじろりと彼をにらんだ。

「聞こえなかったか？　渡河を敢行せよ」

「し、しかし──まだ、国王陛下から開戦命令は届いておりませんが」

「命令？　命令は、僕が出すんだ！　僕は国軍の総指揮官だぞ！　戦端を開く権利は、当然僕にもあるはずだ！」

　怒鳴りつけると、参謀は顔を青くしながら頷うなずいた。彼が鼓笛隊に向かって走っていくと、ややあって、突撃ラッパが吹き鳴らされた。

　動揺は一いつ瞬しゆんだった。二回目にラッパが吹き鳴らされると、歩兵たちが盾を構えながら前進しはじめた。全軍に伝でん播ぱしていく緊きん張ちようを、フェニリットはむしろ心地の良いものとして感じた。軍の先せん鞭べんである歩兵たちが、川を渡るための最初の一歩を踏みしめる。蹴け立たてる水音に、川向こうのキリラミア族たちが、矢を弓につがえた。

　まさに、そのときだった。

　大質量を持つなにかが、川のど真ん中に着水し、盛大な水しぶきを立てたのは。




　　　　　　　◆




「たかいたかいたかいたかいこわいこわいこわいですオー・ヤサンたすけてくださいオー・ヤサンってばおねがいですからっ!!」

「し、め、つけ、るな、スフレ、おま、俺の背骨を折るつもりか!?」

「うるさいなあ……、人の背中で暴れないでくれるかな、二人とも」

　大きく翼つばさを羽ばたかせながら、セラナリオンは深い声でそうつぶやいた。

　青い鱗うろこを持つドラゴンは、空高くを飛ひ翔しようしている。

　上空何百メートルなのか、幸こう太た郎ろうにはわからない。王都ササラノールがミニチュアのように遠ざかり、代わりにアラシュ・カラドの世界が遠景まで見渡せる。

　地平線が、わずかに湾曲している。

　それを見て、幸太郎は、この世界もひとつの星であることを知った。

　風が幸太郎の髪をなびかせ、スフレの頰ほおを撫なでていく。スフレはきつく目を閉じて、ぎゅっと幸太郎の腰にしがみついていた。その胸のふくらみが、幸太郎の背中に当たっていたが、彼にそれを自覚する余裕はない──それほどにスフレの腕力は強すぎるのだ。ぎしぎしと骨が軋きしむ音に、幸太郎は矢で射られたときより強い死の覚悟を抱く。

「にしても、僕を足に使おうとしたアミアはきみが初めてだよ、コータロ」

　呆あきれるような感心するような、そんな声をセラナリオンが響ひびかせた。彼の背中に乗りながら、幸太郎は鼻を鳴らす。

「二つ目の借りだ。覚えていてくれ」

「どうかなあ。忘れちゃうかもね。まあ、きみが返したいときに返してくれ」

「おおおおおしゃべりはいいのですがとにかくもうおりませんかおりましょうよはやくおりましょうオー・ヤサンオー・ヤサンオー・ヤサンってばあ！」

「だからっ、スフレ、苦しっ──」

「お。あれじゃないかな、コータロ？」

　翼を波打たせ、セラナリオンの身体からだが傾く。スフレが甲高い悲鳴をあげる。なにも怖がらせようとしているわけではない。セラナリオンは見つけたのだ──眼下に陣を張っている、『森の国』と『草の国』の軍勢を。

「おやおや。もう川を渡ろうとしているよ。気の早いことだ」

　幸太郎は舌打ちをし、セラナリオンの背中をぴしゃりと叩たたいた。

「予定変更だ！　川のど真ん中に降りてくれ！　奴やつらが渡りきる前に！」

「『衝しよう撃げきと畏怖』というわけだね。では、舌を嚙かまないように気をつけて！　少しばかり、荒々しく行くよ！」

　注意を喚起した数秒後、セラナリオンは旋回しながら急降下を始めた。スフレの悲鳴はすでに超音波の域に達している。脳が揺さぶられ、みしみしと体幹が軋みをあげている。幸太郎は奥歯を嚙みしめ、その二つの拷問に耐えた。

　そして、セラナリオンは、川のど真ん中に着陸した。

　着地ではなく、着陸だ。太い四肢が川底を揺るがし、水しぶきが天高く舞まい上がる。背中の疼とう痛つうとスフレの束そく縛ばくに耐えながら、幸こう太た郎ろうはその水しぶきが頰ほおをかすめていくのに耐え、さらに重力に引かれて落下してきた水が全身を濡ぬらすのに耐えた。

　そうして、セラナリオンはかま首をもたげ、巨大な咆ほう吼こうをあげた。

　──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!

　スフレの悲鳴など、ドラゴンの咆吼に比べれば蚊の泣くようなものだ。幸太郎は鼓膜が破れるのではないかと本気で心配し、それが止やんだとき、きーんという耳鳴りが聞こえることに心から感謝した。セラナリオンは背中の幸太郎をちょっと振り返り、紫の目を片方だけウインクさせた。

「今のは、ちょっとしたサービスさ」

「……頼たのんでないぞ……！」

　耳を押さえながら、苦り切った顔で幸太郎は立ち上がる。

　そうして、両岸に展開している『森の国』と『草の国』の軍勢を見渡した。

　誰だれも彼も、魂が吹き飛ばされたかのような顔をしている。当然である。突然ドラゴンが降ってきて、巨大な咆吼をぶつけたのだ。最前列の歩兵などは川の中に尻もちを突き、ずぶ濡れになりながら呆ぼう然ぜんと幸太郎たちを見上げていた。

　幸太郎は咳せき払ばらいをし、両軍に向かって、大声を張り上げた。

「アラシュ・カラドの管理人、オー・ヤサンの名に於おいて命ずる！　双方、剣を収め、弦を外せ！　これは、行う必要のない闘とう争そうである!!」
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　しばらくのあいだ、川のせせらぎと、風が吹く音だけが、場を支配した。

　ややあって、反論の声が響ひびいた。

「────なっ、なにを、勝手なことを言うんじゃない！　もはや事態は、あなたの手を離はなれているんだ！　この戦争は我々のものだ！　オー・ヤサンは、引っ込んでいろ！」

　幸こう太た郎ろうは、その声の主を見る。

　予想どおりだった。騎き乗じようの士が、怒りと焦りに顔を赤黒く染めている。彼の顔を悠然と見て、幸太郎は言う。

「だから、言っている。これは必要のない争いだと」

「必要があるかどうかは、あなたの決めることではない！　奴やつらは我々を侮辱したんだ！　我らは騎士として、それを雪すすがなくてはならない！」

「おまえの言う侮辱というのは、たとえば、俺への暗殺未遂の件を指しているのか？」

　幸太郎が言うと、彼は喉に鉛を詰め込まれたような顔をした。

　その瞳ひとみを見る必要があった。

　幸太郎はドラゴンの背から降りる。背中の傷をかばいながら、家一軒ほどの高さはあるドラゴンから降りるのは至難の業だった。滑り落ち、かろうじて着水した幸太郎のことを、同じように降りていたスフレがすかさず支えた。

　幸太郎はスフレのことを見下ろした。

　スフレもまた、彼を見上げて、小さく頷うなずいていた。

　そうして、管理人と王女は、寄り添いながら『草の国』の軍勢へと近づいていく。岸に上がると、幸太郎は背後を振り返り、川向こうに退陣している『森の国』軍へ声を響ひびかせた。

「今から『調停の儀ぎ』を開始する！　それまで、戦せん闘とうは停止だ！」

『森の国』の軍勢がどよめくのが、川を越えて伝わってきた。幸太郎は構わずに前を向き、そして、自分に近づいてくる二人の騎き士しを見た。

　ハルバネイジ侯こう爵しやくと、フェニリット男爵。

　ハルバネイジは老練に自らの感情を押し隠している。対照的に、フェニリットの顔は激げつ昂こう寸前だった。激情のままに幸太郎を罵ば倒とうしようとするフェニリットを、ハルバネイジは片手を上げて制する。

「……オー・ヤサン。戦いを止めにきたと仰おつしやったか？」

「そうです。この戦いに正義はない。俺は管理人として、こういう争いを止めなくてはならない」

「馬鹿な！　正義は我らの側にある！　あなたがなんら『森の国』を罰しようとしないから、我らは仕方なく自ら行おうとしているのではないか！」

　唾を飛ばしてフェニリットがまくし立てる。

　その瞳ひとみを、幸こう太た郎ろうは十分に覗のぞき込む。

　かつて家族から、バケモノと怖おそれられたその目で。

　そして、幸太郎は答えを得た。

「交易停滞問題と、馬車の襲しゆう撃げき、そして暗殺未遂。これらの事件を起こしたのが、『森の国』ではないという確証を、俺は摑つかんでいる」

「なッ────」

「この事件を引き起こしたのは、あなたたちだ。ハルバネイジ侯こう爵しやく。フェニリット男爵」

　刺すような幸太郎の言葉に、周囲の兵がざわめいた。

　フェニリットは、ぱくぱくと口を動かしている。その目を見開き、口の端から泡を吹いている。わなわなと動く手が剣の柄つかを探る。

　ハルバネイジはフェニリットを鋭するどく見据え、言う。

「早まるでない。無む思し慮りよは破滅を招くぞ」

「…………っ、………………！」

「オー・ヤサン。そこまで仰おつしやるからには、なにか証拠があってのことなのでしょうな。根拠もない疑いを押しつけられて、黙だまっていられるほど我らの名誉は安くない」

　ハルバネイジは重々しく告げる。幸太郎は、傍らに佇たたずむスフレのことを見た。

　スフレは、きゅっと唇を引き結んでいた。ハルバネイジを見つめる彼女の瞳は、今にも泣き出しそうに潤うるんでいた。それを見ても、ハルバネイジは表情を揺るがさなかった。なにか、確とした決意が彼の表情を押し固めている。

「スフレ」

　幸太郎が呼びかけると、スフレは小さく頷うなずき、背負った袋を下ろした。幸太郎は軍手を嵌はめてからそれを開き、いくつかの証拠品──アイオールが現場から見つけてきた物品を取り出した。それらはすべて、幸太郎が用意したビニール袋に密封されている。

「これは、『森の国』との国境際、俺が狙そ撃げきされた現場に落ちていたものだ。矢筒と、身を隠すためのケープ。矢筒にはキリラミア族が使う矢が入っており、ケープもキリラミア族の狩人かりうどが身につけているものだった」

　フェニリットが顔を歪ゆがめて嘲ちよう笑しようする。

「確かに、証拠品だな？　犯人が『森の国』であることの証拠だ！」

　幸太郎は冷ややかにフェニリットを見る。

「すまないがバカは黙だまっていてくれないか。口を開くだけ時間の無駄だ」

「こ、このっ、ガキ──！」

　顔を赤黒くしたフェニリットを片手で制し、ハルバネイジが冷静に問いかける。

「それで？　その物品が、なぜ証拠たりうるのですかな？」

　幸太郎は矢筒を入れた密封ビニールを持ち上げた。ビニールの中の矢筒には、いくつもの指のあとが、白く浮かび上がっている。それを示しながら、幸こう太た郎ろうは答える。

「指紋だ」

「……シーモン……？」

　ハルバネイジは眉根を寄せる。当然だ。聞いたことはおろか、想像したことすらない概念だろうから。幸太郎は淡々と続けた。

「俺が住む世界では、指紋は古くから個人識別のために使われている。指紋は、二つと同じものがないからだ。また、指紋とは、指先にある紋様のことを言う。ここにいる全員にあるはずだ。アミア族が指紋を持っているということは、王女の協力を得て判明している」

　周りを取り囲む兵士の数人が、反射的に自分の手を見た。彼らの指先にも指紋はある。当然、ハルバネイジや──フェニリットの指先にも。

「指紋を持つものが物品に触れたとき、物品には指紋のあとが残る。そして、この矢筒には、それがある。矢筒を見つけ出した人員は、そのとき手袋をしていたそうだから、この指紋は犯人のものだということになる」

　フェニリットが、顔を紅潮させたまま叫んだ。

「そっ、それが、どうしたというんだ!?　どうせキリラミア族の狩人かりうどのものだろう！」

　幸太郎は唇を歪ゆがめてフェニリットのことを見た。

「それは違うな。この指紋は、キリラミア族のものではありえない」

「なぜそんなことが言える!?」

「キリラミア族は、指紋を持たないからだ」

　フェニリットは、喉を鳴らして黙だまり込んだ。

　幸太郎は、自らのメガネをこんこんと叩たたきながら言う。

「俺が『森の国』を訪れたとき、女王陛下にこのメガネを拾ってもらったことがある。メガネは磨みがき上げられたガラスだから特に指紋はつきやすいが、そのときメガネには指紋はついていなかった」

「…………」

「それが女王陛下だけの特殊体質でないということは、『森の国』をもう一度訪れて証明済みだ。十人のキリラミア族の指を調べて、十人ともが指紋を持たないことがわかった。キリラミア族に指紋はない。これは確定事項だ」

　フェニリットの端正な顔を、脂汗が伝っていく。破滅の淵ふちが足下まで迫っている。それが彼の心を追い詰めていることが、幸太郎にはありありとわかる。

「……し、しかし、しかし、そんなこと、それが、どうして……」

「どうして？　まだわからないのか？　矢筒には指紋が残っていた。その時点で、犯人がキリラミア族でないことは確定しているだろう。手袋をしたり拭き取ったりして、指紋を取り除くことはアラシュ・カラドでも可能だが──その逆は不可能なんだから」

　そして、幸こう太た郎ろうはハルバネイジを見据える。

「ということは、どうなりますか？　ハルバネイジ侯こう爵しやく」

　老ろう齢れいの貴族は、皮肉な幸太郎の口調にも動じず、ただ事務的に答えた。

「……この戦は、間違いだということになる」

「は、ハルバネイジ侯爵!?　なにを!?」

「『森の国』がオー・ヤサンを狙そ撃げきした。その事実があってこそ、我らは大義名分を持つのだ。それが崩れた今、開戦事由は存在しない。そうであろう、フェニリット男爵」

　ハルバネイジの凄すさまじい眼まな差ざしが、フェニリットを射い貫ぬいた。その視線が、また一歩、彼の精神を破滅に追いやる。

　次いで、老貴族は鋭するどい目を幸太郎のほうに向けた。

「ですが、オー・ヤサン。それで『森の国』との開戦がなくなったとしても、それが我々に繫つながる証拠だとは思えませんな。その、シーモンとやらは、あなたを撃うったのがキリラミア族でない、という証拠でしかありません。我々の名はどこから出てきたのですか？」

　幸太郎は密封ビニールに入れられたケープを取り出した。

「犯人が着用していたと見られるケープだ。このケープから、金色の毛髪が検出された」

　幸太郎の目は、フェニリットの金髪に、じっと向けられている。

「つまり、犯人は、『キリラミア族ではなく』『しかし金髪であり』『遠えん距きよ離りから狙撃できるほどの弓の手て練だれ』ということになる。この三つの条件に一致するのは、アミアの中にもそう多くないだろう」

　フェニリットの顔は、すでに蒼そう白はくになっていた。脂汗が額に滲にじみ、その目はきょときょとと泳いでいる。精神は破綻寸前だろう。

　だからこそ、幸太郎は、ここが正念場だと思った。

「指紋は犯罪の捜査に利用されている。さっきも言ったとおり、同じ指紋を持つ人間は二人といないからだ。容疑者の指紋を採取して、この矢筒についている指紋と比べれば、自おのずと犯人があきらかになる。その容疑者というのは──アンタだ。フェニリット男爵」

　幸太郎は、ハタキでびしりとフェニリットのことを示した。フェニリットの身体からだが、びくりと震ふるえる。

「アンタの指紋を採取させてもらおう。その上で、矢筒の指紋と照合する。もちろん断ったりはしないよな？　アンタからすれば、自分の潔白を証明する、なによりの機会なんだから」

　幸太郎は堂々と言い放つ──内心の不安を、押し隠しながら。

　もちろん、これは、ハッタリである。

『きみも今日から鑑かん識しき官かん！　子供のための指紋採取キット』──というのが、幸太郎が使用した指紋採取キットだった。セラナリオンに頼たのんで、ネット通販のお急ぎ便を利用して手に入れたものだが、このキットにできるのは指紋の採取までで、照合から犯人の特定などというプロフェッショナルなことができるはずがないのだ。

　だが、フェニリットにはそのことがわからない。

　彼に日本の文明の知識などないからだ。加えて、冷静な判断力を失っている。

　そんな彼が、破滅を前にして、取るべき行動は、ただひとつ──

「────っ、う、ああああああああああああああああああああああっ!!」

　裏返った声をあげながら、フェニリットが腰の剣を抜きはなった。

　幸こう太た郎ろうは目を見開く。フェニリットが馬から飛び降り、真正面から斬りかかってくる。血走った瞳ひとみに浮かぶのは──『狂気』だ。

　幸太郎を切り捨てれば、自らの犯罪は明らかにならない。あとはどうとでも言い訳がつく。そんな、狂気と絶望と甘い現実認識が招いた凶行だ。

　幸太郎は、自分が賭かけに勝ったことを知った。

　彼は息を止め、迫ってくる白刃をただ見つめ──

　左手が、その剣をそらした。

　いつのまにか、スフレが、幸太郎の前に現れていた。

　瞬しゆん間かん移動のような速度で、スフレがフェニリットと幸太郎のあいだに割り込んでいた。『オン・ハッゾ』の御み業わざが剣を捌さばき、いなされた剣先が空中に弾はじき飛ばされる。驚きよう愕がくに染まったフェニリットの顔に──

　スフレの右拳が、めり込んだ。

　フェニリットの長身が吹っ飛び、地面に無様に倒れる。スフレは右腕を脇に引きつけ、そして、悲しそうにフェニリットのことを見下ろした。

「……信じたくありませんでした。けど、やっぱり、そうなのですね」

　ぽつりとつぶやいて、彼女は幸太郎を振り返った。

「お願いします。オー・ヤサン」

　幸太郎は頷うなずき、ハタキをゆるりと動かして、フェニリットを指した。

「アラシュ・カラドの管理人、オー・ヤサンには、世界を管理するためのいくつかの能力が与えられている」

　周囲の兵士とハルバネイジが、固唾を吞のんで見守る中、幸太郎はフェニリットに近づいていく。

「ひとつは、ニポーンとアラシュ・カラドのあいだを行き来するための、『異邦の親おや鍵かぎ』。ひとつは、アラシュ・カラドの住民と意思を通じ合わせるための『調停の神衣』。そして、最後のひとつは、これだ──」

　ハタキを示し、フェニリットのことを見る。

「この世界と管理人の契約である古いにしえの盟約に著しく違反するものが現れた場合、そのものをすみやかに強制退去させる、『裁定の錫しやく杖じよう』。この三つが、管理人の『三種の神器』と呼ばれている」

　幸こう太た郎ろうは息を吸い込み、そして、朗々と宣言をした。

「グリーノ・アノ・エ・シャット・フェニリット。おまえが行った『隣りん室しつ侵犯』と『管理人殺害未遂』は、古いにしえの盟約、第六条第三項、および第九条第一項に違反する。よって、管理人権限に基づき、ここに『強制退去』を命ずる。──執行せよ、『裁定の錫しやく杖じよう』！」

　瞬しゆん間かん、ハタキが、ずしんと重みを増した。

　急成長する樹木めいて、幸太郎の手の中で、ハタキが伸びていく。白いひらひらは硬質化し、鎖くさりとなって柄に巻き付きはじめる。幸太郎が目を見はる中で、それは本物の『錫杖』へと変化していた。

「────ひっ、いいいいっ！」

　悲鳴をあげてフェニリットが走り出した。もはや彼を突き動かすのは、戦場への憧あこがれでも栄光の果実でもない──恐怖、ただ原始的な恐怖だ。兵たちを突き飛ばし、搔かき分けて逃げる彼の身体からだが、不意に、びたりと止まった。

　鎖だ。

　他ならぬ、彼自身の影から鎖が伸び、フェニリットの腕を、足を、胴体を、首を、束そく縛ばくしはじめていた。恐怖に濁にごった目が後ろを見た瞬間、フェニリットの影かげから、どごんと鈍い音を立てて両開きの扉が出現した。

　扉が開く。その向こうには漆黒の闇やみがある。鎖は、そこから伸びている。

　その鎖が、ゆっくりと、巻き取られはじめる。

「違う。違う！　違うんだァ！　僕じゃない！　ぼ、僕が悪いんじゃない！　全部、全部、そこのジジイ、ハルバネイジの企たくらんだことだ！　僕は、悪く、助け、お願いだ、僕を──」

「黙だまれ」

　フェニリットの悲鳴を、どこまでも冷たい幸太郎の声が遮った。

「反省なら、暗い牢ろう獄ごくの中で、たっぷりするがいい」

「ひっ────」

　恐怖の涙を、浮かべながら──

　鎖が、一気に巻き取られた。

　フェニリットの身体は、扉の闇へと吹っ飛んでいった。その全身が闇に包まれた途端、扉は叩たたきつけられるように閉まり、そして再び影の中へと押し込まれていく。

　あとには、フェニリットの影だけが残った。

　幸太郎は、大きく息をついた。

　それから、周囲を見回して、目当ての人物を発見する。ゴドルモク伯はく爵しやく。国軍の本当の指揮官。彼は幸太郎と目が合うと、厳しい表情で頷うなずいた。確かに証あかしを見た、と言わんばかりに。

「……ゼルデリク、おじさま」

　ふと。

　そんな声に、幸こう太た郎ろうは振り返った。

　スフレだ。

　ハルバネイジ侯こう爵しやくと、対たい峙じしている。

　教育係であり、実の家族同然に敬愛していたハルバネイジのことを、スフレは今にも泣き出しそうな顔で見上げていた。対するハルバネイジは、きつく目を閉じて、なにもかもを受け入れる覚悟の表情を浮かべている。

「あなたが、行ったことなのですか？」

　ハルバネイジは、ゆっくりと目を開けて、スフレのことを見た。

　皺しわの刻まれた顔に、苦い微笑ほほえみが浮かぶ。

「申し訳も、ございません。スフリャーレさま」

「──────」

　大きく見開かれたルビーレッドの瞳ひとみから、涙がこぼれそうになる。

　だが、スフレはそれをこらえた。拳を握り締しめ、唇を嚙かみしめて、じっと我慢する。

　その姿に、ハルバネイジの目が優しく和らぐのを、幸太郎は見た。

「オー・ヤサン」

　彼は馬から下り、幸太郎に向き直る。幸太郎はハルバネイジにかける言葉を持たない。じっと、次の言葉を待ち、

　ハルバネイジは目にも留まらぬ抜き打ちをした。

「──────」

　幸太郎が目にできたのは、腕を真横に振り抜いたハルバネイジの姿だった。その右手には剣が握られている。切っ先が、血に濡ぬれている。頰ほおにかすかな痛み──手で触れるとぬるりとしていた。皮一枚を切り裂いて、そこから血が溢あふれていた。

「……な、にを」

「私もフェニリットと同じ場所に送っていただきたい。罪にまみれた我が身では、陛下に合わせる顔はありませぬゆえ」

　幸太郎は、息を止めた。

　やはり、そういうことか。

　自らの仮説が正しかったことを知り、幸太郎は忸じく怩じたる気持ちを味わう。

　ただひとり、スフレだけが凍りついたようになっている。それでも彼女は、『裁定の錫しやく杖じよう』を再び振り上げようとした幸太郎の手を、すがりついて止めた。

「や、やめてください！　オー・ヤサン!?　ゼルデリクおじさまは──」

「離はなせ。スフレ」

　低い声で、幸太郎はつぶやいた。スフレのことを見る。

「ハルバネイジとフェニリットは同罪だ。フェニリットを捕ほ縛ばくすることは認めたのに、ハルバネイジは許すのか？　そんなことが許されると思うのか」

「────」

「……死ぬわけじゃない。牢ろう獄ごくに行くだけだ。こちらの世界に、戻ってこられる」

　それを聞いて、ようやく、スフレの腕から力が抜けた。

　幸こう太た郎ろうはハルバネイジを見る。ハルバネイジはかすかに笑っている。気に食わない笑みだった。よろしく頼たのむと言われているようだ。

　その笑みを、それ以上見ていたくなくて、幸太郎は再び、『強制退去』の文言を口にした。

　鎖くさりに縛しばられ、闇やみに閉ざされるその瞬しゆん間かんも、ハルバネイジは目を閉じ、微笑ほほえんでいた。













　　　　終　地下牢の外交







「では、『草の国』は、我が国との交易協定を破棄するということですね」

　女王の冷たい声が、１ＤＫに響ひびき渡った。

　幸太郎の管理人室で、女王と王女はちゃぶ台を挟んで向き合っていた。座布団の上でぴたりと膝ひざを揃そろえ、まっすぐ正面を見据えるティールジェンドの瞳ひとみは、エメラルドに似て冷たく硬質だ。

　それを受けて、王女スフリャーレは小さく息を吞のみ込み、言った。

「破棄ではありません。一時的な、中断です。事実関係を完全に把握するまで、今の状態で交易を続けることは、双方にとって不利益なことだと──」

「同じことです」

　ティールジェンドはスフレの言葉を遮る。スフレは口を噤つぐむ。彼女のルビーレッドの瞳が、わずかに揺れていた。

「中断も破棄も、同じこと。よろしいですか、スフリャーレ王女殿下。『草の国』と『森の国』は、開戦寸前の段階にまで足を踏ふみ入れたのですよ。オー・ヤサンのご尽力によって、どうにか戦争は回かい避ひできたとはいえ、互いの互いに対する感情は最悪になっています」

「それは、承知しております」

「それなら、なぜ中断などという生ぬるい言葉が出てくるのですか。今は交易協定を一度白紙に戻し、互いの反発が収まってから、再び友好の道を模索するべきではありませんか？」

　ティールジェンドの声は静かだったが、それだけに、のしかかるような重圧を感じさせた。スフレの小さな喉が、こくりと上下する。白い手をぎゅっと握りしめる。

　幸こう太た郎ろうは、壁かべに寄りかかりながら、それを観察していた。

　彼は口を挟まない。『調停の儀ぎ』において、管理人は誤解や虚偽があると判断したときにしか言葉を発するべきではない。そうでなければ、中立公平とは言えない。

　陰いん謀ぼうの後始末とでもいうべきこの場所で、彼は、スフレに助け船を出すことはできないのだ。

　しかし。

「……失礼ですが、ティールジェンド女王陛下。わたしは、そうは思いません」

　スフレは、顔を上げ、正面からティールジェンドを見据えた。

「わたしは、『草の国』と『森の国』が反目をやめて歩み寄ろうとしたことは、尊いことであると今でも思っています。交易協定は、そのための礎いしずえなのです。それを破棄してしまえば、両国は二度と歩み寄ることはできないでしょう」

　ティールジェンドは緑の目を細めた。

「その『尊いこと』を踏みにじったのは、貴国のほうですよ」

　冷たい声に、しかしスフレは怯ひるまない。

「仰おつしやるとおりです。返す言葉もありません。でも──それでも、歩み寄ろうとすることが尊いことに、違いはありません」

　スフレは小さな手をちゃぶ台に突いて、ぐっと身を乗り出した。ルビーレッドの瞳ひとみが熱を帯びる。

「ですから、お願いいたします、ティールジェンド女王陛下！　協定を破棄することだけは、お考え直しになってください！　交易協定は、二国の友好の架け橋なのです！　今は錆さびついていたとしても、きっといつかは、その橋を通って多くの人々が行き来できるようになるはずです！」

「その言葉を、信じろと言うのですか？」

　ティールジェンドの声は懐かい疑ぎに満ちている。それは彼女の声ではない。『森の国』の声だ。民や議会こそが、懐疑心に満ちている。女王はそれを体現するに過ぎない。

　スフレは小さく息を吸い込んでから、意を決したように答える。

「もしも必要でしたら、わたしが『森の国』に赴き、ご説明をいたします」

「────」

「わたしは、もう外交特使ではなくなってしまいます。しかし、王女という立場にいることに変わりはありません。王女として、『森の国』と『草の国』の関係を立て直すために、全力を尽くします。それが、わたしの、責任だと思っています」

　ぴんと背筋を伸ばし、臆おくすることなく思いを言葉にする。自らの信念と誠意を込めて、まっすぐに女王と目を合わせるスフレの姿は──

　まさしく、王族と呼ぶに相応ふさわしいものだった。

「お願いします。ティールジェンドさま。今ではなく、百年後、同じ過ちを起こさないために」

「……百年後、あなたは生きてはおりませんよ」

「でも、あなたたちは生きています」

　ティールジェンドは口を噤つぐみ、つと、幸こう太た郎ろうに視線を向けた。

　そこに浮かぶのは、かすかな『困惑』──あるいはティールジェンドも、幸太郎の瞳ひとみに同じものを見出したかもしれない。幸太郎も困惑している。

　いったいどんな魔ま法ほうを使えば、あの明るくバカな王女が、こんなに立派なことを言えるようになるのか。

　こほん、と幸太郎は咳せき払ばらいをした。誤解も虚偽もないが、話が停滞するのは困る。

「『草の国』からの提議は、交易協定の再開を前提とした一時中断とのことですね。ティールジェンドさん、どうでしょう。この場で答えを出すことはできますか？」

「いえ。持ち帰り、元老院に諮はかってみましょう」

　ティールジェンドの答えは簡潔だ。まだ身体からだを緊きん張ちようさせているスフレに、女王はかすかに首をかしげ、言う。

「必要だと判断いたしましたら、そのときは、スフリャーレ王女殿下に元老会議へのご出席を願うかもしれません。そのときは、我が国にお越しいただけますか？」

　スフレの瞳が喜びに輝かがやいた。

「はい！　もちろんです！」

「それはなにより」

　女王は頷うなずき、立ち上がる。幸太郎に向けて、お腹に両手を重ねて一礼をする。

「それでは、わたくしは失礼させていただきます。オー・ヤサン、『調停の儀ぎ』を執り行っていただいたこと、まことにありがたく存じます」

「いえ。仕事ですから」

「それと、戦争を未然に防いでいただいたこと、この場で改めて感謝させていただきます。今度また、ぜひ『森の国』へとお越しください。国を挙げて歓かん待たいさせていただきますゆえ」

「寿す司しを土産にご所望ですか？」

　先回りをして言うと、ティールジェンドはにっこりと笑った。

「期待しております」

　幸こう太た郎ろうは、じっとりとした目でティールジェンドを見つめたまま、答えを返さなかった。もちろん、持って行くつもりなどない。幸太郎は王侯貴族ではなく、苦学生なのだ。パック寿ず司しをいつでも買えるほどの経済的余裕はない。

　そのまま踵きびすを返し、靴べらを手にしようとしたところで、ふと後ろを振り返る。

「そういえば、スフリャーレさま？」

「はいっ!?　な、なんでしょう！」

　話し合いを終えて、気を抜いていたスフレは、びくんと身体からだを震ふるわせて再び緊きん張ちようする。ティールジェンドはかすかに笑い、口を開いた。

「国王陛下にお伝えくださいますか。──スフリャーレ王女殿下が外交特使の任から外れることは、『森の国』の外交特使としてまことに遺い憾かんに存じます、と」

「え？　あ、はい。わ、わかりました……」

「では、ごきげんよう」

　優雅に別れの礼をして、靴べらを使い、女王は管理人室から出て行った。

　あとには、立ち尽くしている幸太郎と、呆ほうけたようなスフレが残される。

　スフレは幸太郎のことを見上げ、不思議そうに尋ねた。

「……あの、今のティールジェンドさまの言葉は、どういう意味なのでしょう？」

「おまえが外交の窓口として頼たよれるようになったってことだろ」

　スフレは目を丸くして──それから、口元をほころばせた。

「えへへ。褒ほめられたの、はじめてです」

　微笑ほほえんだまま、スフレはちゃぶ台にほっぺたをくっつけた。頭に載った小さな王冠が転がり、ころころと畳に転がる。幸太郎はそれを拾い上げ、スフレの向かいに腰を下ろした。

「俺も同感だ」

「へ？」

「他はともかく、あの台詞せりふはよかった。『今ではなく、百年後のために』。百年前に起きたことが、今また繰くり返されたんだ。百年後に同じ過ちを起こさないための布石として、交易協定を続ける──という論法は、元老院が相手でも通じるだろう。相手の立場にならなきゃ出てこない台詞だ」

　スフレはぱちぱちと目を瞬しばたたかせ、「で、でも」とつぶやいた。

「あの、それは──オー・ヤサンの、真ま似ねをしたのです」

「なに？」

「オー・ヤサンは、いつもそういうことをなさってましたよね。相手の考えを読んで、相手の立場になって、相手が受け入れやすい提案を仰おつしやっていました」

「……まあ、な」

「だからわたしも、真似をしたのです。キリラミア族が、今望んでいることはなんだろうって。逆に、怖おそれていることは？　どんなことを大事に思って、どんなことなら受け入れられるのだろうって、必死で考えて、それで、ああいう言い方をしたんです。それが、うまくいったのなら、よかったです」

　訥とつ々とつと述べるスフレに、幸こう太た郎ろうは口をへの字に曲げた。

　確かに、幸太郎は交渉の場で、相手の立場になることが多い。相手の考えを読み、もっともしてほしくないことを容赦なく行う。それはすなわち敵意に満ちた攻こう撃げきであり、相手を叩たたきのめすことができる代わりに恨みを買う。

　だが、スフレのやり方は、それとは真逆だ。

　相手の立場になった上で、相手がしてほしいことを行う。そこに自分の望みも重ねる。互いに利益のあることだ。交渉をするたびに利益があるのなら、諸国はこぞってスフレと話すことを望むだろう。

　だとすれば、この王女は。

　稀き代たいの外交官になる可能性を秘めている。

「でも、わたしの役目は、ここで終わりです」

　どこか、儚はかなくも響ひびく声で、スフレはそうつぶやいた。

「お父さまは、わたしを外交特使の任から解くことを決定いたしました。ティールジェンドさまはああ仰おつしやってくださいましたが、御前会議での発言を撤てつ回かいすることは、お父さまはなさらないでしょう。ですから──」

　スフレは言葉を途切れさせる。その手のひらを、ちゃぶ台の上に滑らせる。指先が木目を愛しげになぞっていく。

「ニポーンの、この部屋に来るのも、これが最後でしょう。なんだか、名残惜しいですけれど、でも、仕方がありません」

「……スフレ」

「他の者が外交特使に任命されても、『草の国』にお越しになったら、ぜひ会いにいらしてください。歓かん待たいさせていただきますから。──あ、で、でも、よろしければ、っ、タマッゴ・カケゴッハンを、持ってきて、いただける、と──」

「スフレ！」

　幸太郎が大声を響かせると、スフレはびくんと身体からだを震ふるわせた。

　ちゃぶ台の木目に、ぽたぽたと涙が落ちる。

　それを見て、幸太郎は深くため息をついた。手にした王冠をスフレの頭に載せ、ついでに彼女の頭に手を載せて、そして、彼は言った。

「おまえは外交特使を続けるんだ」

　スフレはきょとんとして、幸太郎のことを見上げる。

「へ？」

「スフレ。おまえはバカだ」

　あまりに唐突な罵ば倒とうに、スフレはぽかんと口を開けた。

　そう。彼女、スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノールは、バカだ。考えるより先に行動する。物事の推測が立てられない。人の善意ばかりを信じて、悪意を信じようとはしない。底抜けの愚か者だ。

　それでも、スフレはみんなから愛されている。

　それは、スフレがみんなのことを愛しているからだ。

　だからこそ、愛される。自分を愛するものを愛さないものがいるだろうか。幸こう太た郎ろうのような人間にすら、スフレはその手を差し伸べた。だからこそ、幸太郎は彼女を助けようとしたのだ。

　そのスフレがいなくなることは、許せることではない。

「だが、おまえは、愛すべきバカだ。だから、俺がなんとかしてやる。いつでも、この部屋で、たまごかけごはんを食べさせてやるから、泣くんじゃない」

　幸太郎は、頭に手を載せたまま、静かにそう言った。

　スフレは口を開けたまま、その言葉を聞き──

　その顔が、ぽん、と赤くなった。
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「────えっ、あの、えっと、わ、わたし」

　錆さびついた音が聞こえてきそうな仕草で、スフレは両腕をわたわたと動かした。不可思議な動きだ。意味がわからず、幸こう太た郎ろうは首をかしげる。

　と、スフレはバネ仕掛けのように立ち上がった。

「し、ししっ、────失礼！　いたしますっ！」

　そうして、バネ仕掛けのように駆け出す。

　かと思いきや敷しき居いにつまずいた。駆け出した勢いのままにごろごろと転がり、冷蔵庫に頭をぶつけて目を回す。ふらつきながらも立ち上がり、まるで怪物に追われる少女のようにこけつまろびつ、彼女は管理人室から出て行った。

　幸太郎は頰ほおを搔かき、反省をする。

「……さすがにあのタイミングで、『バカ』はなかったかな」

　そんなことをつぶやいて、彼は立ち上がった。

　スフレを外交特使へと戻す。そのために、為なすべきことをする。

　そう思い、幸太郎は懐ふところから『異邦の親おや鍵かぎ』を取り出した。全部で十三個あるカギのうち、ひとつを探し出す。

　そこには、『００１号室』と記されている。




　　　　　　　◆




　ここは、どうやら、牢ろう獄ごくのようだ。

　のっぺりとした黒い壁かべを見つめながら、ハルバネイジはそんなことを考える。

　王城にあるような地下牢ではない。看守もいなければ鉄格子もない。息苦しくない程度に広く、どこから光が差し込んでいるのかわからないが、常に明るい。壁もテーブルもベッドも、すべてが艶つやのない黒一色で塗り込められている。拳で壁を叩たたいてみたが、不可思議に柔らかかった。なぜ、と思いかけて、自殺を防ぐためであることに気づいた。

　出口はない。時間の感覚も。オー・ヤサンの手によってここに押し込められてから、一時間しか経たっていないような気もするし、一週間も経っているような気もする。精神は安定しているし、腹は減らない。喉も渇かない。まるで時間が止まっているかのようだ。

　要するに──

　オー・ヤサンが望まない限り、自分はここに、未み来らい永えい劫ごう留とどまるということだろう。

　軽く息をついて、ハルバネイジは天井を見上げ、その目を閉じた。

　そして、そのときを待った。




　そして、そのときは訪れた。

　なんの前触れもなく、黒い壁かべの一角が開いた。

　気配だけを感じ取り、ハルバネイジは閉じていた目を開く。その向こうに立っているひとりの少年──世界の管理人であり、自分の敵であり、陰いん謀ぼうを叩たたき潰つぶした男のことを見る。

　目を覆おおう装飾具をかけ直して、オー・ヤサンは口を開いた。

「こんにちは。ハルバネイジ侯こう爵しやく」

「こんにちは。オー・ヤサン」

　部屋の中に足を踏ふみ入れる。その態度に警戒の色はない。だが、彼の目は油断なくハルバネイジのことを見据えている。その心を、読み取ろうとするかのように。

　ハルバネイジは尋ねた。

「私の処遇が決定しましたか」

「あなたとフェニリットの身柄は、国王に引き渡す。あとをどうするかは、『草の国』が決めることだ」

「なるほど」

　短く言い、頷うなずく。

　ハルバネイジは、すでに覚悟を固めている。最初にこの話を耳にしたときから、こうなるのではないかということを心のどこかで予想していた。今、自分が驚おどろくほどの平静を保てているのは、その覚悟のためであり──

　あるいは、自分の手で引き起こされるはずの災禍が、この少年に止められたからでもある。

　だから、ハルバネイジはオー・ヤサンに、感謝こそすれ、恨みは抱いていなかった。あとは、黙だまって沈むだけだ。

　彼は立ち上がった。

「では、ここから出していただこう」

　だが、オー・ヤサンは踵きびすを返さなかった。ハルバネイジの巨体を見上げ、ぽつりと、

「あなたたちの身柄を引き渡す前に、いくつか質問があるんだ」

「質問？」

「今回の陰謀は、あなたが画策した」

　唐突に、オー・ヤサンはそんなことを言い出した。

「目的は、『森の国』の国境地帯、カラタタ山脈を占拠するため。そこは『緑鉱石』と呼ばれる、稀き少しような鉱物の産出地だったからだ。百年前の戦争と同様、そこを占拠して国家に富をもたらすことは、ハルバネイジ家の宿願だった。だから陰謀を用い、交易が停滞していると見せかけ、『森の国』への反感を搔かき立てた──、そうだな？」

「……そのとおりです」

「本当にそうか？」

　ハルバネイジが身構えるよりも早く、オー・ヤサンは切り込んできた。

「今回の陰いん謀ぼうを仕組んだのは、国王テルダリオスなんじゃないのか？」

　衝しよう撃げきを。

　ハルバネイジは、押し殺さなくてはならなかった。

　だが、それは不可能だった。表情に出すことがなくとも、衝撃を感じないことなど不可能だからだ。それは決して知られてはならない秘事、誰だれにも漏らしてはいけない機密だったからだ。それを知るものがいたとしたら、首を飛ばさなければならぬ。ハルバネイジはそう心に決めている。

　それが──

「やっぱりそうか」

　オー・ヤサンは、低い声でつぶやいた。

　瞬しゆん時じに、ハルバネイジは目の前の少年を殺す手立てを考えた。細い身体からだだ。ハルバネイジが全力で押し潰つぶせば、首をネジ折ることは容易たやすい。だが、この不可思議な牢ろう獄ごくにおいて、殺人が可能なのかどうか──

　その逡しゆん巡じゆんの隙を突いて、オー・ヤサンは続ける。

「安心しろ。スフレに伝えるつもりはない」

「────」

「あなたの立場はわかっている。スフレのことを愛しているのだろう。孫娘のように。だから彼女に傷ついてほしくなかった。だから、自分が泥をかぶることを望んだんだ。家族同然というのは、家族ということではない。自分の父親に利用されたということをスフレが知るくらいならば、自分が捕らえられたほうがマシだと、あなたは判断したんだ」

　ハルバネイジは、答えない。

　答えられない。なにか一言でも口にすれば、すべてを読み取られてしまいそうだ。

　そのあいだにも、オー・ヤサンは続ける。

「あなたはこのあと『草の国』に戻り、テルダリオスと話し合いの場を持つだろう。そのとき、国王に伝言を頼たのみたい」

　ハルバネイジは、からからに乾いた舌を動かして、ようやく声を絞り出した。

「伝、言？」

「スフレに外交特使を続けさせてほしい。ちなみに、この要望は俺だけのものじゃないぜ。ティールジェンドも、それを望んでいる」

「その望みを聞かなかったら、どうなる？」

　オー・ヤサンは、平然と答えた。

「どうなるかは、想像に任せる」

「……っ」

　ぎり、とハルバネイジは奥歯を嚙かみしめた。

　腹に湧わいた怒りとは別に、ハルバネイジは高速で思考を回転させる。国王が陰いん謀ぼうの黒幕だったなどということが諸外国に知られれば、『草の国』の名誉は失しつ墜ついする。戦争を回かい避ひした立役者であるオー・ヤサンの言葉であれば、ほとんどのものが信じるだろう。

　そして、スフリャーレさまは──

　ハルバネイジはオー・ヤサンをにらみつけ、うなるように言った。

「……国王陛下は、スフリャーレさまを利用したわけではない。すべては、スフリャーレさまがこの国の女王となったとき、より強い国、より豊かな国を残せるようにとの、ご配はい慮りよからだ」

　オー・ヤサンの答えは、あくまでも冷ややかだった。

「だから、それを利用っていうんだろ。それで？　返事は？」

「…………わかった。お伝えしておこう」

「ありがとう。それじゃ、行こうか」

　今度こそ、踵きびすを返しかけたオー・ヤサンの背中を、

「待て」

　ハルバネイジは、呼び止めていた。

「ひとつだけ聞かせてくれ。──なぜ、わかった？」

　オー・ヤサンは振り返り、答えた。

「スフレを外交特使に任命したのも、『森の国』との交易協定を提唱したのも、どちらもテルダリオスだ。そのいずれもが陰謀の下地になっている。下地の発案者が陰謀の発案者だと考えるのは、そんなに不自然なことじゃないだろう」

　その瞳ひとみ。装飾品の向こうから覗のぞく、淀よどんだ瞳がまっすぐにハルバネイジに向けられている。心の奥底までをも掬すくおうとするかのように。

「けど、一番の決め手になったのは、目だ」

「……目、だと？」

「俺がフェニリットを捕ほ縛ばくしたとき、あんたの目にあったのは──『安あん堵ど』だった。おかしいだろう。陰謀が曝あばかれたのに、なんでほっとするんだ？　もし、本当にあんたが黒幕なのだとしたら、もう少し狼ろう狽ばいするはずだと思ったのさ」

「────」

「本当は、あんたも、戦争なんて望んでいなかったんだろ。だから『安堵』したんだ。戦いを未然に防ぐことができて。違うか？」

　その瞬しゆん間かん──

　目の前にいる少年に、ハルバネイジは強い畏怖、恐怖に近い感情を抱いた。

　傲然とこちらを見上げる瞳は、自分と同じ人間とは思われない。人の形をした、なにか別の存在のようだった。

　知らず、口が開き、ひとつの言葉をこぼしていた。

「……化け物ガナーラミア」

　それは、正確にオー・ヤサンに伝わったらしい。彼は皮肉げに笑うと、軽く手を振って、牢ろう獄ごくから出て行った。




　　　　　　　◆




　ノックがあったのは、私室で手記を書いている途中だった。

「どうぞ」

　文ふ机づくえに座ったまま、パルメーニャは振り返る。ペンをノートに挟んでから閉じるのと、ドアが開いたのがほとんど同時だった。

　ドアの向こうには、王女スフリャーレが立っていた。

「……こんばんは。パルメーニャ」

　彼女の表情は、憂うれいを含んでいるように見えた。この脳天気な王女が悩むとは、それだけでひとつの事件だ──と思いつつ、パルメーニャは立ち上がり、礼をする。

「こんばんは、王女殿下。なにか御用ですか」

「いえ、その、御用というほどのことでも、ないのですけれど。あの、──ちょっと、パルメーニャに、相談、したくてですね」

　相談。

　いくつかのことをパルメーニャは考え、考えながらスフリャーレを室内に案内した。「狭い部屋ですが」と前置きをして、王女をテーブルにつかせる。

　向かいに座り、パルメーニャは話を促した。

「ハルバネイジ侯こう爵しやくのことですか？」

　ハルバネイジ侯爵の身柄は、つい先ほどオー・ヤサンからテルダリオス国王陛下へと引き渡されたところだ。戦争を引き起こそうとした張本人への処罰がどのようなものになるか、国中が注目しているが、今までの国家への貢献に鑑かんがみて、侯爵位と侯爵領の召し上げというところで落ち着きそうだという内部情報を得ている。『ハルバネイジ』とは『草の国』南西部に存在する彼の本領であり、そこの伯爵へと階級を下げられるのだろう。

　しかし、スフリャーレは首を横に振った。

「いえ。ゼルデリクおじさまの処遇に関しては、すでに聞き及んでおります。わたしが想像していたより軽いもので、安あん堵どしました」

「では、フェニリット男爵のことですか？」

　フェニリット男爵は貴族階級を剝奪された上で、王都から永久追放となった。ハルバネイジに比べてかなり重い処罰ではあるが、オー・ヤサンへの狙そ撃げきが彼の独断であったことがあきらかになり、それが重大視されたのだ。

　しかし、やはりスフレは首を振る。

「フェニリット男だん爵しやくは、罰が重すぎるのではないかとお父さまに言ったのですが、その、オー・ヤサンのことを出されると、なにも言えませんでした……」

「では──スフリャーレさまが、外交特使に返り咲いたことですか」

　これは、パルメーニャも意外だった。

　一体どのような政治判断があったのかはわからないが、諸貴族の前で発した命令をテルダリオス王が覆くつがえすのは、これが初めてのことだった。おかげでパルメーニャの立場も安定したのだ。これまでと同じ、スフリャーレの外交補佐官として辣らつ腕わんを振るうことができると知り、ひそかにほくそ笑んでいたところである。

　どうやらパルメーニャの指摘は、正しいところを突いたらしい。スフリャーレは頷うなずき、そのまま顔をうつむかせてしまった。

　耳が赤くなっている。

「……そ、そうです。それと、関わりのあることです」

「具体的に、どのような？」

「わたしが再び外交特使に任ぜられたのは、どうも、オー・ヤサンのご意向があったから、らしいのです」

「ほう」

　パルメーニャは驚おどろきを覚えた。

　あのオー・ヤサンが、そんな計らいをするとは。パルメーニャの目から見て、彼はヘビのように狡こう猾かつで油断のできない少年のようだったが、スフリャーレにはしっかりほだされていたらしい。

　そのとき、スフリャーレが顔を上げた。

　幼く愛らしい顔を、真っ赤に染めながら、彼女は大声を叩たたきつける。




「わたし、わたしっ、──オー・ヤサンに、愛の告白を受けたのですっ!!」




　パルメーニャの尻尾が、へたりと垂れた。

「………………………………は？」

　長い沈ちん黙もくのあとに、パルメーニャが口にできたのは、それだけだった。

　スフリャーレは、今にも燃え上がりそうなほど赤面している。その頰ほおを両手で押さえて、泣きそうな顔で叫ぶ。

「お、オー・ヤサンのお部屋にお邪じや魔ましたとき、わたしの頭に手を載せて、あの方は仰おつしやったのです。『この部屋でいつでもご飯を食べさせてやる』と……！」

「……ほう」

「わ、わたしだって、男性が女性の頭に手を載せながら『ご飯を食べさせる』ということが、求婚の合図であることは知っています！　まさか、そんなこと、オー・ヤサンにされるなんて、思ってもいなくて──」

　確かに。

『草の国』にはそういう風習がある。女性の頭に手を載せるということは『貴方を守り通します』という意思表示であり、ご飯を食べさせると宣言するのは『貴方を幸せにします』という意思表示である。その二つを組み合わせるのは求婚の儀ぎ式しきだ。結婚式でも頻ひん繁ぱんに行われている。

「わたし、殿方からそんなことを言われたのは初めてですから、動揺してしまって、そのまま逃げてしまって──！」

「そうですか」

「どうすればいいのでしょう!?　わたし、これから、どんな顔をしてオー・ヤサンにお会いすればいいのですか!?　やっぱり、きちんとお返事しないと、気分を害されてしまいますよね？　オー・ヤサンと王女というのは、身分が釣り合うのでしょうか……!?」

　頰ほおを紅あかく染めたまま、わたわたと騒さわぐスフレを見て、パルメーニャは心から思った。

　すげーどうでもいい。

「ね、ね、どうなのですか？　パルメーニャは、どう思われます!?　どうお返事をすればいいのでしょう!?」

「さあ。スフリャーレさまの好きなようにすりゃいいんじゃないっすかね」

「すっ、好きだなんて！　そ、それは、確かに、オー・ヤサンはとても頼たよりになって、カッコよくて、優しくて、いじわるだけど、いざというときには必ずわたしのことを助けてくれますけどっ!!」

「あの、スフリャーレさま。わたしこれからちょっと大事な用件があるので、今日はこの辺でお帰り願えますか。ていうか消えろ、ムカつくから」

「えっ、な、なんですかいきなり、なんで怒って──にゃっ！」

　パルメーニャは問答無用でスフリャーレの襟えり首くびを引っつかみ、ドアの外にぽいっと投げ捨てた。叩たたきつけるようにドアを閉めると、さすがにそれ以上、王女がなにかを言ってくることはなかった。

　ベッドに戻り、腰かけて──ちなみに『大事な用件』とは、睡眠のことである──パルメーニャは考えた。

　愛の告白？　あのオー・ヤサンが？　スフリャーレ王女に？

　ふるふると首を振ると、犬耳も揺れた。

「ないない」

　それだけつぶやいて、ベッドに身を横たえる。

　普通に考えて、オー・ヤサンがそんなことを知らなかったというのが妥当だ。あの人はニポーンの出身であり、『草の国』の風習など知るはずがないということを、スフリャーレはすこーんと忘れ去っている。

　しかし、どっちにしろ、パルメーニャにはまるで関係のないことなのだ。そんなことに自分の思考のかけらでさえ使いたくなかった。

　そうしてパルメーニャは目を閉じて、安らかな眠りへと落ち込んでいった。





おわり　　












　　　あとがき




　どうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

『異世界管理人・久く藤どう幸こう太た郎ろう』、お楽しみいただけましたでしょうか？




　さて、今回のあとがきでは、作中に出てきた国家・『草の国』の政治体制や社会構造などを説明していきたいと思います。

『草の国』はアミア族を主要民族としている封建制国家であります。

「封建制ってナニ？」という人のために説明いたしますと、領地があり、それを支配する貴族たちがいて、さらにその貴族たちを支配する王様がいる──という国家体制のことです。国の主権は『貴族』にあるため、我ら一般庶民にはなんの主権もありません。えらいこっちゃ。

　もっとも国の主権者たる貴族と言いましても、みんながみんなスゴク偉いというわけでもなく、大別して二種類の貴族がおります。『爵しやく位いを持つ貴族』と『爵位を持たない貴族』。もちろん爵位持ちのほうが偉いのですが、具体的な区分は次のようになっております。




『爵位を持たない貴族』……主に騎き士し（士官）として、軍役に服する貴族。中には文官もいるが、主君から俸給をもらって生活しているという点では同じ。




『男爵』……都市や農村の経営権を任されている貴族。自分の領土を持っているわけではなく、あくまでも主君から預けられているだけ。




『伯爵』……自分の領土を持つ貴族。伯爵級の貴族が治める領土を伯爵領と呼ぶ。複数の男爵を配下に持ち、多くの都市や農村を領有する。この辺から自分の軍隊を持つようになる。




『侯爵』……二つ以上の伯爵領を持つ貴族。大貴族と呼んでよい。複数の伯爵を配下に持ち、侯爵軍と呼ばれる大規模な軍勢を有するため、国政への影えい響きようも強い。




　基本的に全員が、国家における最大貴族である『国王』に忠誠を誓っています。ですが、これもまあ正直なところ形の上だけでして、いろいろな理由によって（侯爵同士が手を組むとか、他国から援助を受けるとか）国王に反乱を起こすこともときどきあります。さすがに全貴族を敵に回してしまうと国王としても為なす術すべがありませんので、王だからといってなんでもかんでも好き勝手できるわけではないということです。

　作中で発生する『御前会議』において、国王テルダリオスが譲じよう歩ほするシーンがありますが、あれはそういう背景があってのことですね。正論言われて逆ギレしたら、王としての権威も信しん頼らいも地に墜おちますから。王様とて人気商売、というわけですね。




　ちなみにゴドルモクさんは伯はく爵しやくですが、国王から直々に騎き士し団だん（＝国王軍）を任されております。将軍ですね。フェニリットはまあ、コネ就職ですな。

　というわけで、作中ではたぶん出てこない、アラシュ・カラド国家の社会構造解説パートでした。

　それではページも埋まりましたのでこの辺で。さようなら！　また次の作品で！


鈴すず木き 鈴すず















【電子書籍版特典】

　外交者のゲーム




　この作品は、『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．41』に収録されたものの再収録です。

　文庫版『異世界管理人・久藤幸太郎』には収録されておりませんので、ご了承ください。
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　その竜は、静かに幸こう太た郎ろうのことを見下ろしていた。

　深い紫色の瞳ひとみには、底知れない叡えい智ちの光が宿っている。巨大な翼つばさを覆おおう鱗うろこは空のように美しい青色で、陽光を受けてきらきらと輝かがやいていた。長いかま首をもたげると、竜は、低く、重々しい声で尋たずねた。

「持ってきたのか？」

　幸太郎は小さく頷うなずき、小こ脇わきに抱えていた荷物を掲かかげる。

「ああ。おまえが欲しかったものは、これだろう？」

　ぐるる──、と、竜の喉のどが満足げなうなりを漏もらした。

「そうだ。そのとおり。それが、欲しかったのだ」

　ふん、と鼻を鳴らして、幸太郎は荷物を草地に放ほうり投げた。

「なら、俺の役目は終わりだ。これを届けに来ただけだからな。帰らせてもらう──」

「待て」

　踵きびすを返しかけた幸太郎を、竜が呼び止めた。訝いぶかしげに振り返った幸太郎に、竜は言う。

「今、この場で、中身を確かめてもらおうか」

「…………」

「どうした？　できないのか？　早くしてくれ」

　竜は、重ねて言った。

　幸太郎は無表情のまま、竜に向き直る。メガネの奥の目を細める。ポケットにゆっくりと手を差し入れ、そこから取り出したアイテムを、大きく頭上に掲げ──

　竜に向かって投げつけた。

「自分でやれ!!」

「あたっ！」

　そのアイテム、すなわちカッターナイフを鼻先に投げつけられて、竜は思わず仰のけ反った。青色の翼を広げて、自みずからの身を守るようにしながら抗議する。

「なっ、なにするんだよコータロ！　刃物を投げるなんて！　危ないだろ！」

「刃は引っ込めてある。おまえこそ、こんなちっぽけなものが当たったくらいで大げさなんだよ」

　苛いら立だちを隠かくそうともせず、幸太郎は竜のことをにらみつけた。くるる──、と竜の喉が鳴る。笑ったのかもしれない。

「いやまあ、そうなんだけどね。びっくりしちゃって」

「……ホントに竜か、おまえは？」

「まあまあ。それはともかく、開けておくれよ。僕はこの格好のままだと、そんな小さな荷物は開けられないんだからさ」

　幸太郎はしばらく仏ぶっ頂ちょう面づらを続けたあと、ため息をついて、地面に落ちたカッターナイフへと近づいていった。押し問答を続けるより、さっさと開けたほうがいいと判断したのだ。

　それに、これも、管理人の仕事であるのかもしれない。

　久く藤どう幸太郎。15歳の高校一年生。彼は、自身が住む古アパート『あけぼの荘』の管理人であり、そして同時に、そのアパートに繫つながる異世界『アラシュ・カラド』の管理人でもあるのだった。
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　ちなみにここは、アラシュ・カラド内の一国家、『大地の村』カラド・ココである。

　幸太郎が見知っている住民は、目の前にいる青い竜──セラナリオンしかいない。カラド・ココの国民は全員がドラゴンらしいのだが、あまりに広い国土にあまりに少ない人口のため、ほとんど顔を合わせることがないのだ。当のセラナリオンも、最後に他の住民と出会ったのは「五年前くらい」ということらしい。スケールが大きすぎる。

　それはともかく。

　幸太郎は畳たたみの上にあぐらを搔かき（この場所にはなぜか屛びょう風ぶで仕切られた畳スペースがある）、カッターナイフを箱に突き立てていた。セラナリオンがネット通販で購入したものである。セラナリオンはずしんずしんと足音を響ひびかせて周りをうろつきながら、そのさまを見守っている。

「ねえ、まだ？　まだ？　まだかな？」

　エサ待ちのネコか。

「そんなに急ぐなら、得意の魔ま法ほうとやらで、いつもみたいに人間の姿になればいいだろう」

「ＭＰは温存したいタチなんだよね、僕」

「竜がゲーム用語なんか使うんじゃねえよ」

　が、そんな突っ込みが無意味であることは、箱に同封されていた納品書が雄弁に物語っていた。




　納品書

　数量　１

　商品名　３ＥＳ専用ゲームソフト　『サムライレーシング７』




「『サムライレーシング』……？」

「ゲームだよ。コータロもやったことあるだろ？」

「ない」

「えっ！　ほんと!?　サムレーやったことのないニポーン人って存在するの!?」

　セラナリオンが大げさに後ずさると、ずしんと地鳴りがして畳スペースが揺ゆれた。幸太郎は思わず床にしがみつき、それからセラナリオンに向かって、静かに告げた。

「なんだか突然この箱をブン投げたくなってきたぞ」

「あっ、噓うそです。ごめんなさい。ほんの冗じょう談だんでした」

「ったく……」

　舌打ちをしながら、幸太郎はゲームのパッケージを取り出して、ちゃぶ台の上に置いた。これで、仕事は終わりだ。立ち上がる。

　そのとき、セラナリオンが屛風の上から乗り出し、幸太郎のことを覗のぞき込んだ。

「ところでコータロ。せっかくだから、１ゲームくらいやっていかない？」

「はあ？」

「やったことないんだろ？　だからほら、試しにさ！　おもしろいよ！」

　セラナリオンはにこにこと──ドラゴンの表情などわかりにくいことこの上ないが、とにかく楽しげな調子で勧すすめてきた。異世界アラシュ・カラドにおいて、ニポーン（日本のことだ）のゲームを共有できる相手などどこにもいないのだろう。幸太郎は無感情な視線を、『サムライレーシング』の浮世絵風パッケージイラストに注いだ。

　興味がないと言えば噓になる。

　だから幸太郎は、こう答えた。

「別に。やってやってもいいぞ」

　くるくる──、とドラゴンの喉が鳴った。笑ったのかもしれない。むっとしてセラナリオンを見上げるが、彼はやはり楽しげな口ぶりで、

「それはよかった！　僕の３ＥＳは簞たん笥すの下から二番目の棚たなに入っているから、よかったら使ってくれ」

　幸太郎は言われたとおり、棚を開けて中から３ＥＳを取り出した。今のところ、日本で一番か二番目に普ふ及きゅうしている携帯ゲーム機だ。二つ折りになっている機体を開き、電源とおぼしきボタンを押す。

　華やかな音が響き、上部画面に３ＥＳのロゴが浮かび上がった。

　幸太郎は、メガネの奥で目を見はった。

「背面部にソフトが入ってる、ちょっと押し込めば抜けるようになるから。で、抜いた穴にサムレーを差し込むんだよ」

「……こうか」

　言われたとおりにすると、下部画面のアイコンが、神み輿こしの前で二本の刀を交差させるサムライのアイコンへと変化した。それを選択して、スタートボタンを押す。

　３ＥＳと、ハード制作会社、ソフト制作会社のロゴが次々に浮かび──やがて、タイトル画面と共に、やたらとテンションの高い電子音声が３ＥＳから放たれた。

《ＳＡＭＵＲＡＡＡＡＩ　ＲＡＣＩＮＧ　ＳＥＶＥＮ!!》

「……なんだこりゃ」

「いや、だからサムレー７だよ。きみだってニポーン人なんだから、サムライくらいは見たことがあるだろ？」

「ねえよ」

　十字キーといくつかのボタンを使い、幸太郎は数あるゲームモードをウィンドウショッピングのようにつらつらと眺ながめていく。おそらく練習モードであろう《ＰＲＡＣＴＩＣＥ!!》を選ぶと、車のような箱のような物体が、画面内にずらりと並んだ。

　再びノリの良い電子音声が響く。

《ＣＨＯＯＳＥ　ＹＯＵＲ　ＭＩＫＯＳＨＩ　ＣＡＡＡＡＡＲＴ!!》

　今度こそ我が慢まんできなくなって、幸太郎は叫んだ。

「だから、なんなんだよこれは！」

「それはミコシ・カートだね。ドライバーであるサムライ・ゴッドのハラキリパワーで動く、超常的な乗り物さ！」

「罰ばち当あたりすぎる！　つーか、サムライ・ゴッドってなんだ！」

「あれ。ニポーンって多神教じゃなかったっけ？　ほら、なんだったか……ネコイラズの神様っていうじゃない？」

「ヤオヨロズな！」

「そうそう、それそれ。えーとね、設定としては、イズモ・サーキットに集まった全国のヤオヨロズ・サムライ・ゴッズが、自分のミコシ・カートを使って神様の中の一番を目指す、っていうものらしいよ」

「微妙に伝承通りなのが逆にムカつく……」

「ニポーンっぽくていいよね！」

　セラナリオンは太い尻尾しっぽを地面に打ち据すえながら、実に楽しげに叫んだ。絵に描いたような勘かん違ちがい外国人──いや、勘違い異世界人っぷりだが、いまさらセラナリオンの趣しゅ味み嗜し好こうに突っ込む気にはなれない。

　幸太郎は大きく深呼吸をし、くいっとメガネを押し上げた。

「まあ、だいたいわかった。これは『こういうもの』なんだな」

　フィクションの娯ご楽らく作品に、あれやこれや文句をつけるのも無ぶ粋すいだろう。おかしなところは無視して、ゲームを先に進める。

《ＹＯＵ　ＣＨＯＯＳＥ　ＨＡＣＨＩＭＡＮ　ＡＮＤ　ＨＡＣＨＩＭＡＮ・Ｑ!!》

　とりあえず、パッケージに写っていた主人公っぽいキャラを選んでみる。セラナリオンが身を乗り出して、口を挟はさんできた。

「おっ、ハチマンだね。このゲームの主人公で、初心者にも使いやすいキャラさ」

「ふうん」

「基本のコースで操作方法を試してみるといいよ！　なんでも最初はうまくいかないものなんだからさ！」

　まだ始めてもいないのに、なぜ励はげまされなければならないのか。

　ともあれ、幸太郎は言われたとおりに、楕だ円えん形けいの基本コースを選んだ。再び電子音声が響き、ついにレース画面が映し出される。ミコシ・カートの上にあぐらを搔いているハチマンの背中を無表情に眺めながら、幸太郎はスタートカウントが終わるのを、じっと待った。




　十数分後。

　幸太郎は３ＥＳをちゃぶ台の上に置き、大きく伸びをした。

「ふう。……ああ、もうこんな時間か」

　携帯を見て時刻を確認し、こきこきと首を鳴らす。頭上から、震ふるえる声が響いた。

「きみ、このゲームやったことないって、噓だろ？」

　幸太郎はセラナリオンを見上げ、不快そうに顔をしかめた。

「なんでそんなことで噓をつかなくちゃいけないんだ」

「だって！　いきなりシラサゴ・サーキットで２分台をたたき出すなんて、普通に考えてありえないだろ!?　僕が前作の同じ面でどれだけ苦労したと思っているんだ!?」

「別に。簡単だったぞ」

　幸太郎が試したモードは『タイムアタック』だ。選んだコースをひとりだけで三周し、ゴールするまでの時間を短縮しつづけるという、実にストイックなゲームモードである。セラナリオンはそんなのより『グランプリ』や『エキシビション』をやったほうが断然楽しいと勧めてきたのだが、どうも幸太郎はひとりでコツコツやるほうが性しょうに合っているようだ。

　セラナリオンは長大な鎌首をそらし、天を仰あおいで嘆じた。

「信じられない……これがニポーン人の遺伝子なのか……!?」

「なにを言ってるのかさっぱりわからんが、俺はもう出るぞ」

「えっ。もう行っちゃうのかい？」

「学校の時間だ」

　そう言って、幸太郎は立ち上がった。彼はこの異世界アラシュ・カラドの管理人であるが、同時に日本の高校生でもある。ここを訪れたのはセラナリオンの荷物を届けるためであって、遅ち刻こく覚かく悟ごでゲームをするためではない。

「じゃあな。なかなか楽しかったけど、ネット通販もほどほどにしろよ」

「あっ、うん。ありがとうね！　──よーし、それじゃ、早さっ速そく僕もプレイするかな！」

　背中越しにひらひらと手を振って、幸太郎はアラシュ・カラドをあとにした。




　　　　　　　　◆




　東京都杉すぎ並なみ区阿あ佐さが谷や北きたに存在するボロアパート『あけぼの荘』。この古ぼけた集合住宅には十二の部屋があり、そして、それらのドアは異世界『アラシュ・カラド』の十二の国家に繫がっている。

　幸太郎がそのことを知ったのは、一ヶ月ほど前のことだ。あけぼの荘を幸太郎に託たくした彼の叔お父じは、幸太郎があけぼの荘の管理人となり、同時にアラシュ・カラドの管理人──オー・ヤサンと呼ばれる調停者になることを望んだ。さまざまな理由から幸太郎はそれを受け入れ、そして今も、こうして異世界人たちと隣となり合わせの生活を送っている。

　アラシュ・カラドにおいて、オー・ヤサンとは世界の管理人である。どのような王をも皇帝をも凌しのぐ権けん威いを持ち、中立公平にして唯ゆい一いつ無む二に、あらゆる争いを調停して世界に平和をもたらす、厳格なる裁定者であるのだという。

　それを知ったときの幸太郎の第一印象は、「マジかよ」だった。

　その「マジかよ」は、今でも幸太郎の意識の奥底にこびりついている。世界の管理人として、国家間の諍いさかいを調停する役目は、ただの高校生に過ぎない幸太郎には過ぎた重荷だ。

　それでも、彼がかろうじてアパートと世界の管理人を続けられているのは、いくつかの幸運と、彼が持つ能力、そして──

「チワッス!!　オー・ヤサン!!　いらっしゃいますか!?」

　こいつのおかげではないだろうな、と幸太郎は思った。

　窓がびりびりと震えるほどの大声と共に、その少女は管理人室へと足を踏ふみ入れていた。明るいオレンジの髪と、好奇心に満ちあふれたルビーレッドの瞳。彼女の表情はいつも太陽のように明るく、性根が暗い幸太郎は見ているだけで顔をしかめてしまう。

　今も幸太郎は眉まゆ根ねを寄せながら、片手を腰に当てて少女に苦言を呈ていした。

「スフレ。うるさい」

「はっ！　ごめんなさい、オー・ヤサン！　声、大きかったですか!?」

　わざとやってんのかこの野郎。

「……次、近所迷めい惑わくなことをしたら、二度とたまごかけごはんを食わせてやらんからな」

　幸太郎が低い声で釘くぎを刺すと、少女──スフレは口をつぐみ、背せ筋すじを伸ばして、こくこくと頷いた。太陽のような笑みはすっかり雲の向こうに隠れてしまったが、どうせすぐにひょっこり顔を出すであろうことを、幸太郎は熟じゅく知ちしている。

　彼女は、正式な名前を、スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノールという。

　王族みたいに長い名前なのは王族だからだ。スフレはアラシュ・カラドの一国家、『草の国』ササラノールの第一王女であり、王位継けい承しょう権けんもばっちり持っている。輪になった麦の印章が刻まれた指輪と、髪に載せられている小さな王冠は、その証あかしである。

　幸太郎とスフレは、一ヶ月前、とある事件を解決するために協力した。そのときに結んだ友好関係は今でも続いており、週に二、三度ほどの割合で、スフレはこうして幸太郎の部屋に遊びに来るのだった。

「じゃ、入れ。静かにな」

「……お、お邪じゃ魔まします……」

　もう一度こくこくと頷いて、スフレはやり過ぎなくらい抜き足差し足忍しのび足で管理人室へと足を踏み入れた。彼女が四畳間に入るのを確認してから、幸太郎は炊飯器を開け、用意してあったごはんを茶ちゃ碗わんによそった。

　たまごかけごはんを作ってから四畳間に入ると、スフレも手にしたバスケットをちゃぶ台に広げ、香草茶とお茶菓子の用意をしていた。幸太郎を見上げ、にっこりと笑う。

「本日の茶葉は、トッカノール産の最高級レェリーザを使用しております」

「そうか。こっちは近所の西友で売っていた激安米とたまごだ」

「オー・ヤサンのおもてなしに、いつも感謝しております！」

　明るい笑顔と共に、スフレはそんなことを言う。皮肉ではない。スフレに皮肉を言うような機能は搭とう載さいされていない。彼女は思ったことを思ったまま、率直に表現してしまうタイプの人間だ。本当に、心から、感謝しているのだろう。

　幸太郎は茶碗とスプーンをスフレの前き、スフレはティーカップとお茶菓子の皿を幸太郎の前に置いた。二人で手を合わせ、互たがいに声を合わせる。

「いただきます」

「イタキマス！」

　そうして、幸太郎は香草茶を、スフレはたまごかけごはんを口にしようとして──

　弾はじかれたように、管理人室の扉が開いた。

「勝てないよ！　コータロ！」

　突然のことに、幸太郎はカップに口をつけたまま硬直する。メガネの奥の目を見開き、まじまじと部屋の出入り口を見つめた。３ＥＳを手にした黒髪の青年が、恨うらめしげに自分のことをにらみつけているのが見えた。

「きみ、初心者なんだろ!?　なのにどうして僕が勝てないのさ！」

　そんなことを言いながら、青年はずかずかと四畳間に乗り込んできた。幸太郎は青年の紫色の瞳を覗き込み、ため息と共にカップを置いた。

「セラナリオン。食事中だぞ」

「それは失礼！　でも、納なっ得とくいかないんだ！」

　まったく失礼と思っていないような口ぶりでそう叫び、セラナリオンは３ＥＳの画面を幸太郎に突きつけた。電源はついている。レースのリザルト画面。どうやら『タイムアタック』をしていたようで、コースはシラサゴ・サーキット──幸太郎が遊んでいたコースだ。

　タイムは２分54秒。

「俺より遅おそいな」

「だから！　それが！　納得いかない！」

　セラナリオンは子供じみた仕草で畳を踏みつけた。彼はドラゴンだが、『魔法』とやらによって人間の姿に変身することもできるのだ。しかしそれでやることがゲームとは、もう少しマシな使い道はないものだろうか。

「つまり、あれか。『サムライレーシング』のベテランであるはずのおまえが、ぽっと出の俺に負けたことが気に入らないと」

「そうだけど！　もう少し優しい言い方があるだろう！」

「優しい言い方ってものをしたことがないからな……」

「人としてどうかと思うよ！」

　こんなにエキサイトしているセラナリオンは初めて見る。普段は老成した雰ふん囲い気きを漂ただよわせているだけに、なかなか新鮮なものがあった。スフレなどは、目を白黒させていることだろう。

　そう思ってスフレのことを見ると、彼女はまったく気にした様子もなく、たまごかけごはんをかっ込んでいた。

　こいつ……。

「あむっ、んぐっ、……こくん。チワッスです、セラナリオンさん！」

　口の中のものを飲み込んでから、スフレは片手をあげてセラナリオンに挨あい拶さつをする。それから彼女は首をかしげ、３ＥＳをしげしげと見つめた。

「それ、なんですか？」

「３ＥＳ──ゲーム機だな」

「ゲ・ムーキ……？」

　スフレは首をかしげる。『ゲーム機』という概がい念ねんはアラシュ・カラドには存在しないため、うまく『翻ほん訳やく』されないのだ。セラナリオンが説明する。

「わかりやすく言うと、ニポーンのオモチャだね。触さわってみるかい？」

　彼女がなにか答えるより先に、セラナリオンはちゃぶ台の上に３ＥＳを滑すべらせて、スフレが遊べるようにする。そうしてから、彼はその場に正座し、真ま面じ目めな顔で幸太郎を見据えた。

「どうすればあんなタイムがたたき出せるのか、僕に教えてくれないかな」

「そんなもん、最短ルートをスピード落とさないように走ればいいだけだろ」

「ざっくりしすぎ！」

　と、３ＥＳを恐る恐る指先でつついていたスフレが、ぽつりと、

「あ、あのう、これ、触っても、いいものなのでしょうか」

「うん。好きにいじってみてよ、壊こわれたりはしないからさ。──で、コータロ、具体的に聞くけれど、たとえば『ブースト』はどことどことどこで使ってた？」

　ずい、と真剣な顔を近づけて、セラナリオンは根掘り葉掘り聞いてくる。心底めんどくせえと思いつつ、幸太郎は彼の疑問に答えることにした。さもなければこのドラゴンは自分の部屋に帰らないだろう。納得するまで説明したほうがよさそうだ。

　そうして、幸太郎がセラナリオンに『サムライレーシング』のコツをレクチャーしていると、不意に隣から、電子音声が響いた。

《ＣＨＯＩＳＥ　ＹＯＵＲ　ＭＩＫＯＳＨＩ　ＣＡＡＡＡＡＲＴ!!》

「ひうっ!?」

　びくんと身を跳はねさせて、スフレは一足飛びに部屋の隅すみへと飛び退しさった。ルビーレッドの目をまんまるにして、彼女はきょろきょろと視線をさまよわせた。

「なっ、なな、なんですか、今の!?　だ、誰の声ですか!?」

「ただのゲーム音声だ」

「ゲ・ムー……？」

「要するに、ニポーンの魔法さ！」

　セラナリオンはにこやかにそう告げる。おまえの説明のほうがよっぽどざっくりしすぎだろう、と幸太郎は心の中で突っ込んだが、スフレは小さく息をつき、

「な、なんだ。魔法なのですね。びっくりしました」

　それで納得するのかおまえは。

　幸太郎は苦々しげに口元を歪ゆがめたが、強しいてなにか言おうとはしなかった。

　アラシュ・カラドの文明レベルは、地球でいえばヨーロッパの中世前半といったところだ。電気も無線もない世界では、電子機器など想像することすらできないだろう。ＰＣやネットを使いこなすセラナリオンこそが例外なのだ。スフレの反応は異世界人としては一般的な部類に入る。

　幸太郎はスフレの挙動をじっと観察した。

　部屋の隅で縮こまっていたスフレは、恐る恐る、３ＥＳに近づいていく。脅おどかされたネコそっくりの動きだ。指先を伸ばして３ＥＳをちょんちょんとつつき、危険がないと見るや、首を伸ばして画面を凝ぎょう視しする。エキゾチックなキャラクターを眺めるスフレの瞳に、好奇の輝きが宿るのを、幸太郎は確かに見た。

　スフレは腕を伸ばし、３ＥＳの本体を両手で摑つかんでから、幸太郎に顔を向けた。

　問うようなまなざし。

　幸太郎は唇くちびるをへの字に曲げて、言った。

「……右下の細長いぽっちを押すと、レースが始まる。一番右の丸いぽっちを押すと加速、その隣を押すと減速。あとは好きなようにやれ」

「は、はい！」

　こくこくと何度も頷いて、スフレは言われたとおりに操作した。レースの始まりを告げる電子音声が響く。目をこれ以上できないというくらいに見開いて、食い入るように画面を眺める。細い指がたどたどしく、けれども一いっ生しょう懸けん命めいに動いている。

　その様子を見守っていたセラナリオンが、小声で幸太郎に笑いかけた。

「ハマったね」

　幸太郎は肩をすくめて、その言葉を消極的に肯こう定ていした。




　スフレが『サムライレーシング』のプレイをやめたのは、それから小一時間ほどしてからのことだった。

「ええと……スフレさん？　そろそろ僕も、自分の国に帰りたいんだけれど」

　セラナリオンがそう言うと、ちょこんと正座しながらゲームに熱中していたスフレは、ハッと我に返ったようだった。大きな目がこちらを見る。その頰ほおに、羞しゅう恥ちの紅が差す。

「え、あっ────ご、ごめんなさい！　セラナリオンさんのものなのに、こんな、独り占めするみたいな──」

「いやいや、気にしないで。それより、どうかな。そのゲーム、おもしろい？」

「はい！　すごく！　おもしろいですっ!!」

　スフレの瞳は赤熱する炎のごとく輝いている。３ＥＳをちゃぶ台において、スフレはその代わりに両りょう拳こぶしを固め、ぶんぶんと上下させながら熱弁した。

「この中にいる小さな人たちが小さな箱に乗って、わたしの思うとおりに動いてくれるのがたまらなく可愛かわいらしいですっ！　中の景色もきれいですし、押せば押しただけどんどん速くなっていって、キラキラした箱に触るとパーッてなって曲がるときはキュキュッてなるのが難しいんですけれどうまくいくとずびゅーんって──」

「そっかそっか。楽しんでくれてるみたいでよかったよ」

　セラナリオンはにこにこしている。はしゃぐ孫を見る祖父のような顔つきだ。

　と、セラナリオンがあっさりと、

「それ。スフレさんに進呈するよ」

　スフレの目が、丸くなった。

「へ？」

「あげるって言ってるのさ」

「やっ、で、でも！　こんなすごいもの、受け取れません！」

「いいんだよ。僕の大好きなサムレーを、そんなに楽しんでくれてる人を見ると、こっちも嬉うれしくなってしまう。なにしろ──そう！　なにしろ、スフレさんは、初めてのゲーム仲間なんだからさ！」

　セラナリオンも拳を握にぎりしめ、そう熱く叫んだ。彼の頰も紅潮している。

「僕は今、感動しているんだよ！　なにしろアラシュ・カラドには、一いっ緒しょにゲームができる友達なんてどこにもいないんだから！　仲間の竜に勧めてもちっとも興味持ってくれないし、コータロはこんな感じだし、ほとんど諦あきらめかけていたのに──スフレさんがそこまで熱中してくれるなんて！　ぜひとも受け取ってくれ！」

「……セラナリオンさん！」

「スフレさん！」

　二人は熱く手を握り合った。双方の目に、涙が滲にじんでいる。同好の士を得られた感動に、ドラゴンと王女は身を震わせていた。

　幸太郎はエプロンの前で腕を組みながら、「こいつら早く帰んないかな」と思っている。
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「で、でも、本当にいいんですか？　セラナリオンさんは──」

「大だい丈じょう夫ぶ！　僕にはネット通販っていう強い味方があるから！　っていうか、前から大きいサイズに買い換えようと思ってたんだよね！」

「……もう一台買うつもりかよ……」

　うんざりと言った幸太郎に、セラナリオンはにこやかに振り返り、

「もちろん、君の分も買ってあげるよ！　コータロ！」

　幸太郎はぎょっとして叫んだ。

「はあ!?　なんで!?」

「なんでってことはないだろ。みんなでレース大会をやるんなら、人数は多いほうがいいじゃないか！　僕もきみを対戦で倒たおせば、胸のもやもやが晴れるんじゃないかという気がする！」

「いつの間にレース大会をやることになったんだ……!?」

「いいじゃないか。きみだって、なかなか楽しめたって言ってただろ？」

「……それは、まあ、そうだけど」

「お金のことを気にしてるなら、心配しないでいいよ！　僕はこう見えて羽振りがいいからね。ドラゴンは、金銀財宝を溜ため込むのが好きなのさ！」

　そういう問題だろうか、と幸太郎は首をかしげるが、もらえるというのなら、もらっておいてもいいだろう。管理人は中立公平、という原則に反するかもしれないが、ほぼ周囲と隔かく絶ぜつした『大地の村』からの贈り物を、賄わい賂ろと考える人間はいるまい。

「それじゃ、僕は早速注文してくるから！　みんな練習しておいてね！」

「はいっ！　ありがとうございました、セラナリオンさん！」

　にこやかに手を振って背を向けたセラナリオンに、スフレは深々と頭を下げた。

　管理人室の扉が閉まると、スフレは背筋を伸ばし、にぱっと幸太郎に笑いかける。

「えへへ。大会ですって。楽しみですね、オー・ヤサン！」

「……別に」

　ぶっきらぼうにそう言って、幸太郎はそっぽを向いた。

　楽しみでないとは言わなかった。




　　　　　　　　◆




　次の日。

　学校を終えて、自室に戻り、部屋着に着替えているところでチャイムが鳴った。

「どーもー。サバネコ急便でーす」

「はーい」

　エプロンを身につけながら応対して、荷物を受け取りハンコを押す。礼と共に扉を閉めてから、荷物を確認した。

　送り主は『空そら井い竜りゅう一いち郎ろう』となっている。セラナリオンの、日本名だ。

　ということは、昨日のアレだろう。

　セラナリオンに確認を取れるまで開けるのはやめておこう、と考えて、幸太郎は荷物をキッチンの上に置いた。それから、四畳間に戻ろうとしたところで、

「オー・ヤサン！」

　ずばん！　とすさまじい音と共に、管理人室の扉が開いた。

「……スフレ。静かに開けろといつも言っているだろ。っていうか、ノックくらいしろ……」

「たっ、たいへん！　たいへんなのです！　たすけてくださいっ！」

　鼓こ膜まくが震える大声は、あっさりと幸太郎のぼやきを搔き消した。スフレがうるさいのはいつものことだが、青ざめた顔色と涙目はただごとではない。「なんだ──」と尋ねかけて、幸太郎はスフレが３ＥＳを抱えていることに気づく。

　泣きそうになりながら、スフレは言う。

「……せっかく、せっかくセラナリオンさんからもらったゲ・ムーキを……壊してしまいました……」

　消え入りそうな声に、幸太郎は眉根を寄せた。

「昨日はこのゲ・ムーキで、パルメーニャと一緒にたくさん遊んだのですが……つい先ほど開いたところ、表面が真っ黒になってしまっていて、まったく反応しなくなってしまったのです。ら、乱暴に扱あつかったつもりは、ないのですけれど──」

「見せてみろ」

　縋すがるようなまなざしと共に差し出された３ＥＳを受け取り、開く。画面は上下とも真っ暗だ。ボタンを押しても反応はない。

　幸太郎はゲーム機に詳しいわけではない。が、それでも、これがどういう状況なのか、予想はついた。

「ちょっと待ってろ」

　幸太郎はキッチンに置いておいた荷物を取り、四畳間へと戻る。カッターナイフを取り出して荷物を開くと、案の定、そこには２台の３ＥＳと『サムライレーシング』が納められていた。

　３ＥＳの箱を開き、中からＡＣアダプタと電源ケーブルを取り出す。それをコンセントにつないでスフレの３ＥＳに給電すると、電源ランプが点灯した。背後で息を殺していたスフレが、歓声をあげる。

「光りました!!」

「────っ、だから、耳元で──」

「直ったんですか!?　オー・ヤサン!?」

「今から確かめるから、静かに待ってろ！」

　幸太郎が叱しかりつけると、スフレは首をすくめ、その場にちょこんと座り込んでしまった。それでもその瞳は、期待に輝いている。

　それから、待つことしばし。

　軽く電源ボタンに触ふれると、独特の電子音と共に、華やかな光が画面にあふれた。

「～～～～～～っ、～～～～～～～～!!」

　スフレは両手で口元を押さえ、ぴょんぴょんと身を跳ねさせている。その目に浮かぶのは感動の涙、まるで死んだ人間が生き返ったかのような喜びぶりだ。

　幸太郎はオレンジ色の充電ランプを指さしながら言った。

「これが消えるまではこうやって繫いでおくぞ。何時間かかるかは俺もわからない。やったことないからな」

「は、はい！　直していただいただけで十分です！」

「別に壊れていたわけじゃない。バッテリーが切れていただけだ」

「バテーリって、なんですか？」

　スフレはちょこんと小首をかしげる。幸太郎は唇をへの字に曲げた。電気の概念すら知らない人間に蓄ちく電でん器きのことを説明するのは、幸太郎にはややハードルが高い。

　少し考え、こう説明する。

「つまり、腹が減って動けなかっただけだ。こいつは、このケーブルを通してしか食事ができないんだ」

　スフレは驚きに目を見開く。

「ゲ・ムーキというものは、生き物だったのですか!?」

「……。ああ」

「そ、そうとは知らず、わたしったらエサもあげずに、ずっと使いつづけて……！　ごめんね、つらかったね……！」

　罪悪感に打ちのめされた表情で３ＥＳに近づいて、優しくその表面を撫なでる。幸太郎は真顔である。笑うのを我慢しているわけではなく、口から出任せをここまで本気にしてしまうスフレに困惑しているだけだ。

「しかし、言葉もわからないのによくプレイできたな」

　ぽつりと言って、幸太郎は３ＥＳを開く。「ああっ！　寝ているのに！」と悲鳴をあげたスフレのことは無視して、幸太郎は『サムライレーシング』を起動、レコードからどれだけの時間を遊んだのかを確かめる。

「10時間もやってたのか……そりゃ確かに、電池切れるよ」

　呆あきれながら、幸太郎はふとあることに気づいた。

　シラサゴ・サーキットの挑戦記録が１００回を超えている。

　なんとはなしにレース記録を開いたところで、幸太郎はびきりと顔を引きつらせた。

　最速タイムは、２分21秒。

　幸太郎のレコードより、30秒以上早い。

「……スフレ。これは？」

「あっ、それですか！　それはパルメーニャがやったときの記録だと思います！」

「なに？」

　パルメーニャ・エ・アギン・カラ。『草の国』におけるスフレの補佐官だ。やはり一ヶ月前の事件で、スフレや幸太郎と共に事件の解決にあたった。きわめて有能な外交官であり、幸太郎は彼女に多大な信しん頼らいを寄せているが、それはそれとして性格は最悪である。

「わたしよりも、むしろパルメーニャのほうがたくさんやっていたのですよ！　彼女はどうも、勝負事には熱くなるタイプのようでして──一緒に走っている透明な影に勝つまで、やめるわけにはいかないと言っていました！」

　それは、『ゴースト』──最速記録を出したときの幻げん影えいだ。触れることもできないただの幻まぼろしだが、『ゴースト』は常に最速なわけだから、そいつと競って勝ちつづければ確実に記録を更新できる。パルメーニャのことだから仕組みはわかっているのだろう。自分の最速の幻影に勝利しつづけていけば、幸太郎のレコードを30秒短縮することなど容易なことだ。

　なんだろう。

『サムライレーシング』など、自分にとって、ただの暇ひまつぶしに過ぎなかったのに──

　なんだか、ムカつく……！

「ちょっとプレイする」

　言い置いて、幸太郎は返事も聞かずに『タイムアタック』モードを起動した。スフレが泡を食ったように叫ぶ。

「えっ、いや、あの、ごはんを食べさせてあげましょうよ！」

「大丈夫だ。ケーブルが繫がっている限り、電池が切れることはない。たぶん」

「たぶんて！　そ、そういうことじゃなくて、お腹なかが空すいているのにこき使うなんて、ゲ・ムーキがかわいそうでしょう!?」

「ゲーム機のかわいそうなんて俺の知ったことか！」

「ひどいっ!?　ひどすぎます、オー・ヤサン！」

　スフレの非難もなんのその、幸太郎はシラサゴ・サーキットを選び、使用キャラクターのハチマンを使ってレースを開始した。パルメーニャのものとおぼしき『ゴースト』──上級者向け使用キャラクター・ヨシツネだ──をにらみつけつつ、集中する。

　そのとき、セラナリオンが管理人室へと入ってきた。

「やあコータロ、僕が注文した荷物は……届いてる、みたいだね……」

「せ、セラナリオンさん！　助けてください！　オー・ヤサンが、わたしのゲ・ムーキをいじめるんです！」

「は？」

「わたしはゲ・ムーキにゆっくりごはんを食べさせてあげたいのに、オー・ヤサンが無理矢理！　セラナリオンさんからもなんとか言ってください！　ゲ・ムーキは疲れているんです！」

「えっと、話が見えないんだけど……」

　二人の会話を聞き流しつつ、幸太郎は舌打ちをした。はるか前を行くヨシツネの背中に、あの凶きょう悪あくな金髪犬耳女の薄笑みを思い出す。苛立ちが集中を途切れさせ、幸太郎は次のカーブのドリフトを失敗してしまった。さらに差が開く。

　幸太郎は深呼吸をして気持ちを落ち着かせてから、つぶやいた。

「セラナリオン」

「えっ。な、なんだい？」

「もう一台、３ＥＳと『サムライレーシング』を買え。大会の参加者が増える」

「……きみね、人のお金だと思って……」

「いいから。買え」

　有無を言わせぬ口調と、メガネの奥の瞳に宿る執しゅう念ねんの炎に、セラナリオンは深々とため息をついて、答えた。

「了解」




　　　　　　　　◆




　そして、次の日。

『草の国』外交特使執務室に、四つの人影が集つどっていた。いずれもがアラシュ・カラドにおいて外交的な地位と権力を有し、この世界の混乱が巻き起こらないようにするための意思と能力を有し、そしてそれぞれが手元に３ＥＳを有している。

　あけぼの荘、および異世界アラシュ・カラド管理人、久藤幸太郎。使用キャラクターはハチマン（バランス型）。

『大地の村』外交特使、セラナリオン。使用キャラクターはスサノオ（最高速重視型）。

『草の国』外交特使にして第一王女、スフリャーレ・シャノ・エ・アルフ・エ・ササラノール。使用キャラクターはトモエ（加速重視型）。

　同じく『草の国』外交特使付外交官、パルメーニャ・エ・アギン・カラ。使用キャラクターはヨシツネ（ドリフト重視型）。

　以上の四名が、執務室の応接ソファに腰かけ、それぞれの所有する３ＥＳを開いて、最後の調整を行っていた。

　対面に座るスフレとセラナリオンは、実に平和的な会話を交わしている。

「やあ、場所を提供してくれてありがとうね、スフレさん」

　にこやかに手を上げたセラナリオンに、スフレもにこやかに３ＥＳを撫でながら答える。

「いえいえ。ゲ・ムーキをいただいたのですから、これくらいはさせてください！　それに、ニポーンでやるとすると、パルメーニャが参加できませんから」

「確かに、アラシュ・カラドからニポーンに行けるのは、僕ら外交特使だけだからね」

「ところでセラナリオンさん！　あなたからいただいたゲ・ムーキには、『アル』という名前をつけましたが、いかがでしょう！」

「えっ……、名前？　ああ、うん。いいんじゃないかな」

「セラナリオンさんのゲ・ムーキは、なんというお名前ですか？」

「い、いや、僕は名前はつけてないかな。生き物じゃないんだし」

「えっ」

「えっ」

　そんな脳天気なやりとりの一方──彼らの隣、やはり対面に座る幸太郎とパルメーニャは、双方が３ＥＳを操作しつつ、目も合わせずに会話をしていた。

「スフリャーレさまからお聞きしましたよ、オー・ヤサン。最初に出てきた影はあなたのものだったのですね」

「ああ。最初の最初、はじめてプレイしたときのヤツか」

「そうだったんですか。道理であくびが出るほど遅いと思っていました。ちらちらまとわりついてきて鬱うっ陶とうしかったから、三回目くらいに抜いてしまいました」

「おまえの『ゴースト』も目め障ざわりだったから、とっくの昔に消去しておいた。俺の３ＥＳのトップランクには、おまえの名前はひとつもない。悪いことしたか？」

「…………いいえ？　オー・ヤサンにできるのは、過去の私に勝つことくらいですから、それくらいはご自由に」

「…………そうか？　まあ今から、おまえは未来永えい劫ごう俺には勝てないということを証明されるんだがな」

「あァ？」

「ンだ？」

　二人の視線が絡からまり火花が散った。パルメーニャの顔つきは狂犬のようになり、幸太郎の目つきはインテリヤクザそのものだ。びきびきと空気が引きつる音を立て、それを察したスフレとセラナリオンが慌あわててお互いを引き離はなす。

「ま、まあまあまあまあ！　コータロもパルメーニャさんも！　そんな顔しないで！」

「そ、そうですよ！　ほら、楽しい大会なんですから！　楽しまなくちゃ！」

　その一言に、パルメーニャが笑みを浮かべた。狂犬の笑顔。

「楽しむ──そうですね、オー・ヤサン。ひとつ、楽しみのために、賭かけをしませんか？」

「賭け？」

「ええ。負けたほうが勝ったほうの言うことを、なんでもひとつだけ聞く、というのはどうでしょう？」

　スフレが泣きそうな顔になりながら、パルメーニャの肩をゆさゆさと揺さぶる。

「ぱるめーにゃ!?　そんな、どうやっても恨みつらみしか残らないような提案をしないでくださいっ！」

　自分の主人の嘆願を、パルメーニャは完かん璧ぺきに無視した。

「どうします？　別に怖いならやらなくてもいいですけど」

「奇遇だな。俺もまっっったく同じ提案をしようと思ったことだ」

「では、それで」

「決まったな」

　互いに極ごく悪あく人にんの表情をしながら、幸太郎とパルメーニャは頷き合う。その隣で、セラナリオンとスフレが、同時にため息をついていた。




　ゲームモードは『エキシビション』──すなわち、１ゲームだけの対戦であり、コースは因縁のシラサゴ・サーキットに決まった。

『エキシビション』と『タイムアタック』のもっとも大きな違いは、コース上にいくつもの箱が置いてあることだ。その箱に触れると、キャラクターがアイテムを取得する。アイテムにはさまざまな効果のものがあるが、たいていはレースを有利に進めるためのものだ。それをどう使うかが、勝敗の鍵かぎとなるだろう。

「じゃ、じゃあ、始めようか」

　セラナリオンがスタートボタンを押すと、ホラ貝の音が響いた。カメラがシラサゴ・サーキット上空を旋せん回かいし、美しい真ま砂さごのサーキットを映し出す。パルメーニャはこきこきと首を鳴らし、幸太郎はメガネをくいっと押し上げた。スフレは非常に重苦しい表情をしているが、それはこの部屋の空気が重苦しいからであって、彼女の責任ではない。

《ＡＲＥ　ＹＯＵ　ＲＥＡＤＹ？　３，　２，　１──》

　画面の中でカウントダウンが開始される。それを眺めながら、パルメーニャがぽつりと言った。

「どんな要求をされても恨まないでくださいね、オー・ヤサン」

「こっちのセリフだ」

　そのやりとりを、最後として──

《ＳＴＡＲＴ!!》

『サムライレーシング』の電子音声が、レースの開始を告げた。

　瞬間、幸太郎の操るハチマンとパルメーニャの操るヨシツネが、まったく同時にロケットスタートを決める。スフレのトモエとセラナリオンのスサノオをはるか後方に置き去りにして、二つのミコシ・カートは最初のカーブへと近づいていき──

「よっと」

「あっ!?」

　ハチマンがヨシツネに体当たりを食らわせた！

　ヨシツネは軽量級のキャラクターである。バランスタイプのハチマンに車体をぶつけられて、カーブの外側に大きくふらついてしまう。コースアウトをしてもおかしくない危険行為だったが、パルメーニャはかろうじてコースに残った。幸太郎は舌打ちをする。

「てめっ──オー・ヤサン！　なにしやがるっ！」

　パルメーニャが牙きばをむき出しにして、ついでにその本性もむき出しにした。幸太郎は目も合わせずにぼそぼそと、

「は？　おまえが勝手に俺の進路に割り込んできたんだろ。人のせいにすんなよ」

「このっ……！」

「それじゃ、お先。俺のケツでもゆっくり眺めてな」

　幸太郎はせせら笑いながらＵターンをカーブ、その先にあるアイテムを取得する。次いでスサノオが、さらにトモエがアイテムを取得し──幸太郎は、眉根を寄せた。

　なぜヨシツネが追走してこない？

　一瞬だけコース画面を見る。それぞれのキャラのアイコンがマップ上を走っているのが見える。ヨシツネは、トモエのすぐ後方にぴたりとくっついていた。最下位に落ちたのだ。それも、おそらくは、わざと。

　思わずパルメーニャを見ると、金髪犬耳の外交官は不敵に笑っていた。

「ご存じなかったのですか、オー・ヤサン？　下の順位になればなるほど、この箱からは強力な道具が出てくるんですよ！」

　ヨシツネのキャラクター情報欄らんでドラムロールしていたアイテムが、ついに確定された。扇を貫つらぬく白羽の矢のアイコン。これは──

「『アロー・オブ・ヨイチ』か！」

「名前は知りませんが、効果は知ってますよ！　死ねオラァッ！」

　凶暴なかけ声と同時に即使用する。これは、トップを走るプレイヤーを串くし刺ざしにして数秒間行動不能にするという恐るべきアイテムだ。幸太郎は舌打ちをする。あの矢は絶対に回かい避ひできない。ならどうすべきか──

　ハチマンが急ブレーキをかけ、コースの脇に寄った。セラナリオンのスサノオがその脇を通過する。セラナリオンの「へ？」という間抜けな声──その直後、それは悲鳴へと変わった。

「あああっ!?　ぼ、僕のスサノオがっ！」

『アロー・オブ・ヨイチ』はトップのプレイヤーを捕捉する。ということは、ブレーキをかけて２位に落ちれば、順位は落ちても串刺しからは免れるということだ。スサノオの胸を白羽の矢が貫き、哀あわれなサムライ・ゴッドはスピンしながらコースの外へと吹っ飛んでいった。

　冷や汗をぬぐいながら、幸太郎はひとりごちる。

「ふう、危ないところだった……」

「危ないところじゃないよ！　コースアウトしちゃったじゃないか!?」

　ありていに言えばセラナリオンを盾たてにしたということだが、幸太郎は負けるくらいなら知人を盾にすることくらいまったく厭いとわない。すかさず一位に返り咲くが、そのときにはすでにヨシツネが背後に迫っていた。『アロー・オブ・ヨイチ』の代わりに新たなアイテムを手にしている。これは──

「『タヂカラ・グローブ』!?　レアばっかぽんぽん引き当てやがって……！」

　使用してから30秒間、使用者の背中に巨大な腕が生え、触れるカートをすべて投げ飛ばすというこれまた凶悪なアイテムである。間の悪いことに、前方コースにはカーブが連続している。ドリフト重視のヨシツネから、ハチマンは逃れられない！

「さて、オー・ヤサン！　私に行った無礼の数々、その身体で詫わびてもらいましょうか！」

「ちょっとぶつけただけだろうが！」

「私は、自分が受けた痛みは一千倍にして返さないと気が済まない性格なんですよっ！」

　ヨシツネが近づいてくる。幸太郎はちっと舌打ちをして、再び車体を脇に寄せた。あまりやりたくはないが、コースを大回りにすればわざわざ追ってこないだろう──

　そんな思おも惑わくは見事に外れ、ヨシツネは遠回りをしてでもハチマンに近づいてきた！

「おまっ──」

「くはははははは、死ね！」

「くそっ、こうなったら！」

　幸太郎は歯を食いしばりながら、スピンに近いコーナリング操作を行う。車体が百八十度回転し──ハチマンは、コースを逆走しはじめた！

　パルメーニャは、大きく目を見開いて、叫んだ。

「あんたなに考えてんですか!?」

「うるせえ！　おまえに投げられるくらいなら逆走する！」

「……こうなったら、私も……！」

「お、追ってくるんじゃねえよ！　先に進めよ！」

「オー・ヤサンに借りを返すためなら私だって逆走しますよっ！」

『逆走』の警告が画面上に出てくるが、幸太郎とパルメーニャは二人ともそれを無視した。

「あああああっ、ま、また僕のスサノオがっ！」

　途中、ようやくコースに戻ったスサノオを再び外に投げ飛ばしつつ、二人は不毛な追いかけっこを続ける。彼らが逆走をやめたのは『タヂカラ・グローブ』の効果が消えた30秒後のことだ。お互いに舌打ちをして併走しながらアイテムを取得し、ぎらりとぎらつく視線を絡み合わせる。

「今度こそ、吹っ飛ばしてあげますよ、オー・ヤサン……！」

「ぬかせ！　おまえこそ、二度とレースのできない身体にしてやる……！」

　互いに憎ぞう悪おをはき出しながら、二人はドラムロールするアイテム欄を凝視した。




　で。

「………………」

「………………」

　レースが終わり、幸太郎とパルメーニャは、無言でリザルト画面を見つめていた。

　表彰台のいちばん上に立っているのは、紅一点のトモエだ。二位はセラナリオンのスサノオであり、ハチマンとヨシツネは地面に横たわっている。

　タイムアウト──あまりにもゴールまでに時間がかかりすぎたため、失格措そ置ちとなったのだ。

「……そんなルールがあるなんて、知らなかったぞ」

「……私もです」

「いや、まあ、ルールがどうのという以前に、あれだけ差をつけられてたら巻き返しようもなかったと思うけどね」

　セラナリオンが呆れたように言い、優勝したスフレも気まずげに頷いている。

　結局、幸太郎とパルメーニャは、互いが互いの足を引っ張り合いすぎて、まともにレースをすることさえできなかったのだ。下位に落ちることによって得た強力なアイテムをぶつけ合うという不毛な争いは、なぜこの世から戦争がなくならないのか、その理由を明確に示していた。

　と、それまで黙っていたスフレが、不意にこんなことを言った。

「それで。これは、誰が勝ったんですか？」

　幸太郎とパルメーニャは、すねた子供のような口調で、ぼそぼそと、

「……俺だろ」

「……いえ、私が」

「違います。オー・ヤサンもパルメーニャも、二人とも負けです！」

　いつの間にか、スフレは立ち上がっていた。形の良い眉をきっと上げて、説教をする先生のような口ぶりで、

「ゲ・ムーというものは楽しむためにあるものでしょう？　それを争いのために使うなんて、その時点でオー・ヤサンもパルメーニャも、二人とも負けていたのです！　わたしよりもずっとずっと頭のいいお二人が、なんでそんな簡単なこともわからないのか、わたしにはそのほうが理解できません！」

　ぐうの音も出ない。

　そらした胸に手を当てて、スフレは宣言をするように言う。

「最初に言ってましたね。今回の勝負では、勝った人が負けた人の命令を聞くと！　ですから、優勝したわたしが命令します。──もう二度と、ゲ・ムーで喧嘩をしないこと！　いいですね？」

「……いや、でも──」

「……悪いのは、こいつ──」

「い・い・で・す・ね！」

　ぎろりとにらみつけたスフレに、幸太郎とパルメーニャはうなだれて、二人同時に「はい」と返事をした。





終
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鈴すず木き 鈴すず

「すずきすず」って発音しづらいことに気付きました。
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イラスト／とよた瑣さ織おり

立川市在住。液晶タブレットの熱波と戦いながら絵を描いています。あつい～あついよ～～







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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